
（1）

蘇
北
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
の
展
開

―
中
華
民
国
期
か
ら
改
革
開
放
の
現
在
ま
で

西
　
澤
　
治
　
彦

は
じ
め
に

一　

淮
陰
及
び
淮
安
地
域
の
歴
史
的
な
変
遷

二　

淮
陰
市
の
概
況
―
『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
布
教
活
動

　
　
　
（
１
）
概
況

　
　
　
（
２
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
関
す
る
記
述

　
　
　
（
３
）
布
教
活
動
の
歴
史
地
理

　
　
　
（
４
）
建
国
後
の
情
況

　
　
　
（
５
）
各
県
志
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
記
述

　
　
　
（
６
）
年
表

三　

淮
陰
市
の
概
況
―
『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
布
教
活
動

　
　
　
（
１
）
概
況
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（
２
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に
関
す
る
記
述

　
　
　
（
３
）
布
教
活
動
の
歴
史
地
理

　
　
　
（
４
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
慈
善
事
業
に
関
す
る
記
述

　
　
　
（
５
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
建
国
後
の
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
情
況

四　

各
県
志
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
記
述

　
　
　
（
１
）『
淮
安
市
志
』
の
記
述

　
　
　
（
２
）『
漣
水
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
３
）『
淮
陰
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
４
）『
宿
遷
市
志
』
の
記
述

　
　
　
（
５
）『
灌
南
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
６
）『
泗
陽
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
７
）『
洪
澤
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
８
）『
泗
洪
県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
９
）『
盱く

眙ち

県
志
』
の
記
述

　
　
　
（
10
）『
金
湖
県
志
』
の
記
述

五　

考
察

　

お
わ
り
に

　

注

　

文
献
リ
ス
ト
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は
じ
め
に

私
は
二
〇
一
四
年
に
、「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の

中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」
と
い
う
論
考
を
書
い
た

（
注
１
）。

こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
の
概
況
を

整
理
し
た
上
で
、
長
老
教
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
蘇
北
に
お
け
る
布
教
活
動
を
詳
細
に
描

き
出
し
、
最
後
に
宣
教
師
の
目
を
通
し
て
み
た
当
時
の
蘇
北
社
会
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス

ト
リ
ッ
カ
ー
と
い
う
宣
教
師
は
日
本
で
は
著
名
と
は
言
え
な
い
が
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
父
親
と
言
え
ば
、
あ
る
程
度
の
イ
メ
ー
ジ
は

湧
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
ー
ル
は
南
京
で
、
農
学
者
の
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
結
婚
し
た
た
め
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
名
乗
っ

た
が
（
後
に
離
婚
す
る
も
、そ
の
名
前
を
通
し
た
）
も
と
も
と
の
姓
は
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
で
あ
っ
た
。
故
に
、中
国
語
で
は
パ
ー

ル
・
バ
ッ
ク
の
こ
と
を
「
賽サ

イ

珍ジ
ェ
ン

珠ジ
ュ
ー」
と
表
記
す
る
。

私
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
の
出
会
い
は
、
一
九
八
五
年
に
南
京
大
学
に
留
学
し
て
い
た
際
、
蘇
北
の
淮
安
県
車
橋
鎮
に
て
農
村
調
査
を
し

た
時
に
遡
る
。
自
然
災
害
の
度
に
江
南
の
都
市
に
逃
げ
て
い
た
い
と
い
う
農
民
の
話
を
聞
き
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
『
大
地
』
を
思
い

出
し
、
も
し
か
し
て
淮
安
が
『
大
地
』
の
舞
台
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
こ
の
推
測
は
、
調
査
中
に
入
手
し
た
『
淮
安
文
史
資
料
』

第
二
輯
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
淮
安
基
督
教
簡
況
」
と
い
う
一
文
を
読
ん
で
確
信
へ
と
変
わ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
蘇
北
に
初
め
て
布

教
に
き
た
宣
教
師
は
ア
メ
リ
カ
の
長
老
教
会
牧
師
の
賽
兆
祥
と
あ
り
、
こ
の
人
物
の
説
明
と
し
て
、『
大
地
』
の
作
者
で
あ
る
賽
珍
珠

の
父
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
注
２
）。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
蘇
北
で
の
調
査
以
降
も
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
や
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
資
料
を

集
め
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
、
小
説
『
大
地
』
の
舞
台
を
巡
っ
て
、「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
江
北
農
村
」
と
い
う
論
考
を
、
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二
〇
〇
二
年
に
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
中
国
で
の
足
跡
を
訪
ね
た
「
中
国
に
お
け
る
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
足
跡
」
と
い
う
一
文
を
書
い

た（
注
３
）。

リ
サ
ー
チ
の
結
果
、『
大
地
』
の
舞
台
は
安
徽
省
北
部
の
宿
州
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
同
じ
淮
北
平
原
と
い
う
こ

と
で
、
当
初
の
推
測
は
そ
れ
ほ
ど
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
二
〇
一
一
年
に
は
、ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
が
刊
行
し
た
宣
教
師
向
け
の
漢
語
テ
キ
ス
ト
を
分
析
し
た
、「
ア

メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト : A

bsalom
 Sydenstricker

著　

A
n E

xposition of the Construction and 

Idiom
s of Chinese Sentences : A

s Found in Colloquial M
andarin for the U

se of Learners of the Language

（1889

）

を
巡
っ
て

（
注
４
）」

を
書
い
た
。
先
述
の
、
二
〇
一
四
年
に
公
表
し
た
「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ

ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
集
大
成
で
も
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
こ
の
論
考
は
時
間
軸
で
記
述
し
て
い
る
た
め
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
南
京
に
て
亡
く
な
っ
た
一
九
三
一
年
を
も
っ
て
終
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
実
際
に
蘇
北
を
訪
ね
て
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
も
残
っ
て
い
る
し
、
信
者
の
数
も

決
し
て
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
い
つ
か
、
中
華
民
国
期
以
降
の
情
況
も
整
理
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い

た
。
幸
い
、
新
編
の
県
志
が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
だ
し
、
そ
の
中
の
「
宗
教
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
歴
史

と
現
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
も
そ
の
記
述
が
な
か
な
か
詳
し
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
れ
ら
の
市
志
や
県
志

が
刊
行
さ
れ
始
め
た
の
は
、
改
革
開
放
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
で
、
地

方
の
郷
土
史
家
も
そ
れ
ま
で
の
文
革
を
頂
点
と
す
る
「
極
左
」
路
線
へ
の
反
省
も
込
め
て
、
我
が
郷
土
の
歴
史
を
克
明
に
記
録
に
残
し

て
お
き
た
い
、
と
い
う
志
に
満
ち
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト
教
も
含
め
、
中
国
で
の
人
類
学
的
な
現
地
調
査
は
非
常

に
難
し
く
、
た
と
え
一
九
九
〇
年
代
に
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
調
査
が
で
き
た
と
し
て
も
、
外
国
人
が
こ
こ
ま
で
の
情
報
（
現
地
の
档
案

史
料
を
含
む
）
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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前
回
の
考
察
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
、
な
か
で
も
長
老
教
会
の
宣
教
師
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
実
際
に
は
他
の
宗
派
の

宣
教
師
も
多
数
、
入
っ
て
い
た
し
、
何
よ
り
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
に
よ
る
布
教
活
動
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
落
と
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、
主
に
新
編
の
県
志
を
資
料
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
含
め
、
蘇
北
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
の
そ
の
後
の
展

開
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
本
稿
は
前
作
を
補
足
す
る
続
編
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
。

新
編
県
志
は
、
蘇
南
の
各
県
で
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
理
想
は
江
蘇
省
全
体
、
さ
ら
に
は
上
海
を
含
む
華
東
地
区
全
体
の
動
向
を
論

じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
学
位
論
文
を
執
筆
す
る
ぐ
ら
い
の
労
力
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
上
に
、
郷
鎮
レ
ベ
ル
ま
で
降
り
て
い
っ

て
詳
細
に
検
討
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
地
理
的
な
範
囲
が
広
す
ぎ
る
。
む
し
ろ
、
人
類
学
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
、
限
定

さ
れ
た
地
域
を
微
視
的
に
考
察
す
る
方
が
、
見
え
て
く
る
世
界
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
蘇
北
、
と
り
わ
け
ア
ブ
サ
ラ
ム
・

サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
淮
陰
地
域
に
限
っ
て
、
布
教
活
動
の
歴
史
と
現
状
を
整
理
し
て
み
た
い
。

当
初
は
、
市
志
や
県
志
の
記
述
内
容
を
分
解
、
整
理
統
合
し
て
時
系
列
で
記
述
し
直
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
法
は
読
者
に

は
分
か
り
や
す
く
て
も
、
市
志
や
県
志
の
執
筆
者
の
一
貫
し
た
思
い
を
解
体
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が
何
を
選
択
し
何
を
記

録
に
残
そ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
際
の
宗
教
的
、
思
想
的
な
ス
タ
ン
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
う
し
た
文
脈
も
ま
た
一
つ

の
「
歴
史
」
で
も
あ
る
と
考
え
、
先
ず
は
市
志
や
県
志
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
整
理
と
分
析
は
、
そ

の
後
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

一　

淮
陰
及
び
淮
安
地
域
の
歴
史
的
な
変
遷

本
題
に
入
る
前
に
、
淮
陰
と
淮
安
の
関
係
、
及
び
両
者
の
そ
の
後
の
名
称
の
変
更
な
ど
を
こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
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両
者
は
古
代
か
ら
現
代
に
到
る
ま
で
、数
々
の
変
遷
を
経
て
お
り
、と
り
わ
け
民
国
以
降
は
極
め
て
複
雑
な
情
況
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

淮
陰
は
古
代
よ
り
淮
河
の
南
岸
に
あ
っ
て
、
春
秋
時
代
か
ら
江
南
よ
り
北
方
へ
至
る
通
路
で
あ
っ
た
。
劉
邦
は
前
漢
建
国
に
貢
献
し

た
韓
信
を
楚
王
と
し
て
淮
陰
侯
に
封
じ
、
淮
陰
県
が
置
か
れ
た
。（
西
）
晋
代
に
は
広
陵
郡
が
置
か
れ
る
も
、
南
遷
し
た
東
晋
（
三
一
七

～
四
二
〇
）
に
よ
り
山
陽
郡
が
設
置
さ
れ
る
と
、
淮
陰
は
南
北
朝
期
に
は
南
北
両
勢
力
の
拮
抗
す
る
軍
事
上
の
要
地
と
な
っ
た
。

隋
代
に
な
る
と
淮
陰
は
山
陽
郡
に
編
入
さ
れ
る
も
、
開
皇
二
（
五
九
二
）
年
に
山
陽
郡
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
楚
州
が
設
置
さ
れ
た
。

隋
朝
に
よ
る
大
運
河
建
設
の
結
果
、
淮
安
で
淮
河
と
交
差
し
た
た
め
、
淮
安
は
江
南
と
華
北
と
を
結
ぶ
水
運
の
拠
点
と
し
て
経
済
的
に

大
き
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
広
域
行
政
の
中
心
は
淮
陰
か
ら
東
の
淮
安
に
移
動
す
る
。
淮
安
の
前
身
は
東
晋
代

の
山
陽
県
で
あ
る
が
、
宋
代
に
な
っ
て
淮
安
県
に
改
め
ら
れ
た
。

そ
の
宋
代
に
、
淮
安
よ
り
淮
河
に
至
る
清
江
浦
（
沙
河
）
が
築
か
れ
、
そ
の
河
口
は
水
運
の
中
心
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
し
て
こ
こ

に
清
河
県
が
置
か
れ
る
と
、
淮
陰
県
は
廃
れ
、
元
代
に
は
清
河
県
に
併
入
さ
れ
、
清
代
に
至
る
ま
で
清
河
県
と
呼
ば
れ
た

（
注
５
）。

明
清
代
に
な
る
と
淮
安
府
は
治
水
、
漕
運
、
製
塩
行
政
の
中
心
地
と
し
て
最
盛
期
を
迎
え
、
揚
州
、
蘇
州
、
杭
州
と
並
ぶ
大
運
河
上

の
「
四
大
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
る
。
管
轄
範
囲
も
黄
海
沿
岸
か
ら
内
陸
の
広
い
範
囲
に
及
び
、
現
在
の
淮
安
市
、
塩
城
市
、

宿
遷
市
、
連
雲
港
市
、
及
び
徐
州
市
東
部
に
及
ん
だ
。
清
代
に
な
る
と
海
州
直
隷
州
（
現
在
の
連
雲
港
市
）
が
分
離
し
、
さ
ら
に
徐
州

市
付
近
に
徐
州
府
が
新
設
さ
れ
た
た
め
淮
安
府
の
行
政
範
囲
は
縮
小
し
た
。

こ
こ
ま
で
が
清
代
ま
で
の
変
遷
で
あ
る
。
整
理
す
る
と
、
淮
陰
の
方
が
淮
安
よ
り
も
由
緒
あ
る
歴
史
を
誇
っ
た
が
、
南
北
朝
以
降
、

と
り
わ
け
隋
代
の
大
運
河
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
広
域
行
政
の
中
心
は
淮
陰
か
ら
淮
安
に
移
る
。
そ
し
て
宋
代
に
な
り
、
淮
安
か
ら

淮
河
に
至
る
所
に
清
江
浦
が
築
か
れ
、
そ
の
河
口
は
水
運
の
中
心
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
為
、
こ
こ
に
清
河
県
が
置
か
れ
、
淮
陰
県
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は
廃
れ
て
元
代
に
は
清
河
県
に
併
入
さ
れ
た
。

清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
江
蘇
省
に
関
す
る
英
語
文
献
や
地
図
を
見
る
と
、T

singkiangpu

と
い
う
名
称
が
よ
く
登
場
す
る
。

即
ち
、こ
れ
は
清
江
浦
を
指
す
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
が
蘇
北
で
の
布
教
の
拠
点
に
し
た
の
も
、こ
の
清
江
浦
で
あ
っ

た
。
行
政
的
に
は
清
河
県
内
に
あ
っ
た
が
、
大
運
河
の
河
口
の
市
街
地
を
指
す
清
江
浦
の
方
が
通
称
と
し
て
通
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

歴
史
的
に
は
、
清
江
浦
は
宋
代
に
淮
安
か
ら
淮
河
に
向
か
っ
て
発
展
し
た
新
エ
リ
ア
で
、
こ
こ
に
清
河
県
が
置
か
れ
る
と
、
元
代
に
は

廃
れ
て
い
っ
た
淮
陰
県
も
吸
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、民
国
期
ま
で
の
清
江
浦
は
、か
つ
て
の
淮
陰
県
や
淮
安
県
の
一
部
を
含
む
、

広
域
の
水
運
都
市
で
あ
り
、
行
政
上
は
清
河
県
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
淮
安
県
の
名
称
で
あ
る
が
、
宋
代
に
な
っ
て
淮
安
県
に
改
め
ら
れ
た
も
の
の
、
元
代
に
山
陽
県
に
復
し
、
民
国
期
の

一
九
一
四
年
に
再
び
淮
安
県
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
名
称
の
変
遷
は
こ
れ
で
け
で
は
な
い
。
民
国
期
に
な
る
と
、
淮

陰
県
の
古
名
が
復
活
し
、
王
営
鎮
に
県
庁
所
在
地
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
市
街
地
は
清
江
浦
鎮
と
な
り
、
淮
陰
県
に
属
し
た
。
こ
れ
を

要
す
る
に
、
淮
陰
と
淮
安
の
関
係
は
、
漢
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
は
淮
陰
県
と
山
陽
県
、
宋
代
は
清
河
県
と
淮
安
県
、
元
代
は
清
河

県
と
山
陽
県
と
い
う
対
比
で
あ
っ
た
が
、
民
国
期
に
再
び
淮
陰
県
と
淮
安
県
と
い
う
名
称
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
淮
安
県
の
県

庁
所
在
地
は
淮
城
鎮
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、
宋
代
以
降
は
両
県
の
間
に
清
江
浦
が
開
発
さ
れ
、
時
に
清
河
県
に
帰
属
し
な

が
ら
も
、
第
三
の
エ
リ
ア
と
し
て
栄
え
た
こ
と
に
な
る
。

淮
陰
と
淮
安
の
関
係
の
変
遷
は
新
中
国
成
立
後
も
続
い
た
。
即
ち
、
一
九
五
一
年
、
淮
陰
県
の
清
江
浦
鎮
を
清
江
市
と
し
て
独
立
さ

せ
た
。
一
九
五
八
年
に
は
淮
陰
県
が
清
江
市
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
清
江
市
も
淮
陰
市
に
改
称
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
四
年
、
再

び
市
と
県
と
が
分
離
し
、
市
の
一
部
を
割
い
て
淮
陰
県
が
復
活
す
る
。

改
革
開
放
以
降
の
一
九
八
三
年
に
な
る
と
、
淮
陰
地
区
の
清
江
市
が
「
地
級
市
」（
か
つ
て
の
「
地
区
」
に
相
当
、
通
常
の
「
市
」
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よ
り
も
広
域
な
別
概
念
）
の
淮
陰
市
に
昇
格
す
る
。
こ
の
結
果
、
一
時
期
、
複
数
の
県
を
管
轄
す
る
広
義
の
「
淮
陰
市
」
と
、
か
つ
て

の
清
江
浦
を
指
す
狭
義
の
「
淮
陰
市
」
と
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
の
地
図
や
本
稿
で
活
用
し
て
い
る
市
志
、
県
志
も
こ
の

時
代
の
機
構
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
県
に
よ
っ
て
は
、
一
九
八
七
年
の
市
制
施
行
を
受
け
て
、
県
か
ら
市
に
昇
格
し
た
段
階
で

市
志
を
刊
行
し
て
い
る
（
宿
遷
市
、
及
び
淮
安
市
）
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
も
過
渡
期
の
現
象
で
あ
る
が
、
本
稿
が

依
拠
す
る
新
編
県
志
類
は
、
こ
の
段
階
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、一
九
九
六
年
に
は
宿
遷
市
が
「
地
級
市
」（
か
つ
て
の
地
区
に
相
当
）
に
昇
格
し
、沭
陽
県
、泗
陽
県
、泗
洪
県
と
共
に
（
地

級
市
と
し
て
の
）
淮
陰
市
か
ら
分
離
し
、
淮
陰
市
と
対
等
な
地
級
市
と
な
っ
た
。
灌
南
県
も
連
雲
港
市
の
管
轄
に
移
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
今
度
は
（
地
級
市
と
し
て
の
）
淮
陰
市
が
淮
安
市
に
改
称
さ
れ
、
併
せ
て
区
制
が
施
行
さ
れ
た
。
即
ち
、

中
心
部
の
市
街
地
化
の
進
展
に
よ
り
、
淮
安
市
が
楚
州
区
に
、
淮
陰
県
が
淮
陰
区
と
な
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
楚
州
区
が
淮
安
区
に
改

称
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に
は
清
河
区
と
清
浦
区
が
合
併
し
て
清
江
浦
区
が
発
足
し
た
ほ
か
、
江
澤
県
が
江
澤
区
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

最
終
的
に
、
新
生
の
（
地
級
市
と
し
て
の
）
淮
安
市
は
、
淮
安
区
、
淮
陰
区
、
清
江
浦
区
、
洪
澤
区
の
四
区
の
ほ
か
、
郊
外
の
漣
水
県
、

金
湖
県
、
盱く

眙ち

県
の
三
県
を
管
轄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
局
、
淮
陰
市
と
い
う
名
称
は
淮
安
市
に
改
称
さ
れ
た
も
の
の
、「
淮
陰
」

の
名
称
は
、
淮
安
市
内
の
一
つ
の
区
と
し
て
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
か
つ
て
清
江
市
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
の
あ
る
清
江
浦
も
、

淮
陰
や
淮
安
に
も
属
す
る
こ
と
な
く
、
古
名
の
ま
ま
一
つ
の
区
と
な
っ
た
。

【
図
表
１
】
は
一
九
八
〇
年
代
の
淮
陰
市
（
地
区
）
の
地
図
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
の
留
学
中
に
入
手
し
た
も
の
で
、
今
と
な
っ
て

は
古
地
図
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
で
用
い
る
「
白
地
図
」
は
、
こ
の
時
代
の
地
図
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。【
図
表
２
】
は

二
〇
一
六
年
以
降
の
淮
安
市
（
地
級
市
）
で
あ
る
。
市
街
地
化
が
進
ん
だ
一
方
、
宿
遷
県
、
沭
陽
県
、
泗
陽
県
、
泗
洪
県
、
灌
南
県
の

五
県
が
分
離
し
た
た
め
、
管
轄
地
域
は
半
分
弱
に
縮
小
し
て
い
る
。
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【図表 1】1980 年代の淮陰市（地区）
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本
稿
で
は
、
新
編
の
各
県
志
の
記
述
を
み
て

い
く
前
に
、『
淮
陰
市
志
』
を
通
し
て
、
淮
陰
市

（
地
区
）
の
全
体
像
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
陸
続
と
県
志
が
刊
行

さ
れ
た
当
時
、淮
陰
市
（
地
区
）
の
管
轄
内
に
は
、

淮
陰
県
・
灌
南
県
・
沭
陽
県
・
宿
遷
市
・
泗
陽
県
・

漣
水
県
・
泗
洪
県
・
淮
安
市
・
洪
澤
県
・
盱
眙
県
・

金
湖
県
が
あ
り
、
淮
陰
市
（
地
区
）
レ
ベ
ル
の

他
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
県
（
市
）
も
独
自
に
県
（
市
）

志
を
刊
行
し
て
い
る
（
こ
の
う
ち
新
編
『
沭
陽

県
志
』
の
み
作
業
開
始
時
に
は
未
刊
行
、
そ
の

後
も
未
刊
行
の
よ
う
で
入
手
で
き
ず
）。
後
者
の

方
が
記
述
内
容
は
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
に
な

る
が
、
記
述
の
総
量
や
構
成
は
や
は
り
『
淮
陰

市
志
』（
地
区
）
の
方
が
秀
で
て
い
る
。
そ
こ
で
、

先
ず『
淮
陰
市
志
』の
記
述
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

そ
の
後
、
多
少
の
重
複
は
あ
る
が
、
各
県
志
の

記
述
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
市
や
県
の
行
政
組

【図表 2】2016 年以降の淮安市（地級市）

盱眙県

洪澤区

淮安区清江浦区

淮陰区

漣水県

京杭大運河

蘇北灌漑総渠蘇北灌漑総渠

金湖県

（洪澤湖）

（高郵湖）
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織
は
、
使
用
す
る
地
図
も
含
め
、
市
志
や
県
志
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二　

淮
陰
市
の
概
況
―
『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
布
教
活
動

（
１
）
概
況

キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
で
淮
陰
地
区
に
最
も
早
く
伝
教
に
入
っ
た
の
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
淮
陰
市
志
』（
地
区
）

に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
記
述
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。
江
蘇
省
に
限
ら
ず
、
中
国
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
天

主
教
と
称
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
を
基
督
教
も
し
く
は
耶
蘇
教
と
称
し
、
両
者
は
別
物
と
考
え
て
い
る
。
明
代
の
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利

瑪
竇
）
に
ま
で
遡
る
天
主
教
の
伝
教
の
歴
史
の
古
さ
に
加
え
、
ロ
ー
マ
教
皇
を
頂
点
と
す
る
そ
の
統
率
の
取
れ
た
組
織
力
に
、
中
国
の
歴

代
政
権
は
警
戒
心
を
解
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
康
煕
帝
の
禁
教
令
公
布
（
一
七
一
七
）
で
も
っ
て
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
「
典
礼
問
題
」

が
そ
の
好
例
で
あ
る

（
注
６
）。

し
か
し
、
中
国
国
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
は
こ
れ
を
も
っ
て
完
全
に
消
滅
し
た
訳
で
は
な
く
、
伝
教
活
動
も
、
水

面
下
に
お
い
て
、
そ
の
後
も
細
々
と
継
続
し
て
い
た
。
民
国
期
は
と
も
か
く
、
中
華
人
民
共
和
国
の
時
代
に
入
る
と
、
共
産
党
政
権
は
再

び
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
厳
し
い
対
応
を
し
て
い
く
。『
淮
陰
市
志
』（
地
級
市
）
に
見
え
る
天
主
教
の
扱
い
は
、
そ
う
し
た
政
権
の
意
向

を
汲
み
取
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
以
下
、『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
天
主
教
に
関
す
る
全
文
を
紹
介
し
た
い
。

（
２
）�『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
関
す
る
記
述

天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
淮
陰
に
伝
教
さ
れ
た
の
は
、清
の
順
治
年
間
（
一
六
四
四
～
一
六
六
一
）
の
こ
と
で
、順
治
元
（
一
六
四
四
）

年
、
既
に
淮
安
に
は
天
主
教
の
教
堂
が
あ
っ
た
。
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〔
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
年
後
の
〕
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）、
フ
ラ
ン
ス
人
が
淮
安
に
や
っ
て
き
て
小
高
皮
巷
に
教
堂
を
建
設
し
、
伝
教

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
陸
続
と
し
て
清
江
浦
、
漣
水
県
、
沭
陽
県
、
宿
遷
県
な
ど
の
地
で
伝
教
し
、
淮
陰
の
石
碼
頭
（
現
市
六
中
院
内
）、

沭
陽
県
の
沭
城
鎮
、
及
び
馬
厰
、
高
墟
、
万
匹
、
宿
遷
県
の
嶂
山
、
廃
黄
河
西
な
ど
の
地
に
教
堂
を
設
立
し
た
。
漣
水
県
で
は
胡
と
い

う
姓
の
地
主
の
家
屋
（
現
在
、
政
府
の
招
待
所
院
内
）
を
借
り
受
け
、
伝
教
活
動
を
行
っ
た
。

光
緒
一
六
（
一
八
九
〇
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
艾
賴
沃
が
宿
遷
に
や
っ
て
き
て
堂
を
建
て
た
ほ
か
、
一
五
の
分
会
を
設
け
た
。

光
緒
二
〇
年
（
一
八
九
四
）、
上
海
の
徐
家
滙
天
主
堂
が
総
神
父
と
五
名
の
修
女
を
宿
遷
に
派
遣
し
、
伝
道
を
行
っ
た
。
先
に
嶂
山

に
天
主
堂
を
建
て
、
そ
の
後
、
嶂
山
に
総
堂
を
建
設
し
、
近
隣
の
数
県
を
管
轄
し
た
。
ま
た
、
耿
車
、
蔡
集
、
皂
河
な
ど
の
地
に
三
〇

余
の
分
会
を
設
立
し
た
。

宿
遷
に
や
っ
て
き
て
伝
教
し
た
の
は
、
他
に
カ
ナ
ダ
か
ら
一
名
の
神
父
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
葛
文
生
が
、
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
な
ど
か
ら
の
伝
教
師
が
い
た
。
宿
遷
に
お
け
る
天
主
教
徒
の
数
は
最
大
で
六
六
〇
〇
人
に
達
し
た
。
抗
日
戦
争
前
、
清
江
市
〔
民
国

期
に
お
け
る
清
江
浦
の
名
称
〕
に
は
天
主
教
徒
が
一
〇
〇
〇
余
人
い
た
。
民
国
二
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
父
が
沭
城
を

離
れ
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
神
父
が
交
替
し
、
継
続
し
て
沭
陽
に
て
伝
教
を
行
っ
た
。

淮
陰
の
天
主
教
の
神
職
員
の
ほ
と
ん
ど
は
外
国
人
で
あ
っ
た
。
民
国
九（
一
九
二
〇
）年
に
な
っ
て
や
っ
と
、中
国
人
の
陳
な
に
が
し
、

馬
な
に
が
し
、
郭
な
に
が
し
な
ど
の
教
徒
が
前
後
し
て
神
父
に
な
っ
た
。

天
主
教
が
淮
陰
に
て
運
営
し
た
中
学
、
小
学
の
規
模
は
み
な
小
さ
か
っ
た
。
比
較
的
名
声
が
あ
っ
た
の
は
、
石
碼
頭
の
「
類
式
学
校
」

で
、
当
初
は
私
塾
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
後
に
六
ク
ラ
ス
か
ら
な
る
小
学
校
に
な
り
、
民
国
一
九
年
に
初
中
ク
ラ
ス
を
増
設
し
た
。
学

校
は
男
子
部
と
女
子
部
（
現
食
品
公
司
宿
舎
、
及
び
六
中
院
内
）
に
分
か
れ
、
教
堂
と
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、
上
の
階
が
学
校
、
下
の

階
が
教
堂
と
な
っ
て
い
た
。
学
生
の
中
で
は
、
信
徒
の
子
弟
が
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。
在
校
生
は
ミ
サ
な
ど
の
宗
教
活
動
に
参
加
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
経
費
は
揚
州
教
区
が
管
理
し
、
資
金
を
提
供
し
て
い
た
。

天
主
教
の
政
治
色
は
濃
厚
で
、
力
の
限
り
中
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
利
権
を
擁
護
し
よ
う
と
し
、
中
国
人
の
義
憤
を
引
き
起
こ
し

た
。
清
の
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）、
川
軍
が
北
上
し
、（
宿
遷
県
の
）
嶂
山
を
通
過
し
た
際
、
嶂
山
天
主
堂
を
一
挙
に
た
た
き
壊
し
た
。

事
件
後
、
外
籍
宣
教
師
ら
は
在
華
帝
国
主
義
の
勢
力
を
拠
り
所
に
、
県
に
賠
償
を
求
め
、
教
堂
を
再
建
さ
せ
、
併
せ
て
県
に
警
備
隊
を

教
堂
に
派
遣
す
る
こ
と
と
求
め
た
。

光
緒
二
六
（
一
九
〇
〇
）
年
、義
和
団
事
件
が
勃
発
す
る
と
、宿
遷
の
外
籍
宣
教
師
ら
は
戦
々
恐
々
と
し
て
上
海
に
逃
げ
、一
年
も
経
っ

て
か
ら
宿
遷
に
戻
り
、
教
務
を
回
復
さ
せ
た
。

民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
、
宿
遷
の
馬
陵
麓
の
天
主
堂
は
、
日
本
軍
が
徐
州
か
ら
南
下
し
て
抵
抗
す
る
三
万
名
の
炭
鉱
労
働
者
を

山
東
の
棗
庄
に
送
り
込
み
、
炭
鉱
の
復
興
、
開
発
に
当
た
ら
せ
た
の
を
、
支
援
し
た
。

民
国
三
五
（
一
九
四
六
）
年
、
宿
遷
で
伝
教
を
行
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
籍
の
神
父
、
葛
文
生
は
諜
報
活
動
に
加
わ
り
、
民
主
政
府
に

見
破
ら
れ
た
後
、
恐
れ
を
な
し
て
上
海
に
逃
亡
し
た

（
注
７
）。

（
３
）
布
教
活
動
の
歴
史
地
理

清
の
順
治
元
（
一
六
四
四
）
年
、
既
に
淮
安
に
は
天
主
教
の
教
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が

没
し
た
一
六
一
〇
年
か
ら
僅
か
三
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
イ
エ
ズ
ス
会
が
送
っ
た
宣
教
師
で
あ
ろ
う
。
翌
一
六
四
五
年

に
な
る
と
、
福
建
に
入
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
宣
教
師
が
儒
教
や
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
教
皇
に
質
問
状
を
送
っ
た
こ
と
か
ら
、
典
礼
問

題
が
発
生
す
る
。
こ
れ
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
後
発
組
で
あ
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
の
内
部
対
立
と
い
う
構
図
も
見
え
隠

れ
す
る
が
、
最
終
的
に
康
煕
帝
に
よ
っ
て
一
七
一
七
年
に
禁
教
令
が
公
布
さ
れ
、
七
〇
年
以
上
も
続
い
た
典
礼
問
題
は
終
焉
を
迎
え
る
。
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そ
し
て
一
七
七
三
年
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
典
礼
問
題
は
歴
史
的
な
意
義
を
失
う
。

さ
て
、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
淮
安
に
や
っ
て
き
て
小
高
皮
巷
に
教
堂
を
建
設
し
た
と
あ
る
が
、
順

治
年
間
か
ら
二
〇
〇
年
近
い
年
月
が
経
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
禁
教
令
に
よ
っ
て
淮
安
の
天
主
教
も
一
旦
は
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
一
八
三
一
年
に
は
ロ
ー
マ
布
教
聖
省
が
イ
エ
ズ
ス
会
解
散
後
、
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
国
に
派
遣
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
典

礼
問
題
を
踏
ま
え
て
、
中
国
の
儀
礼
へ
の
参
加
を
禁
止
し
て
い
る
。
淮
安
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
も
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
流
れ
の
一
環
の
可
能
性
が
あ
る
。
宗
派
は
不
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
イ
エ
ズ
ス
会
所
属
の
宣
教
師
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
陸
続

と
し
て
清
江
浦
、
漣
水
、
沭
陽
、
宿
遷
な
ど
の
地
で
伝
教
し
、
淮
陰
の
石
碼
頭
、
沭
陽
の
沭
城
鎮
、
及
び
馬
厰
、
高
墟
、
万
匹
、
宿
遷

の
嶂
山
、
廃
黄
河
西
な
ど
の
地
に
教
堂
を
設
立
し
た
、
と
あ
る
。
清
江
浦
（
淮
安
）
や
宿
遷
は
大
運
河
沿
い
に
あ
る
た
め
、
宣
教
師
ら

は
揚
州
か
ら
大
運
河
を
北
上
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
淮
陰
に
お
け
る
学
校
教
育
の
経
費
が
揚
州
教
区
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

な
お
、清
の
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
に
川
軍
が
北
上
し
、嶂
山
を
通
過
し
た
際
、嶂
山
天
主
堂
を
破
壊
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
太
平
天
国
軍
の
北
伐
と
連
動
し
て
華
北
に
お
い
て
反
乱
を
起
こ
し
た
捻
軍
を
指
す
。
捻
軍
は
咸
豊
か
ら
同
治
に
か
け
て
山
東
、

江
蘇
、
安
徽
を
転
戦
し
た
が
、
同
治
三
年
（
一
八
六
四
年
）
に
太
平
天
国
が
滅
亡
す
る
と
、
互
い
の
残
党
勢
力
が
連
合
し
て
反
乱
を
続

行
し
た
。
捻
軍
が
宿
遷
を
北
上
し
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
後
の
情
況
は
、『
宿
遷
市
志
』
の
「
大
事
年
表
」
に
も
記
さ

れ
て
い
る

（
注
８
）。

清
朝
は
曽
国
藩
に
捻
軍
の
討
伐
を
命
じ
、
曽
国
藩
は
湘
軍
・
淮
軍
八
万
を
率
い
て
あ
た
っ
た
が
、
捻
軍
が
包
囲
を
突
破
し

て
湖
北
省
に
入
っ
た
た
め
、
曽
国
藩
は
欽
差
大
臣
を
解
任
さ
れ
、
李
鴻
章
に
代
わ
っ
た
、
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。

淮
陰
市
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
地
（
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
以
降
）
を
地
図
上
で
示
し
た
の
が
【
図
表
３
】
で
あ
る
。
漣

水
県
や
沭
陽
県
は
大
運
河
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、
最
終
的
に
こ
う
し
た
地
域
ま
で
布
教
活
動
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
が
分
か
る
。
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【図表 3】淮陰市におけるカトリックの布教地（網かけした四つの市／県）

京杭大運河

沭陽県

泗陽県 漣水県

灌南県

淮陰県

泗洪県
淮陰市

淮安市

金湖県

洪澤県

盱眙県

宿遷市
駱馬湖

山東省

（徐州市）

（連雲港市）

（塩城市）

黄海

（揚州市）

淮陰市地図

白馬湖

高郵湖

洪澤湖

安徽省
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宿
遷
県
に
お
け
る
天
主
教
の
教
堂
の
位

置
を
図
示
し
た
の
が
【
図
表
４
】
で
あ
る
。

宿
遷
県
の
嶂
山
は
県
庁
所
在
地
で
あ
る
宿

城
鎮
の
北
側
、
徐
州
市
の
新
沂
県
と
の
境

に
あ
る
鎮
で
あ
る
。「
廃
黄
河
西
」
は
、

地
名
と
い
う
よ
り
は
、
廃
黄
河
の
西
側
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
沭
陽
県
に
お
け
る
天
主
教
の
教

堂
の
位
置
を
図
示
し
た
の
が
【
図
表
５
】

で
あ
る
。
沭
陽
県
の
県
城
鎮
で
あ
る
沭
城

鎮
の
ほ
か
、
馬
厰
（
鎮
）、
高
墟
（
鎮
）、

万
匹
（
鎮
）
は
現
在
の
地
図
で
も
場
所
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
主
教
の
淮
安
伝
教
か
ら
三
九
年
後
の

光
緒
二
〇
年
（
一
八
九
四
）
に
な
る
と
、

上
海
の
徐
家
滙
天
主
堂
が
総
神
父
と
五
名

の
修
女
を
宿
遷
に
派
遣
し
、
嶂
山
に
総
堂

を
建
設
し
て
近
隣
の
数
県
を
管
轄
し
た
。

【図表 4】宿遷県における天主教の教堂

耿車

廃

黄

河

蔡集

皂河

嶂山

宿遷
宿城鎮
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ま
た
、（
宿
遷
県
内
に
）
耿
車
、
蔡
集
、

皂
河
な
ど
の
鎮
に
三
〇
余
の
分
会
を
設
立

し
た
、
と
あ
る
。
嶂
山
に
総
堂
が
建
て
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
歴
史
的
に

嶂
山
が
伝
教
の
中
心
地
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
そ
の
後
に
三
〇
余
の
分
会
を

設
立
し
た
と
い
う
耿
車
、
蔡
集
、
皂
河
は

現
在
の
地
図
で
も
場
所
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
駱
馬
湖
に
面
す
る
皂
河
は
、

古
代
よ
り
水
運
の
要
と
し
て
名
の
通
っ
た

運
河
上
の
古
鎮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む

ほ
ぼ
全
て
の
鎮
は
陸
路
の
ほ
か
、
水
路
で

も
往
来
が
可
能
で
あ
る
。
宣
教
師
ら
も
水

路
を
活
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
三

個
所
は
例
と
し
て
挙
げ
た
だ
け
で
、
実
際

に
は
三
〇
余
の
鎮
に
分
会
が
設
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
嶂
山
を
中

心
に
宿
遷
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
分
会
が
設
立

【図表 5】沭陽県における天主教の教堂

馬厰

高墟

万匹

沭城鎮
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さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
数
県
を
管
轄
し
た
と
あ
り
、
こ
の
時
期
、
宿
遷
県
の
嶂
山
が
こ
の
地
域
一
帯
の
伝

教
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
、
淮
陰
に
お
け
る
学
校
教
育
の
経
費
は
揚
州
教
区
が
管
理
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

淮
陰
一
帯
は
揚
州
教
区
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。

（
４
）
建
国
後
の
情
況

『
淮
陰
市
志
』
は
建
国
後
の
天
主
教
の
情
況
も
簡
潔
に
記
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
民
国
期
か
ら

天
主
教
に
対
し
て
は
厳
し
い
対
応
が
取
ら
れ
る
が
、
建
国
後
、
外
国
人
宣
教
師
ら
は
国
外
に
出
国
し
、
教
堂
の
数
も
減
少
し
て
い
き
、

最
終
的
に
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
天
主
教
の
活
動
は
消
滅
し
て
い
く
。

一
九
五
一
年
、
修
女
の
陳
珠
珍
が
群
衆
聚
会
の
場
に
お
い
て
、
淮
陰
地
区
に
お
け
る
外
国
伝
教
士
ら
の
罪
行
を
訴
え
、
外
国
の
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ー
と
の
関
係
を
一
切
経
つ
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
一
年
の
間
、
淮
陰
地
区
に
お
け
る
最
後
の
一
人
と
な
っ
た
天
主
教
の
外

国
人
神
父
、
翟
光
朝
（
清
江
市
天
主
教
堂
）
が
人
民
政
府
の
同
意
の
も
と
、
国
外
に
退
去
し
た
。

建
国
後
、
全
市
の
天
主
教
堂
は
僅
か
に
五
個
所
残
る
だ
け
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
宿
遷
に
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
、
宿
城
鎮

の
天
主
教
堂
の
神
父
で
あ
る
郭
栄
瑋
、
北
関
鎮
天
主
教
堂
の
神
父
で
あ
る
馬
明
ら
が
法
を
犯
し
た
た
め
、
公
安
機
関
に
よ
っ
て
逮
捕
さ

れ
た
。
一
九
五
四
年
、全
区
の
天
主
教
堂
は
宿
遷
に
残
る
一
つ
だ
け
と
な
り
、修
女
の
陳
珠
珍
が
教
務
を
担
当
し
、信
徒
は
三
〇
人
で
あ
っ

た
。
陳
珠
珍
は
宿
遷
の
第
三
、四
期
の
政
治
協
商
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
一
九
八
二
年
、
陳
珠
珍
が
原
籍
で
あ
る
豊
県
に
戻
っ
た
後
、

淮
陰
に
お
け
る
天
主
教
の
活
動
は
基
本
的
に
消
滅
し
た

（
注
９
）。
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（
５
）
各
県
志
に
見
え
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
記
述

な
お
、『
淮
陰
県
志
』『
灌
南
県
志
』『
宿
遷
市
市
』『
泗
陽
県
志
』『
漣
水
県
志
』『
泗
洪
県
志
』『
淮
安
市
志
』『
洪
澤
県
志
』『
盱
眙

県
志
』『
金
湖
県
市
』（
未
入
手
の
『
沭
陽
県
志
』
を
除
く
）
の
う
ち
、天
主
教
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
淮
安
市
志
』
と
『
宿
遷
市
志
』

『
漣
水
県
志
』
の
み
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

１　
『
淮
安
市
志
』（
か
つ
て
の
県
志
レ
ベ
ル
）
の
記
述

清
の
康
煕
年
間
（
一
六
六
一
～
一
七
二
二
）
に
天
主
教
が
淮
安
に
入
っ
て
き
た
。
同
治
年
間
（
一
八
六
二
～
一
八
七
四
）
に
天
主
教

は
淮
城
鎮
の
小
高
皮
巷
に
教
堂
を
建
設
し
た
。

一
九
四
九
年
前
夜
、
天
主
教
は
淮
安
に
三
〇
余
の
部
屋
を
持
ち
、
教
堂
や
住
宅
の
他
に
、
達
義
小
学
校
が
一
校
あ
っ
た
。
建
国
後
、

達
義
小
学
校
は
政
府
に
接
収
さ
れ
、
家
屋
財
産
も
政
府
に
よ
っ
て
転
用
さ
れ
た
。
淮
安
に
お
け
る
天
主
教
の
影
響
は
終
始
、
大
き
な
も

の
で
は
な
く
、
盛
大
な
時
で
も
教
徒
の
数
は
数
百
人
で
、
一
九
五
三
年
、
天
主
教
は
活
動
を
停
止
し
た）

（注

（
注

。

『
淮
安
市
志
』
の
記
述
で
は
、
天
主
教
が
淮
安
に
入
っ
て
き
た
時
期
を
康
煕
年
間
（
一
六
六
一
～
一
七
二
二
）
と
し
て
お
り
、『
淮
陰

市
志
』
の
順
治
元
（
一
六
四
四
）
年
に
は
淮
安
に
天
主
教
の
教
堂
が
あ
っ
た
、
と
い
う
記
述
よ
り
も
遅
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
治

年
間（
一
八
六
二
～
一
八
七
四
）に
淮
城
鎮
の
小
高
皮
巷
に
教
堂
を
建
設
し
た
と
し
て
い
る
が
、『
淮
陰
市
志
』が
咸
豊
元
年（
一
八
五
一
）

と
し
て
い
る
の
と
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
『
淮
陰
市
志
』
の
方
が
信
憑
異
性
は
高
そ
う
で
あ
る
。
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２
『
宿
遷
市
志
』（
か
つ
て
の
県
志
レ
ベ
ル
）
の
記
述

一
八
九
〇
年
、
淮
安
の
天
主
教
堂
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
教
士
を
宿
遷
県
に
派
遣
し
、
嶂
山
に
「
玫
瑰
堂
」
を
建
設
し
、
布
教
に
あ
た
っ

た
が
、
信
者
は
甚
だ
少
な
か
っ
た
。

一
八
九
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
籍
の
阮
神
父
（
主
教
）
と
修
女
五
人
が
上
海
か
ら
宿
遷
に
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
北
澗
、
耿
車
に
「
始

胎
堂
」（
後
に
「
老
堂
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
）
を
設
立
、
県
の
北
の
扒
溝
及
び
嶂
山
に
「
天
神
堂
」
を
設
立
し
た
。
嶂
山
天
神

堂
は
総
教
堂
で
、
宿
遷
、
邳
県
、
睢
寧
の
三
県
で
の
教
務
を
兼
ね
て
い
た
。
豪
紳
ら
は
教
会
に
特
権
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
官
府
は

こ
れ
に
畏
服
し
た
た
め
、
多
く
の
者
が
天
主
教
に
加
入
し
、
外
国
の
教
士
ら
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
信
徒
の
数
は
日

増
し
に
増
加
し
た
。

〔
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）〕、「
川
軍
」
が
嶂
山
に
や
っ
て
き
た
時
、
教
会
が
威
厳
が
あ
っ
て
豊
か
な
の
を
見
て
、
こ
れ
に
憤
慨
し
、

教
堂
を
破
壊
し
た
。
そ
の
後
、
外
国
の
教
士
が
江
蘇
省
公
署
を
脅
迫
し
、
宿
遷
県
公
署
に
強
制
的
に
損
失
の
賠
償
を
さ
せ
た
。
加
え
て
、

県
の
公
署
か
ら
護
衛
を
教
堂
に
派
遣
さ
せ
、
常
駐
さ
せ
た
。

一
八
九
七
年
、
宿
城
鎮
の
北
後
馬
路
に
天
主
堂
を
建
設
し
た
。
男
女
用
に
両
堂
あ
り
、
街
東
側
が
男
堂
（
現
在
の
市
人
部
跡
）、
街

西
側
が
女
堂
（
現
在
の
人
民
会
堂
北
側
）
で
、総
堂
は
男
堂
に
設
け
ら
れ
た
。
民
国
初
期
、総
堂
内
に
「
天
保
小
学
」
が
一
校
開
設
さ
れ
、

学
生
に
「
愛
教
思
想
」
を
教
育
し
た
。

一
九
一
二
年
、
全
県
に
一
六
の
分
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
嶂
山
、
耿
車
、
蔡
集
、
皂
河
な
ど
に
分
布
し
、
教
徒
の
数
は

六
六
〇
〇
余
人
に
増
加
し
た
。

一
九
四
八
年
七
月
、
中
国
共
産
党
泗
宿
〔
泗
洪
・
宿
遷
〕
県
委
員
会
と
県
総
隊
が
宿
遷
県
城
の
第
二
次
接
収
を
行
い
、
外
国
籍
の
教

士
ら
は
全
員
、
上
海
に
撤
退
し
た
。
宿
遷
に
は
修
女
の
陳
珠
珍
ら
三
人
だ
け
が
残
り
、
そ
の
宗
教
活
動
は
人
民
政
府
の
保
護
を
受
け
た
。
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陳
珠
珍
は
前
後
し
て
県
の
政
治
協
商
委
員
会
の
第
二
期
、
三
期
、
四
期
委
員
を
務
め
た
。
文
化
大
革
命
開
始
後
、
陳
珠
珍
は
強
制
的
に

故
郷
で
あ
る
〔
徐
州
市
の
〕
豊
県
の
家
に
送
還
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
現
在
、
宿
遷
境
内
に
は
依
然
と
し
て
二
〇
余
人
の
天
主
教
徒
が
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
年
老
い
て
体
力
も
な
く
、
宗
教

的
な
活
動
を
し
て
い
な
い）

（（

（
注

。

宿
遷
県
に
お
け
る
天
主
教
に
関
し
て
は
、
地
元
だ
け
あ
っ
て
『
宿
遷
市
志
』
の
方
が
記
述
量
も
多
い
。『
淮
陰
市
志
』
に
よ
る
と
、

光
緒
一
六（
一
八
九
〇
）年
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
艾
賴
沃
が
宿
遷
に
や
っ
て
き
て
教
堂
を
建
て
た
ほ
か
、一
五
の
分
会
を
設
け
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
が
淮
安
の
天
主
教
堂
か
ら
の
派
遣
で
あ
っ
た
こ
と
、
教
堂
を
建
設
し
た
場
所
が
嶂
山
で
「
玫
瑰
堂
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

光
緒
二
〇
年
（
一
八
九
四
）、
上
海
の
徐
家
滙
天
主
堂
が
総
神
父
と
五
名
の
修
女
を
宿
遷
に
派
遣
し
た
一
件
も
、『
宿
遷
市
志
』
の
方

が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
教
堂
が
建
て
ら
れ
た
耿
車
鎮
は
現
在
の
地
図
上
で
確
認
で
き
る
が
、
北
澗
や
扒
溝
は
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
総
教
堂
と
し
て
の
嶂
山
天
神
堂
が
管
轄
し
て
い
た
近
隣
の
県
と
い
う
の
が
、
西
側
の
邳
県
、
睢
寧
県
（
現
在
は

徐
州
市
の
管
轄
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
興
味
深
い
の
は
、
信
徒
が
増
加
し
た
理
由
を
「
豪
紳
ら
は
教
会
に
特
権
が
あ
る
こ

と
を
見
抜
き
、
官
府
〔
地
方
の
役
所
や
官
吏
〕
は
こ
れ
に
畏
服
し
た
た
め
、
多
く
の
者
が
天
主
教
に
加
入
し
、
外
国
の
教
士
ら
の
庇
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
」た
め
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
市
志
の
執
筆
者
は
、天
主
教
の
普
及
が
純
粋
な
信
仰
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
図
ら
ず
も
中
国
人
の
現
世
的
な
損
得
計
算
を
公
言
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
当

初
は
豪
紳
ら
か
ら
「
入
信
」
し
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
教
当
初
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
含
め
、
こ
れ
以
降
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
徐
家
匯
天
主
教
堂
（
徐
家
匯
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
大
聖
堂
）
は
、
上
海
の
徐
匯
区
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
上
海
教
区
の
司
教
座
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聖
堂
で
あ
っ
た
。
一
八
四
二
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
再
び
中
国
で
の
布
教
を
試
み
る
。
実
に
、
康
煕
帝
の
禁
教
令
公
布
（
一
七
一
七
）
か

ら
一
二
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
四
七
年
に
、
上
海
の
西
郊
に
あ
っ
た
法
華
郷
の
地
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
江
南
伝
教
区
の

総
本
部
を
建
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
名
称
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
始
者
で
あ
る
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・
ロ
ヨ
ラ
か
ら
と
っ
て
い
る
。
中

国
初
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
聖
堂
で
、
明
代
の
著
名
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
徐
光
啓
は
こ
こ
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
こ

こ
を
拠
点
と
し
て
、
江
蘇
と
安
徽
の
二
省
に
お
い
て
伝
教
活
動
を
展
開
し
た
。
総
本
山
設
立
か
ら
四
七
年
後
の
一
八
九
四
に
な
っ
て
、

そ
の
波
は
蘇
北
の
運
河
沿
い
に
、
淮
安
を
経
て
、
宿
遷
ま
で
辿
り
着
い
た
こ
と
に
な
る
。

『
宿
遷
市
志
』
で
は
、「
川
軍
」
が
嶂
山
に
や
っ
て
き
た
時
期
を
「
民
国
初
期
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
の
誤

り
で
あ
る
。
一
八
九
七
（
光
緒
二
三
）
年
、
宿
城
鎮
の
北
後
馬
路
に
天
主
堂
が
建
設
さ
れ
、
民
国
初
期
、
総
堂
内
に
「
天
保
小
学
」
が
開

設
さ
れ
た
と
い
う
は
新
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
宿
遷
全
県
に
一
六
の
分
会
が
設
け
ら
れ
、
教
徒
の
数
は
六
六
〇
〇
余
人
に
増
加
し
た
」
と
い

う
記
述
は
、『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
淮
陰
の
一
〇
〇
〇
人
と
比
べ
る
と
、六
倍
以
上
と
な
る
。
宿
遷
、及
び
沭
陽
に
伝
教
に
や
っ

て
き
た
宣
教
師
ら
の
国
籍
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
、『
淮
陰
市
志
』
の
方
が
詳
し
く

記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、『
宿
遷
市
志
』
に
は
義
和
団
事
件
へ
の
言
及
が
な
い
ほ
か
、
民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
に
宿
遷
の
馬
陵
麓
の
天

主
堂
が
、徐
州
か
ら
南
下
し
て
き
た
日
本
軍
に
協
力
し
た
一
件
も
出
て
こ
な
い
。
但
し
、『
宿
遷
市
志
』
の
「
大
事
年
表
」
に
は
、こ
の
前
年
、

日
本
軍
が
宿
城
を
空
爆
し
て
占
拠
し
、
三
九
年
に
は
、
曹
集
、
劉
圩
、
夏
荘
、
大
興
集
な
ど
に
侵
攻
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

）
（注

（
注

。

３
『
漣
水
県
志
』
の
記
述

天
主
教
が
漣
水
に
入
っ
た
時
期
は
遅
く
、
し
か
も
伝
教
の
範
囲
も
漣
城
城
内
に
限
ら
れ
た
。
民
国
二
七
（
一
九
三
八
）
年
、
フ
ラ
ン

ス
の
天
主
教
の
逢
士
賓
神
父
が
阜
寧
か
ら
漣
水
に
伝
教
に
や
っ
て
き
て
、漣
城
内
の
「
胡
三
大
門
」（
胡
家
は
漣
城
で
は
有
名
な
地
主
で
、



蘇北におけるキリスト教宣教師の布教活動の展開―中華民国期から改革開放の現在まで　西澤　治彦

（23）

房
舎
は
百
余
間
あ
り
、
三
人
の
息
子
が
そ
れ
ぞ
れ
一
宅
に
住
ん
で
い
て
、
し
か
も
三
つ
の
大
門
が
並
ん
で
い
た
た
め
、「
胡
三
大
門
」

と
呼
ば
れ
た
）
の
う
ち
の
胡
壽
朋
東
大
門
の
後
ろ
に
あ
る
宅
房
を
購
入
し
、
天
主
教
堂
と
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
天
主
教
堂

内
に
天
主
堂
小
学
（
一
～
六
年
級
）
を
運
営
し
、
六
ク
ラ
ス
の
学
生
数
は
二
〇
〇
人
近
く
に
達
し
た
。
そ
し
て
中
国
人
の
天
主
教
徒
で

あ
る
孫
加
英
を
派
遣
し
て
校
長
と
し
た
。
逢
士
賓
が
淮
安
に
転
勤
と
な
る
と
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
人
の
帥
恩
理
が
神
父
と
し
て
赴
任
し

た
。
帥
恩
理
も
直
ぐ
に
上
海
天
主
教
区
（
漣
水
天
主
教
は
上
海
教
区
の
管
轄
に
属
し
て
い
た
）
に
転
勤
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
上
海

の
傅
勝
蘭
を
漣
水
天
主
教
の
神
父
と
し
て
派
遣
し
、
且
つ
天
主
堂
小
学
の
校
長
も
兼
ね
た
。
三
名
の
神
職
者
ら
は
天
主
堂
小
学
の
教
学

も
担
当
し
た
。
天
主
堂
小
学
の
教
育
課
程
は
県
内
の
そ
の
他
の
小
学
と
大
差
な
い
が
、
異
な
る
点
は
、
在
学
生
は
毎
朝
晩
、
必
ず
教
堂

の
教
会
の
儀
式
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
聖
書
を
読
み
、
祈
祷
を
行
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
神
父
ら
は
漣
水
に
常
駐
し
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
不
定
期
に
漣
水
天
主
教
堂
に
や
っ
て
き
て
伝
教
を
行
っ
て
い
た
。

漣
水
の
天
主
教
は
あ
る
程
度
、基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、天
主
教
は
「
鬼
」
を
信
ぜ
ず
、「
主
」（
上
帝
）

を
信
じ
る
。「
三
位
一
体
」、
即
ち
、
父
〔
神
〕
と
子
〔
イ
エ
ス
〕
と
聖
霊
は
一
体
で
あ
る
と
説
く
。
天
主
教
は
菩
薩
〔
像
〕
で
は
な
く

神
像
を
崇
め
、
聖
母
マ
リ
ア
と
イ
エ
ス
を
崇
拝
す
る
。
朝
晩
に
聖
書
を
唱
え
、
焼
香
や
叩
頭
を
し
な
い
。
漣
水
の
天
主
教
徒
は
、
天
主

堂
の
学
生
以
外
は
、
皆
パ
ー
ト
タ
イ
ム
的
で
、
日
曜
に
天
主
堂
に
集
ま
っ
て
ミ
サ
を
行
う
だ
け
で
、
教
徒
が
行
う
奉
献
も
不
定
期
で
、

信
徒
数
は
百
人
を
超
え
て
い
な
か
っ
た
。
天
主
教
の
神
職
（
男
は
神
父
、
女
は
修
女
で
、
皆
修
身
結
婚
を
し
な
い
）
の
給
与
は
上
海
天

主
教
区
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
。
修
女
の
中
に
は
病
気
の
世
話
を
し
て
副
収
入
を
得
て
い
る
者
も
い
た
。

民
国
三
五
（
一
九
四
六
）
年
八
月
、
漣
水
の
民
主
政
府
は
、
漣
水
の
北
門
に
て
反
動
教
義
を
宣
伝
す
る
二
名
の
修
女
と
一
名
の
信
徒

を
拘
束
し
、
死
刑
を
執
行
し
た
。
神
父
の
傅
勝
蘭
は
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
事
前
に
逃
走
し
た
。
こ
の
年
の
末
に
天
主
教
は
自
主
解

体
し
、
教
堂
も
公
共
の
物
と
な
り
転
用
さ
れ
た）

（注

（
注

。
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天
主
教
が
淮
安
に
入
っ
た
の
が
一
八
五
一
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
漣
水
県
に
入
っ
た
の
が
一
九
三
八
年
と
い
う
の
は
、
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
遅
い
。
も
っ
と
も
、
淮
安
に
次
い
で
宿
遷
に
入
っ
た
の
が
淮
安
伝
教
か
ら
三
九
年
後
の
一
八
九
〇
の
こ
と
で
あ
り
、

漣
水
伝
教
は
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
四
八
年
を
経
て
お
り
、
こ
れ
が
淮
陰
地
区
に
お
け
る
天
主
教
伝
教
の
実
際
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
淮
安
や
淮
安
を
拠
点
と
し
た
宿
遷
の
伝
教
活
動
が
上
海
か
ら
の
派
遣
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
漣
水
の
場
合
は
、
同
じ
フ
ラ
ン
ス

人
で
は
あ
る
が
、
当
初
は
東
側
の
塩
城
市
阜
寧
県
か
ら
の
伝
教
で
あ
っ
た
。
し
か
も
伝
教
の
範
囲
も
漣
城
城
内
に
限
ら
れ
た
。
そ
の
際

の
「
胡
三
大
門
」
に
関
す
る
細
か
な
情
報
は
県
志
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ら
は
漣
水
に
常
駐
し
て
い
る
訳
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
本
腰
を
い
れ
た
伝
教
活
動
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
六
年
八
月
、
漣
水
の
民
主
政
府
が
反
動
教
義
を
宣
伝

す
る
二
名
の
修
女
と
一
名
の
信
徒
に
対
し
死
刑
を
執
行
し
た
、
と
い
う
の
も
新
た
な
情
報
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
民
主
政
府
」
と
は
、

国
民
党
政
府
に
対
す
る
共
産
党
政
権
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
同
年
、宿
遷
で
宿
遷
で
伝
教
を
行
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
籍
の
神
父
が
「
諜

報
活
動
」
を
見
破
ら
れ
た
の
も
「
民
主
政
府
」
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

（
６
）
年
表

こ
こ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
一
般
の
動
向
と
、
淮
陰
市
に
お
け
る
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
布
教
活
動
を
年
表
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

【
図
表
6
】
年
表
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

一
六
一
〇
（
万
暦
三
八
）
年　

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
没

一
六
四
四
（
順
治
元
）
年　

 

既
に
淮
安
県
に
は
〔
イ
エ
ズ
ス
会
の
〕
天
主
教
の
教
堂
が
あ
っ
た
。〔
そ
の
後
、
布
教
活
動
が
続
く
も
、

康
煕
帝
に
よ
る
七
一
七
年
に
禁
教
令
を
境
に
、
活
動
も
一
旦
、
停
止
状
態
に
な
る
〕
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一
六
四
五
（
順
治
二
）
年　

 

福
建
に
入
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
宣
教
師
が
儒
教
や
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
教
皇
に
質
問
状
を
送
っ
た
こ

と
か
ら
、
典
礼
問
題
が
発
生

一
七
一
七
（
康
煕
五
六
）
年　

禁
教
令
公
布
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
以
外
の
宣
教
師
追
放

一
七
七
三
（
乾
隆
三
八
）
年　
（
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
り
）
イ
エ
ズ
ス
会
が
解
散
を
命
じ
ら
る

一
八
三
一
（
道
光
一
一
）
年　

ロ
ー
マ
布
教
聖
省
が
イ
エ
ズ
ス
会
解
散
後
、
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
国
に
派
遣

一
八
四
二
（
道
光
二
二
）
年　

イ
エ
ズ
ス
会
、
再
び
中
国
で
の
布
教
を
試
み
る

一
八
四
七
（
道
光
二
七
）
年　

イ
エ
ズ
ス
会
、
上
海
に
江
蘇
や
安
徽
の
布
教
の
為
の
総
本
山
と
な
る
徐
家
滙
天
主
堂
を
建
設
す
る

一
八
五
一
（
咸
豊
元
）
年　

 

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
淮
安
県
に
来
て
〔
県
城
内
の
〕
小
高
皮
巷
に
教
堂
を
建
設
し
伝
教
を
行
う
。
そ

の
後
、
陸
続
と
し
て
清
江
浦
（
淮
陰
）、
漣
水
県
、
沭
陽
県
、
宿
遷
県
な
ど
の
地
で
伝
教
し
、
淮
陰
県

の
石
碼
頭
、
沭
陽
県
の
沭
城
鎮
、
馬
厰
鎮
、
高
墟
鎮
、
万
匹
鎮
、
宿
遷
県
の
嶂
山
、
廃
黄
河
西
な
ど
の

地
に
教
堂
を
設
立

一
八
六
九
（
同
治
八
）
年　

 

川
軍
（
捻
軍
）
が
北
上
し
て
宿
遷
県
の
嶂
山
を
通
過
し
た
際
、
嶂
山
天
主
堂
を
破
壊
す
る
。
外
籍
宣
教

師
ら
は
県
に
賠
償
を
求
め
、
教
堂
を
再
建
さ
せ
、
併
せ
て
県
に
警
備
隊
を
教
堂
に
派
遣
す
る
こ
と
を
求

め
る

一
八
九
〇
（
光
緒
一
六
）
年　

 

淮
安
の
天
主
教
堂
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
教
士
を
宿
遷
県
に
派
遣
し
、
嶂
山
に
「
玫
瑰
堂
」
を
建
設

一
八
九
四
（
光
緒
二
〇
）
年　

 

上
海
の
徐
家
滙
天
主
堂
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
が
総
神
父
と
修
女
を
宿
遷
に
派
遣
し
伝
道
を
行
う
。
嶂
山
に

天
主
堂
を
建
て
、そ
の
後
、嶂
山
に
総
堂
を
建
設
し
、近
隣
の
数
県
（
西
側
の
邳
県
、睢
寧
県
）
を
管
轄
。

〔
宿
遷
県
内
の
〕
耿
車
、
蔡
集
、
皂
河
な
ど
の
地
に
三
〇
余
の
分
会
を
設
立

一
八
九
七
（
光
緒
二
三
）
年　

 

宿
城
（
鎮
）
の
北
後
馬
路
に
天
主
堂
を
建
設
、総
堂
は
男
堂
に
設
け
ら
れ
た
。
民
国
初
期
、総
堂
内
に
「
天

保
小
学
」
を
開
設

一
九
〇
〇
（
光
緒
二
六
）
年　

 

義
和
団
事
件
が
勃
発
す
る
と
、
宿
遷
の
外
籍
宣
教
師
ら
は
上
海
に
逃
げ
、
一
年
後
に
戻
る

一
九
一
二
（
民
国
元
）
年　

 

宿
遷
全
県
に
一
六
の
分
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
嶂
山
、
耿
車
、
蔡
集
、
皂
河
な
ど
に
分
布
し
、
教
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徒
の
数
は
六
六
〇
〇
余
人
に
増
加

一
九
二
〇
（
民
国
九
）
年　

 

淮
陰
に
て
中
国
人
の
陳
某
、
馬
某
、
郭
某
な
ど
の
教
徒
が
前
後
し
て
神
父
に
な
る

一
九
三
八
（
民
国
二
七
）
年　

フ
ラ
ン
ス
人
神
父
が
阜
寧
か
ら
漣
水
に
や
っ
て
き
て
、
漣
城
内
の
「
胡
三
大
門
」
に
教
堂
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
軍
が
宿
城
を
空
爆
し
、
徐
州
か
ら
南
下
し
て
宿
城
を
占
拠

一
九
三
九
（
民
国
二
八
）
年　

 

日
本
軍
、
曹
集
、
劉
圩
、
夏
荘
、
大
興
集
な
ど
に
侵
攻
。
宿
遷
の
馬
陵
麓
の
天
主
堂
は
、
日
本
軍
が
炭

鉱
労
働
者
を
山
東
の
棗
庄
に
送
り
込
む
こ
と
に
協
力

一
九
四
〇
（
民
国
二
九
）
年　

 

フ
ラ
ン
ス
の
神
父
が
沭
城
を
離
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
神
父
が
交
替
し
、
継
続
し
て
沭
陽
県
に
て
伝
教

一
九
四
六
（
民
国
三
五
）
年　

漣
水
の
民
主
政
府
が
反
動
教
義
を
宣
伝
す
る
二
名
の
修
女
と
一
名
の
信
徒
に
死
刑
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
宿
遷
で
伝
教
を
行
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
籍
の
神
父
、
葛
文
生
が
諜
報
活
動
に
加
わ
り
、
民
主
政
府
に
見

破
ら
れ
た
後
、
上
海
に
逃
亡

一
九
四
九
年　
　
　
　
　
　
　

 

建
国
後
、（
淮
陰
）
全
市
の
天
主
教
堂
は
僅
か
に
五
個
所
残
る
だ
け
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
宿

遷
県
に
あ
っ
た

一
九
五
〇
年　
　
　
　
　
　
　

 

宿
城
（
鎮
）
の
天
主
教
堂
の
神
父
で
あ
る
郭
栄
瑋
、
北
関
鎮
天
主
教
堂
の
神
父
で
あ
る
馬
明
ら
が
、
法

を
犯
し
た
た
め
、
公
安
機
関
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る

一
九
五
一
年　
　
　
　
　
　
　

 

修
女
の
陳
珠
珍
が
、
群
衆
聚
会
の
場
に
お
い
て
、
淮
陰
地
区
に
お
け
る
外
国
伝
教
士
ら
の
罪
行
を
訴
え
、

外
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
の
関
係
を
一
切
、
経
つ
こ
と
を
宣
言
。
淮
陰
地
区
に
お
け
る
最
後
の
一
人

と
な
っ
た
天
主
教
の
外
国
人
神
父
、
翟
光
朝
（
清
江
市
天
主
教
堂
）
が
人
民
政
府
の
同
意
の
も
と
、
国

外
に
退
去

一
九
五
四
年　
　
　
　
　
　
　

 

全
区
の
天
主
教
堂
は
宿
遷
に
残
る
一
つ
だ
け
と
な
り
、
修
女
の
陳
珠
珍
が
教
務
を
担
当
し
、
信
徒
は

三
〇
人

一
九
八
二
年　
　
　
　
　
　
　

 

陳
珠
珍
が
原
籍
で
あ
る
（
徐
州
市
の
）
豊
県
に
戻
っ
た
後
、
淮
陰
に
お
け
る
天
主
教
の
活
動
は
基
本
的

に
消
滅
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こ
う
し
て
み
る
と
、
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
淮
陰
地
区
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
淮
安
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
布
教
の
歴
史
は
清
初
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
が
、
康
煕
帝
の
禁
教
令
も
あ
っ
て
、
徐
々
に

信
徒
の
数
も
減
少
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
年
の
時
を
経
て
道
光
年
間
に
な
り
、
再
び
イ
エ
ズ
ス
会
は
上
海
を
拠
点
に
江
蘇
や
安

徽
で
の
伝
教
活
動
を
再
開
し
、
大
運
河
沿
い
に
淮
安
を
経
由
し
て
、
一
八
九
四
（
光
緒
二
〇
）
年
に
は
宿
遷
県
ま
で
到
達
す
る
。
そ
し

て
嶂
山
の
教
堂
を
総
本
山
と
し
て
、県
内
や
近
隣
の
諸
県
へ
の
布
教
を
拡
大
し
て
い
く
。
一
八
六
九（
同
治
八
）年
に
は
捻
軍
の
襲
撃
を
、

一
九
〇
〇
年
に
は
義
和
団
事
件
、
一
九
三
〇
年
代
末
に
は
日
本
軍
の
侵
攻
を
受
け
る
も
、
各
鎮
に
三
〇
余
の
分
会
を
設
立
し
、
信
徒
の

数
は
最
大
で
六
六
〇
〇
名
に
達
し
た
。
そ
の
数
は
淮
安
の
六
倍
で
、当
時
、宿
遷
が
蘇
北
に
お
け
る
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
側
も
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
統
制
の
も
と
、
組
織
的
な
布
教
活
動
を
粘
り
強
く
行
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
が
、

信
徒
の
増
加
は
、
教
会
の
特
権
と
外
国
人
教
士
ら
の
庇
護
を
得
る
と
い
う
打
算
的
な
目
的
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
後
に
布
教
に
や
っ
て

く
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
組
織
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
威
力
は
個
人
単
位
で
動
き
が

ち
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
比
べ
て
も
強
力
で
あ
っ
た
。
実
際
、
捻
軍
に
よ
っ
て
嶂
山
天
主
堂
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
県
に
賠
償
を
求
め
て

教
堂
を
再
建
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
県
か
ら
警
備
隊
を
教
堂
に
派
遣
、
常
駐
さ
せ
る
だ
け
の
力
が
あ
っ
た
。
侵
攻
し
て
き
た
日
本
軍
と

の
対
応
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、
信
仰
を
貫
く
と
言
う
よ
り
は
自
己
の
利
益
を
優
先
し
な
が
ら
組
織
的
に

対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
中
国
文
化
と
は
ど
う
も
相
性
が
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
没
後
、
七
〇

年
間
に
も
わ
た
っ
て
典
礼
問
題
も
引
き
起
こ
し
、
最
後
は
康
煕
帝
に
よ
る
禁
教
令
ま
で
公
布
さ
れ
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
を
頂
点
と
し
て
、

中
国
側
が
与
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
「
教
区
」
を
造
り
、「
司
教
」
を
任
命
し
て
い
く
と
い
う
布
教
方
法
に
懐
疑
的
に
な
っ
て
い
く
の

も
故
無
し
と
言
え
な
い
。
特
に
中
国
共
産
党
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
に
は
漣
水
の
「
民
主
政
府
」
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が
反
動
教
義
を
宣
伝
す
る
二
名
の
修
女
と
一
名
の
信
徒
に
死
刑
執
行
し
て
い
る
。

建
国
後
、
淮
陰
市
（
地
区
）
の
天
主
教
堂
は
僅
か
に
五
個
所
残
る
だ
け
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
宿
遷
県
に
あ
っ
た
が
、

一
九
五
〇
年
に
は
宿
城
鎮
の
天
主
教
堂
の
神
父
ら
が
、
公
安
機
関
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
。
一
九
五
一
年
に
は
残
さ
れ
た
修
女
の
陳
珠

珍
が
、
群
衆
聚
会
の
場
に
お
い
て
淮
陰
地
区
に
お
け
る
外
国
伝
教
士
ら
の
罪
行
を
訴
え
、
外
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
の
関
係
を
経
つ

こ
と
を
宣
言
。
淮
陰
地
区
に
お
け
る
最
後
の
一
人
と
な
っ
た
天
主
教
の
外
国
人
神
父
も
国
外
に
退
去
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
長
い
布

教
の
歴
史
に
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
。
一
九
五
四
年
、
全
区
の
天
主
教
堂
は
宿
遷
に
残
る
一
つ
だ
け
と
な
り
、
修
女
の
陳
珠
珍
が
教
務
を
担

当
し
、
信
徒
は
三
〇
人
ま
で
減
少
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
二
年
、
陳
珠
珍
が
原
籍
の
豊
県
に
強
制
送
還
さ
れ
、
淮
陰
に
お
け
る
天
主
教

の
活
動
は
基
本
的
に
消
滅
し
た
。

三　

淮
陰
市
の
概
況
―
『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
布
教
活
動

（
１
）
概
況

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
淮
陰
地
区
に
伝
教
に
入
る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
遙
か
に
遅
い
、
清
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
淮
陰
に

最
も
早
く
伝
教
に
入
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
会
で
光
緒
一
三
（
一
八
八
七
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
光
緒
一
九
（
一
八
九
三
）

に
は
内
地
会
も
布
教
に
入
っ
て
い
る
。
長
老
派
を
初
め
と
す
る
各
派
は
淮
安
、
淮
陰
、
宿
遷
、
泗
洪
、
泗
陽
、
漣
水
、
灌
南
な
ど
の
地

に
教
堂
を
建
設
し
て
い
き
、
孤
児
院
や
学
校
、
病
院
の
建
設
な
ど
慈
善
事
業
も
盛
ん
に
行
っ
た
。

民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
、
三
六
の
教
会
組
織
が
聯
合
し
て
、「
中
華
長
老
聯
合
会
」（
一
九
二
〇
年
に
「
中
華
基
督
教
会
」
と
改
称
）

が
組
織
さ
れ
る
な
ど
、
教
会
組
織
の
「
中
国
化
」
が
進
む
。
同
年
に
は
安
息
日
会
が
布
教
に
入
り
、
一
九
三
〇
年
以
降
は
小
群
会
、
真
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耶
蘇
教
会
、
自
立
会
、
神
召
会
な
ど
複
数
の
教
派
が
布
教
活
動
を
行
う
な
ど
、
い
わ
ば
乱
立
状
態
と
な
る
。
こ
の
う
ち
小
群
会
や
、
真

耶
蘇
教
会
、
自
立
会
は
、
元
長
老
教
会
の
伝
道
人
や
信
徒
が
再
加
入
し
て
淮
陰
に
持
ち
帰
っ
た
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
五
八
年
に
全
区
の
基
督
教
堂
が
整
頓
さ
れ
た
際
に
、
中
華
基
督
教
会
を
除
き
、
そ
の
多
く
は
活
動
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
り
、
自

然
消
滅
し
て
い
っ
た
。

『
淮
陰
市
志
』（
地
区
）
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
記
述
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
淮
陰
に
お
い
て

清
末
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在
も
多
く
の
信
者
が
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
を
反

映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
建
国
後
も
、
地
方
政
府
に
よ
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
最
大
の
要
因
は
、
民
国
期
以

来
の
教
会
組
織
の
「
中
国
化
」
と
、「
中
華
基
督
教
会
」
が
三
自
愛
国
方
針
を
実
行
し
、
外
国
教
会
と
の
関
係
を
絶
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
。
も
っ
と
も
、
文
化
大
革
命
中
は
活
動
の
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
改
革
開
放
以
降
、
再
び

信
者
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。
以
下
、『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に
関
す
る
全
文
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

小
見
出
し
は
筆
者
に
よ
る
。

（
２
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
伝
教
活
動
に
関
す
る
記
述

１　

現
在
ま
で
の
概
況

清
末
に
な
る
と
、
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
も
淮
陰
市
に
入
り
、
淮
安
、
淮
陰
、
宿
遷
、
泗
洪
、
泗
陽
、
漣
水
、
灌
南
な
ど
の
地

に
教
堂
を
建
設
、
教
会
も
発
展
し
、
慈
善
事
業
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
建
国
後
、
天
主
教
は
徐
々
に
誰
も
信
奉
し
な
く
な
っ
た
が
、
基
督
教

は
三
自
愛
国
方
針
を
実
行
し
、
外
国
教
会
と
の
関
係
を
絶
っ
た
た
め
、
信
徒
の
数
も
増
加
し
た
。
文
化
大
革
命
中
、
活
動
は
停
滞
し
た
。

〔
一
九
七
八
年
の
〕
中
共
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、
党
の
宗
教
政
策
が
全
面
的
に
貫
徹
さ
れ
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
人
数
も
不
断
に
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増
加
し
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
平
均
毎
年
二
万
人
以
上
の
速
度
で
増
加
し
て
い
る
。
分
布
も
全
市
の
各
地
（
金
湖
県
の
一
部
の
郷
や
鎮

だ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
い
な
い
）
に
広
が
り
、
一
九
八
七
年
ま
で
に
一
四
万
五
三
九
六
人
に
達
し
、
こ
れ
は
江
蘇
省
が
管
轄
し
て
い

る
市
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
が
最
も
多
い
市
と
な
っ
て
い
る
。

明
清
時
、
淮
安
、
宿
遷
、
漣
水
な
ど
の
地
は
、
僧
会
司
、
道
会
司
な
ど
専
門
に
宗
教
を
管
理
す
る
事
務
が
設
け
ら
れ
て
き
た
。
民
国

期
に
な
る
と
、
一
部
の
県
や
市
で
は
、
宗
教
協
会
の
類
い
の
組
織
も
存
在
し
た
。

新
中
国
成
立
後
、
宗
教
事
務
は
前
後
し
て
地
区
共
産
党
委
員
会
の
宣
伝
部
や
統
一
戦
線
部
が
兼
務
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
一
年
、
淮
陰
地
区
行
政
公
署
は
、
民
族
宗
教
事
務
処
を
設
立
、
宗
教
業
務
を
専
門
に
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
七
年

ま
で
に
、
全
市
の
宗
教
事
務
に
携
わ
る
幹
部
は
二
七
名
、
各
郷
鎮
に
も
宗
教
事
務
を
兼
務
す
る
幹
部
が
い
る）

（注

（
注

。

２　

教
会
組
織

淮
陰
の
基
督
教
派
に
は
、
中
華
基
督
教
会
（
長
老
派
）（A

m
erican Southern Presbyterian M

ission

）、
内
地
会
（China 

Inland M
ission

）、安
息
日
会
、小
群
会
（
基
督
教
聚
会
所
）、真
耶
蘇
教
会
（T

rue Jesus Church

）、自
立
会
、神
召
会
（A

ssem
blies 

of God

）
な
ど
が
あ
る
。
以
下
、
各
教
会
組
織
の
概
略
を
『
淮
陰
市
志
』
か
ら
紹
介
す
る
。

①
中
華
基
督
教
会
（
長
老
派
）〔A

m
erican Southern Presbyterian M

ission

〕

最
も
早
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
会
の
鮑
達
理
夫
婦
が
光
緒
一
三
（
一
八
八
七
）
年
に
淮
陰
地
区
〔
の
宿
遷
〕
に
伝
教
に
や
っ

て
き
た
。
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
、中
国
の
沿
海
地
区
に
お
け
る
（
正
統
の
派
に
属
す
る
）
基
督
教
の
三
六
の
教
会
組
織
が
聯
合
し
て
、

「
中
華
長
老
聯
合
会
」
が
組
織
さ
れ
、
後
に
「
中
華
基
督
教
会
」
と
改
称
さ
れ
た
。
江
蘇
省
で
は
相
次
い
で
「
江
南
会
区
」
と
「
江
淮
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会
区
」
が
成
立
し
た
。
江
淮
大
会
は
淮
陰
に
て
「
清
淮
区
会
」
を
成
立
さ
せ
、
牧
師
の
郭
如
柏
が
こ
の
会
の
責
任
者
と
な
っ
た
が
、
ま

も
な
く
し
て
戴
徳
明
牧
師
に
委
託
さ
れ
た
。
民
国
三
〇
（
一
九
四
一
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
、
戴
徳
明
牧
師
が
ア
メ
リ
カ
に
帰
国

し
た
。
戦
争
終
結
後
、
戴
徳
明
の
子
供
の
戴
文
輝
が
淮
陰
に
戻
り
、
会
務
を
受
け
持
っ
た
。
民
国
三
七
（
一
九
四
八
）
年
、
戴
文
輝
が

帰
国
し
た
た
め
、
清
淮
会
区
の
責
任
者
は
銭
再
天
が
担
当
し
た
。
一
九
五
一
年
九
月
以
降
は
孫
廷
揚
牧
師
が
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
三
月
二
〇
日
～
二
四
日
、
中
華
基
督
教
会
清
淮
区
会
は
清
江
市
の
博
古
巷
耶
蘇
教
堂
に
て
代
表
会
議
を
開
催
、
清
淮
会

区
を
解
消
し
、
淮
陰
区
会
を
成
立
さ
せ
、
常
任
委
員
九
人
を
選
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
会
長
の
孫
廷
揚
、
副
会
長
の
庄
献
穌
、
張
権
、

費
蘇
ら
が
、
執
行
幹
事
の
呉
慕
光
、
幹
事
の
黄
振
懐
ら
が
含
ま
れ
る
。

建
国
前
、
淮
陰
の
中
華
基
督
教
会
は
全
区
域
の
各
県
、
市
に
分
布
し
、
全
部
で
九
八
個
所
の
教
堂
や
聚
会
所
が
あ
り
、
一
〇
〇
〇
余

名
の
信
徒
が
お
り
、
そ
の
う
ち
洗
礼
を
受
け
た
者
は
五
七
〇
人
、
専
任
の
伝
道
員
は
一
名
で
あ
っ
た
。

一
九
五
五
年
の
統
計
で
は
、
教
堂
や
聚
会
所
は
一
一
二
個
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
心
教
堂
は
三
四
、
支
堂
は
五
八
、
祈
祷
所
は
二
〇

あ
り
、
信
者
は
五
四
八
七
名
、
そ
の
う
ち
洗
礼
を
受
け
た
者
は
二
四
六
八
名
、
専
任
の
伝
道
者
は
二
四
名
い
た
。

一
九
五
八
年
、全
区
の
基
督
教
堂
が
整
頓
さ
れ
、中
華
基
督
教
会
二
六
の
教
堂
を
解
消
、五
八
個
所
を
合
併
し
、三
八
個
所
を
残
し
た
。

一
九
六
三
年
、
残
さ
れ
た
三
八
個
所
以
外
に
、
私
設
の
聚
会
所
が
一
六
八
個
所
に
増
加
し
、
教
徒
も
一
万
二
〇
七
七
人
に
増
加
し
た
。

文
化
大
革
命
時
期
、
教
徒
ら
は
自
ら
解
散
し
た
。

②
内
地
会
〔China Inland M

ission

〕

清
の
光
緒
一
九
（
一
八
九
三
）
年
、
英
国
か
ら
来
た
伝
道
士
が
、
揚
州
か
ら
清
江
浦
の
銅
元
街
付
近
（
現
在
の
汽
車
修
配
厰
院
内
）

に
教
会
を
設
立
し
た
。
内
地
地
会
は
淮
陰
の
中
で
は
、
僅
か
に
漣
水
と
泗
洪
な
ど
の
県
に
伝
教
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
建
国
後
、
僅
か

に
教
堂
が
二
個
所
残
り
、
教
徒
数
は
二
一
七
名
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
、
自
然
消
滅
し
た
。
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③
安
息
日
会

民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
に
宿
遷
に
入
り
、
埠
子
に
て
三
〇
余
人
に
発
展
し
た
。
民
国
一
三
（
一
九
二
四
）
年
、
徐
州
か
ら
泗
陽
に

伝
入
し
、
長
源
か
ら
衆
興
鎮
に
到
達
し
、
そ
こ
の
太
平
巷
に
教
会
を
設
立
し
た
。
後
に
、
泗
陽
か
ら
清
江
浦
に
伝
道
し
た
。
民
国
二
〇

年
八
月
、
十
里
長
街
の
陸
市
巷
に
教
堂
を
建
設
、「
警
世
堂
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
安
息
日
会
の
淮
陰
で
の
主
要
な
分
布
は
、
泗
陽
、

宿
遷
、
漣
水
、
清
江
市
な
ど
で
、
淮
北
区
会
の
徐
州
教
区
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
房
洪
甫
が
淮
陰
の
総
責
任
者
と
な
っ
た
。

建
国
前
、
全
部
で
教
堂
は
一
二
個
所
あ
り
、
信
徒
は
三
四
二
人
、
伝
道
員
は
八
人
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
の
統
計
で
は
、
教
堂
は

一
七
個
所
、
教
徒
は
五
八
三
人
、
伝
道
員
は
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
、
教
堂
の
数
を
整
頓
し
、
安
息
日
会
は
四
個
所
の
教
堂

を
解
消
さ
れ
、
一
〇
の
教
堂
が
合
併
さ
れ
、
九
個
所
の
教
堂
が
残
さ
れ
た
〔
計
算
が
合
わ
な
い
が
五
八
年
ま
で
に
総
数
に
変
化
が
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
〕。

一
九
六
三
年
以
降
、
撤
収
さ
れ
た
り
合
併
さ
れ
た
教
堂
に
て
教
徒
ら
が
私
的
に
聚
会
を
開
い
て
い
た
が
、
文
化
大
革
命
が
開
始
さ
れ

る
と
、
全
て
の
活
動
は
停
止
し
た
。

④
小
群
会
（
基
督
教
聚
会
所
）

民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
淮
陰
長
老
会
の
伝
道
人
、
邱
日
鑑
が
長
老
会
を
離
脱
し
、
小
群
会
に
加
入
す
る
と
、
淮
安
北
部
、
漣
水
、

灌
南
な
ど
の
地
で
伝
教
を
行
っ
た
。
建
国
前
、
二
〇
の
聚
会
所
が
あ
り
、
教
徒
は
八
二
七
人
、
伝
道
員
は
二
三
名
い
た
。
一
九
五
五
年

の
統
計
で
は
、
教
堂
は
二
個
所
増
え
、
信
徒
も
一
四
一
三
名
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
の
整
頓
時
、
教
堂
の
一
個
所
が
撤
収
、

六
個
所
が
合
併
、
一
五
個
所
が
残
さ
れ
た
。

⑤
真
耶
蘇
教
会
〔T

rue Jesus Church

〕

も
と
長
老
会
の
信
徒
だ
っ
た
劉
徳
栄
が
、
上
海
に
て
真
耶
蘇
教
会
に
加
入
し
た
後
、
民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年
、
淮
陰
に
入
り
、
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教
会
を
設
立
す
る
と
、
瞬
く
間
に
漣
水
、
泗
陽
、
淮
安
、
沭
陽
な
ど
の
地
に
発
展
し
た
。
淮
陰
県
の
丁
集
郷
の
何
尊
堯
は
、
劉
徳
栄
の

助
手
を
務
め
た
後
、
上
海
の
支
会
に
参
加
し
た
際
に
支
会
の
責
任
者
と
知
り
合
い
、
淮
陰
に
戻
っ
た
後
、
真
耶
蘇
教
会
の
淮
陰
分
会
を

発
起
、
設
立
し
て
自
ら
主
任
に
な
っ
た
。

建
国
前
、
真
耶
蘇
教
会
は
全
部
で
三
一
の
教
堂
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
心
堂
は
二
三
個
所
、
支
堂
が
六
個
所
、
祈
祷
所
が
二
個
所
あ
っ

た
。
伝
道
員
は
三
一
人
で
、
信
徒
は
二
〇
八
八
人
、
そ
の
う
ち
洗
礼
を
受
け
た
も
の
は
一
二
七
九
人
い
た
。
一
九
五
五
年
の
統
計
で
は
、

教
徒
は
二
九
一
三
名
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
七
月
、
教
堂
の
数
が
整
頓
さ
れ
る
中
で
、
解
散
さ
せ
ら
れ
た
教
堂
は
二
八
個
所
、

残
さ
れ
た
の
は
六
個
所
で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
真
耶
蘇
教
会
は
全
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。

⑥
自
立
会

民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年
、
漣
水
県
の
石
湖
教
会
の
孟
長
老
が
長
老
会
を
離
脱
、
総
会
が
上
海
に
設
立
し
た
「
基
督
教
自
立
会
」

に
加
入
し
、
本
地
に
お
い
て
教
会
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
孟
は
上
海
総
会
に
行
き
、
牧
師
と
認
め
ら
れ
、
本
地
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

陸
続
と
し
て
、漕
河
両
岸
、漣
水
県
五
港
、灌
南
県
新
集
な
ど
で
教
会
を
設
立
し
た
。
自
立
会
が
淮
陰
で
伝
教
し
た
範
囲
は
非
常
に
狭
く
、

信
徒
も
多
く
な
か
っ
た
。
建
国
後
、
僅
か
に
一
つ
の
教
堂
が
あ
り
、
教
徒
数
は
七
二
名
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
、
解
散
し
た
。

⑦
神
召
会

淮
陰
人
の
桑
国
祥
、
高
奎
珍
、
朱
約
翰
な
ど
が
上
海
か
ら
こ
の
地
に
伝
道
に
入
り
、
民
国
二
六
（
一
九
三
七
）
年
、
漣
水
県
の
悦
来

や
淮
陰
県
の
徐
溜
に
て
教
会
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
瞬
く
間
に
一
三
個
所
に
教
堂
を
建
設
し
て
い
き
、
主
な
分
布
は
淮
陰
、
淮
安
、

漣
水
の
三
県
で
、
建
国
前
、
教
徒
は
七
一
六
人
、
そ
の
う
ち
洗
礼
を
受
け
た
者
は
三
〇
四
人
、
伝
道
人
員
は
九
名
で
あ
っ
た
。

一
九
五
五
年
の
統
計
で
は
、
七
二
六
名
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
の
教
会
数
の
整
頓
で
は
、
三
個
所
の
教
堂
が
解
消
さ
れ
、
二

個
所
が
合
併
さ
れ
、
五
つ
が
残
さ
れ
た
が
、
八
月
に
な
る
と
神
召
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
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⑧
耶
蘇
家
庭

民
国
一
八
（
一
九
二
九
）
年
、
山
東
の
濰
県
人
の
張
学
慕
が
泗
洪
の
双
溝
に
や
っ
て
き
て
耶
蘇
家
庭
を
伝
教
し
た
。
最
初
は
三
部
屋

を
借
り
、
後
に
こ
れ
を
買
い
取
り
、
信
徒
五
〇
人
あ
ま
り
を
収
容
し
た
。
民
国
二
四
年
に
解
散
し
、
三
部
屋
は
そ
の
年
、
売
却
さ
れ
た
。

民
国
三
二
（
一
九
四
三
）
年
、
張
学
慕
親
子
が
再
び
双
溝
に
や
っ
て
き
て
、
耶
蘇
家
庭
を
再
建
し
た
。
翌
年
、
続
け
ざ
ま
に
九
部
屋
を

建
設
し
た
。
耶
蘇
家
庭
に
入
っ
た
の
は
十
数
人
で
、三
〇
畝
の
土
地
を
買
い
、全
て
の
物
は
共
有
し
、農
作
業
の
収
入
も
集
団
所
有
と
し
、

衣
服
も
同
じ
も
の
を
作
っ
た
。〔
当
時
、
人
々
の
〕
生
活
は
苦
し
か
っ
た
た
め
、
訪
れ
て
礼
拝
に
来
る
人
間
は
多
か
っ
た
。
建
国
後
、

こ
の
教
会
組
織
は
人
民
政
府
に
よ
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
た）

（注

（
注

。

３　

南
長
老
教
会
の
伝
教
活
動
と
伝
教
活
動
の
中
国
化

清
の
光
緒
一
三
年
（
一
八
八
七
年
）、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
教
会
の
鮑
達
理
夫
婦
が
最
初
に
宿
遷
に
伝
教
に
や
っ
て
き
た
。
続
い
て
、

南
長
老
教
会
の
卜
徳
生
、
賽
兆
祥
、
任
恩
庚
、
及
び
周
と
馬
の
両
女
子
が
光
緒
一
七
年
に
前
後
し
て
宿
遷
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
年
、

卜
徳
生
は
宿
遷
に
て
二
階
建
て
の
住
居
と
教
堂
を
設
立
し
、
木
船
に
乗
っ
て
京
江
大
運
河
に
沿
っ
て
清
江
浦
、
淮
安
、
及
び
塩
城
、
阜

寧
一
帯
を
巡
回
し
て
伝
教
に
回
っ
た
。

光
緒
一
九
（
一
八
九
三
）
年
、
中
国
で
設
立
さ
れ
た
長
老
会
総
部
は
、
陸
続
と
賈
雅
各
、
林
嘉
美
（
林
靄
士
）、
林
亮
理
、
未
徳
安
、

戴
徳
明
ら
を
淮
陰
地
区
に
派
遣
し
、
伝
教
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
際
、
内
地
会
の
イ
ギ
リ
ス
宣
教
師
も
ま
た
揚
州
か
ら
清
江
浦
に
や
っ

て
き
て
教
会
を
設
立
、伝
道
を
行
っ
た
。
こ
の
年
、伝
教
は
漣
水
に
ま
で
達
し
、漣
水
東
門
内
（
今
の
漣
水
中
学
院
内
）
に
土
地
を
買
い
、

堂
を
建
設
、
さ
ら
に
漣
水
に
一
二
の
分
点
を
設
立
し
た
。

光
緒
二
〇
（
一
八
九
四
）
年
、ア
メ
リ
カ
人
の
林
嘉
美
、林
嘉
善
が
淮
安
に
や
っ
て
き
て
、南
市
橋
に
部
屋
を
借
り
、布
教
を
行
っ
た
。
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林
嘉
美
の
二
人
の
娘
で
あ
る
林
楽
喜
、
林
愛
蓮
は
も
っ
ぱ
ら
女
性
を
相
手
に
伝
道
を
行
っ
た
。

光
緒
三
〇
（
一
九
〇
四
）
年
、艾
徳
生
、孟
格
美
、王
慕
徳
、魏
礼
安
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
も
手
を
携
え
て
淮
陰
地
区
に
や
っ
て
き
て
、

南
市
橋
に
北
福
音
堂
を
建
設
し
た
。

宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
年
）、
ア
メ
リ
カ
籍
の
宣
教
師
、
朱
徳
安
が
灌
南
の
新
安
鎮
に
伝
教
に
入
り
、
教
堂
を
建
設
し
た
。

民
国
五
年
（
一
九
一
六
年
）、
ア
メ
リ
カ
人
の
戴
徳
明
が
淮
安
人
の
盧
相
甫
を
泗
陽
に
派
遣
し
、
南
門
の
陳
氏
祠
堂
を
借
り
て
伝
教

を
行
っ
た
ほ
か
、
間
も
な
く
し
て
清
江
浦
人
の
劉
素
珍
を
泗
陽
の
何
面
に
派
遣
し
、
伝
教
を
行
っ
た
。

民
国
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
郭
如
柏
、
賈
嘉
美
、
戴
徳
明
が
沭
陽
城
に
行
き
、
堂
を
建
設
し
て
伝
教
を
始
め
た
。
民

国
一
四
（
一
九
二
五
）
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
賈
雅
各
は
王
営
宅
西
街
に
堂
を
建
設
、
伝
教
を
始
め
た
。
民
国
一
五
（
一
九
二
六
）
年
と

一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
孟
格
美
、
卜
徳
明
が
相
次
い
で
泗
洪
の
青
陽
一
帯
に
伝
教
に
入
っ
た
ほ
か
、
宿
遷
に
住
ん
で

い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
梅
克
康
も
ま
た
し
ば
し
ば
金
鎮
一
帯
に
赴
き
、
伝
教
を
行
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
宣
教
師
ら
は
、
伝
教
の
便
を
考
え
て
、
自
分
た
ち
の
間
で
分
担
を
決
め
て
い
た
。
彼
ら
は
淮
沭
公

路
を
境
に
、
公
路
の
東
側
の
沭
陽
、
蓮
水
、
淮
安
、
洪
澤
な
ど
の
県
は
賈
雅
各
牧
師
が
責
任
を
持
ち
、
公
路
の
西
側
の
泗
陽
、
淮
陰
、

泗
洪
な
ど
の
県
は
戴
徳
明
牧
師
が
責
任
を
負
っ
た
。
淮
陰
地
区
は
面
積
も
広
く
、
人
口
も
多
い
た
め
、
全
て
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
一
部
の
中
国
人
伝
道
師
も
起
用
し
た
。
淮
陰
地
区
に
お
け
る
初
期
の
中
国
人
宣
教
師
と
し
て
は
、
趙
鴻
賓
、
張
諭
農
、
張

楽
道
、
呉
鶴
雲
、
陳
鵬
雲
、
韓
玉
国
、
胡
鏡
心
、
呉
冀
堂
、
趙
子
貞
、
高
美
実
な
ど
が
い
た
。

民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
中
国
人
の
孫
廷
揚
、
庄
献
穌
、
張
権
、
費
蘇
、
黄
正
懐
、
張
馨
、
張
凈
貞
、
宋
春
田
、
呉
水
泉
な
ど

も
伝
教
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
皆
、
西
方
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
に
属
し
、
毎
月
、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
か
ら
給
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

西
方
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
は
現
地
の
伝
道
者
を
軽
視
し
て
い
た
た
め
、
泗
陽
な
ど
の
地
の
伝
道
人
ら
は
民
族
の
自
尊
か
ら
、
外
来
の
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ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
に
従
属
す
る
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
、
陳
訪
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
た
泗
陽
県
中
華
基
督
教
会
が
泗
陽
県
内
の
基
督

教
各
派
を
聯
合
し
、
民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年
に
「
泗
陽
基
督
教
聯
合
会
」
を
組
織
し
、
後
に
「
泗
陽
基
督
教
促
進
会
」
と
改
名
、

教
会
の
自
営
を
主
張
し
た
。
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
衆
興
鎮
に
て
三
畝
の
土
地
を
購
入
し
、
五
部
屋
か
ら
な
る
教
堂
を
建

設
し
た
。
極
力
、
西
方
の
教
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
脱
し
、
自
ら
布
教
活
動
を
行
っ
た
。

陳
訪
が
逝
去
し
た
後
、
泗
陽
教
会
の
責
任
者
で
あ
っ
た
賈
耀
南
、
陳
耀
穌
、
庄
献
穌
、
張
権
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
民
国
二
八

（
一
九
三
九
）
年
に
泗
陽
の
来
安
鎮
北
賈
荘
村
に
て
、
全
県
の
教
会
代
表
、
及
び
淮
陰
、
沭
陽
の
一
部
か
ら
な
る
教
会
代
表
会
議
を
開
催
、

「
中
華
基
督
教
淮
、
沭
、
泗
自
立
会
」
の
成
立
を
決
定
し
た
。
会
議
で
は
、
陳
耀
穌
を
会
長
に
選
出
し
た
。

民
国
三
三
（
一
九
四
四
）
年
、
こ
の
会
は
泗
陽
の
里
仁
に
て
第
二
回
代
表
会
議
を
開
催
、
庄
献
穌
を
会
長
に
、
張
権
を
副
会
長
に
選

出
し
た
。「
中
華
基
督
教
淮
沭
泗
自
立
会
」
は
民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
、「
米
軍
の
撤
退
を
要
求
し
、
内
戦
を
停
止
す
る
よ
う
に
」

と
い
う
趣
旨
の
伝
法
を
ア
メ
リ
カ
国
務
卿
マ
ー
シ
ャ
ル
に
打
電
し
た
。
こ
の
電
文
の
全
文
は
民
国
三
四
年
の
『
新
華
日
報
』
上
に
掲
載

さ
れ
、『
淮
海
報
』
や
『
阜
寧
大
衆
報
』
な
ど
が
転
載
し
た
。
当
時
、
中
共
の
淮
陰
地
区
委
員
の
責
任
者
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
自

立
会
の
代
表
と
接
見
し
て
い
る）

（注

（
注

。

４　

清
江
浦
内
の
著
名
な
教
堂

基
督
教
が
淮
陰
に
入
っ
て
以
降
、
各
地
に
陸
続
と
教
堂
が
建
設
さ
れ
た
が
、
規
模
及
び
影
響
力
が
大
き
な
教
堂
は
三
座
あ
る
。

①
Ａ
字
形
福
音
堂

市
区
の
老
壩
口
基
隆
巷
内
（
現
老
壩
口
小
学
教
学
楼
）
に
位
置
し
、
清
の
光
緒
二
四
年
（
一
八
九
八
）
に
建
設
さ
れ
た
。
教
堂
の
門

の
額
に
は
「
帰
栄
耀
於
上
帝
」
の
六
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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②
同
慶
街
教
堂

民
国
一
二
（
一
九
二
三
）
年
、
基
督
教
会
の
外
籍
宣
教
師
が
現
地
の
信
徒
の
寄
付
に
資
金
的
支
援
を
行
い
、
同
慶
街
北
段
の
地
に
礼

拝
堂
を
建
設
し
た
。
教
堂
は
「
十
字
架
」
の
形
を
し
て
お
り
、
一
二
部
屋
あ
り
、
五
〇
〇
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
堂
の
出

口
に
は
三
階
建
て
の
「
鐘
楼
」
が
あ
り
、
門
の
上
の
横
木
に
は
「
以
便
以
謝
」
の
四
文
字
が
今
も
な
お
残
っ
て
い
る
。
鐘
楼
の
上
に
は
、

大
き
な
鋼
鉄
の
鐘
が
あ
り
、
叩
く
と
周
囲
一
〇
数
里
に
い
る
人
ま
で
そ
の
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
抗
日
戦
争
時
期
、
一
度
だ
け
、

警
報
器
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
鐘
は
、
文
化
大
革
命
中
に
落
ち
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
八
七
年
、
鐘
楼
の

西
側
の
地
か
ら
「
建
堂
志
」
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
記
載
さ
れ
た
建
堂
者
に
は
、
賈
雅
各
・
戴
徳
明
・
田
克
迪
・
衛
約
翰
・
林
嘉
美
・
鐘

仁
溥
（
鐘
愛
華
）・
高
美
実
・
高
益
山
・
崔
宝
寺
・
庄
世
澄
・
陳
宝
族
・
高
美
具
・
楊
文
後
・
孫
寿
連
・
孫
廷
揚
・
呉
永
泉
・
陳
道
生
・

王
大
衛
な
ど
一
一
五
名
の
名
前
が
あ
っ
た
。

解
放
前
夜
、外
国
籍
の
宣
教
師
が
帰
国
し
、こ
の
堂
は
清
淮
区
の
所
在
地
と
な
り
、会
長
の
孫
廷
揚
が
管
理
し
た
。
そ
の
後
、陳
宝
禎
、

陳
道
生
、
劉
瑞
卿
、
王
大
衛
、
張
凈
貞
、
黄
振
懐
ら
が
相
次
い
で
管
理
を
引
き
継
い
だ
。
一
九
五
八
年
、
こ
の
堂
は
、
工
場
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
。
い
く
つ
か
の
工
場
が
交
代
し
た
の
ち
、「
五
金
一
廠
」
が
占
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
二
年
三
月
、

教
会
が
産
権
を
回
収
し
た
が
、
そ
の
後
も
「
五
金
一
廠
」
に
賃
貸
し
し
て
い
る
。

③
博
古
路
基
督
教
堂

淮
海
南
路
博
古
路
一
号
に
位
置
し
、
民
国
二
〇
（
一
九
三
一
）
年
に
同
慶
街
の
教
堂
の
分
堂
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
解
放
当
時
、
呉

永
泉
が
管
理
、
後
に
張
凈
貞
が
、
一
九
五
四
年
に
黄
振
懐
が
責
任
者
と
し
て
管
理
し
た
。
こ
の
教
堂
は
か
つ
て
、
清
淮
区
「
抗
美
救
朝
」、

及
び
三
自
革
新
運
動
促
進
会
の
所
在
地
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
、
淮
陰
県
綜
務
係
が
占
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
淮
海
路

が
拡
張
す
る
た
め
、
八
部
屋
を
壊
し
、
残
り
の
三
部
屋
は
新
華
書
店
に
売
却
さ
れ
た
。
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現
在
、
市
区
に
は
正
常
に
開
放
、
使
用
さ
れ
て
い
る
教
堂
と
し
て
は
、「
平
和
路
福
音
堂
」
が
あ
る）

（注

（
注

。

こ
こ
で
「
維
基
百
科
」
の
記
述
を
も
と
に
、
上
述
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
南
長
老
教
会
に
と
っ
て
清
江
浦
に
お
け
る
最
初
の
中

心
教
堂
は
「
基
隆
巷
福
音
堂
」
で
、
一
九
世
纪
末
に
賽
兆
祥
牧
師
（
賽
珍
珠
、
即
ち
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
父
）
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

こ
れ
が
「
Ａ
字
形
福
音
堂
」
に
相
当
す
る
。

同
慶
街
教
堂
は
同
慶
堂
と
も
呼
ば
れ
、
第
二
番
目
の
中
心
教
堂
で
あ
る
。
場
所
は
城
外
の
同
慶
街
一
四
号
に
あ
り
、
一
九
二
三
年
に

建
設
さ
れ
た
。
専
有
面
積
は
四
畝
で
、
建
物
は
十
字
形
を
し
て
い
て
、
一
二
の
部
屋
か
ら
な
る
。
堂
内
は
一
度
に
五
〇
〇
人
を
収
容
で

き
る
。
教
堂
の
鐘
楼
の
高
さ
は
八
メ
ー
ト
ル
、
門
楣
の
上
に
は
「
以
便
以
謝
」
と
書
か
れ
て
い
る
。〔
一
九
五
七
年
の
教
堂
の
整
頓
に

よ
り
〕
一
九
五
八
年
か
ら
聯
合
礼
拝
を
行
う
よ
う
に
な
る
が
、
同
慶
堂
は
全
市
に
五
つ
あ
っ
た
各
教
派
の
教
堂
の
う
ち
、
唯
一
存
続
で

き
た
教
堂
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
の
文
化
大
革
命
時
期
、
教
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、
五
金
廠
に
占
用
さ
れ
た
。
文
革
終
結
後
、
和
平
路
に
あ
っ

た
元
の
牧
師
楼
（
家
雅
各
の
住
宅
）
を
臨
時
に
「
和
平
路
福
音
堂
」
と
し
て
聚
会
を
行
っ
た
。
同
慶
堂
は
長
期
間
、
教
会
に
返
還
さ
れ

る
こ
と
な
く
、教
堂
の
大
部
分
は
崩
れ
、鐘
楼
だ
け
が
原
形
を
留
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
二
〇
年
後
、信
者
の
急
速
な
増
加
に
と
も
な
い
、

一
九
九
九
年
に
な
っ
て
上
海
西
路
に
面
積
三
六
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
「
淮
安
市
基
督
教
堂
」
を
建
設
し
、
収
容
人
数
は
四
〇
〇
〇
名

に
拡
大
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
な
っ
て
、
鐘
楼
は
淮
安
市
の
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
た
。
但
し
、
同
慶
堂
が
あ
っ
た
同
慶
街
、

十
里
東
長
街
、
越
河
街
は
再
開
発
区
域
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
に
協
議
の
結
果
、
鐘
楼
は
元
の
場
所
に
保
存
し
、
越
河
路
の
向
か
い
の

里
運
文
化
長
廊
内
に
教
堂
を
再
建
し
た
。
し
か
し
こ
の
教
堂
は
現
在
に
至
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
な
い
。

神
恩
堂
は
淮
安
市
に
あ
る
大
型
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
堂
で
、
清
浦
区
の
延
安
西
路
の
南
側
に
あ
る
。
神
恩
堂
の
前
身
は
南
長
老
教
会

が
建
設
し
た
「
博
古
路
礼
拜
堂
」
で
、
こ
れ
は
城
内
の
博
古
巷
一
号
（
今
の
淮
海
南
路
東
大
街
南
側
）
に
あ
り
、
一
九
三
一
年
に
城
外
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の
同
慶
街
礼
拜
堂
の
分
堂
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
博
古
路
を
拡
張
す
る
際
に
、
教
堂
の
大
部
分
が
壊
さ
れ
、
一
一
間

の
う
ち
、
三
間
し
か
残
ら
ず
、
そ
れ
も
他
の
用
途
に
使
わ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
清
浦
区
の
董
振
山
牧
師
が
所
属
す
る
教
会
が
急
速
に
発
展
し
た
た
め
、
二
〇
〇
六
年
に
清
浦
区
政
府
が

二
一
畝
の
土
地
を
用
意
し
、
二
年
後
に
九
階
建
て
の
高
さ
六
五
メ
ー
ト
ル
、
建
築
面
積
一
〇
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
教
堂
を
建
設
し

た
。
費
用
は
三
〇
〇
〇
万
元
で
、
二
〇
〇
九
年
五
月
二
二
日
に
開
堂
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の

キ
リ
ス
ト
教
の
教
堂
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

（注

（
注

。

（
３
）
布
教
活
動
の
歴
史
地
理

淮
陰
地
区
に
最
も
早
く
伝
教
に
入
っ
た
の
は
、ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
会
の
宣
教
師
で
、光
緒
一
三
（
一
八
八
七
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

南
長
老
教
会
と
し
て
中
国
に
て
布
教
活
動
を
開
始
す
る
の
は
一
八
六
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
の
時
を
経
て
、
淮
陰
ま

で
辿
り
着
い
た
こ
と
に
な
る
。
長
老
教
会
に
よ
る
布
教
活
動
は
組
織
的
で
、
長
期
間
、
継
続
し
、
教
会
組
織
の
中
国
化
も
進
ん
だ
結
果
、

最
終
的
に
淮
陰
地
区
の
ほ
ぼ
全
県
に
及
ん
だ
。
信
者
の
数
も
、
建
国
前
で
一
〇
〇
〇
人
、
一
九
五
五
年
で
五
四
八
七
人
、
一
九
六
三
年

に
は
一
二
〇
七
七
人
と
、
他
の
教
派
と
比
べ
圧
倒
的
で
あ
る
。

南
長
老
教
会
の
伝
教
か
ら
僅
か
六
年
後
の
一
八
九
三
年
に
、
内
地
会
が
淮
陰
に
入
っ
て
い
る
。
但
し
、
内
地
会
の
布
教
地
域
は
淮
陰

の
ほ
か
、
漣
水
と
泗
洪
に
限
定
さ
れ
、
信
者
数
も
数
百
人
と
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
三
年
後
の
一
九
一
六
年
、
民
国
期
に
入
っ

て
安
息
日
会
が
徐
州
か
ら
宿
遷
、
泗
陽
、
漣
水
に
伝
入
し
た
が
、
は
や
り
信
者
数
は
数
百
人
規
模
に
留
ま
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
小
群
会
、
真
耶
蘇
教
会
、
自
立
会
、
神
召
会
、
耶
蘇
家
庭
な
ど
が
陸
続
と
伝
入
す
る
。
小
群
会
は
、

淮
陰
長
老
会
の
伝
道
人
が
長
老
会
を
離
脱
、
小
群
会
に
加
入
し
て
、
淮
安
北
部
、
漣
水
、
灌
南
な
ど
の
地
で
伝
教
を
行
っ
た
も
の
で
あ
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る
が
、
は
や
り
信
者
数
は
一
〇
〇
〇
人
に
達
し
な
か
っ
た
。
真
耶
蘇
教
会
も
長
老
会
の
信
徒
が
上
海
に
て
真
耶
蘇
教
会
に
加
入
、
淮
陰

に
て
教
会
を
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
信
徒
数
は
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。
自
立
会
も
漣
水
県
の
孟
長
老
が
長
老
会
を
離
脱
、
上
海
で

設
立
さ
れ
た
「
基
督
教
自
立
会
」
に
加
入
し
、淮
陰
に
お
い
て
教
会
を
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、信
徒
数
は
一
〇
〇
名
に
達
し
な
か
っ

た
。
神
召
会
は
淮
陰
人
が
上
海
か
ら
淮
陰
に
伝
道
に
入
り
、漣
水
県
な
ど
で
伝
教
を
行
っ
た
が
、信
者
数
は
一
〇
〇
〇
人
に
達
し
な
か
っ

た
。
耶
蘇
家
庭
は
山
東
か
ら
の
伝
教
で
あ
る
が
、
場
所
も
泗
洪
県
双
溝
に
限
定
さ
れ
、
信
者
数
も
数
十
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
耶
蘇
家

庭
は
一
九
四
九
年
の
建
国
時
に
当
局
の
取
り
締
ま
り
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
派
の
う
ち
、
長
老
派
を
除
く
全
て
の
教
派
は
、
一
九
五
七
年
に
行
わ
れ
た
「
教
堂
の
整
頓
」
を
期
に
、
自
然
消
滅
（
内

地
会
）
や
解
散
命
令
を
受
け
て
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。
長
老
派
の
信
者
ら
も
文
化
大
革
命
期
に
は
活
動
を
自
粛
し
た
が
、
改
革
開
放

以
降
、
再
建
さ
れ
、
淮
陰
地
区
で
唯
一
存
続
し
て
い
る
教
派
と
な
っ
て
い
る
。

各
教
派
の
伝
教
の
開
始
と
停
止
時
期
な
ど
を
年
表
に
ま
と
め
た
の
が
【
図
表
７
】
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
長
老
派
に
よ
る
伝

教
の
歴
史
の
古
さ
と
、
文
革
時
の
中
断
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
永
続
性
が
際
だ
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
る
。
も
っ
と
も
、
そ

れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
民
国
期
か
ら
始
ま
る
教
会
運
営
の
中
国
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
内
地
会
も
健
闘

し
た
と
は
い
え
、
場
所
も
信
者
数
も
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
教
派
と
な
る
と
、
だ
い
た
い
一
九
三
〇
年
代
に
陸
続
と

伝
教
が
行
わ
れ
た
が
、
全
て
一
九
五
七
年
の
「
教
堂
の
整
頓
」
を
期
に
、
活
動
の
停
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、伝
教
開
始
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
教
派
別
の
伝
道
地
、伝
道
師
数
、信
者
数
を
表
に
ま
と
め
た
の
が
【
図
表
８
】
で
あ
る
。
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【
図
表
7】
教
派
別
の
年
表

18
80

長
老

派

内
地

会

安
息

日
会

小
群

会

真
耶

蘇
教

会

自
立

会

神
召

会

耶
蘇

家
庭

18
90

19
00

19
10

11
49

19
20

19
30

19
40

19
50

19
60

19
70

19
80

19
90

義 和 団 事 件

辛 亥 革 命

中 華 人 民 共 和 国

51 三 自 愛 国 運 動

57 教 堂 の 整 頓

66 文 化 大 革 命

78

87
16

20

長
老

派
 淮

陰
伝

教
中

華
長

老
聯

合
会

に
改

組

中
華

基
督

教
会

に
改

組
整

頓
自

主
解

散
再

建
淮

陰
市

基
督

教
協

会

57
66

78
82

改 革 開 放

16

整
頓

活
動

停
止

宿
遷

伝
教

49
29

35
43

取
り

締
ま

り
再

建
解

散
泗

洪
伝

教30

整
頓

淮
陰

伝
教

33

解
散

命
令

淮
陰

伝
教

37

解
散

命
令

淮
陰

伝
教

33

解
散

淮
陰

伝
教

93
淮

陰
伝

教
自

然
消

滅
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【図表 8】教派別の伝道地、伝道師数、信者数

会派（期間） 伝教経路 伝道師 最初の布教場所 主な布教場所 教堂数 伝道師数 信者数

長老派（中華基督教会）（1887 ～）	 	  【建国前】
 米国南長老会の鮑達理 淮陰地区 ほぼ全域  98 1 1000
     【1955】
      112 24 5487
    （うち中心教堂 34）（うち洗礼者 2468）
     【1958】教堂整頓
      38（26 解消、58 合併を経て）
     【1963】
      38＋私設聚会所 168 12077
内地会（1893 ～ 1957）    【建国時】
 揚州 英国人 清江浦銅元街付近 漣水・泗洪  2 ― 217
安息日会（1916 ～ 1966）    【建国前】
 ― ― 宿遷埠子　　泗陽・宿遷・漣水・清江市  12 8 342
     【1955】
      17 10 583
     【1958】教堂整頓
      9（4 解消、10 合併を経て）
小群会（基督教聚会所）（1930 ～ 1957）  【建国前】
 ― 邱日鑑 淮安北部 漣水・灌南  20 23 827
　　　　　（邱は淮陰長老会伝道人から小群会に加入）  【1955】
      22 ― 1413
     【1958】教堂整頓
      15（1 撤収、6 合併を経て） ―
真耶蘇教会（1933 ～ 1957）   【建国前】
 ― 劉徳栄 淮陰　　　　漣水・泗陽・淮安・沭陽  31 31 2088
　　　　（劉は長老会信徒から上海にて真耶蘇教会に加入）  心教堂 23、支堂 6、祈祷所 2　洗礼者 1279
     【1955】
      ― ― 2913
     【1958】教堂整頓
      0（解散 28 の後、全解散）
自立会（1933 ～ 1957）
  孟長老 漕河両岸、漣水五港、灌南県新集 【建国後】
　　（孟は漣水県の長老会信徒から上海「基督教自立会」に加入）  1 ― 72
神召会（1937 ～ 1957）    【建国前】
 上海　　桑国祥・ 漣水県悦来・淮陰県徐溜　淮陰・淮安・漣水  9 ― 617
 　　　　高奎珍・   （うち洗礼者 304）
 　　　　朱約翰（いずれも淮陰人）  【1955】
      ― ―  726
     【1958】教堂整頓
      0（合併の後、全解散）
耶蘇家庭（1929 ～ 1949）
 山東濰県人張学慕 泗洪県双溝  【1929】
      1 ― 50
     【1949】
      0（取り締まりの結果）
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こ
こ
で
中
国
の
事
例
か
ら
一
旦
離
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
各
教
派
の
歴
史
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

長
老
派
教
会
（Presbyterian Church

）
は
一
六
世
紀
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
宗
教
改
革
に
ま
で
遡
る
長
い
歴
史
を
誇
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン

派
の
教
派
で
あ
る
。Presbyterian

（
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
）
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
で
、
一
五
六
七

年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
教
と
な
る
。
そ
の
後
も
教
義
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
分
派
を
繰
り
返
し
、
北
米
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
独
立
後
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」（Presbyterian Church in the U

nited States of A
m

erica, PCU
SA

）
が
組
織
さ
れ
、

一
七
八
九
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
最
初
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
教
会
組
織
は
北
米
に
お
い
て
も
分
派
を
繰
り
返
す
が
、
一
八
六
一

年
に
米
国
南
部
の
州
の
長
老
教
会
は
、奴
隷
制
度
の
存
続
を
め
ぐ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」
か
ら
離
れ
、「
合
衆
国
長
老
教
会
」

（Presbyterian Church in the U
nited States, PCU

S

）
を
組
織
し
た
。
北
部
の
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」
に
対
し
、「
南

長
老
教
会
」（T

he Southern Presbyterian Church

）
と
も
呼
ば
れ
る
。「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」
は
一
八
三
八
年
か
ら
中

国
に
宣
教
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
途
中
で
本
国
に
お
い
て
組
織
が
南
北
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
南
長
老
教
会
と
し
て

中
国
に
て
布
教
活
動
を
開
始
す
る
の
は
一
八
六
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
長
老
教
会
の
伝
道
開
始
か
ら
二
九
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
そ
の
後
の
展
開
を
紹
介
し
て
お
く
と
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」
か
ら
分
離
し
た
保
守
派
が
一
九
三
〇
年
代
に
「
正

統
長
老
教
会
」
を
組
織
し
、
一
九
五
八
年
に
は
本
体
を
吸
収
合
併
し
、
一
九
八
三
年
に
現
在
の
「U

SA

長
老
教
会
」Presbyterian 

Church

〈U
.S.A

.

〉）
を
組
織
し
た
。
従
っ
て
、
一
七
八
九
年
に
成
立
し
た
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
」（PCU

SA

）
の
名
称
は
、

一
九
五
八
年
を
も
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
南
部
の
「
合
衆
国
長
老
教
会
」（PCU

S

）
で
あ
る
が
、
公
民
権
運
動
の
際

に
三
派
に
分
裂
し
、
一
九
七
三
年
に
は
保
守
派
が
「
合
衆
国
長
老
教
会
」
か
ら
分
離
し
、Presbyterian Church in A

m
erica

を
設

立
す
る
。
そ
の
後
、「
合
衆
国
長
老
教
会
」
は
、
一
九
八
三
年
に
な
っ
て
、「U

SA

長
老
教
会
」（Presbyterian Church 

〈U
.S.A

.

〉）

に
合
流
す
る
。
こ
の
結
果
、「
合
衆
国
長
老
教
会
」（PCU

S

）
や
通
称
の
「
南
長
老
教
会
」（T

he Southern Presbyterian Church

）



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 2号

（44）

と
い
う
名
称
も
一
九
八
三
年
を
も
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
長
老
派
は
分
裂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

最
終
的
に
一
九
八
三
年
に
大
同
団
結
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

内
地
会
はChina Inland M

ission

の
中
国
語
名
。
内
地
会
は
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
の
ハ
ド
ソ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
（
中
国
名
、
戴
德
生
、

敬
称
は
戴
公
）
に
よ
っ
て
一
八
六
七
年
に
中
国
で
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
テ
ー
ラ
ー
は
一
八
五
三
年
に
来
華
す
る
も
、
一
八
五
七

年
に
自
分
を
派
遣
し
た
教
団
か
ら
離
脱
し
、「
寧
波
差
会
」
を
設
立
、
独
力
で
浙
江
省
に
て
布
教
活
動
を
行
う
。
結
婚
後
、
一
八
六
〇

年
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
す
る
が
、一
八
六
六
年
に
中
国
に
戻
り
、「
寧
波
差
会
」（m

ission society

）
を
「
中
国
内
地
会
」
と
改
称
し
た
。

一
八
七
〇
年
、
夫
人
の
病
死
に
と
も
な
い
一
時
帰
国
、
再
婚
後
、
再
び
一
八
七
二
年
に
入
華
し
、
一
八
九
〇
年
に
内
地
会
の
本
部
を
当

初
の
杭
州
か
ら
上
海
に
移
し
た
。

内
地
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
本
部
を
中
国
に
置
い
て
本
国
の
指
示
を
受
け
な
い
こ
と
、
内
地
会
所
属
の
宣
教
師
ら
は
欧
米
各
国
に
跨

が
る
こ
と
、
伝
導
方
針
と
し
て
で
き
る
限
り
迅
速
に
キ
リ
ス
ト
教
を
中
国
全
土
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
抵
抗
の
少
な
い

地
方
か
ら
布
教
を
行
い
、
一
度
布
教
を
し
た
所
で
こ
れ
を
引
き
受
け
る
他
の
教
団
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
譲
渡
し
て
さ
ら
に
内
地
へ
入
っ

て
伝
道
を
行
う
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
時
、
五
つ
の
開
港
地
以
外
に
お
け
る
外
国
人
の
居
住
権
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
テ
ー
ラ
ー
は
こ
れ
を
武
力
で
も
っ
て
押
し
切

る
。
即
ち
、
一
八
六
七
年
、
五
開
港
地
以
外
の
一
一
カ
所
で
の
伝
教
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
揚
州
に
て
教
案
事
件
が
起

こ
る
と
、
砲
艦
四
隻
で
南
京
に
乗
り
込
み
、
曾
国
藩
に
強
行
談
判
し
、
揚
州
知
府
ら
を
処
分
さ
せ
る
。
こ
の
結
果
、
内
地
会
所
属
の
宣

教
師
ら
の
内
地
進
出
の
基
礎
が
築
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
テ
ー
ラ
ー
は
中
国
滞
在
中
の
五
〇
余
年
の
間
に
、
合
計
、

八
二
八
人
も
の
宣
教
師
を
招
集
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
強
行
姿
勢
は
中
国
人
の
反
キ
リ
ス
ト
教
感
情
を
助
長
し
、
一
九
〇
〇
年
の
義

和
団
事
件
へ
と
至
る
。
犠
牲
と
な
っ
た
宣
教
師
に
は
内
地
会
所
属
の
者
が
多
か
っ
た）

（注

（
注

。
内
地
会
は
一
九
五
〇
年
代
に
中
国
大
陸
か
ら
撤
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収
し
、
一
九
六
四
年
に
は
名
称
をT

he O
verseas M

issionary Fellow
ship

（
中
国
語
名
称
は
海
外
基
督
使
団
）
と
改
称
。
現
在
、

日
本
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
各
国
で
約
一
〇
〇
〇
名
の
宣
教
師
を
擁
し
、
伝
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

安
息
日
会
の
正
式
名
称
は
「
基
督
復
臨
安
息
日
会
」
で
、The Seventh-day A

dventist Church

（SD
A

）
の
中
国
語
名
称
で
あ
る
。

セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
会
は
一
八
四
〇
年
代
に
北
米
で
起
こ
っ
た
再
臨
待
望
運
動
を
源
と
す
る
。
即
ち
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ミ
ラ
ー
が
聖
書
の
予
言
か
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
の
日
を
予
告
し
、
各
地
で
再
臨
待
望
集
会
が
開
か
れ
る
も
、
再
臨
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
ミ
ラ
ー
の
支
持
者
ら
が 

「
第
七
日
安
息
日
の
遵
守
と
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
と
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
再
解
釈
し
、

一
八
六
三
年
に
な
っ
て
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
会
を
立
ち
上
げ
た
。
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
は
週
の
第
七
日
（
現
在
の
土
曜
日
）

の
安
息
日
と
す
る
こ
と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
待
ち
望
む
者
を
意
味
す
る
。
現
在
、
二
〇
九
の
国
で
活
動
し
、
信
者

数
は
二
〇
〇
〇
万
人
に
達
す
る
。自
身
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
会
派
と
自
認
し
て
い
る
が
、設
立
当
初
は
異
端
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

小
群
会
（
別
名
「
基
督
教
聚
会
所
」）
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、
中
国
で
発
生
し
た
地
方
的
な
教
派
の
よ
う
で
も
あ
る
。
後
述
す

る
『
淮
陰
県
志
』
に
よ
る
と
、
淮
陰
の
小
群
会
は
上
海
か
ら
来
た
一
教
徒
に
起
源
を
も
つ
と
し
て
い
る）

注注

（
注

。
ま
た
『
漣
水
県
志
』
は
、
民

国
一
七
（
一
九
二
八
）
年
、ア
メ
リ
カ
の
長
老
会
に
よ
っ
て
、阜
寧
や
蘇
咀
（
淮
安
市
の
蘇
咀
鎮
の
こ
と
か
）
な
ど
の
地
で
創
設
さ
れ
た
、

と
あ
る）

注（

（
注

。
長
老
会
自
身
が
分
派
を
作
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
長
老
会
を
離
脱
し
た
人
物
が
蘇
北
に
て
創
設
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
人
物
が
上
海
か
ら
来
た
可
能
性
も
あ
る
。

真
耶
蘇
教
会
はT

rue Jesus Church

の
中
国
語
名
。
真
イ
エ
ス
教
会
は
一
九
一
七
年
に
北
京
に
て
、
啓
示
を
受
け
た
魏
恩
波

（1879–1919

、Paul W
ei

）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
宗
教
組
織
で
、
そ
の
後
、
日
本
を
含
め
東
ア
ジ
ア
や
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

現
在
、
三
七
ヶ
国
に
約
一
五
〇
万
人
の
信
者
を
擁
す
。
真
イ
エ
ス
教
会
に
対
し
て
は
、
教
義
上
・
信
仰
の
実
践
上
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
一
派
と
見
な
す
こ
と
が
難
し
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
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自
立
会
は
上
海
で
設
立
さ
れ
た
「
基
督
教
自
立
会
」
が
起
源
の
よ
う
で
あ
る
。
名
称
か
ら
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
の
中
国
化

の
過
程
で
生
ま
れ
た
組
織
の
よ
う
で
あ
る
。

神
召
会
はA

ssem
blies of God

の
中
国
語
名
。
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派

の
中
で
世
界
最
大
の
一
派
で
、
本
部
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
福
音
同
盟
に
加
盟
し
、

現
在
、
日
本
を
含
む
世
界
一
九
〇
カ
国
に
三
七
万
以
上
の
教
会
を
擁
し
、
約
七
千
万
人
の
信
者
が
い
る
。

耶
蘇
家
庭
は
中
国
で
発
生
し
た
カ
ル
ト
的
な
集
団
の
よ
う
で
あ
る
。『
徐
州
市
志
』
に
よ
る
と
、
全
国
の
耶
蘇
家
庭
の
本
部
は
山
東

の
泰
安
馬
荘
に
あ
る
。
民
国
三
五
（
一
九
四
六
）
年
に
徐
州
に
入
っ
た
後
、
徐
州
の
「
家
長
」
は
韓
化
普
が
な
っ
た
。
耶
蘇
家
庭
は
、

封
建
的
な
家
長
制
を
採
用
し
、
家
長
が
全
家
庭
の
全
て
を
統
括
す
る
。
耶
蘇
家
庭
に
入
る
者
は
、
も
と
の
家
庭
か
ら
出
て
、
家
長
に
服

従
し
、
共
同
老
堂
、
共
同
生
活
を
行
な
い
、
肉
体
労
働
に
よ
っ
て
最
低
限
の
生
活
費
用
を
捻
出
す
る
。
そ
の
後
、
社
会
の
形
勢
発
展
に

適
応
で
き
ず
、
耶
蘇
家
庭
は
自
動
的
に
解
体
し
た
。
信
徒
ら
は
各
地
の
聯
合
礼
拝
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た）

注注

（
注

。
淮
陰
地
区
に
は
、
民

国
一
八
（
一
九
二
九
）
年
、
山
東
濰
県
人
の
張
学
慕
が
泗
洪
の
双
溝
に
や
っ
て
き
て
耶
蘇
家
庭
を
伝
教
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

徐
州
経
由
で
は
な
く
、
山
東
か
ら
直
接
伝
教
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
海
外
の
宣
教
師
ら
に
よ
っ
て
伝
教
さ
れ
た
会
派
は
、
南
長
老
教
会
（T

he Southern Presbyterian Church

）、

中
国
内
地
会
（China Inland M

ission

、
但
し
成
立
は
中
国
の
浙
江
）、
基
督
復
臨
安
息
日
会
（T

he Seventh-day A
dventist 

Church

）、
神
召
会
（A

ssem
blies of God

）
の
四
つ
で
、
残
り
の
小
群
会
（
基
督
教
聚
会
所
）、
真
耶
蘇
教
会
（
魏
恩
波
に
よ
っ
て

一
九
一
七
年
に
北
京
で
組
織
）、
自
立
会
（
上
海
で
設
立
さ
れ
た
「
基
督
教
自
立
会
」）、
耶
蘇
家
庭
（
山
東
で
発
生
）
は
、
中
国
内
で
生

ま
れ
た
会
派
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
各
会
派
の
伝
教
地
域
を
淮
陰
市
の
地
図
に
示
し
た
の
が
【
図
表
９
】「
県
別
の
伝
教
情
況
」
で
あ
る
。
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【図表 9】県別の伝教情況
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こ
う
し
て
見
る
と
、
長
老
派
が
ほ
ぼ
全
県
に
伝
教
活
動
を
拡
大
し
て
教
会
を
設
立
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
他
の
会
派
の
伝
教
地
に

は
地
域
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
清
江
浦
の
管
轄
は
何
度
か
の
変
遷
を
経
て
い
る
が
、
狭
義
の
淮
陰
県
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て

さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
な
の
で
両
者
を
合
体
し
て
捉
え
て
も
よ
い
。
長
老
派
に
次
い
で
伝
教
に
入
っ
た
内
地
会
の
場
合
、
清
江
浦
の

他
は
、
大
運
河
を
挟
む
形
で
漣
水
と
泗
洪
に
て
伝
教
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
淮
陰
市
の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
よ
り
は
、
こ
こ
を
足
が
か

り
に
さ
ら
に
中
国
の
内
地
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
息
日
会
の
場
合
、
徐
州
か
ら
伝
教
し
、
大
運
河
沿
い
に
南
下

し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
を
反
映
し
て
、
宿
遷
、
泗
陽
、
宿
遷
、
淮
陰
市
（
清
江
浦
）、
漣
水
に
広
が
っ
て
い
る
。
小
群
会
の
場
合
、

淮
安
北
部
、
漣
水
、
灌
南
と
、
淮
安
か
ら
北
上
し
た
地
域
に
限
定
さ
れ
る
。
真
耶
蘇
教
会
の
場
合
、
淮
安
と
そ
の
北
の
漣
水
、
淮
陰
、

泗
陽
と
そ
の
北
の
沭
陽
に
て
伝
教
し
て
い
る
。
自
立
会
の
場
合
、
淮
陰
市
（
清
江
浦
）
の
他
、
そ
の
北
の
漣
水
と
灌
南
に
て
伝
教
し
て

い
る
。
神
召
会
の
場
合
、淮
安
、淮
陰
及
び
そ
の
北
の
漣
水
に
て
伝
教
し
て
い
る
。
耶
蘇
家
庭
の
場
合
、泗
洪
県
双
溝
に
限
定
さ
れ
る
〔
後

述
の
如
く
、
洪
澤
県
も
こ
れ
に
加
わ
る
〕。

伝
教
の
ル
ー
ト
で
い
う
と
、
徐
州
か
ら
の
安
息
日
会
、
山
東
か
ら
の
耶
蘇
家
庭
を
除
く
と
、
全
て
の
教
派
が
上
海
（
内
地
会
の
場
合

は
揚
州
経
由
、
南
長
老
教
会
は
鎮
江
経
由
）
か
ら
の
伝
教
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
大
運
河
が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
、長
老
派
と
耶
蘇
家
庭
を
除
く
と
、い
ず
れ
も
大
運
河
の
東
側
に
て
伝
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
漣
水
で
は
七
つ
も
の
教
派
が
伝
教
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
何
で
あ
る
の
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
反
対
に
、
大

運
河
の
西
側
は
、
長
老
派
を
除
い
て
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
耶
蘇
家
庭
が
そ
う
し
た
空
白
地
帯
に
入
り
込
ん
だ
、
と
い
う

こ
と
が
言
え
よ
う
。     

『
淮
陰
市
志
』
は
、淮
陰
地
区
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
教
活
動
と
そ
の
中
国
化
に
つ
い
て
、や
や
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
が
、
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実
際
に
は
南
長
老
教
会
の
伝
教
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
記
述
に
よ
る
と
、
南
長
老
教
会
の
鮑
達
理
夫
婦
が
光
緒
一
三
年

（
一
八
八
七
年
）
に
、
先
ず
宿
遷
に
や
っ
て
き
て
、 

こ
こ
を
拠
点
と
し
た
。
続
い
て
光
緒
一
七
（
一
八
九
一
）
年
に
前
後
し
て
南
長
老
教

会
の
卜
徳
生
、
賽
兆
祥
、
任
恩
庚
、
及
び
周
と
馬
の
両
女
子
も
宿
遷
に
来
た
と
あ
る
。
卜
徳
生
は
宿
遷
に
て
二
階
建
て
の
住
居
と
教
堂

を
設
立
し
、
木
船
に
乗
っ
て
京
江
大
運
河
に
沿
っ
て
清
江
浦
、
淮
安
及
び
塩
城
、
阜
寧
一
帯
を
巡
回
し
て
布
教
に
回
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
出
て
来
る
「
賽
兆
祥
」
が
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
父
で
あ
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
そ
の
人
で
あ
る
。
ア
ブ

サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
伝
記
に
依
れ
ば
、一
八
八
六
年
に
山
東
の
芝
罘
か
ら
鎮
江
に
移
動
す
る
と
、早
々
に
蘇
北
を
訪
問
し
、

清
江
浦
が
拠
点
に
最
適
で
あ
る
と
判
断
、
二
階
建
て
の
煉
瓦
造
り
の
家
を
借
り
引
っ
越
し
の
準
備
を
す
る
。
そ
し
て
一
八
八
七
年
、
委

員
会
の
承
諾
を
得
て
他
の
家
族
と
と
も
に
清
江
浦
へ
移
動
し
て
い
る
。
し
か
し
一
八
八
九
年
に
子
供
を
亡
く
し
、
埋
葬
の
た
め
に
上
海

に
戻
り
、
九
〇
年
に
一
時
帰
国
す
る
。
九
二
年
に
中
国
に
戻
り
、
再
び
清
江
浦
に
戻
る
。
そ
の
後
、
九
三
年
の
春
に
宿
遷
に
て
拠
点
を

開
設
、
し
か
し
適
当
な
家
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
二
年
間
は
清
江
浦
か
ら
通
っ
た
。
そ
の
後
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
家
を
借
り
、

そ
こ
に
住
ん
だ
。
し
か
し
三
年
後
の
一
八
九
六
年
、
一
家
は
家
財
道
具
を
船
に
積
み
込
み
、
鎮
江
に
戻
っ
た
。
以
降
、
彼
の
伝
教
活
動

の
中
心
は
鎮
江
と
な
る）

注注

（
注

。

『
淮
陰
市
志
』
は
、
清
江
浦
の
情
況
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
南
長
老
教
会
の
鮑
達
理
夫
婦
が
宿
遷
に
や
っ
て
き
た
一
八
八
七
年
、
ア

ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
ら
も
清
江
浦
に
家
を
借
り
て
住
ん
で
お
り
、
南
長
老
教
会
に
と
っ
て
宿
遷
が
最
初
の
布
教
地
と
い

う
訳
で
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
清
江
浦
で
の
生
活
は
厳
し
く
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
一
家
は
子
供
を
亡
く
し
た
後
、
一
時
ア
メ
リ
カ

に
帰
国
し
、
清
江
浦
に
戻
っ
た
の
は
一
八
九
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
九
三
年
な
る
と
、
伝
教
拠
点
と
し
て
の
宿
遷
が
強
化
さ
れ
、

長
老
会
総
部
も
陸
続
と
宣
教
士
を
宿
遷
に
送
り
込
む
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
も
清
江
浦
か
ら
宿
遷
に
通
う
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
、
家
を
借
り
て
移
り
住
ん
だ
。
こ
の
年
、
内
地
会
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
も
揚
州
か
ら
清
江
浦
に
や
っ
て
き
て
教
会
を
設
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立
し
て
お
り
、一
八
九
三
年
は
布
教
活
動
が
本
悪
的
に
始
動
し
た
年
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ

カ
ー
一
家
は
家
の
事
情
で
、
一
八
九
六
年
に
鎮
江
に
戻
っ
て
お
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
が
宿
遷
を
拠
点
と
し
た
の

は
僅
か
三
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
南
長
老
教
会
で
も
、
伝
教
の
拠
点
と
し
て
鮑
達
理
夫
婦
が
宿
遷
を
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
ら
が
清
江
浦
を

選
ん
だ
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
淮
陰
地
区
の
地
理
的
な
中
心
は
清
江
浦
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
奧
の
宿
遷
を
選
ん
だ
こ
と
に
は
何
か

理
由
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
環
境
が
よ
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
遅
れ
て
中
国
で
の
布
教
活
動
に
入
っ
た
南
長
老
教
会
と
し
て

は
、
既
に
山
東
で
の
伝
教
活
動
に
成
果
を
出
し
て
い
た
北
長
老
教
会
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
あ
っ
て
、
徐
州
に
近
い
宿
遷
を
選
ら
ん
の

か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
ら
が
清
江
浦
を
選
ん
だ
の
は
、
他
の
宣
教
師
が
い
な
い
処
女
地
で
あ
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
南
長
老
教
会
に
話
を
戻
す
と
、
南
長
老
教
会
は
宿
遷
を
拠
点
に
、
淮
陰
地
区
で
の
伝
教
活
動
を
拡
大
し
て
い
く
。
即
ち
、
光

緒
二
〇
（
一
八
九
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
淮
安
に
や
っ
て
き
て
、
南
市
橋
に
部
屋
を
借
り
、
布
教
を
行
っ
た
。
光
緒
三
〇

（
一
九
〇
四
）
年
、
さ
ら
に
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
や
っ
て
き
て
、
南
市
橋
に
北
福
音
堂
を
建
設
し
た
。
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇

年
）
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
灌
南
の
新
安
鎮
に
伝
教
に
入
り
、
教
堂
を
建
設
し
た
。
民
国
に
入
っ
て
も
こ
の
動
き
は
止
ま

ら
ず
、
民
国
五
年
（
一
九
一
六
年
）、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
淮
安
人
の
伝
道
人
を
泗
陽
に
派
遣
し
、
南
門
の
陳
氏
祠
堂
を
借
り
て
伝

教
を
行
っ
た
ほ
か
、
清
江
浦
人
の
伝
道
人
を
泗
陽
の
何
面
に
派
遣
し
、
伝
教
を
行
っ
た
。
民
国
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ

人
の
宣
教
師
が
沭
陽
城
に
行
き
、
堂
を
建
設
し
て
伝
教
を
始
め
た
。
民
国
一
五
（
一
九
二
六
）
年
と
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
ア
メ
リ

カ
人
の
宣
教
師
ら
が
相
次
い
で
泗
洪
の
青
陽
一
帯
に
伝
教
に
入
っ
た
。
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【
図
表
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こ
の
過
程
を
図
示
し
た
も
の
が
【
図
表
10
】「
南
長
老
教
会
の
淮
陰
地
区
で
の
伝
教
地
の
拡
大
」
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
に
宿
遷
と

清
江
浦
と
に
宣
教
師
が
入
る
が
、
一
八
九
三
年
に
宿
遷
に
集
約
さ
れ
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
も
こ
れ
に
加
わ
る
。
こ

の
年
、
内
地
会
も
清
江
浦
に
入
っ
て
い
る
。
一
八
九
三
年
に
は
蓮
水
に
、
翌
九
四
年
に
は
淮
安
に
拡
大
し
て
い
る
。
一
八
九
八
年
に
は

清
江
浦
に
再
び
南
長
老
会
の
宣
教
師
が
入
っ
て
い
る）

注注

（
注

。
そ
の
後
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
で
伝
教
活
動
は
一
時
停
止
に
な
る
が
、

一
九
一
〇
年
以
降
は
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
、
伝
教
地
が
拡
大
し
て
い
く
。
即
ち
、
灌
南
が
一
九
一
〇
、
泗
陽
が
一
九
一
六
年
、
沭
陽
が

一
九
二
〇
年
、
そ
し
て
泗
洪
が
一
九
二
六
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
洪
澤
県
、
盱
眙
県
の
情
況
は
、
新
編
県
志
で
情
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、『
洪
澤
県
志
』
に
よ
る
と
、
洪
澤
に
最
初
の
教
堂
が
設
立
さ
れ
た
の
は
民
国
一
四

（
一
九
二
五
）
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
盱
眙
県
志
』
に
よ
る
と
、
基
督
教
は
民
国
二
三
（
一
九
三
四
）
年
、
西
側
の
安
徽

省
か
ら
盱
眙
に
入
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
教
派
も
南
長
老
教
会
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
金
湖
県
志
』
に
よ
る
と
、

一
九
七
〇
年
代
初
、
淮
陰
か
ら
本
県
に
移
住
し
て
き
た
者
の
中
に
、
少
数
の
信
徒
が
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
県
の
基
督
教
活
動
が
始

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

注注

（
注

。
時
代
も
新
し
い
た
め
、
教
派
は
南
長
老
教
会
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
、伝
教
が
一
九
二
〇
年
以
降
と
遅
れ
た
泗
洪
、洪
澤
の
両
県
は
大
運
河
の
西
側
に
位
置
す
る
県
で
、伝
教
活
動
は
先
ず
、

大
運
河
の
東
側
か
ら
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
に
宿
遷
に
宣
教
師
が
入
っ
て
か
ら
、
実
に
四
六
年
後
に
や
っ
と
大
運
河

の
西
側
の
県
に
も
伝
教
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
沭
陽
へ
は
中
国
人
の
伝
道
人
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
化
が
進

展
し
て
い
く
が
、
長
年
に
渡
る
継
続
的
な
伝
教
活
動
が
地
道
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
盱
眙
ま
で
は
届
か
ず
、
盱
眙
の
場

合
は
安
徽
省
か
ら
の
伝
教
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
南
長
老
教
会
の
宣
教
師
ら
が
伝
教
の
便
を
考
え
て
淮
沭
公
路
を
境
に
東
西
に
分
け
て
分
担
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
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洪
澤
県
も
東
側
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
淮
沭
公
路
は
洪
澤
か
ら
淮
安
を
経
て
沭
陽
に
通
じ
る
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
大
運
河
沿

い
の
道
路
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
東
側
に
あ
っ
た
道
路
で
、
淮
陰
で
大
運
河
と
交
叉
し
て
い
た
（【
図
表
９
】「
県
別
の
伝
教
情
況
」

の
「
淮
沭
公
路
」
参
照
）。
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
道
路
の
東
側
に
は
灌
南
が
、
西
側
に
は
、
宿
遷
も
入
る
こ
と
に
な
る
。
大
運
河

を
境
に
分
け
な
か
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
運
河
の
西
側
は
伝
教
活
動
が
遅
れ
た
地
域
で
あ
り
、
分
け
る
意
味
は
あ
ま
り
な
く
、
伝
教
の

進
ん
で
い
る
東
側
地
域
を
東
西
で
分
け
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
清
江
浦
を
含
む
淮
陰
県
内
も
東
西
で
分
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

淮
陰
地
区
の
広
さ
も
あ
り
、
中
国
人
伝
道
師
も
多
く
起
用
さ
れ
た
が
、
民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
に
な
る
と
、
さ
ら
に
拡
大
し
て

い
く
。
長
老
派
は
一
九
一
六
年
、
一
九
二
〇
年
と
改
組
を
繰
り
返
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
中
華
基
督
教
会
が
成
立
し
て
か
ら
既
に
一
〇

年
の
年
月
が
経
っ
て
い
た
。
し
か
し
伝
道
師
の
報
酬
は
教
会
か
ら
出
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
泗
陽
な
ど
の
地
の
伝
道
人
ら
が
外
来

の
宣
教
師
に
従
属
す
る
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
、泗
陽
県
中
華
基
督
教
会
が
泗
陽
県
内
の
基
督
教
各
派
を
聯
合
し
、民
国
二
二
（
一
九
三
三
）

年
に
「
泗
陽
基
督
教
聯
合
会
」
を
組
織
し
、
後
に
「
泗
陽
基
督
教
促
進
会
」
と
改
名
、
教
会
の
自
営
を
主
張
し
て
い
く
。
そ
の
二
年
後

に
は
、
自
力
で
衆
興
鎮
に
教
堂
を
建
設
し
、
自
ら
伝
教
活
動
を
行
っ
た
。
そ
し
て
民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
に
泗
陽
の
来
安
鎮
に
て
、

全
県
の
教
会
代
表
、
及
び
淮
陰
、
沭
陽
の
一
部
か
ら
な
る
教
会
代
表
会
議
を
開
催
、「
中
華
基
督
教
淮
沭
泗
自
立
会
」
を
成
立
さ
せ
た
。

民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
に
は
自
立
会
が
米
軍
の
撤
退
と
内
戦
停
止
を
訴
え
、
中
共
の
淮
陰
地
区
委
員
の
責
任
者
が
自
立
会
の
代
表

と
接
見
す
る
に
至
る
。
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（
４
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
慈
善
事
業
に
関
す
る
記
述

１　

慈
善
事
業

孤
児
堂

光
緒
三
一
（
一
九
〇
五
）
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
道
師
、
穆
女
子
が
清
江
浦
に
や
っ
て
き
て
、
基
隆
東
巷
五
号
院
内
の
南
首
両
幢
小
楼

里
（
今
の
清
河
区
糧
食
局
大
楼
所
在
地
）
に
孤
児
堂
を
建
設
し
、
社
会
で
見
捨
て
ら
れ
た
子
供
ら
を
収
容
し
た
。
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）

年
、
穆
女
子
が
帰
国
し
た
た
め
、
孤
児
堂
の
運
営
も
停
止
し
た
。
五
年
間
で
収
容
し
た
孤
児
は
二
〇
〇
余
名
に
な
っ
た
。

救
済光

緒
三
二
（
一
九
〇
六
）
年
、
淮
北
地
区
で
大
水
害
（
洪
水
）
が
発
生
、
海
州
、
贛
楡
、
連
雲
港
一
帯
の
避
難
民
は
次
か
ら
次
へ
と

淮
陰
地
区
に
避
難
し
て
き
た
。
こ
の
時
、
華
洋
義
賑
会
江
北
分
会
の
劉
少
甫
、
王
闘
符
、
王
叔
相
な
ど
が
募
っ
て
や
っ
て
き
て
若
干
の

寄
付
を
行
っ
て
い
っ
た
。
六
月
一
二
日
か
ら
店
を
設
け
、
粥
を
配
り
だ
し
、
倪
嘉
福
が
粥
店
の
経
理
と
な
っ
た
。
難
民
は
一
人
あ
た
り

一
日
二
勺
の
粥
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
難
民
ら
は
噂
か
ら
た
な
び
く
よ
う
に
集
ま
り
、八
月
末
に
は
、六
〇
万
人
ほ
ど
集
ま
っ
た
。

難
民
が
清
江
甫
に
着
く
と
、ま
ず
「
芦
席
站
」
に
行
き
、数
枚
の
「
芦
席
」
を
受
け
取
り
、簡
単
な
雨
よ
け
小
屋
を
作
っ
た
。
そ
の
結
果
、

東
は
鉄
心
壩
か
ら
西
は
八
面
仏
ま
で
、
南
は
土
圩
根
か
ら
北
は
楊
庄
ま
で
、
長
さ
は
約
二
〇
里
に
も
渡
っ
て
難
民
の
小
屋
で
び
っ
し
り

と
埋
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
籍
の
教
会
医
師
で
あ
り
牧
師
で
あ
る
林
嘉
美
は
こ
の
状
況
を
写
真
に
撮
り
、
華
洋
義
賑
会
、
及
び
各
国
の
慈

善
機
構
に
送
り
、
救
済
を
求
め
た
。
そ
し
て
二
〇
余
万
元
の
資
金
と
物
資
や
糧
食
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
土
木
工
事
に
よ
る
救
済
も

行
わ
れ
、
清
江
浦
一
帯
の
河
や
水
路
は
「
河
底
を
さ
ら
い
、
支
河
を
数
本
開
い
た
。
ま
た
大
き
な
路
を
数
十
築
き
、
掘
っ
た
土
を
路
に

盛
り
、
路
と
路
の
間
に
溝
を
作
っ
て
、
水
を
流
し
た
」。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
そ
の
年
の
年
末
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
、
凍
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死
や
餓
死
し
た
難
民
は
約
三
万
人
に
達
し
た
。
三
月
末
、
当
局
が
離
散
し
た
難
民
ら
を
家
に
帰
ら
せ
、
あ
わ
せ
て
救
済
事
業
も
行
っ
た

た
め
、
新
麦
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、（
難
民
の
動
き
）
も
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
ア
メ
リ
カ
籍
の
教
会
医
師
、
呉
徳
珠
が
賈
雅
各
の
住
宅
、
及
び
仁
慈
医
院
内
に
ミ
シ
ン
教
室
を
組
織
し
た
。
住
宅
、

医
院
に
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
余
台
の
ミ
シ
ン
を
設
置
し
、
被
災
民
の
た
め
に
無
報
酬
で
衣
服
を
縫
っ
た
。
ま
た
、
布
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、

衣
服
を
作
っ
て
被
災
民
に
届
け
た
。
民
国
三
八
（
一
九
四
九
）
年
、
仁
慈
医
院
が
火
災
で
消
滅
す
る
ま
で
、
こ
の
活
動
は
続
け
ら
れ
た
。

２　

学
校
運
営

基
督
教
会
が
淮
陰
地
区
に
て
学
校
運
営
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
世
紀
初
め
で
あ
る
。
大
多
数
は
小
学
校
で
、主
に
淮
安
、泗
陽
、宿
遷
、

及
び
清
江
浦
に
集
中
し
た
。
淮
安
に
は
、
高
格
美
が
校
長
を
務
め
る
崇
実
小
学
が
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
民
国
元
年
、
高
皮
巷
か
ら
童

家
巷
に
移
転
し
、
南
京
人
の
徐
耀
山
が
校
長
を
引
き
継
い
だ
。
淮
安
に
は
こ
の
ほ
か
、
林
愛
道
、
林
楽
喜
が
校
長
を
務
め
る
福
栄
女
子

学
校
が
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
大
香
渠
に
あ
っ
た
。
河
下
鎮
に
も
福
音
堂
が
設
立
し
た
女
子
小
学
校
が
あ
っ
た
ほ
か
、
欽
工
沙
土
敦
教

堂
の
中
に
も
、
付
設
の
小
学
校
が
一
校
あ
っ
た
。

泗
陽
県
に
は
南
門
大
街
に
慕
道
女
子
学
校
が
、
八
集
に
務
本
小
学
が
、
里
仁
に
は
崇
文
小
学
が
、
司
板
橋
に
は
板
橋
小
学
が
あ
っ
た
。

宿
遷
県
に
は
崇
実
中
学
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
学
校
で
は
、
い
ず
れ
も
正
規
の
課
目
以
外
に
宗
教
課
目
が
あ
り
、
宗
教
科
目
に
お
い
て
宗
教
思
想
の
注
入
が
行
わ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
宗
教
儀
式
に
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
毎
朝
三
〇
分
の
礼
拝
は
必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学

校
の
規
模
は
一
般
に
大
き
く
な
く
、
小
さ
い
の
は
十
数
人
、
多
く
て
一
～
二
百
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
開
学
し
て
い
る
期
間
も
み
な
短
く
、

一
般
に
日
本
軍
が
侵
入
し
て
き
た
際
に
、
み
な
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
市
区
に
は
比
較
的
評
判
の
高
い
学
校
が
三
つ
あ
っ
た
。
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即
ち
、
袁
江
小
学
、
婦
女
学
道
院
及
び
基
隆
小
学
、
敬
業
中
学
で
あ
る
。

①
袁
江
小
学

光
緒
三
一
（
一
九
〇
五
）
年
、
戴
徳
明
が
基
隆
東
巷
五
号
院
内
に
六
部
屋
か
ら
な
る
二
階
建
て
の
建
物
を
建
て
、
袁
江
小
学
を
開
設

し
た
。戴
徳
明
と
賈
雅
各
を
校
長
と
し
、後
に
学
生
が
増
え
た
時
に
は
孤
児
堂
を
利
用
し
て
教
室
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。こ
の
学
校
は
、

当
時
、
信
徒
の
子
弟
の
み
し
か
入
学
で
き
な
か
っ
た
。
学
制
は
六
年
制
で
、
毎
年
、
学
生
数
は
四
〇
前
後
を
維
持
し
て
い
た
。
後
半
に

な
る
と
、
淮
陰
人
の
高
美
具
、
陳
道
生
が
管
理
と
教
育
を
行
っ
た
。
学
習
過
程
は
、
語
文
、
算
術
、
社
会
学
、
自
然
学
、
聖
経
課
で
あ
っ

た
。
北
伐
戦
争
時
、
軍
隊
が
校
舎
を
占
拠
し
た
た
め
、
一
時
期
、
運
営
を
停
止
し
た
。
後
に
回
復
す
る
も
、
抗
日
戦
争
の
時
に
高
美
具

が
死
亡
し
た
た
め
、
学
校
運
営
も
停
止
し
た
。

②
婦
女
学
道
院
、
及
び
基
隆
小
学

婦
女
学
道
院
の
前
身
は
愛
徳
女
学
で
、
ア
メ
リ
カ
人
が
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
の
校
舎
は
方
家
房
東
首
の
王
公
館
（
今
の
娃
娃

井
東
）
に
あ
り
、
校
長
は
賈
雅
各
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
籍
の
信
徒
、
唐
哲
士
、
馬
美
麗
の
二
人
の
女
士
が
一
時
期
、
こ
の
女
学
に
て

仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
民
国
二
（
一
九
一
三
）
年
、
愛
徳
女
校
は
基
隆
東
巷
六
号
の
二
階
建
て
の
建
物
に
移
転
し
、
婦
女
学

道
院
と
改
名
し
た
。
馬
美
麗
が
校
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
今
の
老
壩
口
小
学
校
内
の
基
隆
港
側
に
、
上
下
そ
れ
ぞ
れ
九
部
屋
か
ら
な
る

建
物
を
建
て
、
教
室
と
宿
舎
と
し
た
。
婦
女
学
道
院
は
婦
女
の
み
を
受
け
入
れ
た
。
学
生
の
大
部
分
は
淮
陰
の
農
村
か
ら
や
っ
て
き
た
。

毎
年
、
学
生
は
五
〇
名
前
後
を
保
持
し
て
い
た
。
過
程
は
、
聖
経
課
が
中
心
で
、
卒
業
す
る
と
伝
教
活
動
に
携
わ
っ
た
。
現
在
の
江
蘇

省
基
督
教
協
会
会
長
の
蔣
佩
芬
は
、
淮
陰
が
陥
落
し
た
時
に
、
こ
の
学
校
に
来
て
一
年
間
、
教
師
を
務
め
た
が
、
後
に
こ
の
学
校
は
日

本
軍
に
占
用
さ
れ
運
営
を
停
止
し
た
。

民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
、
淮
陰
が
第
一
次
解
放
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
教
会
は
こ
の
校
舎
と
別
な
建
物
を
加
え
て
、「
基
隆
小
学
」
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と
改
名
し
た
。
淮
陰
が
第
二
次
解
放
さ
れ
る
と
、
王
乾
元
が
校
長
に
任
じ
た
。
こ
の
学
校
は
以
前
の
婦
女
学
道
院
が
拡
大
し
た
も
の
で
、

男
性
の
入
学
を
開
始
し
た
。
学
生
の
多
く
は
、
市
内
や
農
村
の
信
徒
の
子
弟
で
あ
っ
た
が
、
非
信
徒
の
子
弟
も
い
た
。
学
校
で
は
聖
経

課
の
ほ
か
、語
文
、算
術
、英
語
な
ど
の
課
程
を
開
設
し
た
。
英
語
課
は
仁
慈
医
院
の
医
師
で
ア
メ
リ
カ
人
の
聞
徳
勇
の
妻
が
担
当
し
た
。

建
国
後
、
こ
の
学
校
は
接
収
さ
れ
て
国
有
と
な
り
、
娃
娃
井
小
学
と
合
併
し
て
老
壩
口
小
学
と
改
名
さ
れ
た
。

③
敬
業
中
学

宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
年
、
戴
徳
明
と
賈
雅
各
は
三
門
楼
に
て
数
部
屋
あ
る
建
物
を
購
入
し
、
袁
江
の
中
学
部
を
設
立
し
、
敬
業

中
学
と
命
名
し
た
。
民
国
二
（
一
九
一
三
）
年
、
こ
の
中
学
は
仁
慈
医
院
が
新
し
く
建
築
し
た
三
階
建
て
の
建
物
の
中
に
移
転
し
、
賈

雅
各
と
戴
徳
明
が
そ
れ
ぞ
れ
校
長
を
務
め
た
。
教
師
ら
は
皆
、
斉
魯
大
学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
孫
維
恩
、
楊
習
伍
、
張

行
山
な
ど
が
い
た
。
こ
の
中
学
は
数
学
、幾
何
、代
数
、地
理
、歴
史
、ド
イ
ツ
語
、聖
敬
な
ど
の
課
程
を
開
い
た
。
学
制
は
四
年
で
あ
っ

た
。
学
生
の
大
多
数
は
信
徒
の
子
弟
で
、
毎
年
在
校
生
は
四
〇
人
前
後
い
た
。
賈
雅
各
と
戴
徳
明
が
去
っ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
人
の
田
克

迪
が
校
長
を
引
き
継
い
だ
。

民
国
一
六
（
一
九
二
七
）
年
の
北
伐
の
際
、学
校
は
軍
隊
が
駐
留
し
た
た
め
、運
営
を
停
止
し
た
。
北
伐
後
、継
続
し
て
運
営
を
行
い
、

ア
メ
リ
カ
人
の
衛
約
翰
が
校
長
を
務
め
、
校
名
も
袁
江
中
学
と
改
名
し
た
。
民
国
一
九
年
に
始
ま
っ
て
、
淮
陰
一
帯
で
「
黒
熱
病
」（
昆

虫
の
ブ
ユ
に
よ
っ
て
寄
生
虫
が
媒
介
さ
れ
る
伝
染
病
の
一
種
、
フ
ィ
ラ
リ
ア
）
が
流
行
、
教
会
は
学
校
を
「
黒
熱
病
」
の
た
め
の
病
院

と
し
た
。
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
年
、「
黒
熱
病
」
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
た
め
、
教
会
は
ま
た
袁
江
中
学
を
回
復
さ
せ
た
。
但
し
、

建
物
の
上
階
を
学
校
と
し
、
階
下
を
病
院
と
し
た
。
泗
陽
人
の
胡
鏡
心
が
校
長
を
務
め
た
。
淮
陰
が
陥
落
す
る
前
夜
、
学
校
の
運
営
を

停
止
し
た
。
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３　

医
院
の
開
設

①
仁
慈
医
院

光
緒
一
六
（
一
八
九
〇
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
教
会
の
林
嘉
美
が
鎮
江
か
ら
小
船
に
乗
り
、
清
江
浦
に
や
っ
て
き
て
布
教
を
始

め
た
。
翌
年
、
老
壩
口
基
隆
巷
内
に
福
音
堂
を
建
設
、
伝
教
と
同
時
に
、
堂
内
に
て
西
洋
医
学
の
診
療
所
を
開
設
、
淮
陰
市
に
て
初
の

西
洋
医
院
の
開
設
と
な
っ
た
。
後
に
、
土
地
も
狭
く
低
地
な
た
め
に
病
室
に
は
向
い
て
い
な
い
の
で
、
民
国
元
（
一
九
一
二
）
年
、
十

里
長
街
の
最
東
端
に
数
十
畝
の
土
地
を
購
入
、三
階
建
て
の
西
洋
式
の
建
物
を
五
棟
を
建
て
た
ほ
か
、平
屋
に
は
一
〇
〇
余
部
屋
が
あ
っ

た
。
民
国
二
年
、
診
療
部
門
が
新
し
い
建
て
物
に
移
転
し
た
。
同
時
に
、
正
式
名
称
を
「
仁
慈
医
院
」
と
し
た
。
同
年
、
林
嘉
美
は
淮

安
の
西
長
街
に
も
仁
慈
医
院
を
建
設
し
た
。

民
国
三
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
基
督
教
信
徒
、
李
如
蘭
が
清
江
に
や
っ
て
き
て
仁
慈
医
院
の
看
護
婦
長
を
勤
め
、
付
属
の
看
護
学
校
を

開
設
し
、
校
長
も
兼
ね
た
。
民
国
四
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
基
督
教
信
徒
、
鐘
愛
華
夫
婦
が
医
院
に
や
っ
て
き
て
、
主
任
医
師
と
な
っ
た
。

民
国
一
七
年
、
林
嘉
美
が
老
齢
の
た
め
耳
が
遠
く
な
っ
た
の
で
、
鐘
愛
華
が
院
長
を
引
き
継
い
だ
。

仁
慈
医
院
内
は
三
つ
の
病
棟
に
分
か
れ
て
い
て
、
北
院
は
外
国
人
の
住
宅
、
南
院
は
手
術
室
と
男
女
の
病
棟
で
、
病
床
は
三
二
二
床

あ
っ
た
。
東
院
は
「
黒
熱
病
」
区
で
、
簡
易
ベ
ッ
ド
が
一
〇
〇
余
床
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
三
〇
〇
余
床
に
増
加
し
た
。
医
院
内
に
は
、

外
科
、
内
科
、
五
官
科
、
産
婦
人
科
、
伝
背
園
病
室
、
Ｘ
線
室
、
化
学
実
験
室
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
中
国
や

外
国
籍
の
医
療
人
員
及
び
事
務
員
ら
は
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
人
に
達
し
た
。
こ
れ
は
淮
安
塩
城
地
区
で
最
大
の
医
院
で
あ
っ
た
。

医
院
を
開
設
し
た
当
初
、
病
人
の
多
く
は
敢
え
て
訪
ね
て
こ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
主
要
な
理
由
は
（
西
洋
医
学
に
対
す
る
）
恐

れ
か
ら
で
、
と
り
わ
け
産
婦
は
難
産
に
な
っ
て
も
、
病
院
に
行
く
ぐ
ら
い
な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
増

し
に
多
く
の
完
治
し
た
患
者
ら
が
自
ら
の
経
験
を
説
い
た
め
、
つ
い
に
門
前
に
は
誰
も
や
っ
て
こ
な
い
と
い
う
状
況
に
終
止
符
が
う
た
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れ
た
。

光
緒
三
二
（
一
九
〇
六
）
年
の
大
災
害
後
、
疫
病
（
急
性
の
感
染
症
）
が
流
行
、
難
民
の
う
ち
、
八
〇
〇
余
人
が
発
疹
チ
フ
ス
に
感

染
し
た
。
医
院
の
責
任
者
で
あ
る
林
嘉
美
は
地
方
人
士
の
支
援
の
も
と
、
鉄
心
壩
に
隔
離
病
院
を
開
設
、
こ
の
疫
病
の
流
行
を
食
い
止

め
た
。
林
嘉
美
氏
も
ま
た
患
者
の
治
療
中
に
チ
フ
ス
に
感
染
し
て
し
ま
い
、病
気
が
回
復
し
て
も
聴
覚
不
良
の
後
遺
症
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
。一

九
二
〇
～
三
〇
年
代
、
淮
安
塩
城
地
区
の
「
黒
熱
病
」
患
者
の
数
は
非
常
に
多
く
、
塩
城
、
阜
寧
、
淮
陰
、
淮
安
、
漣
水
、
泗
陽
、

沭
陽
、
宿
遷
な
ど
の
市
区
や
農
村
部
の
患
者
ら
の
大
部
分
は
こ
の
病
院
に
き
て
治
療
を
受
け
た
。「
黒
熱
病
」
の
流
行
が
ピ
ー
ク
に
達

し
た
時
、
医
院
は
毎
日
五
〇
〇
余
名
の
患
者
を
診
察
し
た
。
医
院
の
付
近
に
は
一
〇
あ
ま
り
の
旧
式
の
旅
館
が
あ
り
、
治
療
に
や
っ
て

き
た
大
部
分
の
患
者
ら
を
収
容
し
た
。
民
国
二
〇
（
一
九
三
一
）
年
、
こ
の
医
院
が
収
容
し
、
治
療
し
た
「
黒
熱
病
」
患
者
の
総
数
は

三
〇
〇
〇
余
人
に
達
し
た
。

民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
春
、
清
江
（
浦
）
が
陥
落
。
仁
慈
医
院
は
日
本
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
進
駐
し
た
日
本
軍
は
医
院
に
勤

め
る
ア
メ
リ
カ
人
を
厳
重
に
処
罰
し
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
の
医
師
や
看
護
婦
ら
は
、
民
国
三
一
（
一
九
四
二
）

年
四
月
に
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
院
内
の
外
国
人
住
宅
と
「
黒
熱
病
」
病
棟
は
日
本
軍
に
占
拠
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
去
っ

た
後
、
仁
慈
医
院
は
「
淮
陰
医
院
」
と
改
称
し
、
中
国
人
の
医
師
、
曹
寄
僧
（
別
名
、
済
生
）
が
責
任
者
と
な
っ
た
。

民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
九
月
、
淮
陰
が
解
放
さ
れ
る
前
夜
、
医
院
全
体
の
人
員
と
新
四
軍
三
師
衛
生
部
医
師
看
護
人
員
ら
が
合

併
さ
れ
、「
新
四
軍
第
三
師
野
戦
医
院
」
が
編
成
さ
れ
た
。
数
日
以
内
に
、
簡
易
病
床
、
一
〇
〇
〇
余
床
が
設
置
さ
れ
た
。
九
月
六
日

午
後
、
城
内
へ
の
攻
撃
の
開
始
さ
れ
る
と
、
医
院
の
病
床
は
全
て
満
杯
と
な
っ
た
。
日
本
軍
が
発
電
機
を
持
っ
て
逃
げ
た
た
め
、
手
術

は
全
て
、
石
油
ラ
ン
プ
、
カ
ン
テ
ラ
、
蝋
燭
の
明
か
り
の
下
で
行
わ
れ
た
。
元
の
仁
慈
医
院
の
医
師
ら
は
、
日
夜
、
手
術
台
の
前
に
立
ち
、
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時
に
は
連
続
し
て
十
数
時
間
に
も
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
銭
景
山
医
師
は
重
い
心
臓
病
を
患
っ
て
お
り
、
手
術
台
の
前
で
何
度
も
倒
れ

た
。
数
ヶ
月
後
、大
部
分
の
負
傷
兵
が
健
康
を
恢
復
し
た
た
め
、（
兵
士
）
以
外
の
患
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
ま
た
、「
仁
慈
医
院
」

の
名
称
も
回
復
し
た
。
同
年
冬
、
こ
の
病
院
は
蘇
皖
辺
区
政
府
の
委
託
を
受
け
、「
蘇
皖
辺
区
幹
部
療
養
所
」
を
併
設
し
た
。

民
国
三
五
（
一
九
四
六
）
年
二
月
、
蘇
皖
辺
区
政
府
は
仁
慈
医
院
に
、
部
隊
及
び
民
間
の
医
師
看
護
要
員
を
養
成
す
る
た
め
、「
華

中
医
科
学
校
」
を
開
設
、
三
つ
の
ク
ラ
ス
を
設
け
、
学
生
は
三
〇
九
人
、
研
究
生
は
一
六
人
で
あ
っ
た
。
曹
寄
僧
、
谷
懿
之
、
呉
博
泉
、

銭
景
山
、
馮
懐
甫
、
劉
道
光
ら
が
教
師
と
な
り
、
江
上
峰
が
校
長
と
な
っ
た
。

民
国
三
五
（
一
九
四
六
）
年
九
月
、淮
陰
が
国
民
党
軍
に
占
領
さ
れ
る
。
翌
年
の
末
、一
部
の
ア
メ
リ
カ
人
医
師
が
清
江
（
浦
）
に
戻
っ

て
き
た
。
民
国
三
七
年
、人
民
解
放
軍
が
攻
勢
に
転
じ
る
と
、医
院
は
七
月
上
旬
に
鎮
江
の
伯
先
路
の
基
督
教
内
地
会
の
住
所
内
に
移
転
、

こ
の
際
に
一
部
の
物
資
を
運
び
出
し
た
。
秋
に
な
る
と
淮
陰
一
帯
は
平
静
を
取
り
戻
し
、
医
院
の
人
員
も
戻
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
人

医
師
の
李
如
蘭
、
呉
徳
珠
は
こ
の
地
に
定
住
し
た
い
と
願
っ
た
が
、
国
民
党
の
威
嚇
を
受
け
、
一
一
月
に
な
っ
て
南
の
方
に
移
動
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
国
民
党
は
撤
退
す
る
二
日
前
、
放
火
、
略
奪
を
行
い
、
大
火
は
一
昼
夜
燃
え
続
け
、
医
院
の
大
部
分
の
部
屋
と
設

備
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
後
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が
交
渉
を
買
っ
て
出
て
、
略
奪
し
た
一
部
の
物
資
を
仁
慈
医
院
に
返
却
さ
せ
た
。

一
九
四
九
年
春
、
仁
慈
医
院
は
鎮
江
の
伯
先
路
に
て
新
た
に
開
業
し
、
高
治
平
が
責
任
者
と
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
、
鎮
江
に
滞
在
し
て
い
た
仁
慈
医
院
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
許
可
を
経
て
帰
国
し
た
。
一
九
五
一
年
、
淮
陰
地
区
の
行
政

専
員
公
署
が
鎮
江
の
仁
慈
医
院
の
全
て
の
人
員
と
物
資
を
接
収
し
、
淮
陰
地
区
の
中
心
衛
生
院
（
今
の
淮
陰
市
第
二
人
民
医
院
）
に
交

付
し
、
使
用
さ
せ
た
。
仁
慈
医
院
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
完
全
に
消
失
し
た
。
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②
仁
済
医
院

光
緒
三
一
（
一
九
〇
五
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
教
会
の
鮑
達
理
、
卜
徳
生
、
任
恩
庚
が
宿
遷
市
に
「
仁
済
医
院
」
を
開
設
し
、

鮑
達
理
が
院
長
を
務
め
た
。
民
国
初
年
、鮑
達
理
が
逝
去
し
た
た
め
、卜
有
存
（
卜
徳
生
の
子
）
が
院
長
を
引
き
継
い
だ
。
仁
済
医
院
は
、

太
平
洋
戦
争
時
期
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、「
宿
遷
県
病
院
」
と
改
名
さ
れ
、
蔡
本
元
が
院
長
を
務
め
た
。
民
国
三
四
年
、
病

院
は
戦
火
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

仁
慈
医
院
と
仁
済
医
院
は
共
に
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
医
療
人
員
を
受
け
入
れ
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
。
一
人
一
人
が
宗
教
的
な
生

活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
病
人
に
対
し
て
も
福
音
を
伝
え
る
義
務
が
あ
っ
た
。
仁
慈
医
院
で
は
、
王
寅
な

ど
三
名
が
、
医
院
内
の
宗
教
生
活
に
対
し
て
専
門
に
責
任
を
負
っ
た
。
医
院
で
働
く
者
は
、
毎
朝
、
医
院
内
の
福
音
堂
で
三
〇
分
の
礼

拝
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、午
後
も
仕
事
を
始
め
る
前
に
、福
音
堂
で
聖
書
を
読
み
、祈
祷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

土
曜
日
夜
の
勉
強
会
と
日
曜
日
の
礼
拝
に
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た）

注注

（
注

。

光
緒
三
二
（
一
九
〇
六
）
年
、淮
北
地
区
で
洪
水
と
飢
饉
が
発
生
し
た
こ
と
は
よ
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
の
「
蘇

北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
」
で
も
触
れ
た
通
り
、
こ
の
飢
饉
に
対
し
て
は
、
宣
教
師
の
間
で
北
部
江
蘇
・

安
徽
飢
饉
救
済
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
組
織
的
な
救
済
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
を
代
表
し
てT

.F. M
cCrea

がT
he Chinese 

R
ecorder

の
編
集
部
に“N

orth K
iangsu-A

nhui Fam
ine”

と
題
し
て
、
救
済
の
呼
び
か
け
を
投
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

委
員
会
は
北
部
メ
ソ
ジ
ス
ト
宣
教
団
のW

.C.Longden

、
南
長
老
教
会
宣
教
団
のA

.Sydenstricker

、
内
地
会
のJ.E.W

illiam
s

、
ス

コ
ッ
チ
聖
書
協
会
のM

.J.W
alker

、
南
部
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
宣
教
団
のT

.F.M
cCrea

ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。M

cCrea

は
現

地
入
り
し
た
宣
教
師
の
、
冬
に
な
れ
ば
数
百
万
の
人
々
が
飢
え
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
報
告
を
ひ
き
、
膨
大
な
資
金
が
必
要
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で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
人
信
者
の
間
に
も
基
金
を
設
立
す
べ
き
こ
と
、
上
海
や
杭
州
、
天
津
な
ど
の
開
港
都
市
に

も
募
金
を
募
る
こ
と
、飢
饉
救
済
の
経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
現
地
の
官
僚
と
ど
の
程
度
ま
で
協
力
す
べ
き
か
、孤
児
の
扱
い
な
ど
）

も
歓
迎
す
る
こ
と
、
飢
餓
地
区
で
働
い
て
い
る
宣
教
師
ら
へ
の
組
織
化
の
呼
び
か
け
、
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。
委
員
に
は
南
長
老
教
会

の
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
名
前
も
見
え
る
が
、
こ
の
時
、
彼
は
清
江
浦
か
ら
鎮
江
に
拠
点
を
移
し
て
い
た
が
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
寄
付
金
を
手
に
、
北
方
の
最
も
悲
惨
な
地
方
（
清
江
浦
か
）
へ
行
っ
て
救
済
に
当
た
っ
た）

注注

（
注

。
な
お
、
鎮
江
に
て
北
か
ら
押

し
寄
せ
る
難
民
の
惨
状
を
目
に
し
た
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
は
、『
母
の
肖
像
』
の
中
で
詳
し
く
こ
の
時
の
飢
饉
に
つ
い
て
記
し
て
い
る）

注注

（
注

。

『
淮
陰
市
志
』
に
お
け
る
仁
慈
医
院
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
、
大
水
害
が
も
と
で
疫
病
が
流
行
し
、
難
民
の
う
ち
八
〇
〇
余
人

が
発
疹
チ
フ
ス
に
感
染
し
た
こ
と
、
林
嘉
美
が
地
方
人
士
の
支
援
の
も
と
、
鉄
心
壩
に
隔
離
病
院
を
開
設
し
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
生
々

し
い
情
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
教
会
が
運
営
し
た
孤
児
堂
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
情
況
を
表
に
整
理
し
て
お
く
。
な
お
、
淮

北
を
襲
っ
た
大
洪
水
は
一
九
〇
五
年
と
す
る
記
述
も
あ
り
、
同
年
に
清
江
浦
で
開
設
さ
れ
た
孤
児
堂
は
、
こ
の
飢
饉
が
契
機
と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
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【図表 11】基督教（プロテスタント）教会が運営した福祉施設、学校、病院

福祉施設	 開設年・年表 開設者	 場所

孤児堂 光緒 31（1905） 英国伝道師、穆女子 清江浦（基隆東巷五号院内）
 宣統 2（1910）穆女子の帰国で運営停止。五年間で収容した孤児は 200 余名

学校名	 開設年・年表	 開設者	 校長	 場所

袁江小学 光緒 31（1905） 戴徳明 戴徳明・賈雅各 清江浦（基隆東巷五号）
 後半  高美具・陳道生（淮陰人）
 抗日戦争時、高美具の死去により学校運営停止
婦女学道院 前身は愛徳女学 米国人 賈雅各 清江浦（方家房東首の王公館）
 民国 2（1913）婦女学道院と改名 馬美麗 清江浦（基隆東巷六号に移転）
 抗日戦争時、日本軍に占用され運営停止
 民国 34（1945）「基隆小学」と改名 王乾元
 建国後、接収されて国有化、娃娃井小学と合併して、老壩口小学と改名
敬業中学 宣統 2（1910） 戴徳明・賈雅各 ― 清江浦（三門楼）
 民国 2（1913）、仁慈医院が新しく建築した三階建ての建物の中に移転
  ― 戴徳明・賈雅各・田克迪
 民国 16（1927）北伐の際、軍隊が駐留したため運営停止
 北伐後、運営再開　袁江中学と改名 衛約翰 
 民国 19（1930）「黒熱病」流行、教会は学校を「黒熱病」のための病院に
  民国 24（1935）袁江中学を回復、建物の上階を学校、階下を病院に
    胡鏡心（泗陽人）
 淮陰陥落前夜、学校の運営停止
崇実小学   高格美 淮安（高皮巷）
 民国元年に移転  徐耀山 淮安（童家巷）
福栄女子学校 ― ― 林愛道・林楽喜 淮安（大香渠）
女子小学校 ― ― ― 淮安（河下鎮）
小学校 ― ― ― 淮安（欽工沙土敦教堂内）
慕道女子学校 ― ― ― 泗陽県（南門大街）
務本小学 ― ― ― 泗陽県（八集）
崇文小学 ― ― ― 泗陽県（里仁）
板橋小学 ― ― ― 泗陽県（司板橋）
崇実中学 ― ― ― 宿遷県

病院名	 開設年・年表	 開設者・責任者	 場所

仁慈医院 光緒 16（1890） 林嘉美（南長老教会）が布教に来る 清江浦
 翌年　福音堂内に西洋医学の診療所を開設 （基隆巷内）

 光緒 32（1906）年の大水害後、難民のうち 800 余人が発疹チフスに感染、林嘉美は地方人士の                
支援のもと、鉄心壩に隔離病院を開設

 民国元（1912）　三階建ての西洋式の建物五棟を建設 （十里長街）
 民国 2　診療部門が新しい建て物に移転、正式名称を「仁慈医院」とした
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 同年　林嘉美は淮安にも仁慈医院を建設 淮安（西長街）
 民国 3　李如蘭（米国人）が清江にきて看護婦長を勤め、付属の看護学校を開設
 民国 4　鐘愛華夫婦（米国人）が医院にやってきて、主任医師に
 民国 17、林嘉美が老齢のため鐘愛華が院長を引き継ぐ
 1920 ～ 30 年代、「黒熱病」が流行、淮安塩城地区の患者の大部分はこの病院にて治療を受けた。
 1931 年、医院が治療した「黒熱病」患者の総数は 3000 余人に

 1930 年代　中国や外国籍の医療人員及び事務員らは合わせて約 100 人に達し、淮安塩城地区で最大
の医院になる

 民国 28（1939）　春、清江（浦）が陥落、仁慈医院は日本軍の管理下に。
 民国 31（1942）太平洋戦争が勃発、米国人の医師や看護婦らは帰国を余儀なくされる。「淮陰医院」

と改称し、中国人の医師、曹寄僧が責任者に
 民国 34（1945）年 9 月、淮陰解放の前夜、医院全体の人員と新四軍三師衛生部医師看護人員らが               

合併され、「新四軍第三師野戦医院」が編成される
 同年冬、蘇皖辺区政府の委託を受け、「蘇皖辺区幹部療養所」を併設
 民国 35（1946）蘇皖辺区政府は仁慈医院に「華中医科学校」を開設
 民国 35（1946）年 9 月、淮陰が国民党軍に占領される
 翌年末、一部の米国人医師が清江（浦）に戻ってくる

 民国 37（1948）年、人民解放軍が攻勢に転じると、医院は七月上旬に鎮江の伯先路の基督教内地               
会の住所内に移転。国民党は撤退する二日前、放火、略奪を行い、医院の大部分の部屋と設               
備が消失

 1949 年春、仁慈医院は鎮江の伯先路にて新たに開業、高治平が責任者に
 1950 年、鎮江に滞在していた仁慈医院の米国人が帰国

 1951 一年、淮陰地区の行政専員公署が鎮江の仁慈医院の全ての人員と物資を接収、淮陰地区の中              
心衛生院（今の淮陰市第二人民医院）に交付し、仁慈医院は完全に消失

仁済医院 光緒 31（1905）鮑達理・卜徳生・任恩庚（南長老教会）が開設 宿遷市
 民国初年、鮑達理が逝去したため、卜有存（卜徳生の子）が院長を引き継ぐ
 太平洋戦争時期、日本軍によって接収され、「宿遷県病院」と改名　蔡本元が院長に
 民国 34（1945）年、病院は戦火によって破壊され、跡形もなく消え去る
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『
淮
陰
市
志
』
は
、
南
長
老
教
会
が
運
営
し
た
学
校
、
病
院
な
ど
に
対
し
て
は
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

学
校
に
関
し
て
は
、キ
リ
ス
ト
教
学
の
必
修
や
礼
拝
の
強
制
な
ど
を
批
判
的
に
書
い
て
は
い
る
も
の
の
、こ
れ
は
あ
る
種
の
「
お
き
ま
り
」

の
台
詞
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
南
長
老
教
会
が
果
た
し
た
役
割
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
仁
慈
医
院
が
光
緒
三
二

（
一
九
〇
六
）
年
の
水
害
と
そ
の
後
に
発
生
し
た
疫
病
や
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
流
行
し
た
「
黒
熱
病
」（
マ
ラ
リ
ア
）
に
対
し
て

全
力
で
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
謝
意
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
病
院
を
管
理
下
に
置
い
た
の
が
日
本
軍
で
あ
り
、

そ
の
後
の
新
四
軍
の
接
収
や
国
共
内
戦
な
ど
、
南
長
老
教
会
が
光
緒
一
六
（
一
八
九
〇
）
年
に
設
立
し
た
仁
慈
医
院
は
、
否
応
な
く
時

代
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
建
国
か
ら
二
年
後
の
一
九
五
一
年
に
な
っ
て
、
仁
慈
医
院
は
六
〇
年
に
も
及
ぶ
歴
史
に
幕

を
閉
じ
た
。

（
５
）『
淮
陰
市
志
』
に
見
え
る
建
国
後
の
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
情
況

１　

建
国
後
の
教
会
の
組
織

建
国
後
の
教
会
の
組
織
と
し
て
は
、
淮
陰
市
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
と
淮
陰
市
基
督
教
協
会
と
の
二
つ
が
あ
る
。

①
淮
陰
市
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会

こ
の
会
は
、
基
督
教
の
信
徒
ら
が
組
織
し
た
大
衆
の
愛
国
、
愛
教
の
団
体
で
あ
り
清
淮
区
基
督
教
「
抗
美
援
鮮
」、
三
自
革
新
運
動
促

進
会
が
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
三
月
二
九
日
、
淮
陰
の
中
華
基
督
教
会
・
神
召
会
・
安
息
日
会
・
真
耶
蘇
教
会
が
集
ま
っ
て
連
合
し
、
清
淮
区
基
督
教
「
抗

美
援
鮮
」、
三
自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
を
組
織
、
責
任
者
は
庄
献
穌
・
張
権
・
費
蘇
が
な
っ
た
。

一
九
五
三
年
四
月
、
こ
の
会
は
清
江
市
同
慶
街
穌
堂
に
て
第
二
回
代
表
会
議
を
開
催
、
会
議
に
は
中
華
基
督
教
会
・
神
召
会
・
安
息
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日
会
・
真
耶
蘇
教
会
・
小
群
会
な
ど
の
教
派
か
ら
一
九
六
名
の
代
表
が
集
ま
り
、
委
員
を
三
七
名
、
常
任
委
員
を
一
五
名
選
出
、
孫
廷

楊
を
主
席
に
、
何
尊
堯
・
胡
鏡
心
・
庄
献
穌
ら
を
副
主
席
に
、
黄
振
懐
を
総
幹
事
長
に
、
張
権
を
副
総
幹
事
長
に
、
呉
慕
光
を
秘
書
に

選
ん
だ
。

一
九
五
四
年
春
、
清
淮
区
基
督
教
「
抗
美
援
鮮
」、
三
自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
は
清
江
市
に
て
会
議
を
開
催
、
組
織
名
を
「
淮
陰

地
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
」
と
改
名
し
、
第
一
回
代
表
会
議
を
開
催
し
た
。
第
二
次
代
表
会
議
は
一
九
五
八
年
に
開
催
し
た
。

一
九
八
一
年
に
開
か
れ
た
第
三
次
代
表
会
議
で
、
呉
慕
光
が
主
席
に
選
ば
れ
た
。
一
九
八
七
年
五
月
二
九
日
～
三
一
日
、
基
督
教
淮

陰
市
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
は
第
四
回
代
表
会
議
を
開
き
、常
任
委
員
を
二
〇
名
、委
員
を
四
九
名
、呉
慕
光
が
再
度
、主
席
に
選
ば
れ
、

副
主
席
に
高
保
羅
・
庄
献
穌
・
費
蘇
・
張
権
・
蕫
振
山
（
秘
書
長
を
兼
務
）
が
選
ば
れ
た
。
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
、
全

区
内
の
各
県
や
各
市
に
て
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
が
相
次
い
で
成
立
し
て
い
っ
た
。

②
淮
陰
市
基
督
教
協
会

こ
の
協
会
は
、
基
督
教
の
教
会
教
務
に
対
し
て
責
任
を
負
う
大
衆
組
織
で
、
一
九
八
二
年
一
二
月
二
一
日
に
市
区
に
て
成
立
、
牧
師

の
庄
献
穌
が
会
長
に
、
徐
学
義
・
卞
玉
宝
ら
が
副
会
長
に
、
費
蘇
が
総
幹
事
に
選
ば
れ
た
。
一
九
八
七
年
五
月
に
開
か
れ
た
第
二
回
一

次
会
議
に
て
、
庄
献
穌
が
継
続
し
て
会
長
に
選
ば
れ
、
副
会
長
に
徐
学
義
・
賈
以
仁
が
、
総
幹
事
に
高
保
羅
が
選
ば
れ
た）

注注

（
注

。

２　

三
自
愛
国
運
動

一
九
五
一
年
五
月
二
三
日
、
清
淮
区
の
「
抗
美
救
朝
」
と
三
自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
が
、
泗
陽
に
て
成
立
し
た
。
こ
れ
以
降
、
外

国
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
お
よ
び
外
国
籍
の
伝
教
士
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
脱
し
、
経
済
上
も
外
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
の
関
係
を
絶
ち
、

「
自
治
、
自
養
、
自
伝
」
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
で
教
会
を
運
営
す
る
新
し
い
路
線
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
は
積
極
的
に
全
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国
の
三
自
革
新
運
動
の
促
進
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
全
地
区
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
、
三
自
の
署
名
運
動
と
「
抗
美
救
朝
」
の
募

金
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
動
員
し
た
。
結
果
、
三
八
三
八
人
の
署
名
を
得
た
ほ
か
、
人
民
元
（
旧
幣
）
で
九
〇
〇
万
元
の
募
金
を
集

め
た
。

一
九
五
三
年
四
月
、
清
江
市
の
同
慶
街
の
耶
蘇
堂
で
開
か
れ
た
第
二
次
代
表
会
議
上
で
、
各
教
派
の
名
称
や
儀
式
、
習
慣
は
保
留
す

る
も
の
の
、
全
て
三
自
促
進
会
の
指
導
に
従
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
全
国
の
三
自
革
新
促
進
会
の
責
任
者
で
あ
っ
た
蔡
志
澄
、
南
京

市
代
表
の
曽
浣
林
・
楊
徳
澤
・
雷
志
伯
ら
も
会
に
参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
毛
沢
東
、
金
日
成
、
彭
徳
懐
、
及
び
中
国
人
民
志
願
軍
の

全
員
に
対
し
て
、
敬
電
を
送
っ
た
。

一
九
五
四
年
春
、
青
淮
区
の
基
督
教
「
抗
美
救
朝
」
及
び
三
自
革
新
運
動
促
進
会
は
、
名
称
を
「
淮
陰
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委

員
会
」
に
変
更
し
、
第
一
次
の
代
表
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
の
指
導
の
も
と
、
全
区
の
基
督
教
各
派
は
積
極
的
に
教
堂
を
回
復
さ

せ
た
り
建
立
し
、
教
徒
の
発
展
に
努
め
た
。
自
治
方
面
で
は
、
中
心
堂
と
支
堂
を
建
立
し
、
教
会
の
責
任
者
ら
の
仕
事
の
分
担
を
決
め

て
責
任
を
も
っ
て
引
き
受
け
さ
せ
、
組
織
と
し
て
の
指
導
を
強
化
し
た
。
自
養
方
面
で
は
、
主
に
教
徒
に
よ
る
寄
付
金
で
も
っ
て
、
教

会
の
出
費
や
伝
道
人
の
生
活
費
用
を
ま
か
な
っ
た
。
自
伝
方
面
で
は
、
各
堂
が
中
心
と
な
っ
て
伝
道
を
組
織
し
、
教
会
は
期
日
ご
と
に

メ
ン
バ
ー
を
選
抜
し
て
神
学
院
に
送
り
、
聖
経
を
学
ば
せ
た
。
ま
た
、
牧
師
や
長
老
な
ど
の
神
職
職
員
の
擁
立
も
自
分
で
行
っ
た
。

一
九
五
七
年
、
全
区
の
基
督
教
教
堂
と
集
会
所
は
二
〇
八
箇
所
に
発
展
、
伝
道
員
も
一
八
八
人
に
増
え
た
。
そ
の
う
ち
、
牧
師
は

一
一
人
、
伝
道
に
専
念
す
る
職
員
が
六
七
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
伝
道
員
が
一
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
教
徒
の
総
数
は
一
七
六
〇
〇
人
で

あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
六
月
一
七
日
～
七
月
一
四
日
、
清
江
市
に
て
淮
陰
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
の
第
二
回
代
表
会
議
が
開
か
れ
、

会
議
で
は
、
教
会
で
出
現
し
た
金
銭
や
財
産
を
騙
し
取
っ
た
り
、
祈
祷
で
病
を
治
し
た
り
、
堕
胎
し
た
り
、
婦
女
暴
行
な
ど
と
い
っ
た
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現
象
が
議
論
さ
れ
、
教
堂
の
数
を
整
頓
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。
整
頓
に
よ
り
、
全
区
の
教
堂
と
集
会
所
は
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、
教
徒

の
数
も
五
〇
％
ほ
ど
に
減
少
し
た
。

文
化
大
革
命
期
間
、
教
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、
集
会
所
も
取
り
消
さ
れ
た
。
教
会
関
係
者
は
闘
争
に
か
け
ら
れ
、
全
て
の
教
会
活
動
が
完

全
に
停
止
し
た
。

中
共
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、
淮
陰
の
基
督
教
の
三
自
愛
国
運
動
は
順
次
、
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
一
〇
月
、

呉
慕
光
牧
師
が
淮
陰
教
会
を
代
表
し
て
南
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
基
督
教
第
二
回
代
表
会
議
に
参
加
、
一
一
月
に
は
呉
慕
光
・
張
権
ら

八
名
の
代
表
が
江
蘇
省
の
基
督
教
第
三
回
代
表
会
議
に
参
加
し
、
呉
慕
光
が
江
蘇
省
基
督
教
第
三
次
代
表
愛
国
運
動
委
員
会
常
任
委
員
、

及
び
江
蘇
省
基
督
教
協
会
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

一
九
八
一
年
一
〇
月
、
淮
陰
地
区
基
督
教
第
三
次
代
表
会
議
が
清
江
市
で
開
催
さ
れ
、
会
議
で
は
三
自
愛
国
の
原
則
、
及
び
愛
国
と

愛
教
の
一
致
性
が
改
め
て
説
明
さ
れ
、
各
教
派
の
名
称
を
解
消
し
、
全
教
派
が
統
合
さ
れ
一
つ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
一
二
月
、
淮
陰
地
区
基
督
教
協
会
が
成
立
。
韓
彼
得
・
呉
慕
光
・
庄
献
穌
の
三
名
が
牧
師
に
、
賈
以
仁
・
趙
豊
漢
・
陳

立
生
・
張
随
光
・
石
文
章
ら
が
長
老
に
擁
立
さ
れ
た
。
各
県
の
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
が
準
備
さ
れ
、
成
立
す
る
に
従
っ
て
、
全
市
の

基
督
教
教
会
の
活
動
は
徐
々
に
正
常
に
戻
り
、
日
曜
日
の
礼
拝
以
外
に
も
、
毎
年
の
「
受
難
節
」「
復
活
節
」「
生
誕
節
」
と
い
っ
た
三

大
節
日
も
、
み
な
記
念
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
ま
で
に
、
全
市
で
は
漣
水
・
沭
陽
・
宿
遷
・
泗
陽
・
泗
洪
・
盱
眙
・
洪
澤
な
ど
に
基
督
教
中
心
教
堂
が
新
た
に
建
設
さ

れ
た
ほ
か
、
四
座
の
教
堂
を
修
繕
し
て
回
復
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
わ
せ
て
一
一
の
教
堂
に
な
っ
た
。
集
会
所
も
一
〇
〇
〇
近
く
に

な
っ
た
。
ま
た
、
新
た
に
張
権
・
費
蘇
・
高
保
羅
・
張
馨
・
徐
学
義
な
ど
五
名
を
牧
師
に
、
九
名
を
長
老
に
、
三
名
を
執
事
に
擁
立
し
た
。

さ
ら
に
、
七
期
に
渡
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
班
を
運
営
し
、
二
八
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
伝
道
師
を
養
成
し
た
。
こ
の
結
果
、
全
市
に
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は
伝
道
員
が
一
〇
〇
〇
名
近
く
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
専
業
の
伝
道
に
携
わ
る
も
の
は
二
〇
名
、
残
り
は
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
伝
道

員
で
あ
る
。
教
徒
は
一
五
万
人
近
く
に
達
し
、
そ
の
う
ち
一
〇
余
万
名
が
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

広
大
な
教
牧
人
員
と
信
徒
ら
は
、
宗
教
生
活
を
送
る
と
同
時
に
、
積
極
的
に
社
会
主
義
現
代
化
の
建
設
に
参
加
し
て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
開
催
さ
れ
た
淮
陰
市
基
督
教
勤
労
到
富
経
験
交
流
会
に
て
、
一
一
名
の
基
督
教
徒
が
表
彰
さ
れ
た
。
一
九
八
一
～

一
九
八
七
年
、
全
市
で
省
、
市
、
県
（
市
・
区
）
の
人
民
代
表
、
お
よ
び
政
治
協
商
委
員
に
選
ば
れ
た
基
督
教
人
士
は
合
わ
せ
て
四
〇

名
お
り
、
そ
の
中
で
人
民
代
表
は
五
名
い
る
。

３　

宗
教
事
務
管
理

①
機
構

解
放
前
、
淮
陰
地
区
委
員
会
宣
伝
部
が
宗
教
事
務
を
兼
務
し
て
い
て
、
具
体
的
な
仕
事
は
一
人
の
秘
書
が
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
各

県
市
区
の
委
員
会
宣
伝
部
、
あ
る
い
は
県
委
員
会
の
事
務
所
内
に
、
宗
教
事
務
を
担
当
す
る
秘
書
を
一
名
配
置
し
、
清
江
市
の
宗
教
事

務
は
市
の
統
一
戦
線
部
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
た
。

一
九
五
六
年
春
、
地
区
か
ら
各
県
に
至
る
宗
教
事
務
は
、
全
て
統
一
戦
線
部
の
管
轄
に
移
行
し
た
が
、
依
然
と
し
て
一
名
の
秘
書
を

置
い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
一
五
日
、
及
び
六
月
一
二
日
、
江
蘇
省
人
民
委
員
会
宗
教
事
務
局
は
、
淮
陰
地
区
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
受
け
て
「
蘇
宗
字
（
五
六
）
第
一
八
六
号
、
及
び
二
三
七
号
」
の
二
つ
の
文
件
に
よ
っ
て
回
答
し
、
淮
陰
専
委
公
署
に
対

し
宗
教
事
務
科
の
成
立
に
同
意
し
、
幹
部
三
名
（
そ
の
う
ち
科
長
が
一
名
、
科
員
が
一
名
、
事
務
員
が
一
名
）
を
配
置
さ
せ
た
。
七
月
、

宗
教
事
務
科
の
成
立
後
、
地
区
委
員
会
の
統
一
戦
線
部
の
指
導
下
に
入
っ
た
。
文
化
大
革
命
期
間
中
、
全
区
の
宗
教
活
動
は
停
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
管
理
機
構
も
消
滅
し
た
。
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一
九
七
九
年
、
淮
陰
地
区
の
宗
教
活
動
は
比
較
的
速
や
か
に
回
復
し
、
宗
教
信
徒
の
比
較
的
多
い
漣
水
・
灌
南
・
泗
陽
・
沭
陽
・
宿

遷
の
五
県
か
ら
率
先
し
て
民
族
宗
教
事
務
科
が
成
立
し
た
。
一
九
八
一
年
、
淮
陰
地
区
の
行
政
公
署
は
民
族
宗
教
事
務
処
を
成
立
さ
せ

た
。
一
九
八
三
年
春
、機
構
の
改
革
中
に
、市
県
の
宗
教
事
務
管
理
は
一
度
、統
一
戦
線
部
に
移
行
し
た
。
そ
の
後
、取
り
消
さ
れ
た
が
、

間
も
な
く
し
て
再
び
元
に
戻
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
ま
で
に
、
市
に
属
す
る
全
て
の
県
（
区
）
に
て
民
族
宗
教
事
務
科
が
成
立
し
、
政

府
の
機
構
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。

一
九
八
五
年
二
月
一
二
日
、
淮
陰
市
委
員
会
は
「
淮
発
（
一
九
八
五
）
第
〇
〇
七
号
文
件
」
に
て
下
部
組
織
か
ら
の
報
告
に
回
答
し
、

市
の
民
族
宗
教
事
務
処
を
市
政
府
の
機
構
の
中
に
編
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
事
務
処
の
下
に
民
族
科
と
宗
教
科
を
配
置
し
、
宗
教
科

は
二
名
（
そ
の
内
、
科
長
一
名
、
秘
書
一
名
）
で
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
レ
ベ
ル
で
は
、
専
職
の
宗
教
幹
部
を
計
二
五
名
を

配
置
し
た
。
最
も
幹
部
の
多
い
県
は
三
名
、
少
な
い
県
は
一
名
で
あ
る
。

郷
レ
ベ
ル
の
宗
教
事
務
は
、
一
般
に
党
委
員
会
副
書
記
か
、
あ
る
い
は
郷
政
府
の
副
郷
長
が
兼
務
し
、
宣
伝
は
統
一
戦
線
委
員
が
具

体
的
な
管
理
の
業
務
を
担
当
し
た
。

②
管
理

〈
宗
教
活
動
管
理
〉

建
国
初
期
、
宗
教
活
動
の
管
理
は
ち
ょ
と
し
た
調
査
、
統
計
の
仕
事
で
あ
り
、
全
区
の
宗
教
活
動
は
基
本
的
に
「
自
由
放
任
」
の
状

態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
信
徒
数
も
急
速
に
増
加
し
た
。
入
教
し
た
大
多
数
は
婦
女
や
病
人
で
あ
っ
た
。
淮
陰
県
の
中
華
基
督
教
会

五
九
三
名
の
信
徒
中
、
婦
女
は
四
三
七
名
で
七
三
．
七
％
を
占
め
て
い
た
。
沭
陽
県
の
真
耶
蘇
教
会
の
塘
溝
教
堂
に
は
教
徒
が
一
〇
八

人
い
た
が
、
病
気
が
理
由
で
入
教
し
た
者
は
九
六
名
で
八
八
．
九
％
を
占
め
て
い
た
。
一
部
の
人
間
は
、
宗
教
組
織
を
利
用
し
、
私
設
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の
教
堂
を
設
け
、祈
祷
で
病
を
治
す
と
称
し
て
、金
銭
や
財
産
を
騙
し
取
っ
た
。
基
督
教
真
耶
蘇
教
会
が
信
徒
に
対
し
て
求
め
て
い
た「
奉

献
」
や
「
捐
献
」
は
二
〇
種
類
に
も
達
し
て
い
た
。
即
ち
、「
主
日
奉
献
」「
辞
年
奉
献
」「
暑
熱
奉
献
」「
建
堂
奉
献
」「
月
捐
」「
季
捐
」

「
入
教
捐
」「
感
恩
捐
」「
楽
意
捐
」「
受
洗
捐
」「
按
手
捐
」「
見
証
捐
」「
土
産
捐
」「
招
待
捐
」「
自
認
捐
」「
去
假
捐
」「
住
堂
捐
」「
路

費
捐
」「
恩
上
加
恩
捐
」「
聖
餐
捐
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
宗
教
活
動
は
一
時
期
、
非
常
な
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

一
九
五
八
年
、
全
区
の
範
囲
内
で
基
督
教
の
整
頓
作
業
が
行
わ
れ
、
二
一
五
の
教
堂
を
解
散
、
九
一
の
教
堂
を
合
併
し
、
二
つ
の
不

法
教
会
を
取
り
締
ま
っ
た
。
一
九
五
九
年
元
旦
、
沭
陽
は
「
無
教
県
」
に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
全
区
内
の
八
八
〇
〇
人
の
教
徒

は
教
堂
に
行
か
ず
、
礼
拝
を
し
な
く
な
っ
た
。

一
九
六
三
年
、
中
共
淮
陰
地
区
委
員
会
統
一
戦
線
部
は
宗
教
活
動
の
管
理
に
対
し
て
、
以
下
の
七
項
目
の
規
定
を
設
け
た
。

一
、 

集
団
に
よ
る
宗
教
活
動
は
一
律
、
教
堂
内
で
行
う
に
と
ど
め
、
し
か
も
公
開
で
行
う
事
。

二
、 

教
会
は
病
人
を
入
教
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
し
、
治
療
の
た
め
の
祈
祷
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

三
、 一
九
五
八
年
の
時
点
で
解
散
さ
れ
た
り
、
合
併
さ
れ
た
教
会
は
一
律
、
再
建
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

四
、 

全
て
の
宗
教
活
動
は
自
ら
望
ん
で
参
加
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
い
か
な
る
人
も
強
迫
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
形
を
変
え
て
他

人
に
信
仰
を
強
要
し
た
り
、
宗
教
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
強
迫
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
、 

宗
教
活
動
を
利
用
し
て
違
法
行
為
を
行
う
者
に
対
し
て
は
容
赦
な
く
打
撃
を
加
え
る
。

六
、 

全
て
の
宗
教
活
動
は
生
産
活
動
に
影
響
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

七
、 

教
会
の
全
て
の
大
き
な
活
動
は
当
地
の
政
府
に
事
前
に
報
告
し
指
示
を
得
る
こ
と
。

一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
全
て
の
宗
教
活
動
が
停
止
し
た
。

一
九
七
八
年
、
中
共
第
一
一
期
三
中
全
会
後
、
党
は
宗
教
問
題
に
対
す
る
正
確
な
方
針
と
政
策
を
徐
々
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
長
期
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に
わ
た
っ
て
抑
圧
を
受
け
て
い
た
老
信
徒
ら
は
非
常
に
活
発
に
な
っ
た
と
み
え
、
至
る
所
で
聚
会
所
を
設
け
、
人
に
信
仰
を
勧
め
て
い

た
。
一
部
に
は
不
法
人
員
が
い
て
、
宗
教
の
旗
を
掲
げ
る
機
に
乗
じ
て
、
非
法
活
動
を
す
る
も
の
も
現
わ
れ
た
。
一
九
八
二
年
以
前
、

一
部
の
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
宗
教
活
動
の
情
況
は
混
乱
し
て
い
て
、
あ
る
者
は
自
由
に
聚
会
所
を
設
け
、
あ
る
者
は
区
の
境
を
超
え

て
伝
教
に
行
き
、
あ
る
者
は
祈
祷
で
病
を
治
し
、
あ
る
者
は
聖
書
か
ら
離
れ
て
伝
道
を
行
な
い
、
あ
る
者
は
お
金
や
財
産
を
騙
し
取
り
、

甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
伝
教
の
名
を
借
り
て
婦
女
暴
行
を
す
る
者
ま
で
い
た
。
こ
う
し
た
情
況
に
対
し
、
各
地
で
は
真
っ
先
に
、
中

央
の
「
我
が
国
の
社
会
主
義
時
期
宗
教
問
題
の
基
本
観
点
と
基
本
政
策
に
関
し
て
」
を
真
剣
に
学
習
し
、
宣
伝
し
、
貫
徹
し
、
広
範
囲

に
認
識
を
高
め
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
そ
し
て
宗
教
活
動
の
場
所
に
対
す
る
行
政
指
導
を
強
化
し
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
混
乱
現
象

に
対
し
、「
場
所
を
定
め
」、「
人
を
定
め
」、「
地
区
を
定
め
」
て
整
頓
を
行
っ
た
。「
場
所
を
定
め
」
と
は
、
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
宗

教
活
動
の
拠
点
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、「
信
徒
群
衆
の
生
産
、
生
活
の
便
を
考
え
る
」
を
原
則
に
、
合
理
的
な
按
配
を
行
な
い
、
県
レ

ベ
ル
の
政
府
の
宗
教
部
門
と
当
地
の
郷
鎮
と
で
共
同
し
て
合
法
的
な
活
動
拠
点
を
確
定
し
て
い
き
、
確
定
さ
れ
な
い
活
動
拠
点
に
つ
い

て
は
近
く
の
合
法
的
な
拠
点
と
合
併
さ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
、
信
徒
群
衆
が
指
定
さ
れ
た
拠
点
に
て
宗
教
生
活
を
送
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

「
人
を
定
め
」
と
は
、
す
で
に
確
定
さ
れ
た
拠
点
に
お
け
る
伝
道
人
に
対
し
、
訓
練
を
行
う
も
の
で
、
県
の
宗
教
愛
国
組
織
が
委
員

の
派
遣
を
行
っ
た
。

「
地
区
を
定
め
」
と
は
、
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
県
内
を
四
～
六
の
地
区
に
分
け
、
各
地
区
ご
と
に
宗
教
活
動
の
場
所
に
責
任
を
持
た
せ
、

二
～
三
名
の
責
任
者
を
任
命
し
て
管
理
に
当
た
ら
せ
た
。

こ
う
し
た
「
三
つ
を
定
め
る
」
政
策
に
よ
っ
て
、
一
九
八
三
年
、
全
市
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
六
四
四
個
所
の
活
動
拠
点
は
、

二
七
二
個
所
に
統
廃
合
さ
れ
た
。
翌
年
、
再
調
整
が
行
わ
れ
、
二
九
八
個
所
に
、
一
九
八
五
年
に
は
三
四
七
個
所
に
増
加
し
た
。
こ
う

し
て
、
混
乱
し
た
曲
面
は
安
定
し
て
き
た
。
一
九
八
五
年
以
降
、
全
市
の
宗
教
活
動
拠
点
は
県
政
府
の
批
准
を
経
な
け
れ
ば
活
動
が
行
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え
な
い
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
合
法
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
。

一
九
八
七
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
全
市
で
政
府
の
批
准
を
経
た
宗
教
活
動
場
所
は
四
八
五
箇
所
に
な
っ
た
。
宗
教
活
動
場
所
の
増
加

に
伴
い
、
政
府
に
よ
る
宗
教
活
動
場
所
の
管
理
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
一
〇
月
七
日
、
市
委
員
、
市
政
府
の
批
准

を
経
て
、
市
の
民
族
宗
教
事
務
所
と
市
委
員
会
統
一
戦
線
部
の
合
同
で
、
淮
陰
県
に
て
全
市
基
督
教
管
理
経
験
交
流
会
が
開
か
れ
、
各

県
（
市
・
区
）
の
委
員
会
統
一
戦
線
部
長
と
民
族
宗
教
局
長
、
及
び
関
係
す
る
郷
・
鎮
の
責
任
者
三
一
人
が
会
議
に
出
席
し
た
。
淮
陰
、

漣
水
、
泗
陽
、
宿
遷
な
ど
の
県
、
及
び
岔
河
、
欽
工
な
ど
の
郷
鎮
が
会
議
に
お
い
て
経
験
を
紹
介
し
た
。
管
理
を
よ
り
有
効
に
実
施
す

る
た
め
、
正
常
の
宗
教
活
動
を
保
証
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
衣
を
着
て
不
法
活
動
を
行
う
犯
罪
分
子
に
対
し
て
は
、
容
赦
な
い
打
撃

を
加
え
、
一
九
八
七
年
ま
で
に
全
市
で
六
名
が
死
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

〈
宗
教
職
業
人
員
の
管
理
〉

淮
陰
の
解
放
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
、
全
区
の
宗
教
職
業
人
員
（
専
職
、
兼
職
を
含
め
）
は
一
九
七
名
い
た
。
こ
の
期
間
、
宗
教
職

業
人
員
の
管
理
は
主
に
、
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
、
及
び
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
務
を
主
持
す
る
ア
ー
ホ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
。
一
九
五
八
年
の
整
頓
工
作
中
、
四
三
名
の
宗
教
職
業
人
員
が
教
会
組
織
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
を
解
除
さ
れ
た
。

一
九
六
三
年
、
中
共
淮
陰
地
区
委
員
会
統
一
戦
線
部
は
宗
教
職
業
人
員
の
管
理
に
関
し
て
、
三
つ
の
規
定
を
作
成
し
た
。

一
、 「
保
留
堂
」（
合
法
と
認
め
ら
れ
た
教
堂
に
所
属
す
る
）
伝
教
人
員
の
み
が
、
伝
教
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
転

業
し
た
り
、
解
除
さ
れ
た
人
員
は
一
律
、
伝
教
活
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

二
、 

過
去
に
「
右
派
」
分
子
と
摘
発
さ
れ
た
者
、
あ
る
い
は
刑
期
満
了
で
釈
放
さ
れ
た
者
は
、
一
般
に
再
度
、
伝
教
活
動
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
特
殊
な
情
況
で
（
許
可
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
が
、
そ
れ
は
）
市
や
県
の
批
准
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三
、
全
て
の
「
自
由
伝
道
人
」
は
、
伝
教
活
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

一
九
七
九
年
以
降
、
政
府
の
宗
教
事
務
管
理
部
門
は
全
区
の
宗
教
職
業
人
員
に
広
範
囲
に
わ
た
る
調
査
を
行
い
、
冤
罪
や
誤
審
の
事

案
、
七
件
を
正
し
、
七
名
の
人
員
の
名
誉
を
回
復
し
、
彼
ら
の
戸
籍
と
未
払
い
の
賃
金
の
問
題
を
解
決
し
た
。
宗
教
界
の
上
層
人
士
に

対
し
て
は
、
生
活
上
の
便
宜
を
図
り
、
政
治
的
な
保
証
を
与
え
た
。
全
市
の
宗
教
職
業
人
員
の
大
多
数
が
老
弱
、
病
弱
と
な
っ
て
い
る

情
況
に
対
し
、
前
後
し
て
、
一
一
名
の
信
徒
を
南
京
の
金
陵
神
学
院
に
派
遣
し
、
学
習
さ
せ
た
。
同
時
に
、
数
回
に
わ
た
っ
て
、
基
督

教
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
伝
道
員
の
養
成
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
教
会
の
た
め
に
引
き
継
ぐ
者
を
養
成
し
た
。

〈
教
堂
・
寺
廟
の
管
理
〉

建
国
初
期
、
全
区
で
、
機
関
や
学
校
、
団
体
が
占
用
し
て
い
た
教
堂
は
一
一
箇
所
、
寺
廟
は
一
二
七
箇
所
あ
り
、
住
民
の
住
居
と
し

て
分
け
与
え
ら
れ
て
い
た
教
堂
が
四
箇
所
、
寺
廟
が
五
四
箇
所
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
以
降
、
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
、
お
よ

び
一
部
の
寺
廟
の
僧
尼
、
ア
ー
ホ
ン
ら
が
政
府
に
対
し
、
数
回
に
わ
た
っ
て
返
還
を
求
め
た
。
一
九
五
七
年
四
月
一
五
日
、
淮
陰
専
員

公
署
は
江
蘇
人
民
委
員
会
に
報
告
し
、
教
会
財
産
の
返
還
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。
一
九
六
三
年
、
中
共
淮
陰
地
区
委
員
会
統

一
戦
線
部
は
、
教
堂
及
び
寺
廟
の
管
理
に
関
す
る
六
条
の
規
定
を
設
け
た
。

一
、 

現
在
あ
る
「
保
留
堂
」（
合
法
と
し
て
残
さ
れ
た
教
堂
）
は
基
本
的
に
今
後
、
再
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
他
機
関
に
よ
っ

て
占
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
教
堂
の
分
布
が
不
合
理
で
あ
れ
ば
、（
上
級
の
）
指
導
の
も
と
、
段
取
り
を
経
て
縮
小
や
調

整
を
行
う
が
、
必
ず
専
区
に
報
告
し
、
批
准
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、 

政
府
の
同
意
を
経
た
教
堂
以
外
、
何
人
も
私
設
の
教
堂
や
寺
廟
を
建
て
て
は
な
ら
な
い
。

三
、 （
新
た
な
）
教
堂
の
建
設
は
一
律
に
認
め
な
い
。
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四
、 

教
堂
や
寺
廟
を
管
理
す
る
者
は
、
保
管
、
維
持
修
繕
す
る
責
任
と
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
れ
を
売
買
し
た
り
、
建
物
を

取
り
壊
し
た
り
、
私
物
化
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
、 
一
九
五
八
年
以
前
に
〔
統
廃
合
の
た
め
に
〕
政
府
に
差
し
出
さ
れ
た
教
堂
や
寺
廟
は
一
切
、
返
還
し
な
い
。

六
、 
一
九
五
八
年
以
降
に
借
用
、
占
用
さ
れ
た
教
堂
、
寺
廟
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
単
位
と
教
会
や
寺
廟
と
で
賃
貸
関
係
を
結
び
、

適
当
な
賃
貸
料
を
払
う
。

文
化
大
革
命
の
間
、
全
て
の
教
会
や
寺
廟
は
没
収
さ
れ
、
閉
鎖
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年
以
降
、
全
区
の
宗
教
不
動
産
に
対
し
徹
底
的
な
整
理
が
行
わ
れ
、
返
す
べ
き
は
返
し
、
返
せ
な
い
物
件
は
産
権
を
明
確

に
し
て
賃
貸
関
係
の
手
続
き
を
と
り
、
賠
償
す
べ
き
は
賠
償
し
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
に
、
返
還
し
た
教
堂
の
部
屋
は
二
〇
八
三
四
平

方
メ
ー
ト
ル
、
未
払
い
の
賃
貸
料
の
支
払
い
、
及
び
賠
償
額
は
三
〇
余
万
元
に
達
し
た
。
全
市
の
教
堂
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
三
自

愛
国
運
動
委
員
会
及
び
基
督
教
協
会
を
通
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
し
、
清
真
寺
に
対
し
て
は
、
管
理
委
員
会
を
成
立
さ
せ
、
各
清
真
寺

の
ア
ー
ホ
ン
を
会
長
に
任
命
し
た
。現
存
す
る
寺
廟
に
対
し
て
は
、寺
に
住
ん
で
い
る
僧
や
尼
が
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

実
践
の
過
程
で
、
よ
り
よ
い
各
種
の
管
理
規
定
を
制
定
し
、
管
理
水
準
を
上
げ
て
き
た）

注注

（
注

。

淮
陰
市
に
お
け
る
建
国
後
の
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
情
況
は
、「
建
国
後
の
教
会
の
組
織
」、「
三
自
愛
国
運
動
」、「
宗
教

事
務
管
理
」
の
記
述
を
統
合
す
る
と
、
あ
る
程
度
明
確
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
前
に
民
国
期
の
情
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
先
述
の
通
り
、
淮
陰
地
区
で
は
面
積
の
広
さ
も
あ
り
、
中
国
人
伝
道
師
も
多
く

起
用
さ
れ
た
が
、
民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
に
な
る
と
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
。
長
老
派
は
一
九
一
六
年
、
一
九
二
〇
年
と
改
組

を
繰
り
返
し
、
中
華
基
督
教
会
を
成
立
さ
せ
て
一
層
の
中
国
化
を
進
め
て
き
た
が
、
伝
道
師
の
報
酬
は
教
会
か
ら
出
て
い
た
。
こ
う
し
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た
な
か
、
泗
陽
な
ど
の
地
の
伝
道
人
ら
が
外
来
の
宣
教
師
に
従
属
す
る
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
、
泗
陽
県
中
華
基
督
教
会
が
泗
陽
県
内
の

基
督
教
各
派
を
聯
合
し
、
民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年
に
「
泗
陽
基
督
教
聯
合
会
」（
後
に
「
泗
陽
基
督
教
促
進
会
」
と
改
名
）
を
組

織
し
、
教
会
の
自
営
を
主
張
し
て
い
く
。
そ
し
て
民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
、
泗
陽
に
て
全
県
の
教
会
代
表
、
及
び
淮
陰
、
沭
陽
の

一
部
か
ら
な
る
教
会
代
表
会
議
を
開
催
、「
中
華
基
督
教
淮
沭
泗
自
立
会
」
を
成
立
さ
せ
た
。
民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
に
は
同
自

立
会
が
米
軍
の
撤
退
と
内
戦
停
止
を
訴
え
、
中
共
の
淮
陰
地
区
委
員
の
責
任
者
が
自
立
会
の
代
表
と
接
見
す
る
に
至
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
会
組
織
の
中
国
化
と
、
保
身
を
意
図
し
た
政
治
情
勢
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
、
民
国
期
か
ら
発
生
し
て
い
た
が
、
そ
の
動
き

は
建
国
後
に
な
る
と
、
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
。
そ
の
柱
と
な
る
の
が
、「
三
自
愛
国
運
動
」
で
あ
る
。
淮
陰
地
区
で
先
頭
を
切
っ
た
の
は
、
ま

た
し
も
泗
陽
県
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
一
九
五
一
年
、
泗
陽
に
て
地
区
内
の
中
華
基
督
教
会
を
は
じ
め
、
神
召
会
・
安
息
日
会
・
真
耶
蘇
教
会

が
集
ま
っ
て
連
合
し
、清
淮
区
の
「
三
自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
」
が
成
立
す
る
。
こ
れ
以
降
、外
国
、及
び
外
国
籍
の
伝
教
士
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
か
ら
脱
し
、
経
済
上
も
外
国
の
教
会
と
の
関
係
を
絶
ち
、「
自
治
、
自
養
、
自
伝
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
教
会
を
運
営
す
る
新
し
い
路
線
を

歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
は
積
極
的
に
全
国
の
三
自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
全
地
区
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
、
三

自
の
署
名
運
動
と
「
抗
美
救
朝
」
の
募
金
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
動
員
し
た
。
一
九
五
三
年
、
清
江
市
の
同
慶
街
の
教
堂
で
開
か
れ
た
第

二
次
代
表
会
議
上
で
、
各
教
派
の
名
称
や
儀
式
、
習
慣
は
保
留
す
る
も
の
の
、
全
て
三
自
促
進
会
の
指
導
に
従
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

翌
一
九
五
四
年
に
は
名
称
を
「
淮
陰
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
」
に
変
更
し
、
こ
の
会
の
指
導
の
も
と
、
全
区
の
基
督
教
各
派

は
積
極
的
に
教
堂
を
回
復
さ
せ
た
り
建
立
し
、
教
徒
の
発
展
に
努
め
た
。
自
治
方
面
で
は
、
中
心
堂
と
支
堂
を
建
立
し
、
教
会
組
織
と
し

て
の
指
導
を
強
化
し
た
。自
養
方
面
で
は
、教
徒
に
よ
る
寄
付
金
で
教
会
の
出
費
や
伝
道
人
の
生
活
費
用
を
ま
か
な
っ
た
。自
伝
方
面
で
は
、

各
堂
が
中
心
と
な
っ
て
伝
道
を
組
織
し
、教
会
は
人
員
を
選
抜
し
て
神
学
院
に
送
り
、聖
経
を
学
ば
せ
た
。
こ
の
結
果
、一
九
五
七
年
に
は
、

全
区
の
基
督
教
教
堂
と
集
会
所
は
二
〇
八
箇
所
に
発
展
し
、
伝
道
員
も
一
八
八
人
に
増
え
、
教
徒
の
総
数
は
一
七
六
〇
〇
人
に
達
し
た
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
点
ま
で
の
三
自
愛
国
運
動
は
（
発
端
は
上
級
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
に
せ
よ
）、
教
会
側
か
ら
自
主
的

に
外
国
教
会
と
の
関
係
を
断
つ
こ
と
に
よ
り
、
教
会
組
織
や
信
者
数
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
長
く
は

続
か
な
か
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
は
じ
ま
る
教
会
組
織
の
整
頓
運
動
が
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。「
宗
教
改
革
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
運

動
は
全
国
的
な
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
限
ら
ず
、
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
。
清
江
市
で
も
一
九
五
八
年
、
淮

陰
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
の
代
表
会
議
が
開
か
れ
、
教
会
で
出
現
し
た
金
銭
や
財
産
を
騙
し
取
っ
た
り
、
祈
祷
で
病
を
治
し

た
り
、
堕
胎
し
た
り
、
婦
女
暴
行
な
ど
と
い
っ
た
現
象
が
議
論
さ
れ
、
教
堂
の
数
を
整
頓
す
る
決
議
が
な
さ
れ
る
。
整
頓
に
よ
り
、
全

区
の
教
堂
と
集
会
所
は
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、教
徒
の
数
も
五
〇
％
ほ
ど
に
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、文
化
大
革
命
期
間
、教
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、

集
会
所
も
取
り
消
さ
れ
、
教
会
関
係
者
は
闘
争
に
か
け
ら
れ
、
全
て
の
教
会
活
動
が
完
全
に
停
止
し
た
。

文
革
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
教
会
組
織
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年
の
中
共
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、
淮
陰
の
基
督
教
の
三
自
愛

国
運
動
は
順
次
、
回
復
し
て
い
く
。
一
九
八
一
年
、
淮
陰
地
区
基
督
教
代
表
会
議
が
清
江
市
で
開
催
さ
れ
、
三
自
愛
国
の
原
則
が
確
認

さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
各
教
派
の
名
称
を
解
消
し
、
全
教
派
が
統
合
さ
た
こ
と
で
あ
る
。
長
老
派
の
中
国

化
は
民
国
期
か
ら
あ
っ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
民
国
期
か
ら
続
く
キ
リ
ス
ト
教
の
中
国
化
の
到
達
点
と
言
え
よ
う
。
一
八
八
七
年
の
長
老

派
に
よ
る
淮
陰
伝
教
か
ら
数
え
て
、
九
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌
一
九
八
二
年
に
は
淮
陰
地
区
基
督
教
協
会
が
成
立
し
、
全
市
の
基
督
教
教
会
の
活
動
は
徐
々
に
正
常
に
戻
り
、
日
曜
日
の
礼
拝
以

外
に
も
、
毎
年
の
「
受
難
節
」（
レ
ン
ト
）、「
復
活
節
」（
イ
ー
ス
タ
ー
）「
生
誕
節
」（
ク
リ
ス
マ
ス
）
と
い
っ
た
三
大
節
日
も
、
記
念

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
ま
で
に
、
全
市
で
は
漣
水
・
沭
陽
・
宿
遷
・
泗
陽
・
泗
洪
・
盱
眙
・
洪
澤
な
ど
に
基
督
教
中
心
教
堂
が
新
た
に
建
設
さ

れ
た
ほ
か
、
四
座
の
教
堂
を
修
繕
し
て
回
復
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
わ
せ
て
一
一
の
教
堂
に
な
っ
た
。
集
会
所
も
一
〇
〇
〇
近
く
に
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な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
全
市
に
は
伝
道
員
が
一
〇
〇
〇
名
近
く
に
な
っ
た
。
教
徒
は
一
五
万
人
近
く
に
達
し
、
そ
の
う
ち
一
〇
余
万
名

が
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

以
上
が
、『
淮
陰
市
志
』
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
九
五
年
当
時
ま
で
の
状
況
で
あ
る
。
以
下
、【
図
表
12
】「
年
表  

民
国
期
～
建
国
後
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
情
況
」
に
て
、
こ
の
流
れ
を
整
理
し
て
お
く
。

【
図
表
12
】
年
表　

民
国
期
～
建
国
後
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
情
況

一
九
一
二　

 

中
華
民
国
成
立

一
九
一
六　

 

長
老
派
、
中
華
長
老
聯
合
会
に
改
組

一
九
二
〇　

 

中
華
基
督
教
会
に
改
組　

一
層
の
中
国
化
を
進
め
る

一
九
三
三　

 

泗
陽
基
督
教
聯
合
会
（
後
に
「
泗
陽
基
督
教
促
進
会
」
と
改
名
）
を
組
織
し
、
教
会
の
自
営
を
主
張

一
九
三
九　

 

泗
陽
に
て
全
県
の
教
会
代
表
、
及
び
淮
陰
、
沭
陽
の
一
部
か
ら
な
る
教
会
代
表
会
議
を
開
催
、
中
華
基
督
教
淮
沭
泗
自
立

会
を
成
立

一
九
四
五　

 

同
自
立
会
が
米
軍
の
撤
退
と
内
戦
停
止
を
訴
え
、
中
共
の
淮
陰
地
区
委
員
の
責
任
者
が
自
立
会
の
代
表
と
接
見

一
九
四
九　

 

中
華
人
民
共
和
国
建
国

一
九
五
一　

 

泗
陽
に
て
地
区
内
の
中
華
基
督
教
会
を
は
じ
め
、神
召
会
・
安
息
日
会
・
真
耶
蘇
教
会
が
集
ま
っ
て
連
合
し
、清
淮
区
の
「
三

自
革
新
運
動
促
進
委
員
会
」
が
成
立

一
九
五
三　

 

清
江
市
の
同
慶
街
の
教
堂
で
開
か
れ
た
第
二
次
代
表
会
議
上
で
、
各
教
派
の
名
称
や
儀
式
、
習
慣
は
保
留
す
る
も
の
の
、

全
て
三
自
促
進
会
の
指
導
に
従
う
こ
と
が
決
定

一
九
五
四　

 

淮
陰
区
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
に
改
称
、
と
、
全
区
の
基
督
教
各
派
は
積
極
的
に
教
堂
を
回
復
さ
せ
、
教
徒
の
発

展
に
努
め
る
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一
九
五
七　

 

全
区
の
基
督
教
教
堂
と
集
会
所
は
二
〇
八
箇
所
に
発
展
し
、
伝
道
員
も
一
八
八
人
に
増
え
、
教
徒
の
総
数
は
一
七
六
〇
〇

人
に
達
す
る

一
九
五
八　

 

教
会
組
織
の
整
頓
運
動
、
全
区
の
教
堂
と
集
会
所
は
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、
教
徒
の
数
も
五
〇
％
ほ
ど
に
減
少

一
九
六
六　

 

文
化
大
革
命
期
間
、
教
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、
教
会
関
係
者
は
闘
争
に
か
け
ら
れ
、
全
て
の
教
会
活
動
が
完
全
に
停
止

一
九
七
八　

 
中
共
十
一
期
三
中
全
会
、
改
革
開
放
路
線
へ

　
　
　
　
　

各
地
で
老
信
徒
ら
に
よ
る
活
動
が
活
発
化
、
聚
会
所
も
増
え
、
不
法
活
動
も
増
え
、
宗
教
活
動
は
混
乱
状
態
に

一
九
八
一　

 

淮
陰
地
区
基
督
教
代
表
会
議
が
清
江
市
で
開
催
、
三
自
愛
国
の
原
則
が
確
認
さ
れ
、
各
教
派
の
名
称
を
解
消
し
、
全
教
派

が
統
合
さ
れ
一
つ
の
道
を
歩
む
こ
と
に

一
九
八
二　

 

淮
陰
地
区
基
督
教
協
会
が
成
立
し
、
全
市
の
基
督
教
教
会
の
活
動
は
徐
々
に
正
常
に
戻
る

　
　
　
　
　

政
府
は
再
び
、
宗
教
活
動
に
対
す
る
行
政
指
導
を
強
化

一
九
八
三　

 

全
市
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
六
四
四
個
所
の
活
動
拠
点
は
、
二
七
二
個
所
に
統
廃
合

一
九
八
五　

 

統
廃
合
さ
れ
た
活
動
拠
点
は
三
四
七
個
所
に

一
九
八
七　

 

再
度
の
信
者
の
増
加
に
よ
り
政
府
の
批
准
を
経
た
宗
教
活
動
場
所
が
再
び
増
加
、
全
市
で
は
漣
水
・
沭
陽
・
宿
遷
・
泗
陽
・

泗
洪
・
盱
眙
・
洪
澤
な
ど
に
中
心
教
堂
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
合
わ
せ
て
一
一
の
教
堂
に
、
集
会
所
も
一
〇
〇
〇

近
く
に
。
全
市
の
伝
道
員
は
一
〇
〇
〇
名
近
く
に
な
り
、
教
徒
は
一
五
万
人
近
く
に
達
し
た

　
　
　
　
　

淮
陰
県
に
て
全
市
基
督
教
管
理
経
験
交
流
会
が
開
か
れ
、
管
理
を
よ
り
有
効
に
実
施
す
る
方
針
が
出
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
、「
宗
教
事
務
管
理
」
の
記
述
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
建
国
前
、
宗
教
事
務
は
淮
陰
地
区
委
員
会
宣
伝
部
が

兼
務
し
て
い
た
が
、
一
九
五
六
年
、
地
区
か
ら
各
県
に
至
る
宗
教
事
務
は
、
全
て
統
一
戦
線
部
の
管
轄
に
移
行
し
、
そ
の
下
に
宗
教
事

務
科
が
創
設
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
中
は
管
理
機
構
も
消
滅
し
た
が
、
一
九
七
九
年
、
淮
陰
地
区
の
宗
教
活
動
は
比
較
的
速
や
か
に
回

復
し
、
信
徒
の
多
い
漣
水
・
灌
南
・
泗
陽
・
沭
陽
・
宿
遷
の
五
県
か
ら
率
先
し
て
民
族
宗
教
事
務
科
が
成
立
し
、
一
九
八
四
年
ま
で
に
、
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全
て
の
県
に
て
民
族
宗
教
事
務
科
が
成
立
す
る
。
翌
八
五
年
に
は
民
族
科
と
宗
教
科
と
か
ら
な
る
民
族
宗
教
事
務
処
と
し
て
、
政
府
機

構
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
郷
レ
ベ
ル
の
宗
教
事
務
は
、
党
委
員
会
副
書
記
か
郷
政
府
の
副
郷
長
が
兼
務
し
、
宣
伝
は
統
一
戦
線
委
員

が
担
当
し
た
。

以
上
が
管
理
機
構
の
変
遷
で
あ
る
が
、
建
国
初
期
、
宗
教
活
動
の
管
理
は
調
査
、
統
計
の
仕
事
で
あ
り
、
全
区
の
宗
教
活
動
は
基
本

的
に
「
自
由
放
任
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
信
徒
数
も
急
速
に
増
加
し
た
。
と
は
い
え
、
入
教
し
た
大
多
数
は
婦
女
や
病
人

で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
一
部
の
人
間
は
、
宗
教
組
織
を
利
用
し
、
私
設
の
教
堂
を
設
け
、
祈
祷
で
病
を
治
す

と
称
し
て
、
金
銭
や
財
産
を
騙
し
取
っ
た
。
真
耶
蘇
教
会
が
信
徒
に
対
し
て
求
め
て
い
た
「
奉
献
」
や
「
捐
献
」
は
二
〇
種
類
に
も
達

し
す
る
な
ど
、
宗
教
活
動
は
一
時
期
、
非
常
な
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

一
九
五
八
年
に
な
っ
て
全
区
内
で
教
会
の
整
頓
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は
、
当
然
の
帰
着
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
、
二
一
五
の
教
堂
を

解
散
、
九
一
の
教
堂
を
合
併
し
、
二
つ
の
不
法
教
会
を
取
り
締
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
、
相
当
の
荒
治
療
で
は
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
真

耶
蘇
教
会
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
沭
陽
県
は
「
無
教
県
」
に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
全
区
内
の
八
八
〇
〇
人
の
教
徒
は
教
堂
に

行
か
ず
、
礼
拝
を
し
な
く
な
っ
た
。
前
年
の
信
者
数
が
一
七
六
〇
〇
人
だ
か
ら
、
確
か
に
半
分
が
信
仰
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。
半

ば
強
制
的
と
は
い
え
、
こ
れ
で
は
本
当
の
信
者
で
あ
っ
た
の
か
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
一
九
六
三
年
に
中
共
淮
陰
地
区
委
員
会
統
一
戦
線
部
が
宗
教
活
動
に
対
し
、
集
団
に
よ
る
宗
教
活
動
は
教
堂
内
で
行
う

に
と
ど
め
る
、
教
会
は
病
人
を
入
教
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
し
、
治
療
の
た
め
の
祈
祷
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
宗
教
活
動
を
利
用
し
て
違

法
行
為
を
行
う
者
に
対
し
て
は
容
赦
な
く
打
撃
を
加
え
る
、
教
会
の
全
て
の
大
き
な
活
動
は
当
地
の
政
府
に
事
前
に
報
告
す
る
こ
と
、

な
ど
の
七
項
目
の
規
定
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
教
会
の
整
頓
後
も
、「
違
法
」
な
活
動
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し

か
し
こ
れ
も
文
革
で
全
て
活
動
停
止
と
な
る
。
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そ
の
反
動
も
あ
っ
て
か
、
改
革
開
放
路
線
へ
舵
を
切
っ
た
一
九
七
八
年
以
降
、
長
期
に
わ
た
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
老
信
徒
ら
の
活
動
は

非
常
に
活
発
に
な
り
、
至
る
所
で
聚
会
所
を
設
け
、
人
に
信
仰
を
勧
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
部
の
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
宗
教
活
動
の

情
況
は
混
乱
し
、
あ
る
者
は
自
由
に
聚
会
所
を
設
け
、
あ
る
者
は
区
の
境
を
超
え
て
伝
教
に
行
き
、
あ
る
者
は
祈
祷
で
病
を
治
し
、
あ

る
者
は
聖
書
か
ら
離
れ
て
伝
道
を
行
な
い
、
あ
る
者
は
お
金
や
財
産
を
騙
し
取
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
伝
教
の
名
を
借
り
て
婦

女
暴
行
を
す
る
者
ま
で
現
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
一
九
八
二
年
、
政
府
は
再
び
、
宗
教
活
動
に
対
す
る
行
政
指
導
を
強
化
し
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
混
乱
現
象
に
対
し
、「
場

所
を
定
め
」、「
人
を
定
め
」、「
地
区
を
定
め
」
て
整
頓
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
八
三
年
、
全
市
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た

六
四
四
個
所
の
活
動
拠
点
は
、
二
七
二
個
所
に
統
廃
合
さ
れ
、
毎
年
の
再
調
整
の
結
果
、
一
九
八
五
年
に
は
統
廃
合
さ
れ
た
活
動
拠
点

は
三
四
七
個
所
に
な
っ
た
。
建
国
後
、
い
わ
ば
第
二
次
の
教
会
の
整
頓
運
動
に
よ
り
、
再
び
活
動
拠
点
は
半
減
す
る
。
こ
れ
以
降
、
全

市
の
宗
教
活
動
拠
点
は
県
政
府
の
批
准
を
経
な
け
れ
ば
活
動
で
き
な
く
な
る
と
同
時
に
、
合
法
的
な
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
信
者
の
増
加
は
続
き
、
一
九
八
七
年
に
は
全
市
で
政
府
の
批
准
を
経
た
宗
教
活
動
場
所
は
四
八
五
箇
所
に
な
っ
た
。

宗
教
活
動
場
所
の
増
加
に
伴
い
、
政
府
に
よ
る
宗
教
活
動
の
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
市
の
民

族
宗
教
事
務
所
と
市
委
員
会
統
一
戦
線
部
の
合
同
で
、
淮
陰
県
に
て
全
市
基
督
教
管
理
経
験
交
流
会
が
開
か
れ
、
管
理
を
よ
り
有
効
に

実
施
す
る
た
め
、
正
常
の
宗
教
活
動
を
保
証
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
衣
を
着
て
不
法
活
動
を
行
う
犯
罪
分
子
に
対
し
て
は
、
容
赦
な

い
打
撃
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
に
全
市
で
六
名
が
死
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
国
に
お
け
る
宗
教
管
理
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
の
管
理
は
、
信
者
が
増
え
る
に
従
っ
て
不
法
活
動
な
ど
の

混
乱
が
生
じ
、
そ
の
対
策
と
し
て
整
頓
運
動
が
発
動
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
一
九
五
七
年
に
信
者
増

加
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
、
翌
五
八
年
に
整
頓
運
動
が
起
こ
り
、
教
会
や
信
者
の
数
も
半
減
す
る
。
文
革
中
は
活
動
停
止
と
な
る
が
、
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改
革
以
降
は
そ
の
反
動
か
ら
再
び
信
者
の
数
が
増
加
し
、
一
九
八
一
年
に
二
回
目
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
そ
の
翌
八
二
年
か
ら
再
び

行
政
指
導
の
強
化
が
計
ら
れ
、
八
五
年
ま
で
に
活
動
拠
点
も
半
減
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
再
び
信
者
の
数
が
増
加
し
、
八
七
年
に

は
中
心
教
堂
が
一
一
個
所
、活
動
拠
点
が
一
〇
〇
〇
個
所
、信
徒
の
数
は
一
五
万
人
に
ま
で
膨
れ
あ
が
る
、と
い
う
情
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
過
去
の
ピ
ー
ク
と
比
べ
、
爆
発
的
な
増
加
と
言
え
る
。
急
激
な
信
者
数
の
増
加
は
、
政
府
に
よ
っ
て
再
び
対
抗
措
置
が
と
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
教
会
を
含
む
宗
教
施
設
は
、
建
国
前
か
ら
他
の
機
関
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
情
況
が
続
い
て
お
り
、
宗
教
団
体
の
指
導
者
か

ら
も
返
還
要
求
が
出
さ
れ
て
き
た
。
建
国
初
期
、
全
区
で
、
機
関
や
学
校
、
団
体
が
占
用
し
て
い
た
教
堂
は
一
一
箇
所
、
寺
廟
は

一
二
七
箇
所
あ
り
、
住
民
の
住
居
と
し
て
分
け
与
え
ら
れ
て
い
た
教
堂
が
四
箇
所
、
寺
廟
が
五
四
箇
所
あ
っ
た
。
基
数
が
多
い
せ
い
か
、

な
か
で
も
寺
廟
の
占
有
が
目
立
つ
。
一
九
五
三
年
以
降
、基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
、お
よ
び
一
部
の
寺
廟
の
僧
尼
、清
真
寺
の
ア
ー

ホ
ン
ら
が
政
府
に
対
し
、
数
回
に
わ
た
っ
て
返
還
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
三
年
、
中
共
淮
陰
地
区
委
員
会
統
一
戦
線
部

が
提
示
し
た
、
教
堂
及
び
寺
廟
の
管
理
に
関
す
る
六
条
の
規
定
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
現
在
あ
る
「
保
留
堂
」（
合
法
と
し
て

残
さ
れ
た
教
堂
）
は
基
本
的
に
今
後
、
再
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
他
機
関
に
よ
っ
て
占
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、
政
府
の

同
意
を
経
た
教
堂
以
外
、
何
人
も
私
設
の
教
堂
や
寺
廟
を
建
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
教
堂
や
寺
廟
を
管
理
す
る
者
は
、
保
管
、
維
持

修
繕
す
る
責
任
と
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
れ
を
売
買
し
た
り
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
私
物
化
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

一
九
五
八
年
以
前
に
（
統
廃
合
の
た
め
に
）
政
府
に
差
し
出
さ
れ
た
教
堂
や
寺
廟
は
一
切
、返
還
し
な
い
こ
と
、一
九
五
八
年
以
降
（
即

ち
文
革
時
）
に
借
用
、
占
用
さ
れ
た
教
堂
、
寺
廟
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
単
位
と
教
会
や
寺
廟
と
で
賃
貸
関
係
を
結
び
、
適
当
な
賃

貸
料
を
払
う
こ
と
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
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一
九
七
九
年
以
降
、
全
区
の
宗
教
不
動
産
に
対
し
徹
底
的
な
整
理
が
行
わ
れ
、
返
す
べ
き
は
返
し
、
返
せ
な
い
物
件
は
産
権
を
明
確

に
し
て
賃
貸
関
係
の
手
続
き
を
と
り
、
賠
償
す
べ
き
は
賠
償
し
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
に
、
返
還
し
た
教
堂
の
部
屋
は
二
〇
八
三
四
平

方
メ
ー
ト
ル
、
未
払
い
の
賃
貸
料
の
支
払
い
、
及
び
賠
償
額
は
三
〇
余
万
元
に
達
し
た
。
改
革
開
放
以
降
、
長
年
の
不
条
理
な
状
態
は

一
応
の
解
決
を
み
た
よ
う
で
あ
る
が
、
返
還
さ
れ
な
い
施
設
も
ま
だ
数
多
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四　

各
県
志
に
見
え
る
基
督
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
記
述

『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
だ
け
で
も
、
か
な
り
当
時
の
淮
陰
地
区
に
お
け
る
伝
教
の
様
子
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
こ
か
ら

先
は
各
県
志
の
記
述
を
も
と
に
、
さ
ら
に
ロ
ー
カ
ル
な
世
界
に
降
り
て
い
っ
て
み
た
い
。『
淮
陰
市
志
』
と
の
多
少
の
重
複
も
あ
る
が
、

例
に
よ
っ
て
先
ず
各
県
志
の
記
述
を
紹
介
し
た
上
で
、考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
県
志
の
中
で
一
番
、記
述
が
多
い
の
は
や
は
り
『
淮

安
市
志
』（
か
つ
て
の
県
志
に
相
当
）
で
あ
る
。
以
下
、
記
述
の
多
い
大
運
河
の
東
側
の
県
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

（
１
）『
淮
安
市
志
』
の
記
述

①
概
況

一
九
世
紀
末
、
基
督
教
が
淮
安
に
入
っ
て
き
た
。
清
の
光
緒
二
一
（
一
八
九
五
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
教
会
の
賽
兆
祥
牧
師
が

徐
州
か
ら
京
杭
大
運
河
を
南
下
し
、
宿
遷
、
淮
陰
を
経
由
し
て
、
淮
安
に
て
巡
回
の
伝
道
を
行
っ
た
後
、
彼
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
籍
の

牧
師
、
林
亨
理
と
医
学
博
士
の
林
嘉
美
が
淮
安
に
派
遣
さ
れ
、
伝
道
を
行
っ
た
。
林
亨
理
と
林
嘉
美
の
後
は
、
ア
メ
リ
カ
籍
の
宣
教
師

ら
が
継
続
し
て
や
っ
て
き
て
、
二
〇
世
紀
の
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
伝
道
活
動
は
徐
々
に
郷
村
に
向
か
っ
て
発
展
し
、
多
く
の
土
地
で
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教
堂
や
部
屋
を
借
り
て
チ
ャ
ペ
ル
を
設
け
た
。
併
せ
て
、
中
国
人
〔
牧
師
〕
を
招
聘
し
、
チ
ャ
ペ
ル
に
駐
在
さ
せ
、
伝
道
事
業
に
従
事

さ
せ
た
。

抗
日
戦
争
勃
発
後
、
外
国
人
宣
教
師
ら
は
日
本
軍
に
よ
っ
て
一
個
所
に
集
め
ら
れ
た
た
め
、
各
郷
村
の
教
会
は
、
基
本
的
に
教
徒
が

自
分
た
ち
で
組
織
を
運
営
し
た
。
民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、淮
安
に
「
堂
会
」
が
成
立
し
、選
挙
に
よ
っ
て
長
老
と
執
事
が
選
ば
れ
、

淮
安
籍
の
最
初
の
牧
師
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
淮
安
堂
会
は
、先
に
南
長
老
教
会
の
「
華
東
区
会
」
に
入
っ
た
が
、後
に
分
離
し
、

「
江
北
区
会
」
に
入
っ
た
。
抗
日
戦
争
時
期
に
は
、清
淮
区
会
に
入
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
期
、各
地
の
教
会
に
は
自
立
を
唱
え
る
人
々

が
い
た
た
め
、
淮
安
と
宝
応
の
伝
道
師
ら
が
「
淮
宝
布
道
会
」（
淮
安
宝
応
伝
道
会
）
を
組
織
し
、
黄
口
（
今
は
宝
応
県
に
属
す
る
）

に
部
屋
を
借
り
て
チ
ャ
ペ
ル
を
開
設
し
た
。
会
長
は
孫
廷
颺
牧
師
が
な
っ
た
。
し
か
し
、こ
の
時
、「
淮
宝
布
道
会
」（
淮
安
宝
応
伝
道
会
）

は
依
然
と
し
て
外
国
教
会
が
提
供
す
る
経
費
を
受
け
取
っ
て
い
た
た
め
、
完
全
に
独
立
し
た
組
織
に
な
り
得
な
か
っ
た
。
後
に
「
淮
宝

布
道
会
」（
淮
安
宝
応
伝
道
会
）
は
、
会
長
が
外
国
人
宣
教
師
ら
と
共
に
日
本
軍
に
収
容
さ
れ
た
た
め
、
自
然
に
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。

一
九
五
八
年
九
月
、
民
主
協
商
に
よ
っ
て
、
教
会
は
多
く
の
「
不
規
則
な
」〔
違
法
な
〕
活
動
拠
点
を
撤
収
し
、
基
督
教
活
動
に
み

ら
れ
た
混
乱
現
象
を
整
頓
し
た
。
文
革
時
期
、
基
督
教
は
活
動
を
停
止
し
た
。

一
九
八
二
年
一
〇
月
、
淮
安
基
督
教
三
自
愛
国
会
準
備
小
組
が
組
織
さ
れ
、
一
九
八
五
年
四
月
五
日
、
三
自
愛
国
会
が
正
式
に
成
立

し
た
。
一
九
八
五
年
以
来
、
教
会
は
期
日
を
決
め
て
、
義
工
〔
無
報
酬
の
奉
仕
的
な
、
の
意
味
か
〕
の
養
成
班
を
組
織
し
、
各
チ
ャ
ペ

ル
の
伝
道
人
に
対
し
て
党
の
宗
教
政
策
の
宣
伝
を
行
っ
た
り
、
聖
教
知
識
の
学
習
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
毎
年
一
度
、
基
督
教

徒
に
よ
る
「
四
化
建
設
」〔
四
つ
の
現
代
化
〕
に
従
事
し
た
経
験
者
ら
の
交
流
会
を
開
き
、「
四
化
建
設
」
で
突
出
し
た
貢
献
を
な
し
た

基
督
教
徒
を
表
彰
し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
、
ア
メ
リ
カ
基
督
教
会
牧
師
の
「
馬
好
留
偕
夫
人
」（
孟
格
美
の
娘
）
が
、
一
九
八
六
年
に
は
カ
ナ
ダ
籍
の
華
人
で
基
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督
教
中
国
カ
ナ
ダ
連
絡
組
織
長
の
朱
梅
芬
修
女
が
、
そ
れ
ぞ
れ
淮
安
の
福
音
堂
を
訪
問
し
た
。
教
会
側
は
熱
烈
に
歓
迎
し
、
互
い
の
理

解
と
友
誼
を
増
進
さ
せ
た
。
市
の
三
自
愛
国
会
は
、
さ
ら
に
「
基
督
教
管
理
を
強
化
す
る
た
め
の
一
五
条
の
措
置
」「
基
督
教
の
集
会

点
の
経
済
管
理
に
関
す
る
六
条
の
暫
定
法
」
な
ど
を
制
定
し
た
。
通
常
の
礼
拝
活
動
に
お
い
て
、
伝
道
人
は
皆
、
新
し
い
角
度
か
ら
聖

書
に
対
し
て
解
釈
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
賦
与
し
て
い
る
。
一
九
九
一
年
、
淮
安
市
に
は
基
督
教
徒

が
一
一
八
〇
〇
人
い
る
。

淮
安
に
お
い
て
、
基
督
教
に
は
四
種
の
主
要
な
儀
礼
が
あ
る
。
即
ち
洗
礼
、
聖
餐
、
婚
礼
、
殯
葬
で
あ
る
。
洗
礼
は
、
入
信
す
る
者

が
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
初
の
儀
礼
で
あ
る
。
受
洗
者
は
一
般
に
洗
礼
前
に
一
定
期
間
、教
義
の
訓
練
を
受
け
、口
述
試
験（
即

ち
「
考
信
徳
」
信
仰
や
徳
を
試
験
す
る
）
を
経
て
、
合
格
し
た
ら
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
洗
礼
方
法
は
、
一
般
に
「
点
水
」

と
「
浸
礼
」
の
二
種
に
分
か
れ
る
。「
点
水
礼
」
は
、牧
師
が
清
水
で
濡
ら
し
た
手
を
受
洗
者
の
額
の
上
に
押
さ
え
、同
時
に
「
奉
聖
父
、

聖
子
、
聖
霊
的
名
為
称
施
洗
」
と
唱
え
る
。「
浸
礼
」
は
、
多
く
の
場
合
、
各
チ
ャ
ペ
ル
付
近
に
あ
る
清
水
を
た
た
え
た
河
や
池
で
行

わ
れ
る
。
牧
師
と
受
洗
者
は
水
中
に
立
ち
、牧
師
が
受
洗
者
の
体
を
支
え
な
が
ら
素
早
く
受
洗
者
の
全
身
を
水
中
に
沈
め
、同
時
に
「
奉

聖
父
、
聖
子
、
聖
霊
的
名
為
称
施
洗
」
と
唱
え
る
。
洗
礼
を
経
て
、
受
洗
者
は
初
め
て
正
式
な
信
者
と
な
る
。

聖
餐
は
、
基
督
教
徒
で
あ
れ
ば
し
ば
し
ば
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
の
間
に
一
回
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
規
定
は
な
い
。
こ
れ
を
行
う
時
は
、牧
師
が
ま
ず
、「
面
餅
」（
小
麦
粉
製
の
平
ら
に
焼
い
た
食
品
）
を
小
さ
く
ち
ぎ
っ

て
受
洗
者
に
食
べ
さ
せ
、
続
い
て
葡
萄
酒
を
小
杯
に
注
い
で
受
洗
者
に
飲
ま
せ
る
。
も
し
教
徒
が
教
規
に
違
反
し
た
ら
、
牧
師
は
こ
の

教
徒
に
一
定
期
間
、
聖
餐
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
し
、
処
罰
す
る
。

淮
安
で
は
、
基
督
教
徒
が
婚
礼
や
葬
礼
（
主
に
葬
礼
の
場
合
）
の
儀
礼
を
行
う
場
合
、
多
く
は
当
事
者
の
家
で
行
な
い
、
教
堂
で
行

う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
数
種
類
の
儀
礼
以
外
に
、
最
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
の
が
礼
拝
活
動
で
あ
る
。
淮
安
で
は
、
都
市
と
農
村
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の
差
異
を
考
慮
し
、
都
市
部
で
は
週
二
回
、
礼
拝
を
行
っ
て
い
る
。
一
回
目
が
日
曜
日
、
二
回
目
が
火
曜
日
で
あ
る
（
と
い
う
の
も
工

場
に
よ
っ
て
は
火
曜
日
を
定
休
日
に
し
て
い
る
か
ら
）。
各
郷
鎮
で
は
、
通
常
、
礼
拝
は
日
曜
の
一
回
だ
け
で
あ
る
。
礼
拝
は
、
一
般

に
牧
師
が
主
導
す
る
。
牧
師
は
『
聖
書
』
の
あ
る
章
の
一
節
を
引
用
し
、
教
義
を
説
き
、
時
に
は
牧
師
が
主
導
し
て
信
徒
ら
が
祈
祷
し

た
り
、賛
美
歌
を
歌
い
、最
後
に
全
員
で
礼
拝
し
、一
斉
に
「
ア
ー
メ
ン
」
と
唱
え
る
。
礼
拝
の
際
に
は
、教
堂
の
入
り
口
に
「
奉
献
箱
」

が
設
け
ら
れ
、
礼
拝
者
は
自
ら
の
意
思
で
お
金
を
寄
付
し
て
い
く
。

基
督
教
の
主
要
な
節
日
は
、
復
活
祭
と
聖
誕
節
で
あ
る
。
復
活
祭
は
イ
エ
ス
が
復
活
し
た
日
を
記
念
す
る
も
の
で
、
期
日
は
毎
年
、

春
分
後
、
最
初
の
満
月
の
後
の
日
曜
日
で
、
一
般
に
三
月
、
四
月
に
な
る
。
聖
誕
説
は
イ
エ
ス
の
生
ま
れ
た
日
を
記
念
す
る
も
の
で
、

期
日
は
毎
年
、
一
二
月
の
二
五
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
教
徒
ら
は
一
個
所
（
教
堂
）
に
集
ま
り
、
イ
エ
ス
の
生
誕
を
祝
う
。

②
教
堂
・
集
会
点

林
亨
理
と
林
嘉
美
が
淮
安
に
来
た
当
初
、
ま
ず
南
市
橋
（
今
の
西
長
街
）
に
家
を
借
り
て
伝
道
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
家
屋
敷
を
売

却
し
、
こ
の
場
に
一
〇
部
屋
の
平
屋
を
建
築
し
て
診
療
所
を
設
け
、
老
西
門
大
街
三
二
号
に
あ
っ
た
肖
家
の
二
階
建
て
を
購
入
し
、
内

外
を
西
洋
式
の
教
堂
に
改
築
し
て
、
伝
道
に
あ
た
っ
た
。
𦫿
得
士
夫
婦
が
淮
安
に
来
て
か
ら
以
降
、
南
市
橋
に
さ
ら
に
土
地
を
購
入
し
、

二
階
建
て
を
の
教
堂
を
建
築
し
た
。
建
築
面
積
は
二
〇
〇
余
平
米
あ
っ
た
（
現
在
、
複
数
の
経
営
管
理
局
の
辨
公
処
と
な
っ
て
い
る
）。

孟
格
美
夫
婦
は
、
現
在
の
市
の
政
協
辨
公
処
の
建
物
（
現
在
は
市
の
政
協
辨
公
処
に
貸
し
出
し
て
い
る
）
に
い
た
。
王
慕
徳
夫
婦
は
、

北
門
の
章
馬
橋
に
六
〇
〇
〇
余
平
米
の
土
地
を
購
入
し
、
北
門
福
音
堂
を
建
設
し
た
。
三
〇
年
代
初
め
、
北
側
に
あ
る
郷
で
は
馬
厰
、

欽
工
、
沙
墩
、
蘇
嘴
、
河
下
、
順
河
に
、
西
側
に
あ
る
郷
で
は
範
集
、
岔
河
に
、
東
側
に
あ
る
郷
で
は
車
橋
に
、
南
側
に
あ
る
郷
で
は

頭
涵
洞
に
、
相
次
い
で
教
堂
が
立
て
ら
れ
た
。
建
築
規
模
は
大
小
あ
っ
て
同
じ
で
は
な
か
っ
た
が
、
中
国
人
の
伝
道
者
が
招
聘
さ
れ
て

常
駐
し
、
伝
道
に
あ
た
っ
た
。
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そ
の
後
、
基
督
教
の
内
部
に
お
け
る
各
宗
派
間
の
紛
糾
に
よ
り
、
欽
工
の
馬
堡
、
席
橋
の
朱
口
、
徐
楊
の
葛
庄
、
茭
陵
の
章
洼
な
ど
、

一
一
の
場
所
で
、
前
後
し
て
信
者
の
部
屋
や
家
を
借
り
て
、
集
会
所
が
設
け
ら
れ
た
。
城
東
の
沈
営
に
は
「
神
召
会
」
が
設
立
さ
れ
、

礼
拝
堂
を
建
設
し
て
、
伝
道
に
あ
た
っ
た
。

文
革
時
期
、
各
地
の
教
堂
は
全
て
、「
代
管
」
が
実
行
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
自
然
消
滅
し
、
あ
る
も
の
は
壊
さ
れ
、
ま
た
あ
る
も
の

は
転
売
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
中
共
第
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、
党
の
宗
教
政
策
が
改
め
て
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
二
年

六
月
、
淮
安
に
て
正
式
に
教
会
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
省
政
府
宗
教
局
が
資
金
を
提
供
し
て
か
つ
て
の
西
門
大
街
に
あ
っ
た
教
堂
を
再

建
し
、
そ
の
名
称
も
か
つ
て
同
様
、
淮
安
福
音
堂
と
し
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
の
時
点
で
、
淮
陰
県
人
民
政
府
は
、
各
郷
鎮
に
あ
る

四
〇
の
集
会
所
を
合
法
の
も
の
で
あ
る
と
批
准
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
集
会
所
は
、
多
く
の
場
合
、
信
徒
が
自
ら
資
金
を
寄
付
し
て
運

営
し
て
お
り
、
大
小
異
な
る
教
堂
を
建
設
し
て
い
る
。
中
に
は
、
少
数
で
あ
る
が
信
徒
の
家
を
集
会
所
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

③
公
益
事
業

林
亨
理
と
林
嘉
美
が
淮
安
に
来
て
以
降
、
南
市
橋
に
一
〇
部
屋
の
平
屋
を
建
築
し
て
診
療
所
を
設
け
た
。
そ
の
後
、
林
嘉
美
が
清
江

水
渡
口
に
行
き
、
そ
こ
で
仁
慈
医
院
を
設
立
し
た
。
彼
ら
は
比
較
的
早
く
、
淮
安
に
西
洋
医
学
を
持
ち
込
ん
だ
。
病
人
が
診
察
を
受
け

て
い
る
間
、
基
督
教
の
簡
単
な
教
文
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
教
会
の
影
響
力
を
強
め
る
た
め
、
彼
ら
は
病
状
が
比
較
的
軽
い
患
者
に

対
し
、
無
料
で
診
察
し
た
。
光
緒
三
一
（
一
九
〇
五
）
年
、
淮
安
が
大
規
模
な
水
害
に
あ
っ
た
と
き
、
教
会
は
淮
城
東
門
の
外
田
公
祠

に
て
四
ヶ
月
間
、
山
陽
県
義
賑
扶
持
所
を
開
設
、
被
災
民
の
救
済
を
通
し
て
、
教
会
の
影
響
力
を
拡
大
し
、
伝
道
活
動
を
行
っ
た
。

教
会
は
淮
安
に
て
い
く
つ
も
の
学
校
を
運
営
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
初
頭
、
教
会
は
高
皮
港
に
男
子
用
の
崇
実
小
学
を
設
立
、
後
に

童
家
巷
二
号
に
移
転
し
た
。
続
い
て
章
馬
橋
に
高
小
〔
高
級
小
学
校
〕
と
初
中
〔
初
級
中
学
〕
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
崇
実
中
学
で
、

校
長
は
王
慕
徳
が
な
っ
た
。
他
に
も
大
香
渠
巷
に
福
栄
女
子
学
校
を
設
立
し
、
林
愛
蓮
が
校
長
を
務
め
た
。
河
下
に
は
福
音
女
子
小
学
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を
設
け
た
。
欽
工
、
沙
墩
の
教
堂
に
も
学
校
が
付
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
教
会
が
運
営
す
る
学
校
は
、
一
般
的
な
文
化
科
目
の
他
に
、

宗
教
科
目
も
教
え
、
青
少
年
に
向
け
て
宗
教
知
識
を
教
え
た
。
全
て
の
学
生
は
日
曜
日
の
大
礼
拝
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

学
校
の
教
師
は
皆
、
伝
道
師
が
な
っ
た
。

民
国
一
六
（
一
九
二
七
）
年
以
降
、
教
会
が
運
営
す
る
学
校
は
次
々
と
活
動
を
停
止
し
た
。
民
国
二
八
年
、
大
運
河
の
西
側
が
水
害

に
遭
い
、
王
慕
徳
が
協
会
を
組
織
し
、
岔
河
一
帯
で
被
災
民
の
救
済
活
動
に
あ
た
っ
た
。
民
国
三
四
年
八
月
二
五
日
、
淮
安
、
泗
陽
、

沭
陽
の
三
県
、
四
〇
余
の
教
堂
は
、
自
立
会
の
名
義
で
も
っ
て
連
合
し
て
電
報
を
打
ち
、
蒋
介
石
に
内
戦
の
停
止
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
撤

退
を
求
め
た
。
こ
の
時
の
電
文
は
、そ
の
日
の
『
新
華
日
報
』
の
華
中
版
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、こ
の
電
文
は
『
塩
阜
大
衆
報
』『
淮

海
報
』
な
ど
の
新
聞
に
転
載
さ
れ
た
。

新
中
国
建
設
後
、
全
国
基
督
教
界
で
は
、
呉
耀
宗
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
愛
国
人
士
が
自
治
、
自
養
、
自
伝
の
「
三
自
」
革
新
宣
言
を

行
な
い
、
淮
安
教
会
も
即
座
に
書
名
し
、
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
抗
美
援
朝
〔
朝
鮮
戦
争
〕
が
始
ま
る
と
、
教
会
は
信
徒
に
募
金
を
呼
び

か
け
、
集
ま
っ
た
一
四
万
四
四
七
七
元
で
「
飛
機
大
砲
」〔
対
空
砲
火
の
こ
と
か
〕
を
購
入
し
、
抗
美
援
朝
の
前
線
を
支
援
し
た
。

一
九
八
三
年
七
月
、
教
会
は
活
動
を
再
開
し
て
ま
も
な
く
、
信
徒
ら
に
全
国
児
童
福
利
基
金
会
へ
の
募
金
を
呼
び
か
け
、
二
．
二
四
万

元
を
集
め
た
。
一
九
八
四
年
六
月
二
四
日
、
江
蘇
省
の
三
自
愛
国
会
の
副
主
席
で
あ
る
韓
彼
得
が
主
催
し
、
淮
安
福
音
堂
の
復
堂
の
儀

式
が
執
り
行
わ
れ
た）

注（

（
注

。

『
淮
安
市
志
』
は
、
清
の
光
緒
二
一
（
一
八
九
五
）
年
、
南
長
老
教
会
の
賽
兆
祥
が
徐
州
か
ら
京
杭
大
運
河
を
南
下
し
、
宿
遷
、
淮

陰
を
経
由
し
て
、
淮
安
に
て
巡
回
の
伝
道
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
賽
兆
祥
こ
と
ア
ブ
サ

ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
は
、
一
八
八
六
年
に
山
東
の
芝
罘
（
烟
台
）
か
ら
鎮
江
に
移
動
し
、
蘇
北
で
の
伝
教
を
開
始
す
る
。
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一
八
八
七
年
秋
に
一
家
で
清
江
浦
（
淮
陰
）
へ
移
動
し
、
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
。
そ
の
間
、
定
期
的
に
徐
州
府
を
訪
問
し
、
こ
こ
か
ら

大
運
河
を
南
下
し
て
、
清
江
浦
の
南
に
あ
る
淮
安
府
へ
の
訪
問
を
行
っ
た
、
と
い
う
の
が
よ
り
正
確
な
記
述
で
あ
る
。
但
し
、
彼
に
よ
っ

て
ア
メ
リ
カ
籍
の
牧
師
、
林
亨
理
と
医
学
博
士
の
林
嘉
美
が
淮
安
に
派
遣
さ
れ
伝
道
を
行
っ
た
、
と
い
う
の
は
私
に
と
っ
て
も
新
し
い

情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
道
活
動
は
徐
々
に
郷
村
に
向
か
っ
て
発
展
し
、
多
く
の
土
地
で
教
堂
や
部
屋
を
借
り
て
チ
ャ
ペ
ル
を
設
け
た
。

併
せ
て
、
中
国
人
（
牧
師
）
を
招
聘
し
、
チ
ャ
ペ
ル
に
駐
在
さ
せ
、
伝
道
事
業
に
従
事
さ
せ
た
、
と
い
う
記
述
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ

イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
伝
教
方
針
を
正
確
に
反
映
し
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
山
東
滞
在
時
期
に
先
輩
の
ネ
ビ
ウ
ス
か
ら
学
び
、

中
国
に
お
け
る
教
会
組
織
の
経
済
的
な
自
立
や
、
伝
教
活
動
も
や
が
て
は
中
国
人
の
伝
教
師
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を

も
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
少
数
の
外
国
人
宣
教
師
だ
け
で
は
広
大
な
地
域
を
と
て
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
と
い
う
現
実
的
な
理
由
も

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
抗
日
戦
争
勃
発
後
、
外
国
人
宣
教
師
ら
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
一
個
所
に
集
め
ら
れ
た
た
め
、
各
郷
村

の
教
会
は
基
本
的
に
教
徒
が
自
分
た
ち
で
組
織
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
う
記
述
は
、
日
本
軍
の
管
理
が
期
せ
ず
し
て
伝
教

活
動
の
自
立
化
を
促
す
結
果
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
、日
本
人
と
し
て
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、淮
安
に
「
堂

会
」
が
成
立
し
、
選
挙
に
よ
っ
て
長
老
と
執
事
が
選
ば
れ
、
淮
安
籍
の
最
初
の
牧
師
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
民
国
一
九

（
一
九
三
〇
）
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
淮
安
堂
会
が
、
南
長
老
教
会
の
「
華
東
区
会
」
か
ら
後
に
分
離
し
「
江

北
区
会
」
に
入
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
記
述
に
見
え
るN

orth K
iangsu M

isson

に

相
当
し
よ
う
。

建
国
後
の
一
九
五
八
年
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
教
会
の
整
頓
運
動
が
、
民
主
協
商
〔
政
治
協
商
会
議
〕
に
よ
っ
て
敢
行
さ
れ
た
、
と
い

う
の
も
新
し
い
情
報
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
以
降
、
教
会
は
期
日
を
決
め
て
義
工
の
養
成
班
を
組
織
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
革
中
の
強
制
的
な
宗
教
活
動
の
停
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止
に
よ
り
不
足
し
た
聖
職
者
を
養
成
す
る
た
め
、
短
期
間
、
期
間
限
定
の
養
成
講
座
が
開
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、

文
革
後
、
清
真
寺
に
お
け
る
ア
ー
ホ
ン
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
界
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。

一
九
八
四
年
、
一
九
八
六
年
と
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
修
女
が
淮
安
の
福
音
堂
を
訪
問
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
改
革

以
降
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
に
対
す
る
再
評
価
の
動
き
と
も
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
四
種
の
主
要
な
儀
礼
の
記
述
も
興
味
深
い
。
聖
餐
に
お
い
て
「
面
餅
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
の
も
、

あ
る
種
の
中
国
化
で
は
あ
る
。
ま
た
、
婚
礼
、
特
に
葬
礼
の
儀
礼
が
教
堂
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
も
中
国
な
ら
で
は
の

制
約
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
礼
拝
は
都
市
部
で
は
週
二
回
、
各
郷
鎮
で
は
日
曜
の
一
回
だ
け
と
あ
る
。
こ
の
場
合
に
考
慮
さ
れ
た
「
都

市
と
農
村
の
差
異
」
と
い
う
の
は
、
交
通
の
便
を
指
そ
う
。
教
会
へ
の
往
復
に
費
や
す
時
間
が
長
す
ぎ
る
と
、
生
産
に
支
障
を
き
た
す

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

淮
安
に
お
け
る
教
堂
や
集
会
点
を
図
示
し
た
も
の
が
、【
図
表
13
】
で
あ
る
。

県
城
で
あ
る
淮
城
鎮
内
で
は
、
南
市
橋
、
老
西
門
大
街
、
北
門
の
章
馬
橋
な
ど
に
教
堂
や
医
院
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
城
東
の
沈

営
に
は
「
神
召
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

農
村
部
の
郷
で
は
、
北
側
に
あ
る
馬
厰
、
欽
工
、
沙
墩
、
蘇
嘴
、
河
下
、
順
河
、
西
側
に
あ
る
範
集
、
岔
河
、
東
側
に
あ
る
車
橋
、

南
側
に
あ
る
頭
涵
洞
な
ど
に
相
次
い
で
教
堂
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
基
督
教
の
内
部
に
お
け
る
各
宗
派
間
の
紛
糾
に
よ
り
、
欽
工
、

席
橋
、
徐
楊
、
茭
陵
な
ど
の
場
所
で
、
信
者
の
部
屋
や
家
を
借
り
て
集
会
所
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
郷
の
う
ち
、
県
城
の
北
側
に
あ
る
馬
厰
、
欽
工
、
蘇
嘴
、
順
河
、
席
橋
、
徐
楊
、
茭
陵
、
西
側
の
範
集
、
東
側
の
車
橋
は

現
在
の
地
図
で
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
農
村
部
で
は
県
城
の
北
側
、
よ
り
範
囲
を
限
定
す
る
な
ら
大

運
河
の
東
側
、
及
び
現
在
の
蘇
北
灌
漑
総
渠
の
北
側
の
地
域
に
教
堂
や
集
会
所
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
部
に
お
け
る
各
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宗
派
間
の
紛
糾
に
よ
り
、
信
者
の
家
な
ど
が
集
会

所
と
な
っ
た
欽
工
、
席
橋
、
徐
楊
、
茭
陵
も
こ
の

地
域
内
で
あ
り
、
分
派
活
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
一
帯
は
宗
教
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
伝
教
活

動
が
大
運
河
の
東
側
の
諸
県
に
て
積
極
的
に
行
わ

れ
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
。
な
お
、
車
橋
鎮
は
、

私
が
南
京
大
学
留
学
中
、
最
初
に
調
査
を
行
っ
た

鎮
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
２
）『
漣
水
県
志
』
の
記
述

基
督
教
は
通
常
、
キ
リ
ス
ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
を
指
し
、
別
に
耶
蘇
教
と
も
称
す
る
。
清
末

か
ら
民
国
年
間
、漣
水
境
内
に
は
長
老
会
、内
地
会
、

神
召
会
、
中
華
基
督
教
会
、
真
耶
蘇
教
会
、
自
立
会
、

小
群
会
、
安
息
会
の
八
つ
の
会
派
が
あ
っ
た
。

①
長
老
会

光
緒
一
五
年
か
ら
二
四
年
（
一
八
八
九
～

【図表 13】淮安における教堂や集会点（1930 年代）

席橋

淮城鎮

車橋

蘇嘴
茭陵

欽工

徐楊

馬厰

範集

順河
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一
八
九
八
）
年
の
間
、ア
メ
リ
カ
の
長
老
会
派
の
雅
家
各
が
清
江
浦
の
後
碼
頭
（
淮
陰
市
鶏
籠
東
巷
五
号
）
に
小
礼
堂
を
設
立
、山
陽
（
淮

安
）、安
東
（
漣
水
）
一
帯
に
て
、基
督
教
の
教
義
を
宣
伝
し
、教
徒
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
光
緒
一
六
年
、ア
メ
リ
カ
の
長
老
会
が
〔
塩

城
市
の
〕
濱
海
県
や
阜
寧
県
を
経
て
、正
式
に
漣
水
県
に
伝
教
を
開
始
し
、佃
湖
に
教
堂
を
建
設
し
た
。
そ
の
房
舎
は
一
七
間
あ
り
、〔
現

連
雲
港
市
の
〕
灌
雲
県
の
鄥
邵
成
牧
師
が
伝
教
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
華
北
神
学
院
の
秦
林
（
専
任
牧
師
）
と
交
替
し
た
。
当
時
、

集
ま
っ
て
い
た
教
徒
は
一
〇
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
抗
日
戦
争
時
期
、長
老
会
は
唐
集
、南
禄
、石
湖
な
ど
の
地
に
集
会
所
を
増
や
し
て
い
っ

た
。

②
内
地
会

光
緒
一
九
（
一
八
九
三
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
内
地
会
が
漣
水
の
城
便
益
門
東
（
今
の
県
委
党
校
西
）
に
籃
頂
教
堂
〔
藍
色
の
ド
ー
ム

型
天
井
〕
を
建
設
し
、
同
時
に
朱
碼
の
碼
家
湾
に
て
正
式
に
伝
教
を
開
始
し
た
。
光
緒
二
一
年
、
浅
集
で
も
内
地
会
が
成
立
し
、
高
玉

昆
が
長
老
と
な
り
、
信
者
は
一
五
〇
人
に
達
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
郭
其
賢
が
こ
の
地
で
常
に
活
動
し
て
い
た
。
光
緒
二
四
年
、

ア
メ
リ
カ
の
巴
教
士
と
金
姑
娘
（
女
士
）
が
伝
教
が
前
進
し
た
桑
荘
に
て
教
堂
を
建
設
し
、
集
ま
っ
て
い
た
信
者
は
三
〇
〇
余
人
に
達

し
た
。
民
国
年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
内
地
会
は
漣
城
、
朱
碼
、
麻
垜
、
陳
師
な
ど
の
地
に
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
一
九
五
二
年
、
ア
メ
リ

カ
の
内
地
会
の
教
務
は
周
春
玉
長
老
に
引
き
継
が
れ
た
。
一
九
五
五
年
の
時
点
で
信
者
は
二
一
七
名
い
た
。

光
緒
一
五
年
か
ら
一
六
年
（
一
八
八
九
～
一
八
九
〇
）
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
内
地
会
は
漣
水
城
内
に
大
規
模
な
土
木
工
事
を
行
い
、

紅
色
を
し
た
丸
天
井
の
豪
華
な
教
会
を
建
設
（
現
在
の
漣
水
中
学
院
内
）
し
た
。
三
宅
あ
る
楼
房
は
合
わ
せ
て
一
〇
〇
余
間
も
あ
っ
た
。

内
地
会
は
教
堂
小
学
（
一
ク
ラ
ス
の
み
）
を
開
設
し
、
中
国
の
小
学
生
に
宿
舎
と
救
済
を
施
し
た
。
日
曜
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
小
学
生

ら
を
礼
拝
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
張
新
甫
、
方
漢
珍
、
畢
三
先
生
ら
を
派
遣
し
て
伝
教
に
当
た
ら
せ
、
祈
祷
や
礼
拝
は
彼
ら
が
自
ら

主
催
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
内
地
会
の
三
名
の
牧
師
は
漣
水
県
内
に
陸
続
と
教
会
を
建
設
し
て
い
っ
た
。
即
ち
、
前
後
し
て
高
溝
鎮
、
保
灘



蘇北におけるキリスト教宣教師の布教活動の展開―中華民国期から改革開放の現在まで　西澤　治彦

（93）

の
喩
集
、
牌
坊
の
西
蒋
、
麻
垜
の
姜
哨
と
石
湖
、
大
東
な
ど
の
地
に
一
二
座
の
教
堂
を
建
設
し
て
い
っ
た
。

③
小
群
会
（
基
督
教
聚
会
処
と
も
称
す
る
）

民
国
一
七
（
一
九
二
八
）
年
、
小
群
会
は
ア
メ
リ
カ
の
長
老
会
に
よ
っ
て
、
阜
寧
や
蘇
咀
な
ど
の
地
で
創
設
さ
れ
た
。
直
ち
に
漣
水

の
南
集
、
徐
集
、
牌
坊
、
灰
墩
、
岔
廟
な
ど
の
地
に
伝
わ
っ
た
。
小
群
会
の
組
織
に
は
執
事
が
五
人
お
り
、
程
元
吉
が
小
群
会
の
責
任

者
と
な
り
、
中
国
小
群
会
の
責
任
者
で
あ
る
倪
析
の
指
導
を
受
け
た
。
一
九
四
九
年
前
後
、
小
群
会
の
教
徒
数
は
五
二
二
人
で
、

一
九
五
五
年
末
に
は
七
〇
三
人
に
達
し
、『
田
家
半
月
刊
』
を
創
刊
し
た
。

④
安
息
会

民
国
一
九
年
ご
ろ
に
形
成
さ
れ
た
会
派
で
、
浅
集
や
岔
廟
一
帯
で
活
動
し
た
。
後
に
小
群
会
の
邱
月
鑒
に
よ
っ
て
分
裂
、
瓦
解
さ
れ
、

最
終
的
に
小
群
会
に
合
併
吸
収
さ
れ
た
。
建
国
前
の
信
者
は
四
〇
人
で
、
一
九
五
五
年
の
信
者
数
は
一
二
人
で
あ
っ
た
。   

⑤
神
召
会

民
国
二
二
年
に
高
宝
羅
一
家
が
上
海
か
ら
漣
水
境
内
に
伝
教
に
や
っ
て
き
た
。
先
ず
、
蒋
庵
の
尹
蕩
に
集
会
所
を
開
設
し
、
崔
文
彬

の
指
導
で
七
、八
年
伝
教
し
、
建
国
前
ま
で
に
信
者
数
は
四
八
二
人
に
達
し
た
。
後
に
朱
約
翰
が
一
九
五
五
年
ま
で
責
任
者
と
な
り
、

蒋
庵
の
悦
来
集
に
場
所
を
移
し
、
牧
師
の
数
は
三
六
人
、
教
徒
数
は
七
九
三
人
に
達
し
た
。
神
召
会
は
毎
年
一
回
、
奮
興
会
を
開
催
し
、

上
海
の
張
興
徳
牧
師
を
漣
水
に
招
い
て
伝
教
を
行
っ
た
。
神
召
会
の
発
展
は
早
く
、
相
前
後
し
て
徐
集
の
張
荘
、
大
東
の
何
老
荘
、
蒋

庵
の
灯
塔
、陳
師
の
沙
河
、小
李
集
の
黄
巷
な
ど
の
地
に
教
堂
を
一
〇
座
、建
設
し
た
ほ
か
、多
く
の
場
所
に
臨
時
の
集
会
所
を
設
け
た
。

建
国
前
、
漣
水
に
は
以
上
の
他
に
、
中
華
基
督
教
会
、
真
耶
蘇
教
会
、
自
立
会
の
三
つ
の
教
派
が
伝
教
を
行
い
、
一
九
五
五
年
末
ま

で
に
、
三
六
八
人
の
信
者
が
い
た
。

漣
水
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
『
旧
約
聖
書
』
と
『
新
約
聖
書
』
を
聖
経
と
し
、毎
週
日
曜
日
を
大
礼
拝
日
、水
曜
日
を
小
礼
拝
（
小
聚
会
）
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日
と
し
て
い
る
。
牧
師
は
教
徒
に
全
て
は
「
主
」〔
即
ち
上
帝
〕
に
服
す
る
と
い
う
教
義
を
宣
伝
し
、
教
徒
に
好
事
を
行
い
、
悪
事
を

せ
ぬ
よ
う
に
求
め
る
。
教
会
は
不
定
期
で
教
徒
に
奉
献
を
求
め
る
。

一
九
五
八
年
、
淮
陰
地
区
に
て
第
二
回
基
督
教
大
会
が
開
催
さ
れ
、
漣
水
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
組
織
に
対
す
る
整
頓
が
行
わ
れ
、

漣
水
で
は
七
座
の
教
会
の
み
存
続
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
即
ち
、
麻
垜
の
姜
哨
、
陳
師
の
国
民
（
内
地
会
）
と
沙
河
、
小
李
集
の
秦

荘
（
神
召
会
）、
灰
墩
の
天
鵝
、
徐
集
の
上
営
（
基
督
教
聚
会
処
）、
南
禄
の
薛
集
（
長
老
会
）
の
七
座
で
あ
る
。
会
議
で
は
、
反
帝
愛

国
の
旗
を
高
く
掲
げ
、
教
会
組
織
の
自
治
、
自
養
、
自
伝
の
自
主
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

文
化
大
革
命
の
期
間
、
教
堂
は
封
鎖
さ
れ
、
一
部
の
牧
師
は
闘
争
に
か
け
ら
れ
、
個
々
の
伝
教
人
に
は
刑
罰
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。

経
典
に
関
す
る
著
作
や
聖
書
は
焼
か
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
は
公
開
か
ら
秘
密
活
動
に
転
じ
、〔
礼
拝
場
所
も
〕
固
定
点
か
ら
流

動
点
に
変
わ
っ
た
。
し
か
し
各
派
は
地
下
に
お
い
て
自
ら
の
信
者
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。〔
東
側
に
隣
接
す
る
塩
場
市
の
〕濱
海（
県
）

の
陳
井
杭
は
三
六
人
の
執
事
（
自
ら
職
務
を
設
定
）
を
組
織
し
、
秘
密
裏
に
漣
水
県
の
唐
集
、
石
湖
、
五
港
、
南
禄
な
ど
の
地
で
キ
リ

ス
ト
教
の
教
務
に
当
た
ら
せ
た
。

一
九
七
六
年
以
降
、
宗
教
政
策
が
施
行
さ
れ
、
漣
水
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
は
迅
速
に
発
展
し
、
一
九
七
八
年
末
で
漣
水
の
キ
リ
ス

ト
教
信
者
の
数
は
一
二
〇
〇
〇
余
人
〔
後
述
で
は
二
三
〇
〇
〇
人
〕
に
達
し
た
。

一
九
八
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
漣
水
に
て
第
一
回
キ
リ
ス
ト
教
代
表
会
議
が
開
催
さ
れ
、
教
徒
の
分
布
状
況
を
考
慮
し
て
、
全
県
の

キ
リ
ス
ト
教
を
五
つ
の
教
区
に
分
け
た
。
即
ち
、
西
南
教
区
は
高
保
羅
が
、
西
北
教
区
は
周
春
玉
、
東
南
教
区
は
朱
文
彬
が
、
東
北
教

区
は
石
文
章
、
城
中
教
区
は
李
鳳
鑾
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
の
教
務
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
淮
陰
市
の
キ
リ
ス
ト
教
三
自
愛
国

委
員
会
の
批
准
を
経
て
、
周
春
玉
と
石
文
章
を
漣
水
キ
リ
ス
ト
教
の
長
老
と
し
た
。
一
九
八
五
年
一
一
月
七
日
、
漣
水
に
て
第
二
回
キ

リ
ス
ト
教
代
表
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
漣
水
県
基
督
教
三
自
愛
国
委
員
会
」
が
成
立
し
、
正
副
主
任
を
四
名
、
常
務
委
員
を
九
名
、
委
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員
を
四
五
名
選
出
し
た
。
会
議
で
は
一
歩
進
ん
で
、
現
在
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
信
教
の
宗
旨
を
明
確
に
し
た
。

宗
教
政
策
を
さ
ら
に
実
行
に
移
し
、
群
衆
の
信
仰
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
、
一
九
八
七
年
に
県
民
族
宗
教
事
務
科
は
漣
城
鎮
内
に

三
畝
の
土
地
を
購
入
し
、
県
政
府
と
省
の
宗
教
局
が
二
六
．
四
五
万
元
を
捻
出
し
、
県
の
中
心
教
堂
と
補
助
教
堂
を
建
設
し
た
。
教
堂

は
一
七
〇
〇
人
を
収
容
し
て
礼
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
郷
や
鎮
レ
ベ
ル
で
も
既
に
規
模
が
異
な
る
教
堂
が
二
三
座
建
設
さ
れ
、
前

後
し
て
養
成
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
牧
〔
牧
師
な
ど
の
聖
職
者
〕
人
員
は
一
一
一
人
に
達
し
た
。
県
の
民
族
宗
教
事
務
科
は
全
県
の
キ

リ
ス
ト
教
の
管
理
を
強
化
し
、
県
、
教
区
、
堂
の
三
層
の
管
理
網
を
構
築
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
が
正
常
の
軌
道
に
収
ま
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
は
漣
水
境
内
に
て
最
大
の
宗
教
組
織
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
末
ま
で
に
、
県
政
府
は
六
二
個
所
の
聚
会
所
を
批
准
し
、

信
者
数
は
二
〇
九
〇
七
名
に
達
し
た
。
こ
れ
は
全
県
の
人
口
の
二
．
五
％
に
相
当
し
、
信
徒
は
全
県
の
三
九
の
郷
や
鎮
、〔
農
・
林
〕
場
、

圃
〔
果
樹
／
苗
園
の
こ
と
か
〕
に
分
布
し
て
い
る
。
一
九
八
七
年
末
、
全
県
で
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
い
る
信
徒
数
は
二
三
〇
〇
〇

人
に
達
し
た
。

一
九
八
五
年
に
お
け
る
漣
水
キ
リ
ス
ト
教
の
聚
会
所
リ
ス
ト

徐
集
郷　

張
荘
村
張
荘
組
・
上
営
村
・
許
官
営
村
・
集
東
村
厳
荘
組

南
集
郷　

長
浦
村
石
碑
組
・
三
堡
村
堆
上
組

北
集
郷　

沈
蕩
村

黄
営
郷　

洪
荘
村
・
霍
荘
村
・
張
荘
村
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大
東
郷　

鎮
南
村
・
皇
圩
村
・
楊
園
村
楊
園
組
・
石
湖
果
園
苹
果
六
組

南
禄
郷　

徐
圩
村
六
組
・
高
陳
村
二
組
・
張
顧
村
圩
外
組

五
港
郷　

万
碼
村

成
集
郷　

朱
荘
村
朱
荘
組

紅
窯
郷　

三
村
村
徐
荘
組
・
朱
圩
村
五
組

浅
集
郷　

李
荘
村
馬
万
組
・
河
湾
村

岔
廟
郷　

孫
橋
村
五
組

河
綱
郷　

王
集
村
王
圩
組

義
興
郷　

苗
載
村
・
施
庵
村
圩
南
組

粱
岔
郷　

卜
圩
村
・
薛
園
村
・
左
圩
村
劉
荘
組

方
渡
郷　

后
営
村
一
組
・
埝
口
村
西
湾
組
・
前
圩
村
一
組

東
湖
集
郷　

大
荘
村
后
荘
組
・
胡
別
村
河
北
組

唐
集
郷　

豊
華
村
六
組
・
佃
南
村
河
口
組
・
丁
粱
村

漣
城
中
心
教
堂

牌
坊
郷　

西
蒋
村
魏
荘
組
・
傅
羅
村
七
組

小
李
集
郷　

薛
行
村
東
陳
組
・
蔡
河
村

時
碼
郷　

欽
工
村



蘇北におけるキリスト教宣教師の布教活動の展開―中華民国期から改革開放の現在まで　西澤　治彦

（97）

城
東
林
場　

劉
場
村
秦
荘
組

朱
碼
郷　

張
楊
荘
村
・
粱
荘
村
黄
荘
組

蒋
庵
郷　

悦
来
村
郭
荘
組

保
灘
郷　

喩
集
村

灰
墩
郷　

大
胡
村
孫
荘
組
・
南
園
村
北
陳
組
・
天
鵝
村

麻
垜
郷　

河
西
村
后
東
組

余
圩
郷　

余
何
村
黄
蕩
組

高
溝
郷　

塩
店
村
外
口
組
・
鎮
高
秀
村
一
組

前
進
郷　

載
碼
村
九
組
・
同
興
村

楊
口
郷　

徐
屋
基
村
七
組

陳
師
郷　

高
荘
村
開
荘

）
注注

（
注組

『
漣
水
県
志
』
も
県
内
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、『
淮
安
市
志
』
に
次
ぐ
量
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
早
く
に
伝

教
に
入
っ
た
の
は
、
や
は
り
長
老
派
で
あ
る
が
、
漣
水
の
場
合
、
東
側
に
隣
接
す
る
濱
海
県
や
阜
寧
県
を
経
て
、
本
格
的
な
伝
教
が
開

始
さ
れ
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
東
西
両
方
か
ら
伝
教
さ
れ
た
こ
と
が
、
漣
水
に
多
く
の
信
者
が
い
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
か
も
知
れ
な

い
。
信
者
の
総
数
だ
け
で
な
く
、
会
派
も
長
老
派
を
は
じ
め
、
内
地
会
、
小
群
会
、
安
息
会
、
神
召
会
、
中
華
基
督
教
会
、
真
耶
蘇
教
会
、

自
立
会
な
ど
多
く
の
会
派
が
伝
教
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

小
群
会
（
基
督
教
聚
会
処
）
が
民
国
一
七
（
一
九
二
八
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
長
老
会
〔
を
離
脱
し
た
信
者
〕
に
よ
っ
て
、
阜
寧
や
蘇
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咀
〔
淮
安
市
の
鎮
名
〕
な
ど
の
地
で
創
設
さ
れ
た
、と
い
う
情
報
も
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、浅
集
や
岔
廟
一
帯
で
活
動
し
た
安
息
会
が
、

後
に
小
群
会
の
邱
月
鑒
に
よ
っ
て
分
裂
、
瓦
解
さ
れ
、
最
終
的
に
小
群
会
に
合
併
吸
収
さ
れ
た
、
と
い
う
記
述
も
驚
き
で
あ
る
。
会
派

ど
う
し
て
信
者
の
取
り
合
い
を
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
八
年
の
教
堂
の
整
頓
に
関
し
て
も
、
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
七
座
の
う
ち
、
四
座
の
会
派
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
長
老
会
、
内
地
会
、
神
召
会
、
小
群
会
の
四
派
で
、
整
頓
は
会
派
ご
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

文
化
大
革
命
期
間
の
記
述
も
、
他
の
県
志
で
は
遠
慮
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
教
堂
は
封
鎖

さ
れ
て
牧
師
は
闘
争
に
か
け
ら
れ
、
伝
教
人
に
は
刑
罰
の
判
決
が
下
さ
れ
た
ほ
か
、
聖
書
も
焼
か
れ
た
。
と
は
い
え
、
活
動
停
止
し
た

訳
で
は
な
く
、
地
下
に
潜
り
、
場
所
を
転
々
と
し
な
が
ら
礼
拝
を
続
け
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
も
各
派
は
自
ら
の
信
者
を
発
展
さ
せ
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
隣
の
濱
海
県
か
ら
執
事
を
組
織
し
、
秘
密
裏
に
複
数
の
郷
で
教
務
に
当
た
ら
せ
た
、
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

こ
れ
が
全
て
の
県
に
当
て
は
ま
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
漣
水
の
よ
う
な
信
者
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
が
文
革
期
の
実
情
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
改
革
以
降
の
信
者
の
急
増
も
、
こ
れ
で
説
明
が
つ
こ
う
。
漣
水
で
は
県
内
を
五
つ
の
教
区
に
分
け
る
ほ
ど
、
信
者

の
数
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。
一
九
七
八
年
末
で
二
三
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
字
は
、
淮
安
市
の
一
一
八
〇
〇
人
（
一
九
九
一
年
）
の

倍
近
く
で
、
淮
陰
地
区
で
最
大
を
誇
る
。
全
県
の
人
口
の
二
．
五
％
を
超
え
、
宗
教
組
織
と
し
て
は
最
大
の
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
に
は
一
七
〇
〇
人
を
収
容
で
き
る
中
心
教
堂
が
県
城
鎮
に
完
成
し
て
い
る
。
し
か
も
、
信
者
数
の
多
さ
は
、
県
内
の
分
布

の
広
さ
に
反
映
さ
れ
、
県
内
の
三
九
の
郷
や
鎮
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。

清
末
か
ら
民
国
期
、
さ
ら
に
一
九
八
五
年
当
時
ま
で
の
、
漣
水
県
内
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聚
会
所
を
地
図
上
に
示
し
た
の
が
、【
図
表

14
】
で
あ
る
。
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漣
水
に
最
も
早
く
伝
教
に
入
っ
た
の

は
、
長
老
会
で
、
光
緒
一
六
（
一
八
九
〇
）

年
、
漣
水
県
の
東
側
に
隣
接
す
る
濱
海
県

や
阜
寧
県
を
経
て
、
最
東
部
の
佃
湖
鎮
に

教
堂
を
建
設
し
た
。
そ
こ
か
ら
民
国
期
に

な
り
、
そ
の
西
側
の
唐
集
や
南
禄
、
南
側

の
石
湖
（
現
在
の
石
港
果
園
）
な
ど
の
地

に
集
会
所
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
次
い
で

早
く
入
っ
た
の
が
内
地
会
（
英
国
人
）
で
、

光
緒
一
五
（
一
八
八
九
）
年
、
漣
水
城
内

の
ほ
か
、
南
は
保
灘
鎮
、
東
は
牌
坊
鎮
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
大
東
鎮
、
麻
垜
を
経
て

西
北
の
高
溝
鎮
に
ま
で
達
し
た
。
光
緒

一
九
（
一
八
九
三
）
年
に
は
内
地
会
（
米

国
人
）
が
漣
城
内
に
籃
頂
教
堂
を
建
設
し

た
ほ
か
、
朱
碼
鎮
で
伝
教
を
開
始
し
、
光

緒
二
一
年
に
は
浅
集
鎮
を
経
て
桑
荘
ま
で

拡
大
す
る
。
民
国
期
に
入
る
と
さ
ら
に
陳

【図表 14】漣水県内のキリスト教の各教派の聚会所（清末～民国期～ 1985 年）

灰墩

南禄

義興

小桑庄

陳師

保灘

麻垜

小群会

長老会

長老会

神召会

神召会

米国内地会
朱碼

米国内地会
小群会・安息会

英国内地会

英国内地会

高溝鎮

徐集

牌坊

城東林場

小群会

小群会

英国内地会

楊口

五港

大東

前進

紅窯

時碼
東湖集

唐集
石湖

北集

南集

黄営

方渡

粱岔

岔廟

成集

蒋庵

余圩 浅集

米国内地会

米国・英国内地会

英国内地会
漣城鎮

英国内地会・小群会

長老会
佃湖鎮

小李集
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師
鎮
を
経
て
麻
垜
鎮
に
ま
で
発
展
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
清
末
に
伝
教
に
入
っ
た
の
は
、
佃
湖
鎮
を
拠
点
と
し
た
長
老
会
、
漣
城
鎮
を

拠
点
と
し
た
内
地
会
（
英
国
人
）、
及
び
朱
碼
を
拠
点
と
し
た
内
地
会
（
米
国
人
）
の
三
個
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
、

そ
の
周
辺
へ
と
活
動
領
域
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
（【
図
表
14
】
参
照
。
起
点
と
な
っ
た
三
個
所
を
太
字
で
囲
い
、
伝
教
経

路
を
矢
印
で
示
し
て
あ
る
）。

そ
れ
以
外
の
会
派
は
、
い
ず
れ
も
民
国
期
に
な
っ
て
伝
教
が
行
わ
れ
た
。
小
群
会
は
東
南
部
の
徐
集
鎮
や
南
集
鎮
、
灰
坊
鎮
を
拠
点

と
し
て
い
る
ほ
か
、
北
部
の
灰
墩
に
も
飛
び
地
が
あ
る
。
神
召
会
も
南
側
の
李
小
鎮
と
蒋
庵
鎮
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
後

発
組
は
、
長
老
会
や
内
地
会
が
布
教
に
入
っ
て
い
な
い
空
白
エ
リ
ア
を
埋
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
ま
で
が
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
情
況
で
あ
る
が
、
改
革
以
降
は
さ
ら
に
活
動
拠
点
が
拡
大
し
て
い
く
。『
漣
水
県
志
』

は
一
九
八
五
年
の
時
点
で
の
教
堂
や
聚
会
所
が
あ
る
郷
や
鎮
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
三
九
の
郷
や
鎮
は
全
て
、
現
在
の
地
図

上
で
そ
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
図
示
し
て
み
る
と
、
県
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
地
域
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
但
し
、
会
派
名
は
一
九
五
八
年
時
点
ま
で
の
も
の
）。
伝
教
の
ル
ー
ト
は
水
利
と
い
う
よ
り
は
、
全
て
郷

鎮
な
の
で
、
整
備
さ
れ
た
陸
路
を
経
由
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
一
つ
の
郷
や
鎮
内
に
複
数
の
教
堂
や
聚
会
所
が
あ
る
場
合
、【
図
表
14
】
に
て

印
で
そ
の
数
を
表
示
し
て
お
い
た
。

漣
城
の
中
心
教
堂
を
除
く
と
、
教
堂
や
聚
会
所
が
あ
る
郷
や
鎮
は
三
一
に
登
る
。
そ
の
う
ち
、
複
数
の
教
堂
や
聚
会
所
が
あ
る
の
は
半

分
近
い
一
八
に
も
達
す
る
。
こ
の
う
ち
、
郷
内
に
三
つ
の
教
堂
も
し
く
は
聚
会
所
が
あ
る
の
は
黄
営
、
南
禄
、
粱
岔
、
方
渡
、
唐
集
、

灰
墩
の
六
郷
、
四
つ
あ
る
の
は
徐
集
と
大
東
の
二
郷
あ
る
。
概
し
て
、
県
の
東
側
半
分
に
多
く
の
教
堂
や
聚
会
所
が
分
布
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
も
は
や
り
、
布
教
活
動
が
漣
城
側
と
濱
海
県
側
の
両
方
か
ら
、
し
か
も
そ
れ
が
清
末
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と

が
関
係
し
て
い
よ
う
。
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な
お
、二
本
線
で
囲
ん
だ
郷
は
、一
九
五
八
年
の
教
堂
の
整
頓
で
残
さ
れ
た
七
座
の
教
堂
（
陳
師
郷
に
は
二
座
あ
る
）
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
七
座
は
地
理
的
に
も
県
内
に
分
散
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
内
地
会
は
陳
師
、
神
召
会
は
小
李
集
、

小
群
会
は
徐
集
、
長
老
会
は
南
禄
の
如
く
、
各
会
派
へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
存
続
が
か
な
わ
な
か
っ
た
地
域
の
信
者
が

こ
れ
ら
の
教
堂
に
礼
拝
に
行
く
の
は
、
距
離
的
に
事
実
上
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ら
の
諸
会
派
も
、
こ
の
時
の
整
頓

を
機
に
事
実
上
、
活
動
停
止
や
自
然
消
滅
し
て
い
き
、
長
老
派
の
流
れ
を
汲
む
中
国
化
し
た
中
華
基
督
教
会
に
統
合
さ
れ
て
い
く
。

（
３
）『
淮
陰
県
志
』
の
記
述

①
基
督
教
の
発
展
情
況

光
緒
二
四
年
（
一
八
九
八
年
）、
ア
メ
リ
カ
の
南
長
老
教
会
派
の
「
雅
各
」
が
や
っ
て
き
て
、
清
江
浦
の
石
碼
頭
（
現
在
の
平
和
路

西
頭
）
に
、
小
礼
拝
堂
を
建
て
、
布
教
を
開
始
し
、
こ
の
時
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
が
本
県
に
入
っ
て
き
た
。
一
九
五
七
年
四
月
の
統
計
に

よ
る
と
、
全
県
の
キ
リ
ス
ト
教
堂
は
三
〇
座
、
信
徒
は
六
〇
〇
〇
人
、
教
牧
二
四
人
、
教
派
に
は
真
耶
蘇
教
、
中
華
基
督
教
、
長
老
会
、

神
召
会
が
あ
る
。
三
樹
郷
の
仲
延
松
は
、
長
老
会
の
会
長
で
、
影
響
力
の
あ
る
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

一
九
六
六
年
、「
社
会
主
義
教
育
」
運
動
の
間
、
淮
陰
県
は
無
宗
教
県
を
宣
布
し
た
た
め
、
教
徒
の
活
動
は
地
下
に
潜
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
九
七
八
年
以
降
、
国
家
が
改
め
て
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
教
徒
ら
は
続
々
と
公
の
場
で
活
動
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
時
、
あ
ち
こ
ち
に
拠
点
が
で
き
、
教
徒
の
数
が
激
増
し
た
。
一
九
八
二
年
に
は
集
会
拠
点
が
七
〇
余
と
な
り
、
教
徒

の
数
は
一
万
人
近
く
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
県
政
府
の
民
族
宗
教
事
務
科
が
、
基
督
教
三
自
愛
国
会
が
「
三
定
」（
決
め
ら
れ
た
場
所

で
の
み
の
集
会
、
決
め
ら
れ
た
教
徒
が
決
め
ら
れ
た
場
所
で
の
み
宗
教
生
活
を
す
る
、
決
め
ら
れ
た
人
の
み
が
伝
教
を
す
る
）
方
針
を

採
択
す
る
こ
と
を
支
持
し
た
た
め
、
混
乱
状
態
は
改
善
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年
、
全
県
に
は
二
八
の
集
会
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
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各
郷
鎮
に
一
つ
あ
る
計
算
に
な
る
。
教
徒
の
数
は
約
一
万
人
で
、
教
牧
の
数
は
二
八
人
で
あ
る
。

②
教
派
の
概
況

真
耶
蘇
教
―
教
徒
の
主
要
分
布
は
、
漁
溝
、
集
丁
、
棉
花
庄
、
五
里
、
老
張
集
な
ど
の
郷
鎮
で
、
影
響
力
の
あ
る
伝
道
人
は
卞
玉
宝
、

王
新
喜
。
一
九
八
七
年
の
時
点
で
教
徒
の
数
は
約
四
〇
〇
〇
人
。

中
華
基
督
教
―
教
徒
の
主
要
分
布
は
、
南
陳
集
、
趙
集
、
南
呉
集
、
高
堰
な
ど
の
郷
で
、
影
響
力
の
あ
る
伝
道
人
は
銭
金
栄
、
庄
洪
玉
。

一
九
八
七
年
の
時
点
で
教
徒
の
数
は
約
二
〇
〇
〇
人
。

長
老
会
―
教
徒
の
主
要
分
布
は
、
三
樹
、
楊
庄
、
凌
集
な
ど
の
郷
で
、
影
響
力
の
あ
る
伝
道
人
は
仲
延
松
。
一
九
八
七
年
の
時
点
で
教

徒
の
数
は
約
二
〇
〇
〇
人
。

神
召
会
―
教
徒
の
主
要
分
布
は
、
徐
溜
、
西
宋
集
、
湯
集
、
古
塞
な
ど
の
郷
で
、
影
響
力
の
あ
る
伝
道
人
は
朱
育
華
、
張
士
礼
。

一
九
八
七
年
の
時
点
で
教
徒
の
数
は
約
二
〇
〇
〇
人
。

小
群
派
―
一
九
五
一
年
、政
府
よ
り
反
革
命
組
織
と
宣
告
さ
れ
た
が
、後
に
名
誉
回
復
し
た
。
上
海
か
ら
来
し
た
一
教
徒
に
起
源
を
も
ち
、

果
林
場
に
住
ん
で
い
る
が
、
教
徒
に
発
展
は
な
い）

注注

（
注

。

『
淮
陰
県
志
』
に
は
、
淮
陰
県
の
ほ
か
、
清
江
浦
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
短
い
記
述
な
が
ら
も
貴
重
な
情
報
が
あ
る
。
一

つ
は
、
一
九
六
二
年
に
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」〔
別
に
「
四
清
運
動
」
と
も
〕
が
開
始
さ
れ
る
が
、
運
動
の
最
終
年
で
あ
る
一
九
六
六

年
に
な
っ
て
淮
陰
県
は
無
宗
教
県
を
宣
布
し
た
た
め
、
教
徒
の
活
動
は
地
下
に
潜
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
記
述
で
あ
る
（
無
宗
教

県
の
宣
布
は
、
沭
陽
県
も
こ
れ
よ
り
も
早
い
一
九
五
八
年
の
教
堂
の
整
頓
時
に
宣
言
し
て
い
る
）。『
漣
水
県
志
』
の
記
述
と
同
じ
く
、

や
は
り
信
者
ら
は
消
滅
し
た
の
で
は
な
く
、
単
に
地
下
に
潜
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
改
革
以
降
、
信
者
数
が
急
増
し
た
の
は
、
彼
ら
が
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表
に
で
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
一
九
八
七
年
当
時
に
あ
っ
て
、
真
耶
蘇
教
、
中
華
基
督
教
、
長
老
会
、
神
召
会
、
小
群
会

な
ど
の
会
派
の
存
在
を
明
記
し
て
い
る
。『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
一
年
、
淮
陰
地
区
基
督
教
代
表
会
議
が
清
江
市

で
開
催
さ
れ
、こ
の
会
議
に
お
い
て
各
教
派
の
名
称
を
解
消
し
、全
教
派
が
統
合
さ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
矛
盾
す
る
内
容
で
あ
る
が
、

『
淮
陰
県
志
』
の
記
述
が
正
し
い
な
ら
、
各
会
派
は
再
び
復
活
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
真
耶
蘇
教
会
や
神
召
会
は
一
九
五
七

年
の
教
会
の
整
頓
時
に
解
散
命
令
を
受
け
て
い
る
会
派
で
あ
り
、
こ
れ
が
復
活
し
た
と
す
る
と
、
驚
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
真
耶
蘇
教

の
信
徒
数
は
最
大
の
四
〇
〇
〇
人
で
、
残
り
は
中
華
基
督
教
、
長
老
会
、
神
召
会
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、中
華
基
督
教
と
長
老
会
と
を
分
け
て
記
述
し
て
お
り
、両
者
は
別
組
織
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
で
は
、

「
長
老
会
」
が
改
組
さ
れ
、
中
国
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
「
中
華
基
督
教
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
も
齟
齬
が
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
本
家
と
し
て
の
「
長
老
会
」
は
細
々
と
存
続
し
続
け
、
復
活
を
遂
げ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
全
県
に
は
二
八

の
集
会
所
が
あ
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
各
郷
鎮
に
一
つ
あ
る
計
算
に
な
る
と
い
う
情
況
は
、
漣
水
県
と
同
じ
で
あ
る
。
実
際
、
教
徒
の
数
は

約
一
万
人
（
一
九
八
七
年
）
に
達
す
る
。

し
か
も
、
各
会
派
ご
と
の
信
者
数
と
、
信
者
の
主
要
な
分
布
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
図
示
し
た
の
が
、【
図
表
15
】「
淮
陰

県
に
お
け
る
各
会
派
の
分
布
状
況
」
で
あ
る
。
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【図表 15】淮陰県における各会派の分布状況（1987 年）

古塞

漁溝

三樹

高揠

趙集

楊庄 棉花庄

南呉集 南陳集

徐溜

湯集

五里

丁集

老張集

長老会
約二〇〇〇人

神召会
約二〇〇〇人

西宋集

中華基督教
約二〇〇〇人

淮陰
王営鎮

真耶蘇教
約四〇〇〇人

こ
の
よ
う
に
地
図
上
に
表
示
し
て
み
る
と
、
各
会
派
の
分
布
情
況
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
地
理
的
な
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
最
大
会
派
は
真
耶
蘇
教
会
で
、淮
陰
県
城
の
北
側
、神
召
会
が
そ
の
北
側
、長
老
会
と
中
華
基
督
教
が
南
側
を
占
め
て
い
る
。

長
老
会
と
中
華
基
督
教
は
分
派
関
係
に
あ
る
の
で
、
一
括
り
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
信
者
の
総
数
は
四
〇
〇
〇

人
に
達
し
、
真
耶
蘇
教
会
と
同
数
に
な
る
。
こ
う
し
た
棲
み
分
け
は
、
当
初
、
伝
教
に
入
っ
た
地
点
か
ら
徐
々
に
周
辺
に
伝
教
地
も
広
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が
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
信
者
が
拡
大
し
て
い
っ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
似
た
よ
う
な
傾
向
は
、
漣
水
県
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
が
、
淮

陰
県
の
方
は
地
理
的
な
狭
さ
も
あ
り
、
そ
れ
が
よ
り
明
確
に
現
れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
４
）『
宿
遷
市
志
』
の
記
述

①
耶
蘇
教

光
緒
一
三
年
（
一
八
八
七
年
）、
基
督
教
長
老
教
会
の
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
伝
教
士
ト
徳
生
ら
が
宿
遷
の
県
城
に
至
り
、
福
音
堂
（
診

療
所
）
を
設
立
し
て
伝
教
の
手
段
と
し
た
。
一
九
〇
五
年
、
耶
蘇
教
の
伝
教
士
鮑
達
理
が
城
南
の
郊
外
（
現
在
の
人
民
医
院
跡
）
に
仁

済
医
院
を
設
立
し
た
ほ
か
、
崇
実
中
学
、
培
賢
女
子
小
学
を
設
立
し
、
診
察
に
訪
れ
た
人
や
こ
れ
ら
の
学
校
の
学
生
ら
が
入
教
す
る
よ

う
に
な
っ
て
信
者
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

一
九
一
二
年
、「
中
華
基
督
会
」（「
宿
遷
教
堂
」
と
も
言
う
）
が
成
立
す
る
。
一
九
一
七
年
、
全
県
に
教
堂
は
五
八
個
所
、
信
徒
数

は
三
〇
〇
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
、
信
徒
ら
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
、
県
城
の
南
門
内
に
「
耶
蘇
堂
」（「
礼
拝
堂
」
と
も
称

し
た
。
現
在
の
宿
城
鎮
人
民
政
府
院
内
）
を
設
立
し
、
毎
日
曜
日
、
教
徒
ら
が
集
ま
っ
て
礼
拝
を
行
っ
た
。
一
九
三
七
年
、
運
河
の
東

側
に
「
宿
東
会
堂
」
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
宣
教
師
ら
が
皆
帰
国
し
た
。
そ
の
後

の
礼
拝
活
動
は
呉
登
堂
が
主
催
し
た
。

文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
宗
教
活
動
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
一
九
七
九
年
に
活
動
を
再
開
す
る
。
一
九
八
五
年
、
宿
城

鎮
黄
河
農
場
に
耶
蘇
堂
が
新
た
に
建
設
さ
れ
た
。
牧
師
を
勤
め
る
呉
登
堂
、
長
老
の
陳
立
生
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
文
化
大
革
命
以
前
は
、

県
（
現
在
は
市
）
の
政
治
協
商
会
議
の
常
任
委
員
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
、
全
市
の
耶
蘇
堂
は
三
〇
余
個
所
に
あ
り
、
信
者
は

一
二
〇
〇
人
余
い
る
。
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②
東
正
教

東
正
教
は
別
に
「
安
息
教
」
と
も
称
さ
れ
、基
督
教
の
一
派
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
に
境
内
に
入
り
、埠
子
集
郷
内
に
教
堂
を
設
立
し
、

信
徒
は
一
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
、
教
堂
が
埠
子
集
に
移
転
し
、
信
徒
の
数
は
三
〇
余
人
に
な
っ
た
。
こ
の
教
派
は
土
曜
日

を
安
息
日
と
し
て
い
る
。
一
九
三
八
年
一
一
月
、
日
本
軍
が
宿
遷
を
占
領
後
、
教
堂
は
破
壊
さ
れ
、
教
務
は
中
断
し
た
。
一
九
四
八
年

七
月
、
中
国
共
産
党
泗
宿
（
泗
洪
・
宿
遷
）
県
委
員
会
と
県
総
隊
が
宿
遷
県
城
の
第
二
次
接
収
を
行
っ
た
後
、
宗
教
活
動
を
再
開
、
併

せ
て
淮
陰
や
上
海
な
ど
の
同
派
の
教
堂
と
聯
繋
を
と
っ
た
。
文
化
大
革
命
開
始
後
、
活
動
を
停
止
し
た）

注注

（
注

。

『
宿
遷
市
志
』
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
記
述
は
そ
の
伝
教
の
歴
史
か
ら
み
る
と
、
そ
っ
け
な
い
ぐ
ら
い
に
少
な
く
、
精
度
に
も
欠

け
る
。『
淮
陰
市
志
』
に
よ
れ
ば
、
光
緒
一
三
年
、
宿
遷
に
最
初
に
伝
教
に
入
っ
た
の
は
南
長
老
教
会
の
鮑
達
理
夫
婦
で
、
光
緒
一
七

年
前
後
に
な
っ
て
、
卜
徳
生
、
賽
兆
祥
（
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
）
ら
が
こ
れ
に
続
い
た
と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の

方
が
正
し
い
。
崇
実
中
学
や
仁
済
医
院
に
関
し
て
も
、
名
称
を
挙
げ
た
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
東
正
教
」
と
い
う
名
称
は
『
宿
遷
市
志
』
に
て
初
め
て
登
場
す
る
が
、
別
に
「
安
息
教
」
と
も
称
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
は
「（
基
督
復
臨
）
安
息
日
会
」
を
指
し
て
い
よ
う
。『
淮
陰
市
志
』
で
も
、
安
息
日
会
が
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
に

宿
遷
の
埠
子
に
て
伝
教
活
動
を
始
め
た
と
し
て
お
り
、
安
息
日
会
で
間
違
い
な
か
ろ
う
。「
東
正
教
」
と
い
う
名
称
は
東
方
正
教
会
（
ギ

リ
シ
ャ
正
教
）
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
な
く
、
こ
れ
は
市
志
編
集
者
の
勘
違
い
で
あ
ろ
う
。

『
宿
遷
市
志
』
の
記
述
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
不
祥
で
あ
る
が
、
政
治
的
な
遠
慮
と
い
う
よ
り
は
、
単
に
執
筆
者

が
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
あ
ま
り
関
心
も
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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（
５
）『
灌
南
県
志
』
の
記
述

民
国
初
に
基
督
教
が
県
内
に
入
っ
て
き
た
。
教
徒
の
数
は
少

な
く
、新
安
鎮
、孟
興
荘
、碩
湖
な
ど
に
活
動
拠
点
が
あ
っ
た
が
、

教
堂
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
九
年
、
県
内
の
基
督
教
徒
は

二
七
九
名
で
、
毎
週
日
曜
日
に
な
る
と
信
徒
ら
が
活
動
拠
点
に

集
ま
り
礼
拝
を
行
い
、集
団
で
聖
書
を
読
み
、祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

新
中
国
成
立
後
、
基
督
教
は
自
治
、
自
養
、
自
伝
の
三
自
愛
国

運
動
を
展
開
、
愛
国
愛
教
を
堅
持
し
、
正
常
な
宗
教
活
動
を
展

開
し
た
。

一
九
六
四
年
、
全
県
の
活
動
拠
点
は
八
箇
所
あ
り
、
基
督
教

徒
は
一
二
五
四
名
で
あ
っ
た
。
文
化
大
革
命
の
間
、
活
動
は
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年
以
降
、
基
督
教
の
活
動
は
陸
続
と
し
て
恢
復
し
、

一
九
八
〇
年
、
全
県
の
二
〇
の
郷
鎮
に
二
八
の
活
動
拠
点
が
あ

り
、
基
督
教
徒
は
五
四
二
六
人
で
あ
っ
た
。

一
九
八
四
年
一
一
月
、
灌
南
県
は
基
督
教
第
一
次
代
表
会
議

を
開
催
、
灌
南
県
基
督
教
三
自
愛
国
委
員
会
を
成
立
さ
せ
た
。

主
席
を
一
名
、
副
主
席
を
五
名
、
委
員
を
一
八
名
選
出
し
た
。

【図表 16】灌南県における伝教地（民国初）

新集

孟興荘

碩湖

新安鎮
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一
九
八
七
年
、
県
政
府
の
批
准
を
受
け
、
全
県
で
教
堂
が
三
箇
所
、
活
動
拠
点
が
九
二
箇
所
設
け
ら
れ
、

基
督
教
徒
は
一
七
八
六
〇
名
に
な
っ
た）

注注

（
注

。

『
灌
南
県
志
』
の
記
述
も
簡
潔
で
あ
る
が
、
一
九
八
七
年
現
在
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
数
は

一
七
八
六
〇
名
で
、漣
水
県
の
二
三
〇
〇
〇
人
に
次
ぐ
人
数
で
あ
る
。
し
か
も
最
初
の
伝
教
は
民
国
初（『
淮

陰
市
志
』
で
は
一
九
一
〇
）
年
と
他
県
に
比
べ
て
遅
い
が
、
増
加
率
は
非
常
に
高
い
。『
淮
陰
市
志
』
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
灌
南
県
に
最
初
に
伝
教
に
入
っ
た
の
は
、
長
老
会
の
他
、
小
群
会
と
自
立
会
（
新
集
鎮
）

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、『
灌
南
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
伝
教
が
行
わ
れ
た
地
域
は
、
県
城
鎮
で
あ
る
新
安

鎮
の
ほ
か
、
孟
興
荘
鎮
、
碩
湖
鎮
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
図
示
し
た
の
が
【
図
表
16
】「
灌
南
県
に

お
け
る
伝
教
地
（
民
国
初
）」
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
灌
南
県
へ
の
伝
教
は
南
側
に
隣
接
す
る
漣
水
県
側
か
ら
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
が
分

か
る
。
当
初
は
こ
れ
ら
数
カ
所
の
活
動
拠
点
し
か
な
く
、
教
堂
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
四
年
に
は
八
座

の
教
堂
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
教
堂
が
三
座
に
減
っ
た
の
は
文
革
期
の
転
用
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
〇
年
に
は
、
活
動
拠
点
は
二
八
個
所
に
増
え
、
県
内
に
あ
る
二
〇
の
郷
鎮
全
て
に
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
活
動
拠
点
は
七
年
後
の
一
九
八
七
年
に
は
九
二
個
所
と
、
三
倍
近
く
に
急
増
し
、
信
者
数
も

同
様
に
三
倍
以
上
に
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
を
表
に
し
た
の
が
、【
図
表
17
】
灌
南
県
に
お
け
る
教
堂
数
・

活
動
拠
点
数
、
信
者
数
の
変
遷
で
あ
る
。

【図表17】灌南県における教堂・活動拠点数、信者数の変遷

 時期 教堂数・活動拠点数 信者数
 1910 なし　　数カ所
 1949  279
 1964 ８ 1254
 1980 　　　　28（20 の郷鎮） 5426
 1987 ３　　　92 17860
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信
者
数
で
い
う
と
、
一
九
四
九
年
か
ら
実
に
六
四
倍
の
増
加
で
あ
る
。
教
堂
の
数
は
少
な
く
て
も
、
活
動
拠
点
（
聚
会
所
）
が
あ
れ

ば
事
足
り
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、底
辺
で
あ
る
農
村
部
で
の
信
者
の
急
増
が
、郷
鎮
レ
ベ
ル
に
お
け
る
活
動
拠
点
（
聚

会
所
）
の
急
増
を
促
し
た
、
と
も
い
え
る
。

（
６
）『
泗
陽
県
志
』
の
記
述

民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
、
基
督
教
は
淮
陰
か
ら
入
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
戴
徳
明
牧
師
が
時
々
、
泗
陽
に
き
て
は
伝
教
し
、

老
泗
陽
城
（
即
ち
城
廂
）
南
門
内
の
陳
〔
氏
の
〕
祠
堂
に
、
伝
教
の
会
合
処
を
設
け
た
（
後
に
、
西
門
大
街
の
魏
と
い
う
家
に
移
転
）。

そ
の
後
、
戴
は
淮
陰
に
戻
り
、
清
江
の
劉
素
珍
女
士
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
浙
江
省
紹
興
の
金
引
真
女
士
も
泗
陽
に
や
っ
て
き
て
、
老
泗

陽
城
南
門
大
街
に
「
弘
道
女
学
」
を
創
設
し
、
女
性
の
基
督
教
徒
を
収
容
し
た
。

民
国
九
年
ま
で
に
、全
県
で
伝
教
が
行
わ
れ
た
の
は
四
箇
所
に
な
り
、中
国
人
職
員
四
名
、受
餐
信
徒
〔
洗
礼
を
受
け
た
者
の
意
味
か
〕

は
四
〇
名
に
達
し
た
。

民
国
一
三
年
、「
基
督
復
臨
安
息
日
会
」
の
劉
宝
宣
、
姚
光
華
な
ど
が
泗
陽
の
鄭
楼
一
帯
で
布
教
を
行
っ
た
。
民
国
一
四
年
、
戴
徳

明
は
再
び
、
淮
陰
の
漁
溝
の
孔
廷
陽
、
丁
長
元
を
派
遣
し
、
衆
興
太
平
巷
に
部
屋
を
借
り
て
、
教
堂
と
礼
拝
の
た
め
の
集
会
所
を
設
立

し
た
。
こ
れ
以
降
、
相
次
い
で
運
南
陳
集
、
新
袁
、
李
口
、
運
北
八
集
、
来
安
、
王
集
、
里
仁
な
と
の
集
鎮
に
教
堂
を
設
立
し
て
い
き
、

同
時
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
本
地
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
伝
道
員
を
養
成
し
た
。

民
国
二
一
（
一
九
三
二
）
年
、
外
来
の
伝
道
師
（
西
方
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
）
と
本
地
の
伝
道
員
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
、
李
霊
生
、

丁
樹
亭
、
陳
昉
ら
が
泗
陽
教
会
の
自
立
を
提
案
す
る
。
そ
し
て
民
国
二
二
年
、「
泗
陽
基
督
教
徒
聯
合
会
」
が
成
立
し
（
長
老
会
、
安

息
日
会
、
神
召
会
な
ど
が
含
ま
れ
る
）、
民
国
二
四
年
に
は
「
泗
陽
県
基
督
教
促
進
会
」
と
改
称
、
衆
興
鎮
騾
馬
街
東
首
に
宅
地
を
購
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入
し
、
自
ら
教
堂
を
建
設
、
そ
の
後
、
相
前
後
し
て
葛
集
、
新
袁
、
八
集
、
里
仁
、
洋
河
な
ど
の
地
に
教
堂
を
設
立
し
た
。

民
国
二
八
年
初
め
、
日
本
軍
が
泗
陽
を
占
領
す
る
と
、
教
会
は
農
村
部
で
活
動
を
継
続
し
た
。
占
領
地
で
は
、
日
本
は
泗
陽
教
会
を

蘇
淮
総
会
の
淮
陰
分
会
に
戻
そ
う
と
し
、
衆
興
鎮
に
て
集
会
礼
拝
を
恢
復
さ
せ
、
奴
隷
化
思
想
を
伝
播
し
た
。

民
国
二
九
年
、
王
樹
亭
、
賈
耀
南
な
ど
が
来
安
賈
荘
で
発
起
し
、
教
徒
の
代
表
大
会
を
開
催
、
泗
陽
、
淮
陰
の
両
県
か
ら
も
代
表
が

出
席
し
た
。
会
議
で
は
、「
中
華
基
督
教
淮
、
泗
、
沭
自
立
会
」
が
成
立
、
選
挙
に
よ
っ
て
張
祥
彩
が
会
長
に
、
張
耀
蘇
が
副
会
長
に

選
ば
れ
、
西
洋
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
い
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
脱
し
、
自
立
を
実
行
し
た
。

民
国
三
五
年
秋
、
国
民
党
が
衆
興
に
侵
攻
し
て
占
領
す
る
と
、
西
洋
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
が
巻
き
か
え
し
を
は
か
っ
て
再
び
や
っ
て

き
た
。

一
九
四
九
年
、
淮
陰
地
区
の
基
督
教
会
牧
師
の
孫
廷
陽
、
胡
鏡
心
、
長
老
の
呉
慕
光
な
ど
が
前
後
し
て
泗
陽
に
や
っ
て
き
て
、
教
務

を
指
導
し
、
三
自
革
新
運
動
を
展
開
し
た
。

文
化
大
革
命
の
間
、
教
会
活
動
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
以
降
、
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
は
徐
々
に
実
行
さ
れ
、

泗
陽
の
基
督
教
も
恢
復
し
、
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
た
。
一
九
八
二
年
、
県
委
員
会
の
統
一
戦
線
部
は
宗
教
工
作
会
議
を
開
催
、
基
督
教

三
自
愛
国
運
動
委
員
会
準
備
組
を
成
立
さ
せ
、
集
会
所
を
整
頓
、
合
法
的
な
宗
教
活
動
を
保
護
し
た
。
一
九
八
三
年
末
、
三
自
愛
国
運

動
委
員
会
が
正
式
に
成
立
し
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
に
、
全
県
の
集
会
拠
点
は
七
八
箇
所
と
な
り
、
一
つ
の
郷
に
一
つ
の
堂
が
あ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
十
里
ご
と
に
一
つ
の
堂
が
あ
る
配
置
で
あ
る
。
全
県
の
信
徒
は
約
三
万
余
人
で
、
継
続
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る

）
注注

（
注

。

泗
陽
県
に
キ
リ
ス
ト
教
が
入
っ
た
の
も
、
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
と
遅
か
っ
た
。
最
初
に
入
っ
た
の
は
南
長
老
会
の
牧
師
で
、
当

初
は
通
い
で
あ
っ
た
。
老
泗
陽
城
の
南
門
内
の
陳
氏
の
祠
堂
を
、
後
に
西
門
大
街
の
魏
と
い
う
家
を
借
り
て
会
合
処
を
設
け
た
、
と
い
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う
話
は
興
味
深
い
。
安
息
日
会
が
入
る
の
は
、民
国
一
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

安
息
日
会
は
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
に
宿
遷
に
入
り
、
民
国
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
徐
州
か
ら
泗
陽
に
伝
入
し
、
衆
興
鎮
に
到
達

し
た
と
あ
る
。お
そ
ら
く
淮
陰
地
区
に
は
徐
州
か
ら
伝
教
し
、複
数
の
ル
ー
ト
で
宿
遷
や
泗
陽
に
到
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。そ
の
後
、

大
き
な
発
展
を
み
せ
、
多
く
の
郷
鎮
に
教
堂
を
建
設
し
て
い
く
。
そ
の
勢
い
は
教
会
の
自
立
化
へ
と
進
み
、
民
国
二
二
年
、「
泗
陽
基

督
教
徒
聯
合
会
」が
成
立
す
る
。
衆
興
鎮
に
て
自
ら
教
堂
を
建
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、各
地
に
教
堂
を
建
設
し
て
い
く
。
民
国
二
八
年
、

日
本
軍
が
泗
陽
を
占
領
す
る
も
、
教
会
は
農
村
部
で
活
動
を
継
続
し
た
、
と
い
う
記
述
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
県
城
鎮
を
押
さ
え
る

こ
と
と
、
広
大
な
農
村
部
を
管
理
す
る
こ
と
と
は
別
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
改
革
以

降
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
急
増
が
農
村
部
で
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
管
理
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

民
国
二
九
年
に
「
中
華
基
督
教
淮
、
泗
、
沭
自
立
会
」
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
先
述
の
如
く
『
淮
陰
市
志
』
に
も
詳
し
く
記
述
さ
れ

て
い
る
。
教
会
組
織
の
自
立
化
に
お
い
て
は
、
泗
陽
県
が
先
陣
を
切
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
一
時
期
、
国
民
党
が
衆
興
を

占
領
す
る
と
、
再
び
西
洋
の
宣
教
師
ら
が
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
の
も
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
民
国
期
に
お
け
る
長
老
会
や
安
息
日
会

な
ど
の
伝
教
地
を
地
図
に
示
し
た
の
が
、【
図
表
18
】「
泗
陽
県
に
お
け
る
伝
教
地
（
民
国
期
）」
で
あ
る
。

地
名
の
横
に

印
を
つ
け
た
所
は
安
息
日
会
の
教
堂
が
建
設
さ
れ
た
郷
鎮
を
指
す
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
民
国
期
の
泗
陽
県
に
お
い

て
は
、
長
老
派
に
加
え
、
安
息
日
会
が
活
発
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
八
七
年
、
全
県
の
集
会
拠
点
は
七
八
箇
所
と
な
り
、
一
つ
の
郷
に
一
つ
の
教
堂
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
堂
が
長

老
派
な
の
か
、
安
息
日
会
な
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
化
し
た
中
華
基
督
教
会
か
は
不
祥
で
あ
る
が
、
安
息
日
会
だ
と
し
た
ら
民
国
期
の

伝
教
が
今
日
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
約
三
万
余
人
と
い
う
全
県
の
信
徒
数
は
、
漣
水
県
の
二
万
三
〇
〇
〇
人
を
抜
い

て
淮
陰
地
区
で
最
大
級
で
あ
る
。
信
者
数
が
最
大
に
し
て
は
記
述
が
少
な
い
が
、
そ
れ
に
は
伝
教
の
歴
史
が
浅
い
と
い
う
こ
と
も
関
係



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 2号

（112）

し
て
い
よ
う
。

（
７
）『
洪
澤
県
志
』
の
記
述

民
国
四
（
一
九
一
五
）
年
、

ア
メ
リ
カ
人
牧
師
、
孟
格
美
、

艾
徳
士
、王
慕
徳
、魏
礼
安（
女
）

ら
が
前
後
し
て
県
内
の
集
鎮
に

て
、図
を
掛
け
て
大
衆
を
集
め
、

基
督
教
の
教
義
を
講
釈
し
、
基

督
教
へ
の
入
信
を
勧
め
た
。
し

か
し
入
教
す
る
人
間
は
極
め
て

少
な
か
っ
た
。

民
国
一
四
年
（
一
九
二
五
）

前
後
、
ア
メ
リ
カ
人
伝
教
士
が

岔
河
一
帯
で
、
歩
き
な
が
ら
布

教
を
行
っ
た
。
当
初
は
岔
河
中

街
石
橋
北
胡
玉
生
の
旅
館
に
宿

を
と
っ
て
い
た
が
、
後
に
胡
姓

【図表 18】泗陽県における伝教地（民国期）

葛集

里仁

王集

八集

来安

新袁

鄭楼

李口

城廂

衆興鎮
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の
茅
葺
き
の
家
（
四
部
屋
）
を
借
り
、
教
堂
を
造
っ
た
。
当
時
、
信
者
は
僅
か
に
三
〇
余
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

民
国
二
二
年
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
が
資
金
を
提
供
し
、
岔
河
の
商
人
で
基
督
教
徒
の
黄
富
が
運
営
を
請
け
合
い
、
現
在
の
岔
河
朝
陽

北
路
の
窪
地
を
購
入
し
、
整
地
を
し
て
平
ら
に
し
、
瓦
屋
根
の
八
部
屋
か
ら
な
る
建
物
を
建
設
し
た
。
八
部
屋
の
う
ち
、
五
部
屋
を
教

堂
と
し
、
三
部
屋
を
居
室
と
厨
房
と
し
た
。
こ
う
し
て
岔
河
教
堂
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
教
堂
は
中
国
人
の
呉
慕
光
牧
師
が
責

任
者
と
な
っ
た
。
信
徒
の
数
は
一
〇
〇
人
近
く
に
な
っ
た
。
民
国
三
一
年
、
岔
河
教
堂
は
日
本
軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
、
教
徒
ら
の

集
会
場
所
は
、
黄
富
が
経
営
す
る
「
民
衆
茶
社
」
に
移
っ
た
。

民
国
二
二
年
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
が
出
資
し
て
、
高
良
澗
菱
角
塘
東
（
現
城
南
一
村
の
場
所
）
に
て
二
部
屋
か
ら
な
る
建
物
を
建
て

て
教
堂
と
し
、
山
東
省
濰
県
の
張
学
茂
と
山
東
省
馬
庄
の
某
耶
蘇
教
徒
が
こ
の
場
所
で
伝
教
活
動
を
行
っ
た
。
信
徒
数
は
二
〇
名
近
く

で
、
多
く
は
老
人
と
女
性
だ
っ
た
。

民
国
二
五
年
末
、
高
良
澗
教
堂
は
、
国
民
党
江
澤
湖
水
警
隊
の
張
紹
武
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
、
砲
楼
に
建
て
直
さ
れ
た
た
め
、
教

徒
ら
の
集
会
も
停
止
し
た
。

民
国
二
六
年
、
淮
陰
県
の
漁
溝
の
基
督
教
徒
で
西
洋
医
学
の
医
師
で
あ
っ
た
張
自
才
が
自
ら
資
金
を
出
し
、
順
河
集
街
西
に
三
部
屋

か
ら
な
る
教
堂
を
建
設
、
四
〇
～
五
〇
人
の
教
徒
が
い
た
。
抗
日
戦
争
時
期
、
日
本
軍
が
掃
討
し
、
診
療
所
部
分
は
焼
け
落
ち
た
が
、

教
堂
部
分
は
幸
い
な
こ
と
に
残
っ
た
。
文
化
大
革
命
時
期
、
残
さ
れ
た
教
堂
も
取
り
壊
さ
れ
た
。

民
国
二
六
年
、
東
双
溝
の
老
街
北
端
に
三
部
屋
か
ら
な
る
教
堂
を
建
設
、
山
東
省
濰
県
人
の
張
学
茂
が
伝
教
を
行
っ
た
。
教
徒
の
数

は
二
〇
余
人
で
あ
っ
た
。

民
国
三
〇
年
、
顧
学
文
、
施
善
斌
な
ど
一
九
人
が
、
双
溝
の
東
園
で
「
耶
蘇
家
庭
」
を
組
織
し
、
自
ら
の
資
金
で
八
部
屋
か
ら
な
る

建
物
を
建
て
、
そ
の
う
ち
三
部
屋
を
礼
堂
と
し
た
。
ま
た
耕
地
を
十
数
畝
購
入
し
、
一
緒
に
労
働
し
、
同
じ
家
に
住
み
、
共
同
で
食
事
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す
る
と
い
う
こ
と
を
実
行
し
た
。
こ
の
教
堂
は
「
南
京
耶
蘇
家
庭
」、
及
び
蕪
湖
と
山
東
の
（
耶
蘇
家
庭
）
教
会
に
属
し
て
い
た
。
教

徒
の
増
加
に
伴
い
、双
溝
教
堂
は
双
溝
の
孫
庄
と
、万
集
及
び
高
良
澗
に
支
堂
を
建
設
し
た
。
教
堂
の
管
理
は
長
老
の
顧
学
文
、施
善
斌
、

厳
学
余
、
及
び
執
事
の
顧
文
礼
、
王
广
太
、
張
歩
発
ら
が
行
っ
た
。
新
中
国
成
立
後
、
礼
拝
活
動
は
停
止
し
、
耶
蘇
家
庭
は
解
体
し
た
。

基
督
教
の
牧
師
は
「
愛
人
如
己
、
捨
己
為
人
」
の
基
督
教
精
神
を
宣
伝
し
、
そ
の
土
地
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て

き
た
。
民
国
二
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
教
堂
が
出
資
し
て
西
順
河
沿
湖
地
帯
の
堤
防
を
修
復
（
こ
れ
を
洋
堤
と
い
う
）、
湖
水
を
遮
り
、
良

田
を
保
持
し
た
。
翌
年
、「
岔
河
福
音
堂
小
学
」
を
開
設
、
八
〇
余
名
の
学
生
が
い
て
、
多
く
は
教
徒
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
国
語
、
算
数

の
学
習
の
ほ
か
、
聖
書
も
学
び
、
基
督
教
の
教
育
も
受
け
た
。
後
に
聖
書
の
学
習
は
取
り
消
さ
れ
、
福
音
堂
小
学
も
運
営
を
停
止
し
た
。

民
国
二
九
年
九
月
九
日
、
日
本
軍
の
飛
行
機
が
岔
河
一
帯
を
爆
撃
し
た
際
、
岔
河
教
堂
の
屋
上
に
漆
でU

SA

の
文
字
を
書
き
、
竹

竿
の
上
に
赤
十
字
の
旗
を
星
条
旗
を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
見
た
日
本
軍
の
飛
行
機
は
、
低
空
で
飛
行
し
た
だ
け
で
通
過
し
た
。
日
本
軍
の

爆
撃
に
あ
う
度
に
、
岔
河
教
堂
は
避
難
民
で
満
杯
と
な
っ
た
。

中
共
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、宗
教
政
策
が
実
行
さ
れ
、一
九
八
一
年
一
二
月
に
は
、江
澤
県
基
督
教
三
自
愛
国
委
員
会
が
成
立
し
た
。

一
九
八
四
年
、
県
の
人
民
政
府
は
、
全
県
二
三
箇
所
あ
っ
た
〔
信
者
の
〕
家
を
転
用
し
た
集
会
拠
点
を
一
三
に
合
併
さ
せ
た
。

一
九
八
五
年
二
月
、
岔
河
鎮
合
興
村
の
域
内
に
四
部
屋
か
ら
な
る
教
堂
（
一
一
〇
平
米
）
を
再
建
し
た
。
全
県
の
基
督
教
活
動
場
所

も
一
一
箇
所
に
増
設
し
た
。
一
九
八
七
年
、
全
県
に
は
基
督
教
活
動
拠
点
が
二
四
箇
所
あ
り
、
教
徒
は
一
万
人
近
く
い
る
。
そ
の
う
ち
、

ま
だ
批
准
を
受
け
て
い
な
い〔
非
合
法
の
〕基
督
教
活
動
拠
点
は
六
〇
近
く
あ
り
、そ
こ
で
礼
拝
し
て
い
る
教
徒
は
五
〇
〇
〇
余
人
い
る
。

老
子
山
に
は
教
徒
が
一
〇
〇
〇
余
人
い
る）

注注

（
注

。

こ
こ
か
ら
は
大
運
河
の
西
側
の
諸
県
と
な
る
。
な
か
で
も
洪
澤
県
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
一
万
人
と
多
い
こ
と
も
あ
り
、『
洪
澤
県
志
』
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に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
記
述
は
多
い
。

洪
澤
県
へ
の
伝
教
は
淮
陰
地
区
内
で
は
遅
い
方
で
、
民
国
四
（
一
九
一
五
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
南
長
老
教
会
の
ア
メ
リ
カ
人
牧

師
ら
が
県
内
の
集
鎮
に
て
、
図
を
掛
け
て
大
衆
を
集
め
、
基
督
教
の
教
義
を
講
釈
し
、
基
督
教
へ
の
入
信
を
勧
め
た
と
い
う
記
述
は
、

教
堂
建
設
以
前
の
情
況
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
十
年
後
、
岔
河
の
旅
館
に
宿
を
と
っ
て
い
た
情
況
か
ら
、
胡
姓
の
茅
葺
き
の
家

を
借
り
て
教
堂
を
造
っ
た
が
、
信
者
は
僅
か
に
三
〇
余
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
当
初
の
情
況
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン

ス
ト
リ
ッ
カ
ー
も
自
伝
で
記
し
て
い
る
と
通
り
で
あ
る
。
民
国
二
二
年
に
な
っ
て
岔
河
教
堂
が
正
式
に
設
立
さ
れ
る
。
岔
河
は
淮
安
よ

り
の
鎮
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宣
教
師
ら
は
淮
安
側
か
ら
洪
澤
県
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
民
国
三
一
年
、
岔
河
教
堂
が
日
本
軍
に
よ
っ

て
焼
き
払
わ
れ
、
教
徒
ら
の
集
会
場
所
は
、
有
力
信
者
が
経
営
す
る
「
民
衆
茶
社
」
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ

ら
く
茶
館
で
あ
ろ
う
。

民
国
二
二
年
に
は
、
洪
澤
湖
沿
い
の
高
良
澗
に
も
教
堂
が
建
設
さ
れ
た
が
、
伝
教
に
当
た
っ
た
と
の
が
山
東
省
か
ら
来
た
人
物
と
い

う
の
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
教
堂
は
、
国
民
党
の
江
澤
湖
水
警
隊
に
よ
っ
て
砲
楼
に
転
用
さ
れ
て
し
ま
う
。
洪
澤
湖
沿
い
の
順

河
集
〔
西
順
河
鎮
の
こ
と
か
〕
に
も
教
堂
が
建
設
さ
れ
る
が
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
診
療
所
が
焼
け
落
ち
て
し
ま
う
。
残
さ
れ
た
教
堂
も

文
革
時
期
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。

洪
澤
県
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
東
で
発
生
し
た
「
耶
蘇
家
庭
」
が
、
民
国
三
〇
年
に
双
溝
に
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

前
に
も
山
東
か
ら
の
人
物
が
双
溝
に
て
教
堂
を
建
設
し
て
お
り
、
山
東
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
耶
蘇
家
庭
」

は
万
集
と
高
良
澗
に
支
堂
を
建
設
す
る
も
、
建
国
後
は
解
体
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
淮
陰
市
志
』
で
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

貴
重
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
図
上
で
は
「
東
双
溝
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
洪
澤
湖
を
挟
ん
で
西
側
に
あ
る
泗
洪
県

に
も
「
双
溝
」
が
あ
り
、
そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
、
洪
澤
県
の
「
双
溝
」
を
「
東
双
溝
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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牧
師
ら
が
西
順
河
沿
湖
地
帯
の
堤
防
を
修
復
し
た
り
、

岔
河
福
音
堂
小
学
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
元
民
に
と
っ

て
利
益
に
な
る
こ
と
も
行
っ
た
、
と
明
確
な
言
葉
で
評

価
を
し
て
い
る
点
も
、
他
の
県
志
に
は
見
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

民
国
期
に
お
け
る
洪
澤
県
に
お
け
る
主
要
な
伝
教
地

を
図
に
示
し
た
の
が
、【
図
表
19
】「
洪
澤
県
に
お
け
る

伝
教
地
（
民
国
期
）」
で
あ
る
。

民
国
期
に
お
け
る
信
者
の
総
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
改
革
以
降
、
洪
澤
県
で
も
信
者
の
数
は
急

増
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
の
教
堂
の
整
頓
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
八
四
年
、
県

の
人
民
政
府
が
全
県
二
三
箇
所
あ
っ
た
〔
信
者
の
〕
家

を
転
用
し
た
集
会
拠
点
を
一
三
に
合
併
さ
せ
た
、
と
い

う
こ
と
は
、
教
堂
は
な
く
と
も
家
を
拠
点
と
し
た
集
会

所
が
乱
立
し
て
い
た
情
況
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
一
方

【図表 19】洪澤県における伝教地（民国期）

岔河

万集東双溝

西順河

高良澗鎮
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で
、
翌
一
九
八
五
年
に
は
岔
河
に
教
堂
を
再
建
し
、
全
県
の
基
督
教
活
動
場
所
も
一
一
箇
所
に
増
設
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
九
八
七
年
に

な
る
と
、
全
県
の
基
督
教
活
動
拠
点
は
二
四
箇
所
と
倍
増
し
、
教
徒
は
一
万
人
近
く
に
達
す
る
。
そ
の
う
ち
、
ま
だ
批
准
を
受
け
て
い

な
い
（
非
合
法
の
）
基
督
教
活
動
拠
点
が
六
〇
近
く
あ
り
、
そ
こ
で
礼
拝
し
て
い
る
教
徒
は
五
〇
〇
〇
余
人
い
る
、
と
い
う
記
述
は
、

県
政
府
に
よ
る
管
理
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
底
辺
の
農
村
部
に
お
い
て
信
者
が
急
増
し
て
い
る
情
況
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
う
し

た
情
況
も
あ
り
、『
洪
澤
県
志
』
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
記
述
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
は
含
ま
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
や
や

断
片
的
と
な
っ
て
お
り
、
ス
タ
ン
ス
も
明
確
で
は
な
く
、
評
価
に
迷
い
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
８
）『
泗
洪
県
志
』
の
記
述

県
内
の
基
督
教
の
主
要
な
会
派
は
ア
メ
リ
カ
の
北
長
老
教
会
と
復
臨
派
の
復
臨
安
息
日
会
で
あ
る
。
北
長
老
会
は
民
国
二

（
一
九
一
三
）
年
、〔
安
徽
省
の
〕
宿
州
か
ら
泗
洪
に
伝
入
し
た
。
九
年
ま
で
に
、
二
名
の
ア
メ
リ
カ
籍
の
伝
教
員
と
五
名
の
中
国
伝
教

人
員
が
伝
教
を
行
い
、
教
会
が
運
営
す
る
小
学
校
が
あ
り
、
初
小
〔
初
級
小
学
〕
と
高
小
〔
高
級
小
学
〕
と
で
合
わ
せ
て
九
一
人
の
学

生
が
い
た
。
こ
れ
は
全
県
の
小
学
生
数
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
教
徒
数
は
未
調
査
で
、
民
国
一
〇
～
一
九
年
の
間
に
つ
い
て
は

資
料
が
な
い
。

民
国
二
〇
年
、
中
華
全
国
基
督
教
協
進
会
（
長
老
会
）
の
蘇
北
分
会
（
徐
州
に
拠
点
が
あ
る
）
の
分
会
長
で
あ
る
潘
水
如
と
ア
メ
リ

カ
の
差
会
〔
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
〕
駐
会
者
で
あ
る
卜
得
生
が
前
後
し
て
梁
集
、
金
鎮
、
帰
仁
、
青
陽
な
ど
の
地
に
伝
教
に
入
り
、
活
動

拠
点
を
設
け
た
。
二
六
年
、
卜
得
生
は
宿
遷
の
南
関
に
行
き
、
仁
済
医
院
を
創
設
し
、「
基
督
教
西
差
会
」
を
成
立
さ
せ
た
。
翌
年
、

抗
日
戦
争
が
勃
発
、
ア
メ
リ
カ
人
教
士
の
卜
有
存
、
梅
克
康
、
梅
姑
娘
な
ど
が
金
鎖
鎮
と
帰
仁
に
て
拠
点
を
設
け
て
伝
教
を
行
っ
た
。

二
九
年
、
ア
メ
リ
カ
人
教
士
ら
が
帰
国
す
る
前
に
、「
基
督
教
西
差
会
」
は
「
基
督
教
運
南
区
会
」
と
名
称
を
変
更
し
、
呉
登
堂
が
主
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任
を
、
梁
龍
業
が
副
主
任
を
務
め
た
。
こ
の
会
派
の
神
学
生
で
あ
る
鄭
子
仁
は
金
鎖
鎮
に
行
っ
て
伝
教
し
、
教
徒
の
数
は
一
〇
〇
人
を

超
え
た
。
金
鎖
鎮
で
は
蒋
桂
香
が
教
内
の
行
政
事
務
の
責
任
者
と
な
り
、
青
陽
鎮
に
て
「
遠
東
宣
教
会
」
を
成
立
さ
せ
、
牧
師
の
趙
沾

泉
は
川
城
の
教
務
も
兼
業
し
た
。
同
年
、「
運
南
区
会
」
は
教
士
の
陳
華
南
を
帰
仁
に
派
遣
し
て
伝
教
を
行
わ
せ
、「
長
老
会
」
の
旧
称

を
恢
復
さ
せ
た
。「
運
南
区
会
」
の
牧
師
蔡
統
金
（
山
東
神
学
院
）
が
金
鎖
陳
の
教
務
を
引
き
継
ぎ
、
併
せ
て
朱
湖
鳳
を
教
区
に
送
り

込
ん
だ
。
三
三
年
、
張
鳳
祥
牧
師
が
金
鎖
鎮
に
赴
任
し
て
蔡
統
金
を
引
き
継
ぐ
も
、
一
九
五
三
年
以
降
は
活
動
を
停
止
し
た
。　
　

復
臨
安
息
日
会
は
、
民
国
二
〇
年
に
漣
水
県
か
ら
伝
入
し
た
。
教
士
の
陳
金
坭
が
界
集
の
趙
国
文
の
家
に
拠
点
を
設
け
、
入
信
者
は

二
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
陳
は
『
牧
声
』
や
『
安
息
学
課
』
な
ど
の
教
義
を
宣
伝
し
た
。
二
三
年
に
は
何
集
、
謝
嘴
一
帯
に
ま
で
拡
大
し
、

何
集
に
七
間
の
教
堂
を
建
設
し
、
正
式
に
「
基
督
教
復
臨
安
息
日
会
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
た
。
三
〇
年
に
は
無
錫
か
ら
長
老
の
陳
玉

珍
が
派
遣
さ
れ
陳
金
坭
を
引
き
継
い
だ
。
三
三
年
、
泗
陽
県
の
衆
興
陳
の
李
金
蘭
が
赴
任
し
て
後
を
引
き
継
い
だ
。
一
九
五
四
年
、
全

県
の
教
堂
は
二
六
個
所
と
な
り
、
教
徒
数
は
一
〇
三
九
人
に
達
し
た
。
主
要
な
分
布
地
は
魏
営
、
峰
山
、
四
河
、
上
塘
、
双
溝
、
青
陽

な
ど
一
五
の
郷
鎮
で
あ
っ
た
。〔
教
堂
整
頓
が
行
わ
れ
た
〕
一
九
五
八
年
、
李
金
蘭
は
原
籍
に
戻
っ
た
。
宗
教
整
頓
の
後
、
全
県
の
教

堂
は
朱
湖
、
金
鎮
、
青
陽
、
峰
山
、
何
集
な
ど
の
五
つ
だ
け
と
な
り
、
礼
拝
に
参
加
す
る
教
徒
も
僅
か
に
四
〇
〇
余
人
と
な
っ
た
。

一
九
六
三
年
に
な
る
と
、
双
溝
、
楊
場
、
七
里
、
潼
河
の
五
つ
の
拠
点
が
増
え
、
信
徒
も
二
一
〇
人
増
え
た
。
文
化
大
革
命
の
期
間
中
、

教
会
活
動
は
全
て
停
止
し
た
。

中
共
の
一
一
期
三
中
全
会
後
、〔
本
来
の
〕
民
族
と
宗
教
政
策
が
施
行
さ
れ
た
結
果
、
各
地
で
信
徒
ら
が
次
か
ら
次
へ
と
入
り
乱
れ

る
よ
う
に
聚
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
、一
時
「
宗
教
熱
」
が
出
現
し
た
。
古
く
か
ら
の
信
徒
は
信
仰
生
活
に
戻
り
、新
た
な
信
徒
が
徐
々

に
増
え
て
い
っ
た
。
一
九
八
一
年
、
全
県
で
基
督
教
の
活
動
を
行
う
公
社
や
〔
農
〕
場
、
鎮
な
ど
は
二
五
に
、〔
信
者
の
〕
自
宅
を
使
っ

た
聚
会
拠
点
は
七
二
個
所
に
達
し
た
。
あ
る
地
域
で
は
、
一
人
が
信
者
に
な
る
と
一
家
全
員
が
信
者
に
な
っ
た
り
、
一
戸
か
ら
全
村
に
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広
が
っ
た
り
、
一
つ
の
姓
に
伝
わ
る
と
一
族
全
員
が
信
者
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
情
況
が
生
じ
た
。
王
集
公
社
（
天
崗
湖
郷
）
の
潘

崗
大
隊
南
馬
生
産
隊
で
は
、
三
二
戸
中
、
二
七
戸
が
信
徒
に
な
っ
た
。
四
河
公
社
の
淮
豊
大
隊
第
一
一
生
産
隊
で
は
三
七
戸
中
、
三
五

戸
が
信
徒
に
な
っ
た
。
朱
湖
公
社
の
臧
橋
大
隊
で
は
臧
姓
の
殆
ど
が
信
徒
に
な
っ
た
。「
宗
教
熱
」
の
最
中
、
管
理
が
薄
弱
と
な
り
、

個
人
個
人
が
看
板
を
掲
げ
て
伝
道
し
非
合
法
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
上
塘
公
社
の
棗
林
大
隊
第
四
生
産
隊
の
社
員
で
あ
る
張
×

は
、
手
に
『
聖
書
』
を
掲
げ
、
背
中
に
十
字
架
を
背
負
い
、
峰
山
や
四
河
な
ど
の
地
を
歩
い
て
遊
説
を
行
っ
た
。
ま
た
魏
営
公
社
の
官

塘
大
隊
の
社
員
で
あ
る
朱
×
×
ら
二
名
は
夫
を
も
つ
婦
人
を
騙
し
て
安
徽
省
の
杯
遠
や
蚌
埠
な
ど
の
地
に
連
れ
て
行
き
、
伝
教
の
名
目

で
公
開
同
居
を
行
っ
た
。
王
集
公
社
の
李
荘
大
隊
第
四
生
産
地
の
社
員
李
×
は
、
長
期
間
に
渡
っ
て
「
上
帝
」
へ
の
敬
奉
の
名
目
で
信

徒
ら
か
ら
銭
財
を
巻
き
上
げ
、
私
腹
を
肥
や
し
た
。

一
九
八
二
年
、「
基
督
教
泗
洪
県
三
自
筹
備
領
道
小
組
」
が
成
立
し
、
成
員
は
趙
豊
漢
、
呉
従
余
、
何
修
業
、
周
瑞
余
、
王
昭
栄
（
女
）

の
五
人
で
、長
老
の
趙
豊
漢
が
組
長
を
兼
ね
、呉
従
余
が
副
組
長
と
な
っ
た
。
小
組
は
信
徒
に
対
し
広
く
党
の
宗
教
政
策
を
宣
伝
し
、「
自

治
、
自
養
、
自
伝
」
の
方
針
を
堅
持
し
、
教
規
を
取
り
決
め
、
盲
従
信
者
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
徐
々
に
「
定
片
、
定
点
、
定
人
」（
地

域
の
一
角
か
ら
地
点
、そ
し
て
人
々
）
の
管
理
を
実
現
し
て
い
き
、宗
教
活
動
の
秩
序
を
基
本
的
に
恢
復
し
た
。
全
県
の
五
六
の
聚
会
所
、

三
万
七
六
〇
〇
人
の
信
徒
の
宗
教
生
活
は
正
常
な
方
向
に
向
か
っ
た
。
一
九
八
六
年
一
月
、全
県
基
督
教
第
一
回
会
議
が
招
集
さ
れ
、「
泗

洪
県
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
」
が
成
立
し
、選
挙
を
通
し
て
、一
一
人
か
ら
な
る
常
務
委
員
会
を
組
織
し
、趙
豊
漢
が
副
主
席
〔
主

席
の
誤
植
か
〕
に
任
じ
ら
れ
、
全
面
工
作
を
主
導
し
た
。
張
克
運
が
副
主
席
と
な
り
、
秘
書
長
も
兼
ね
た
。
一
九
八
六
年
末
ま
で
に
、

全
県
の
基
督
教
の
聚
会
拠
点
は
五
六
か
ら
七
八
個
所
に
増
え
た
。

一
九
八
九
年
一
〇
月
二
七
日
、
基
督
教
「
泗
洪
県
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
」
は
第
二
回
の
代
表
会
議
を
招
集
し
、
張
克
運
を
主
席
に
、

趙
豊
漢
を
副
主
席
に
選
出
し
た
ほ
か
、
二
項
目
の
章
程
を
決
議
に
よ
っ
て
制
定
し
た
。
そ
の
年
の
末
ま
で
に
、
県
人
民
政
府
が
批
准
し
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た
基
督
教
の
聚
会
拠
点
は
全
部
で
七
八
個
所
に
、信
徒
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
。
そ
の
ち
、女
性
の
信
徒
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
、

四
〇
歳
以
上
の
信
徒
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る）

注注

（
注

。

泗
洪
県
内
に
北
長
老
会
が
民
国
二
（
一
九
一
三
）
年
に
、
安
徽
省
の
宿
州
か
ら
泗
洪
に
伝
入
し
た
と
い
う
の
は
『
淮
陰
市
志
』
に
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
淮
陰
地
区
で
は
南
長
老
教
会
が
早
く
か
ら
伝
教
し
て
お
り
、
意
外
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
安
徽
省
か
ら
の
伝
教
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
納
得
は
い
く
。
小
学
校
ま
で
設
立
し
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
本
格
的
な
伝
教
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
信
徒
数
は

不
祥
と
い
う
。

民
国
二
〇
年
に
な
る
と
、
今
度
は
中
華
全
国
基
督
教
協
進
会
（
長
老
会
）
の
蘇
北
分
会
の
会
長
で
あ
る
潘
水
如
と
ア
メ
リ
カ
人
の
卜

得
生
が
金
鎮
、
帰
仁
、
青
陽
、
な
ど
の
地
に
伝
教
に
入
り
、
活
動
拠
点
を
設
け
る
。
こ
ち
ら
は
南
長
老
教
会
の
流
れ
を
汲
む
の
で
、
南

長
老
派
が
改
め
て
伝
教
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
青
陽
は
県
城
鎮
で
あ
る
が
、
金
鎮
と
帰
仁
は
宿
遷
県
や
泗
陽
県
に
隣
接
し

て
お
り
、
南
長
老
派
の
伝
教
活
動
が
地
理
的
に
拡
大
し
て
い
き
、
泗
洪
県
に
至
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
の
安
息
日
会
も
民
国
二
〇
年
に
泗
洪
県
に
伝
教
に
入
る
が
、
こ
ち
ら
は
泗
洪
県
と
は
距
離
の
あ
る
漣
水
県
か
ら
で
あ
っ
た
。
当

初
は
界
集
を
拠
点
と
し
、
や
が
て
一
九
五
〇
年
代
に
は
青
陽
の
他
、
魏
営
、
峰
山
、
四
河
、
上
塘
、
双
溝
な
ど
、
県
の
西
南
部
に
信
者

を
増
や
し
て
く
。
ど
う
や
ら
県
内
で
長
老
派
と
の
地
域
的
な
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

泗
洪
県
に
お
け
る
安
息
日
会
の
活
動
に
関
し
て
は
、『
淮
陰
市
志
』
に
は
記
述
が
な
く
、『
泗
洪
県
志
』
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。
逆
に
、

『
淮
陰
市
志
』
で
は
内
地
会
、
及
び
耶
蘇
家
庭
が
泗
洪
県
で
布
教
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
泗
洪
県
志
』
に
は
言
及

が
な
い
。
内
地
会
は
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
耶
蘇
家
庭
の
場
合
は
、
カ
ル
ト
的
な
集
団
故
に
言
及
を
避
け

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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民
国
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代

ま
で
の
泗
洪
県
に
お
け
る
主
要

な
伝
教
地
を
図
示
し
た
も
の

が
、【
図
表
20
】「
泗
洪
県
に
お

け
る
伝
教
地
（
民
国
期
～

一
九
五
〇
年
代
）」
で
あ
る
。

梁
集
、
何
集
、
謝
嘴　

楊
場
、

七
里
、
潼
河
以
外
の
地
名
は
全

て
地
図
上
で
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

『
泗
洪
県
志
』
で
興
味
深
い

の
は
、改
革
以
降
の
「
宗
教
熱
」

の
実
情
を
具
体
的
に
書
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク

と
違
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

場
合
、
自
宅
を
聚
会
拠
点
に
す

る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う
な
る
と

地
方
政
府
も
把
握
、
管
理
し
き

【図表 20】泗洪県における伝教地（民国期～ 1950 年代）

帰仁
金鎮

朱湖

峰山

界集

四河

上塘
魏営

官塘

天崗湖

青陽鎮

双溝鎮

長老会長老会

安息日会安息日会
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れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
王
集
公
社
（
天
崗
湖
郷
）
や
四
河
公
社
の
と
あ
る
生
産
隊
の
如
く
、
一
戸
か
ら
全
村
に
広
が
っ
た
り
、
朱
湖
公

社
の
臧
橋
大
隊
の
臧
姓
の
如
く
、
一
つ
の
姓
に
伝
わ
る
と
一
族
全
員
が
信
者
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
情
況
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
は
、

上
塘
公
社
の
棗
林
大
隊
で
は
手
に
『
聖
書
』
を
掲
げ
背
中
に
十
字
架
を
背
負
い
、
峰
山
や
四
河
な
ど
の
地
を
歩
い
て
遊
説
を
行
う
者
が

現
れ
た
り
、
魏
営
公
社
の
官
塘
大
隊
で
は
婦
人
を
騙
し
て
安
徽
省
ま
で
連
れ
て
行
く
者
や
、
王
集
公
社
の
李
荘
大
隊
で
は
信
徒
ら
か
ら

銭
財
を
巻
き
上
げ
、
私
腹
を
肥
や
す
者
ま
で
現
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
天
崗
湖
郷
と
朱
湖
は
そ
れ
ぞ
れ
長
老
派
と
安
息
日
会
が
伝
教
し

て
い
る
土
地
で
あ
り
、
一
戸
か
ら
全
村
に
広
が
る
と
い
う
現
象
は
会
派
を
問
わ
な
か
っ
た
。
一
方
、
怪
し
げ
な
人
物
や
不
正
を
働
い
た

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
上
塘
や
魏
営
は
安
息
日
会
の
伝
教
地
で
あ
り
、
こ
う
し
た
行
動
と
会
派
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
相
関
関
係
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
、
王
集
は
界
集
の
近
く
で
あ
り
、
私
腹
を
肥
や
す
輩
の
出
現
は
地
域
や
会
派
を
問
わ
な
か
っ
た
。

県
内
の
宗
教
活
動
の
秩
序
が
恢
復
す
る
の
は
、「
基
督
教
泗
洪
県
三
自
筹
備
領
道
小
組
」
が
成
立
し
た
一
九
八
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
九
八
九
年
末
の
時
点
で
、
県
政
府
が
批
准
し
た
聚
会
拠
点
は
七
八
個
所
、
信
徒
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
。
こ
の
数
は
、

漣
水
県
の
二
万
三
〇
〇
〇
人
、
泗
陽
県
の
約
三
万
余
人
を
抜
い
て
淮
陰
地
区
で
最
大
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
信
徒
は
八
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
、
四
〇
歳
以
上
の
信
徒
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
、
と
い
う
情
報
も
興
味
深
い
。
仏
教
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り

年
配
の
女
性
の
方
が
信
心
深
い
と
い
う
か
、
宗
教
に
依
存
す
る
割
合
い
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）『
盱く

眙ち

県
志
』
の
記
述

民
国
二
三
（
一
九
三
四
）
年
、
基
督
教
は
西
側
の
近
隣
地
域
か
ら
盱
眙
に
入
っ
て
き
た
。〔
安
徽
省
蚌
埠
市
の
〕
五
河
県
の
劉
桂
珍

が
盱
眙
に
や
っ
て
き
て
、〔
県
城
鎮
で
あ
る
盱
城
鎮
の
〕
順
河
街
に
最
初
の
教
堂
を
設
立
し
た
ほ
か
、
蚌
埠
市
の
牧
師
、
劉
子
玉
も
ま

た
盱
眙
に
や
っ
て
き
て
伝
教
し
た
。
そ
の
後
、
続
々
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
修
女
紀
碧
蓮
、
ア
メ
リ
カ
人
の
修
女
施
恩
峰
ら
が
や
っ
て
き
た
。
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こ
れ
ら
の
伝
教
士
は
前
後
し
て
、
河
橋
の
街
道
、
方
荘
、
仇
集
の
下
崗
、
淮
河
の
腰
濰
な
ど
で
活
動
を
行
っ
た
。
教
徒
の
数
は
六
〇
余

名
に
な
っ
た
。
城
内
に
は
児
童
の
教
養
所
を
一
箇
所
作
り
、
二
〇
余
名
の
貧
し
い
家
庭
の
子
供
を
収
容
し
た
。

民
国
二
六
（
一
九
三
七
）
年
、
全
県
の
教
徒
数
は
四
三
一
人
に
達
し
た
。
抗
日
戦
争
勃
発
後
、
教
徒
の
数
は
四
三
人
に
減
少
し
、
二

箇
所
あ
っ
た
教
堂
（
一
つ
は
城
内
、
一
つ
は
郷
）
も
皆
、
破
壊
さ
れ
た
。

建
国
後
、〔
安
徽
省
滁
集
市
の
〕
嘉
山
県
の
明
光
教
堂
が
董
徳
文
を
盱
眙
に
派
遣
し
、
伝
教
を
行
っ
た
。
六
〇
年
代
初
め
、
教
徒
数

は
一
〇
四
人
に
増
加
し
た
。
一
九
六
四
年
六
月
、
全
県
の
中
華
基
督
教
堂
は
三
箇
所
あ
り
、
教
徒
数
は
二
九
九
名
で
あ
っ
た
。
主
要
な

分
布
は
仇
集
、河
橋
一
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、仇
集
堂
に
は
一
〇
六
人
、方
荘
堂
に
は
六
二
人
の
教
徒
が
い
た
。
文
化
大
革
命
の
間
、

活
動
は
停
止
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
初
め
、
盱
眙
基
督
教
組
織
が
恢
復
し
、
教
徒
は
五
六
四
名
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
一
二
月
、
県
基
督
教
三
自
愛
国

会
準
備
小
組
が
成
立
、丁
倫
維
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
一
九
八
五
年
、全
県
の
基
督
教
徒
数
は
一
五
〇
〇
人
、集
会
拠
点
は
二
八
箇
所
で
、

二
一
の
郷
鎮
に
分
布
し
て
い
る
が
、
長
老
や
神
学
生
は
い
な
い）

注注

（
注

。

盱
眙
県
に
基
督
教
が
伝
教
す
る
の
は
民
国
二
三
年
と
遅
く
、
し
か
も
隣
接
す
る
安
徽
省
の
蚌
埠
市
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
反

映
し
て
か
、最
初
の
伝
教
地
は
県
城
鎮
で
あ
る
盱
城
鎮
を
除
く
と
、安
徽
省
寄
り
の
河
橋
や
仇
集
な
ど
で
あ
っ
た
。
会
派
は
不
祥
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
信
徒
数
は
少
な
く
、
二
つ
あ
っ
た
教
堂
も
抗
日
戦
争
時
期
に
破
壊
さ
れ
た
。
建
国
後
、
再
び
伝
教
に
来
た
の
も
安
徽
省
嘉

山
県
か
ら
で
あ
っ
た
。
信
者
数
も
多
少
は
増
加
し
た
も
の
の
、
主
要
な
伝
教
地
は
民
国
期
と
同
じ
仇
集
、
河
橋
一
帯
と
な
っ
て
い
る
。

盱
眙
県
に
お
け
る
民
国
期
の
伝
教
地
を
図
示
し
た
も
の
が
、【
図
表
21
】「
盱
眙
県
に
お
け
る
伝
教
地
（
民
国
期
）」
で
あ
る
。 



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 2号

（124）

信
徒
数
が
一
五
〇
〇
人
（
一
九
八
五
年
）

と
い
う
の
は
、
淮
陰
地
区
で
は
三
番
目
に

少
な
い
県
で
あ
る
。

（
10
）『
金
湖
県
志
』
の
記
述

一
九
七
〇
年
代
初
、
淮
陰
か
ら
本
県
に

移
住
し
て
き
た
者
の
中
に
少
数
の
信
徒
が

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
県
の
基
督
教
活

動
が
始
ま
っ
た
。
信
徒
ら
は
一
般
に
家
で

「
礼
拝
」
を
行
っ
て
い
た
。
後
に
、
教
徒

の
中
の
一
人
が
、陳
橋
郷
の
管
庄
村
に
「
挿

戸
」〔
世
帯
が
使
っ
て
い
る
家
に
別
な
所

帯
が
割
り
込
ん
で
住
む
こ
と
〕
し
て
い
た

一
人
の
老
基
督
教
徒
と
連
絡
を
と
り
、
頻

繁
に
彼
の
家
で
礼
拝
を
行
い
、『
聖
書
』

を
読
み
、
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
賛
美
歌
を

歌
っ
た
。
イ
エ
ス
の
誕
生
日
に
は
、
集
会

を
開
い
て
記
念
活
動
を
行
っ
た
。
影
響
は

【図表 21】盱眙県における伝教地（民国期）

仇集

河橋

下崗

盱城鎮
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徐
々
に
拡
大
し
、
信
徒
数
も
不
断
に
増

加
し
、
一
九
八
二
年
に
は
一
三
人
、

一
九
八
三
年
に
三
〇
人
、
一
九
八
四
年

に
八
七
人
、
一
九
八
五
年
に
二
〇
七
人

と
な
っ
た
。
分
布
し
て
い
る
の
は
、
陳

橋
、
金
北
、
呂
良
、
新
農
、
前
鋒
、
官

塘
な
ど
の
郷
で
あ
る）

注注

（
注

。

金
湖
県
に
お
け
る
基
督
教
の
伝
教
は

淮
陰
地
区
内
で
は
最
も
遅
く
、一
九
七
〇

年
代
初
に
な
っ
て
か
ら
で
、
し
か
も
淮

陰
か
ら
移
住
し
て
き
た
信
徒
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
南
長
老
派
と

推
測
さ
れ
る
。
信
者
数
も
一
九
八
五
年

の
時
点
で
二
〇
七
人
と
、
淮
陰
地
区
で

は
最
小
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
割
に
は

分
布
地
域
が
広
く
、
信
者
ら
が
少
数
、

分
散
し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ

【図表 22】金湖県における伝教地（1970 ～ 80 年代）

金北

陳橋
呂良

新農

官塘
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せ
る
。

一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
金
湖
県
で
の
伝
教
地
を
図
示
し
た
も
の
が
、【
図
表
22
】「
金
湖
県
に
お
け
る
伝
教
地
（
一
九
七
〇

～
八
〇
年
代
）」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
最
初
の
伝
教
地
で
あ
る
陳
橋
を
中
心
に
そ
の
周
辺
に
信
者
が
広
が
っ
て
い
っ
て
い
る

の
が
分
か
る
。
伝
教
地
が
県
城
鎮
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
金
湖
県
で
の
伝
教
が
極
め
て
ロ
ー
カ
ル
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
や
は
り
一
万
人
を
超
え
る
信
者
を
獲
得
す
る
に
は
、
長
い
年
月
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

五　

考
察

以
上
、『
淮
陰
市
志
』
で
淮
陰
地
区
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
、
及
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
教
情
況
を
概
観
し
た
あ
と
、
各
県
志
の

記
述
に
あ
た
り
な
が
ら
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
情
況
を
み
て
き
た
。
県
志
に
よ
っ
て
は
、『
淮
陰
市
志
』
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を

記
述
し
て
い
る
の
も
あ
り
、こ
れ
ら
を
丁
寧
に
見
て
い
く
意
義
は
十
分
に
あ
っ
た
。
す
で
に
見
て
き
た
如
く
、詳
細
な
資
料
そ
の
も
の
が
、

淮
陰
地
区
の
お
け
る
基
督
教
伝
教
の
歴
史
や
問
題
点
な
ど
を
如
実
に
物
語
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
そ
れ
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
最
後
に
全
体
を
通
し
た
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

第
一
の
視
点
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、
両
者
の
歴
史
的
な
展
開
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
淮

陰
地
区
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
に
は
あ
ま
り
接
点
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
教
開
始

は
一
八
五
一
年
と
古
く
、
淮
安
か
ら
始
ま
っ
て
、
漣
水
や
沭
陽
、
宿
遷
な
ど
で
教
堂
を
建
設
し
て
い
く
。
そ
し
て
宿
遷
に
総
本
山
が
建

設
さ
れ
、
一
九
一
二
年
の
時
点
で
信
者
は
六
六
〇
〇
人
に
達
し
た
。
一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
教
か
ら
遅
れ
る
こ
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と
三
六
年
、
一
八
八
七
年
に
な
っ
て
淮
安
に
伝
教
に
入
り
、
そ
の
後
、
各
県
に
拡
大
し
て
い
く
。
従
っ
て
、
時
期
的
に
は
こ
れ
以
降
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
地
理
的
に
は
淮
安
の
ほ
か
、
漣
水
、
沭
陽
、
宿
遷
な
ど
の
県
で
重
な
る
こ
と
な
る
が
、
両
者
は

敵
対
こ
そ
す
れ
、
協
力
す
る
よ
う
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
長
老
派
及
び
そ
の
中
国
化
し
た
中
華
基
督
教
会
は
信
者

を
拡
大
し
て
い
く
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
共
産
党
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
組
織
面
を
見
て
み
た
い
。
中
国
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
天
主
教
と
称
し
、
基
督
教
と
い
う
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
指
す
如
く
、

両
者
を
別
物
と
認
識
し
て
い
る
。
日
本
人
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
に
は
多
少
の
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
中
国
人
の
側
か
ら
し
た
ら
、
あ
る

意
味
、
理
に
か
な
っ
た
認
識
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
明
代
に
ま
で
遡
る
長
い
伝
教
の
歴
史
を
持
つ
の
に
対
し
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
は
清
末
か
ら
と
い
う
歴
史
的
な
違
い
も
あ
る
が
、
両
者
を
分
け
て
認
識
す
る
最
大
の
違
い
は
、
そ
の
組
織
で
あ
る
。
ロ
ー

マ
教
皇
を
頂
点
と
す
る
組
織
化
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
中
国
に
お
い
て
も
組
織
的
に
伝
教
活
動
を
展
開
し
た
。

中
国
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
が
持
つ
あ
る
種
の
「
威
力
」
を
物
語
る
話
が
、『
宿
遷
市
志
』
に
見
え
る
。
即
ち
、
宿
遷
で
は
「
豪
紳

ら
は
教
会
に
特
権
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、官
府
（
地
方
の
役
所
や
官
吏
）
は
こ
れ
に
畏
服
し
た
た
め
、多
く
の
者
が
天
主
教
に
加
入
し
、

外
国
の
教
士
ら
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
、
当
初
は
豪
紳
ら
か
ら
「
入
信
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
同
治
八
年

に
捻
軍
が
北
上
し
て
宿
遷
県
の
嶂
山
を
通
過
し
た
際
、
天
主
堂
を
破
壊
す
る
と
、
外
籍
宣
教
師
ら
は
県
に
賠
償
を
求
め
、
教
堂
を
再
建

さ
せ
、
併
せ
て
県
に
警
備
隊
を
教
堂
に
派
遣
さ
せ
る
な
ど
、
強
気
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
対
応
は
、
国
民
党

や
占
領
し
た
日
本
軍
、
共
産
党
に
よ
る
「
民
主
政
府
」
も
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
い
い
。
建
国
後
は
そ
の
対
立
も
先
鋭
化
し
、
淮
陰
地
区

で
は
順
治
年
間（
一
六
四
四
～
）以
来
、長
い
中
断
を
経
な
が
ら
も
三
〇
〇
年
間
に
も
渡
っ
て
継
続
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
教
活
動
は
、

建
国
後
の
取
り
締
ま
り
に
よ
り
壊
滅
状
態
と
な
り
、
細
々
と
続
い
た
活
動
も
一
九
八
〇
年
代
初
め
を
も
っ
て
完
全
に
そ
の
姿
を
消
す
こ

と
に
な
る
。
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対
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
な
ぜ
消
滅
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
俗
的

な
権
威
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
や
、
聖
書
を
唯
一
の
拠
り
所
と
す
る
教
義
か
ら
、
常
に
分
派
を

繰
り
返
す
こ
と
が
「
内
包
」
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
各
会
派
に
は
組
織
が
あ
っ
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
全
体
と
し
て
は
、
必
ず

し
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
伝
教
方
法
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
別
の
見
方

を
す
れ
ば
、各
会
派
が
競
う
よ
う
に
し
て
未
開
拓
の
処
女
地
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
淮
陰
地
区
の
場
合
、南
長
老
教
会
が
主
流
と
は
い
え
、

時
代
が
下
っ
て
民
国
期
に
な
る
と
、
安
息
日
会
や
真
耶
蘇
教
会
、
神
召
会
な
ど
の
会
派
も
伝
教
に
入
る
。
さ
ら
に
は
、
長
老
派
の
中
国

化
の
過
程
で
生
ま
れ
た
と
も
言
え
る
中
華
基
督
教
会
や
、
小
群
会
、
自
立
会
な
ど
の
他
、
耶
蘇
家
庭
の
如
く
、
カ
ル
ト
的
な
集
団
ま
で

誕
生
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
諸
会
派
に
入
信
し
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
世
俗
の
権
力
が
信
者
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

当
初
は
豪
紳
ら
か
ら
入
信
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
入
信
し
た
信
者
の
多
く
は
女
性
や
年
配
者
で
あ
っ
た
。

信
仰
の
名
を
借
り
た
営
利
行
為
や
不
法
行
為
が
ま
か
り
通
っ
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
信
者
層
の
問
題
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
組
織
と
し
て
の
相
対
的
な
「
弱
さ
」
と
、
こ
う
し
た
信
者
層
は
、
共
産
党
政
権
に
と
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
の
「
脅
威
」
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
但
し
、
広
大
な
農
村
部
で
の
信
仰
と
な
る
と
、
政
府
も
管
理
し
き
れ
な
く
な
る
。
特
に
、
信
者
の
自
宅
が
聚
会
所
と
な
っ

た
場
合
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

信
者
の
急
増
に
対
し
て
は
何
度
か
、
整
理
統
合
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
建
国
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
代
初
め
に
展
開
さ
れ
た
三
自
愛
国

運
動
を
皮
切
り
に
、
一
九
五
八
年
に
は
教
堂
の
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
真
耶
蘇
教
会
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
沭
陽
県
が
「
無

教
県
」
に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
一
九
六
三
年
に
は
統
一
戦
線
部
に
よ
る
宗
教
活
動
に
関
す
る
規
定
が
公
布
さ
れ
、「
社
会

主
義
教
育
運
動
」
中
の
一
九
六
六
年
に
は
、
淮
陰
県
も
「
無
宗
教
宣
言
」
を
出
し
た
。
同
年
に
始
ま
っ
た
文
革
に
よ
り
、
一
切
の
宗
教

活
動
は
地
下
に
潜
る
も
、改
革
以
降
、再
び
信
者
数
が
激
増
す
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、不
法
行
為
が
発
生
す
る
な
ど
混
乱
状
態
に
陥
り
、
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一
九
八
七
年
ま
で
に
全
市
で
六
名
が
死
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
対
応
は
、
県
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
淮
安
県
や
泗
陽
県
の
よ
う
に「
寛
大
」な
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、宿
遷
県
の
よ
う
に
信
者
が
増
え
な
い
所
も
あ
る
。

泗
洪
県
や
洪
澤
県
の
場
合
は
、
農
村
部
で
急
増
す
る
信
者
を
管
理
し
き
れ
な
い
状
況
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

第
二
の
視
点
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
中
国
化
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
差
異
と
も
深
く
関
係

し
て
く
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
そ
の
組
織
上
、「
中
国
化
」
は
難
し
い
。
共
産
党
政
権
が
司
教
の
任
命
権
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
ロ
ー

マ
教
皇
が
そ
れ
を
認
定
し
な
い
、
と
い
う
問
題
が
長
ら
く
続
い
て
い
る）

注（

（
注

。
対
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
そ
の
教
義
上
、「
中
国
化
」

は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
中
国
化
」
と
は
、
単
に
教
会
の
運
営
資
金
の
自
立
化
や
、
牧
師
の
中
国
人

化
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
長
老
会
を
中
華
基
督
教
会
と
名
称
を
変
更
す
る
な
ど
、
会
派
そ
の
も
の
の
「
中
国
化
」
を
指
す
。
も
ち

ろ
ん
、
教
会
側
も
あ
る
程
度
の
抵
抗
は
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
泗
洪
県
で
は
、
民
国
二
九
年
に
「
長
老
会
」
の
旧
称
が
復
活
し

た
り
、
泗
陽
県
で
は
民
国
三
五
年
に
国
民
党
が
県
城
の
衆
興
鎮
を
占
領
す
る
と
、
西
洋
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
が
巻
き
か
え
し
を
は
か
っ

て
再
び
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
長
老
派
そ
の
も
の
を
「
中
国
化
」
す
る
以
外
に
も
、
小
群
会
や
自
立
会
の
如
く
、
長
老
派
か
ら
分
派
す

る
形
を
と
れ
ば
、「
中
国
化
」
は
瞬
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
お
ま
け
に
、
民
国
末
か
ら
外
国
人
宣
教
師
ら
が
一
斉
に
帰
国
し
、
そ

の
後
、
二
度
と
伝
教
を
目
的
に
中
国
に
入
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、「
中
国
化
」
は
必
然
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
共
産
党
政
権
も
、
外

国
教
会
と
一
切
の
関
係
を
断
っ
た
教
会
組
織
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
危
険
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
「
中
国
化
」
の
動
き
に

対
し
、
本
家
の
長
老
派
は
打
つ
手
立
て
が
な
い
。
南
長
老
派
自
体
も
、
本
国
に
て
分
離
融
合
を
繰
り
返
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
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第
三
の
視
点
は
、
伝
教
の
歴
史
地
理
で
あ
る
。
本
稿
で
は
淮
陰
地
区
に

限
定
し
て
伝
教
過
程
を
詳
し
く
み
て
き
た
が
、
淮
陰
地
区
だ
け
で
も
広
大

な
地
域
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
伝
教
の
情
況
に
は
地
域
差
が
見

ら
れ
る
。
最
大
の
原
因
は
、
伝
教
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
地
域
差
が
見
ら

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
伝
教
開
始
年
の
古
い
順
か
ら
、
各
県
の
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
活
動
拠
点
数
、
信
者
数
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
を
表
に

し
た
も
の
が
、【
図
表
23
】「
各
県
の
伝
教
開
始
年
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

の
活
動
拠
点
数
、
信
者
数
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
」
で
あ
る
。

こ
う
し
て
表
に
し
て
見
る
と
、
現
在
、
淮
陰
地
区
の
全
県
に
キ
リ
ス
ト

教
徒
が
分
布
し
て
い
る
と
は
い
え
、
県
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
が
分
か
る
。
概
し
て
、
教
派
数
が
多
い
ほ
ど
、
信
者
数
は
増
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
程
度
は
、
伝
教
の
歴
史
の
長
さ
で
説
明

が
で
き
る
が
、歴
史
が
古
い
ほ
ど
信
者
数
が
多
い
と
は
限
ら
な
い
。例
え
ば
、

民
国
初
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
伝
教
さ
れ
始
め
た
灌
南
県
、
泗
陽
県
、
泗

洪
県
、
洪
澤
県
は
、
い
ず
れ
も
一
万
か
ら
三
万
の
信
者
数
が
い
る
。
こ
の

う
ち
、
灌
南
県
を
除
く
と
、
泗
陽
県
は
大
運
河
を
跨
ぐ
し
、
泗
洪
県
と
洪

澤
県
は
大
運
河
の
西
側
に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
、
比
較
的
伝
教
の
歴
史
の

【図表 23】各県の伝教開始年、1980 年代以降の活動拠点数、信者数

県名	 伝教開始年	 活動拠点数	 信者数	 一拠点当たりの信者数

淮陰県 光緒 24（1898）年 28 10000 人 357 人
淮安県 光緒 21（1895）年 40 11800 人 295 人
漣水県 光緒 15（1889）年 62 20000 人 370 人
宿遷県 光緒 13（1887）年 30 1200 人 40 人
灌南県 民国初 （1912）年 95 17860 人 198 人
泗洪県 民国 2 （1913）年 78 32000 人 410 人
洪澤県 民国 ４（1915）年 24 10000 人  416 人
 　　　　〔以上に加えて未批准 60 6000 人   100 人〕
泗陽県 民国 5 （1916）年 78 30000 人 384 人
盱眙県 民国 23（1934）年 28 1500 人 53 人
金湖県 1970 年代 －－ 207 人 －－

※ 活動拠点数、及び信者数は盱眙県、金湖県が一九八五年、淮陰県、漣水県、灌南県、洪澤県、泗陽県が一九八七
年、泗洪県が一九八九年、宿遷県が一九九〇年、淮安県が一九九一年のものである。但し、淮安県と漣水県の活
動拠点数だけは一九八七年のものである。

※活動拠点当たりの信者数は小数点以下は切り捨てた。
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浅
い
大
運
河
の
西
側
の
諸
県
に
お
い
て
、急
激
な
信
者
の
増
加
が
み
ら
れ
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、光
緒
年
間
に
伝
教
が
始
ま
っ

た
淮
陰
県
・
淮
安
県
・
漣
水
県
・
宿
遷
県
の
四
県
の
現
在
の
信
者
数
の
合
計
は
四
四
八
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
民
国
初
～

五
年
に
伝
教
が
始
ま
っ
た
灌
南
県
・
泗
洪
県
・
洪
澤
県
・
泗
陽
県
の
四
県
の
現
在
の
信
者
数
の
合
計
は
八
九
八
六
〇
人
と
、
倍
以
上
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
古
い
伝
教
の
歴
史
を
誇
る
宿
遷
県
の
現
在
の
信
徒
数
が
一
二
〇
〇
人
と
少
な
い
。
こ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
の
か
、

資
料
か
ら
で
は
計
り
よ
う
が
な
い
が
、
今
後
、
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関
係
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
、
淮
陰
地
区
で
最
初
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
伝
教
さ
れ
た
の
は
淮
安
で
あ
っ
た
が
、
信
者
数
も
最
大
で
一
〇
〇
〇
人
と
少
な
く
、

一
九
五
三
年
に
は
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。
対
し
て
、
宿
遷
県
で
は
、
信
者
数
は
最
大
で
六
六
〇
〇
人
に
達
し
、
し
か
も
細
々
で
は
あ

る
が
、
一
九
八
二
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
。
嶂
山
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
が
置
か
れ
た
如
く
、
宿
遷
県
は
淮
陰
地
区
内
に
お
い
て
カ

ト
リ
ッ
ク
の
伝
教
拠
点
で
あ
り
、
且
つ
、
歴
代
政
府
か
ら
も
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
宿
遷
で
は

新
旧
を
問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
警
戒
感
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
淮
陰
地
区
の
信
者
数
を
合
計
す
る
と
、
一
三
万
四
五
六
七
人
と
な
る
。『
沭
陽
県
志
』
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
沭
陽

県
の
信
者
数
は
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
。『
淮
陰
市
志
』
に
よ
る
と
、
全
市
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
一
九
八
七
年
ま
で
に
一
四
万
五
三
九
六

人
に
達
し
て
い
る
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
ほ
ど
の
総
数
を
引
く
と
、
一
万
八
二
九
人
と
な
る
。
沭
陽
県
に
も
一
万
人
近
い
信
者
が
い
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

活
動
拠
点
数
は
、
県
城
鎮
な
ど
に
あ
る
大
き
な
教
堂
と
郷
鎮
レ
ベ
ル
に
お
け
る
聚
会
所
と
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
灌

南
県
で
は
教
堂
が
三
箇
所
、
活
動
拠
点
が
九
二
箇
所
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
当
然
、
県
城
鎮
に
あ
る
教
堂
に
は
多
く
の
信
者
が
集

ま
る
は
ず
で
あ
り
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
は
必
ず
し
も
実
情
を
反
映
し
た
数
字
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
信
者
数
に
対
す
る
活
動
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拠
点
の
供
給
状
況
を
知
る
上
で
、
一
つ
の
目
安
に
は
な
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
の
幅
が
四
〇

か
ら
四
一
〇
人
と
、
実
に
一
〇
倍
の
幅
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
信
者
が
一
万
人
を
超
え
る
県
で
は
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
は

三
〇
〇
人
か
ら
四
〇
〇
人
の
間
と
な
っ
て
い
る
。
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
聚
会
所
で
の
人
数
は
も
う
少
し
少
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
は
か
な
り

の
数
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
対
し
て
、
灌
南
県
で
は
一
七
八
六
〇
人
の
信
者
に
対
し
て
集
会
拠
点
が
九
五
個
所
も
あ
り
、
一
拠
点
当

た
り
の
信
者
数
は
一
九
八
と
少
な
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
宿
遷
県
で
は
一
二
〇
〇
人
の
信
者
に
対
し
三
〇
も
の
活
動
拠
点
が
あ
り
、

一
拠
点
当
た
り
の
信
者
数
は
四
〇
人
、
盱
眙
県
も
一
五
〇
〇
人
の
信
者
に
対
し
二
八
も
の
活
動
拠
点
が
あ
り
、
一
拠
点
当
た
り
の
信
者

数
は
五
三
人
と
、
供
給
が
需
要
を
大
幅
に
上
廻
っ
て
い
る
。
信
者
の
急
増
と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
も
県
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
情
況
が
続
い
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
の
視
点
は
、
人
類
学
的
な
も
の
で
あ
る
。
淮
陰
地
区
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
教
に
は
、
人
類
学
か
ら
み
て
い
く
つ
か
の
興

味
深
い
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
形
成
の
問
題
で
あ
る
。
都
市
と
農
村
の
格
差
が
大
き
い
中
国
の

場
合
、
こ
れ
は
都
市
―
農
村
関
係
、
具
体
的
に
は
伝
教
に
お
け
る
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
位
置
づ
け
の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
う

一
つ
は
、
宗
族
と
呼
ば
れ
る
父
系
親
族
集
団
と
信
仰
と
の
関
係
で
あ
る
。

伝
教
に
お
け
る
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
位
置
づ
け
の
問
題
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
ら
が
中
国
に
お
け
る
都
市
―
農
村
関
係
農
村
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
に
も
繫
が
る
。
中
国
人
類
学
に
お
い
て
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
キ
ナ
ー
に
よ
る
一
連
の
農

村
市
場
圏
の
研
究
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
、
完
結
し
た
共
同
体
の
単
位
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
村
落
に
対
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ

ン
を
中
心
と
し
て
複
数
の
村
か
ら
な
る
市
場
共
同
体
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
こ
そ
郷
鎮
レ
ベ
ル
に
他
な

ら
な
ら
ず
、
郷
鎮
を
中
心
と
し
た
市
場
共
同
体
は
、
商
品
流
通
と
い
う
経
済
機
能
の
ほ
か
に
、
社
交
、
娯
楽
、
通
婚
圏
、
宗
族
、
軍
事
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行
動
な
ど
の
範
囲
と
密
接
な
対
応
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
実
際
、
社
会
主
義
改
造
時
代
、
人
民
公
社
に
組
織
さ
れ
た
地
理
的
な
規
模
も
、

こ
の
郷
鎮
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
ス
キ
ナ
ー
は
さ
ら
に
、
散
在
し
て
い
る
か
に
見
え
る
村
落
は
、
市
場
圏
モ
デ
ル
の
も
つ
階
層
性
に
よ
り
、

都
市
を
頂
点
と
す
る
市
場
シ
ス
テ
ム
に
位
置
づ
け
、
中
国
農
村
社
会
、
さ
ら
に
は
そ
の
頂
点
に
立
つ
都
市
の
研
究
に
新
た
な
視
点
を
も

た
ら
し
た
。

中
国
の
農
村
部
に
入
っ
た
宣
教
師
ら
は
、
経
験
的
に
こ
う
し
た
中
国
社
会
の
構
造
を
把
握
し
、
最
も
効
果
的
な
伝
教
方
法
を
模
索
し

た
。
そ
れ
が
広
大
な
村
々
を
歩
き
回
る
の
で
は
な
く
、
村
人
ら
が
集
ま
る
郷
鎮
レ
ベ
ル
を
拠
点
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
方

法
は
、
南
長
老
教
会
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
も
自
伝
で
述
べ
て
い
る
。
彼
は
新
し
い
郷
鎮
に
行
く
と
、
そ
こ
の
茶

館
に
居
座
り
、
集
ま
っ
て
い
る
人
々
に
福
音
を
説
く
。
こ
れ
を
定
期
的
に
繰
り
返
し
て
、
興
味
を
も
っ
た
人
が
一
定
数
集
ま
る
と
、
最

初
は
個
人
宅
の
一
室
を
借
り
て
拠
点
と
し
た
。
さ
ら
に
信
者
が
増
え
る
と
、
常
設
の
活
動
拠
点
を
設
け
る
。
教
堂
建
設
ま
で
に
は
こ
う

し
た
長
い
道
の
り
が
あ
っ
た）

注注

（
注

。
こ
の
過
程
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
教
で
も
同
様
で
あ
る
。
茶
館
を
拠
点
と
し
た
話
は
、『
洪
澤
県
志
』
に

見
え
る
。
即
ち
、
民
国
三
一
年
に
岔
河
教
堂
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
る
と
、
教
徒
ら
の
集
会
場
所
は
黄
富
が
経
営
す
る
「
民

衆
茶
社
」
に
移
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

伝
教
士
ら
は
、
新
し
い
県
に
入
る
と
、
先
ず
は
県
城
鎮
を
拠
点
と
す
る
。
こ
れ
は
宿
舎
の
確
保
や
安
全
性
の
問
題
か
ら
し
て
当
然
で

あ
る
。
や
が
て
土
地
勘
も
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
周
辺
の
郷
鎮
か
ら
回
る
よ
う
に
な
る
。
最
終
的
に
、
信
者
が
一
万
人
を
超
え
る
よ
う

な
県
と
な
る
と
、
県
城
鎮
に
お
け
る
教
堂
の
ほ
か
、
ほ
ぼ
全
て
の
郷
鎮
に
聚
会
拠
点
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況

は
自
然
発
生
的
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
。
全
て
の
郷
鎮
に
ま
で
活
動
拠
点
が
行
き
渡
る
に
は
、伝
教
士
ら
の
地
道
な
伝
教
活
動
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
国
化
が
進
む
と
、
伝
教
士
も
中
国
人
が
中
心
と
な
る
。
彼
ら
地
元
の
人
間
の
伝
教
活
動
が
あ
っ
て

こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
地
理
的
な
拡
大
が
可
能
に
な
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
郷
鎮
レ
ベ
ル
に
お
け
る
伝
教
拠
点
の
具
体
的
な
状
況
で
あ
る
が
、『
漣
水
県
志
』
に
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
一
九
八
五
年
に
お
け
る
漣
水
キ
リ
ス
ト
教
の
聚
会
所
リ
ス
ト
が
そ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
北
集
郷
沈
蕩
村
」
の
よ
う
に
村
名

が
一
つ
し
か
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、郷
の
中
心
部
の
村
に
一
つ
の
聚
会
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、「
岔

廟
郷
孫
橋
村
五
組
」
の
よ
う
に
一
つ
の
郷
の
一
つ
の
村
、さ
ら
に
一
つ
の
組
と
な
る
と
、必
ず
し
も
郷
の
中
心
部
の
村
と
は
限
ら
な
い
し
、

聚
会
所
が
あ
る
の
も
そ
の
村
の
中
心
部
と
い
う
よ
り
は
、
特
定
の
組
（
集
落
）
の
可
能
性
が
あ
る
。「
南
禄
郷
徐
圩
村
六
組
・
高
陳
村

二
組
・
張
顧
村
圩
外
組
」
と
な
る
と
、
一
つ
の
鎮
内
に
あ
る
三
つ
の
村
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
特
定
の
組
（
集
落
）

に
聚
会
所
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
郷
の
場
合
、
特
定
の
村
内
の
三
つ
の
集
落
に
聚
会
所
が
あ
る
訳
で
、
集
落
の
住
民
の
多
く
が
信

者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
の
村
に
は
聚
会
所
が
な
い
た
め
、
信
者
は
郷
内
で
も
特
定
の
村
、
特
定
の

組
（
集
落
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
各
県
志
に
は
、「
全
て
の
郷
鎮
に
聚
会
所
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
る
が
、

実
際
に
は
、
聚
会
所
が
万
遍
な
く
均
等
に
広
が
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
郷
内
の
特
定
の
村
や
そ
の
中
の
特
定
の
組
（
集
落
）
に

集
中
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
、「
分
散
集
中
型
」
と
な
る
の
は
、
広
大
な
農
村
部
に
お
い
て
は
む
し
ろ
自

然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
、
都
市
部
の
場
合
は
、
個
人
が
単
位
と
な
る
の
で
、
完
全
な
「
分
散
型
」
と
な
る
。

も
う
一
つ
の
、
父
系
親
族
集
団
と
信
仰
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
宗
族
と
の
関
連
で
目
を
引
く
の
は
、『
漣
水
県
志
』
の
記
述
で
あ
る
。

即
ち
、
伝
教
地
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
地
名
を
見
て
い
く
と
、
張
荘
村
や
張
荘
組
な
ど
、
姓
を
冠
し
た
村
名
や
組
名
が
多
い
。

ま
た
、
集
落
を
意
味
す
る
「
荘
」
や
、
市
場
を
意
味
す
る
「
集
」
の
文
字
と
も
よ
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
村
名
や
組
名
と
し
て
出

て
く
る
姓
は
、
張
の
他
に
、
洪
、
霍
、
徐
、
高
、
陳
、
朱
、
李
、
孫
、
薛
、
蔡
、
粱
、
郭
、
黄
、
秦
、
傅
、
余
な
ど
が
あ
る
。
一
つ
の

県
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
。
現
在
住
ん
で
い
る
住
民
が
そ
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
か
は
別
に
し
て
、
歴
史
的
に
こ
れ
ら
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の
姓
の
一
族
が
開
墾
に
入
っ
た
か
、
移
住
し
た
結
果
、
こ
う
し
た
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
村
レ
ベ
ル
の
場
合
、
完
全
な
単

姓
村
と
い
う
よ
り
は
、
大
多
数
を
占
め
る
姓
と
い
う
情
況
で
あ
ろ
う
が
、
組
レ
ベ
ル
だ
と
一
族
が
集
住
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
だ

と
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
教
に
お
い
て
、
一
族
が
連
れ
添
っ
て
入
信
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
伝
教
に
は
地
縁
の
み
な
ら
ず
、

親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
姓
が
つ
け
ら
た
地
名
は
、
教
堂
が
建
設
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も

沢
山
み
ら
れ
る
た
め
、
特
定
の
村
落
へ
の
伝
教
と
そ
こ
が
同
族
村
で
あ
る
か
否
か
に
は
、
相
関
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
親
族
組
織

が
作
用
し
始
め
る
の
は
、
そ
の
村
な
り
組
の
誰
か
が
入
信
し
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
姓
を
冠
し
た
地
名
は
、
漣
水
県
に
限

ら
ず
、
淮
陰
地
区
に
は
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
情
況
が
各
県
で
見
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

実
際
、『
泗
洪
県
志
』
に
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
が
あ
る
。
即
ち
、改
革
以
降
に
出
現
し
た
「
宗
教
熱
」
の
最
中
、「
あ
る
地
域
で
は
、

一
人
が
信
者
に
な
る
と
一
家
全
員
が
信
者
に
な
っ
た
り
、
一
戸
か
ら
全
村
に
広
が
っ
た
り
、
一
つ
の
姓
に
伝
わ
る
と
一
族
全
員
が
信
者

に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
情
況
が
生
じ
た
。
王
集
公
社
の
潘
崗
大
隊
南
馬
生
産
隊
で
は
、
三
二
戸
中
、
二
七
戸
が
信
徒
に
な
っ
た
。
四

河
公
社
の
淮
豊
大
隊
第
一
一
生
産
隊
で
は
三
七
戸
中
、
三
五
戸
が
信
徒
に
な
っ
た
。
朱
湖
公
社
の
臧
橋
大
隊
で
は
臧
姓
の
殆
ど
が
信
徒

に
な
っ
た
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
公
社
は
郷
鎮
に
、
大
隊
は
村
に
、
生
産
隊
は
集
落
に
相
当
す
る
。
前
者
二
つ
は
一
戸
か
ら

全
集
落
に
広
が
っ
た
例
で
あ
り
、
最
後
の
は
村
の
一
族
全
員
が
信
者
に
な
っ
た
例
で
あ
る
。
前
者
二
つ
は
雑
姓
の
集
落
の
よ
う
で
、
姓

を
超
え
て
信
者
が
広
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
最
後
の
例
も
単
姓
村
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
村
名
か
ら
判
断
し
て
、

臧
姓
が
そ
の
多
数
派
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
臧
姓
の
一
族
が
信
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
姓
を

超
え
て
信
者
が
集
落
や
村
全
体
に
広
が
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
姓
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
集
落
を
越
え
て
全
村
に
ま
で
広
が
っ
た

例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
況
と
、
泗
洪
県
に
お
い
て
は
「
女
性
の
信
徒
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
四
〇
歳
以
上
の
信
徒
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
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め
る
」
と
い
う
記
述
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
集
落
で
最
初
に
信
者
に
な
っ
た
の
は
年
配
の
女
性
で
、
そ
こ
か
ら

一
家
（
の
特
に
女
性
）、
さ
ら
に
は
全
集
落
（
の
特
に
女
性
）
に
信
者
が
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、
信

仰
の
拡
大
に
は
、父
系
親
族
の
み
な
ら
ず
、姓
を
超
え
た
女
性
同
士
の
繋
が
り
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。『
泗
洪
県
志
』

の
執
筆
者
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
不
法
行
為
と
並
列
し
て
お
り
、
非
正
常
的
な
現
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
信
仰
の
拡
大
に
は
、
年
配
の
女
性
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
そ
し
て
信
者
の
拡
大
に
は
、
女
性
同
士

の
繋
が
り
に
加
え
、集
落
内
と
い
う
地
縁
と
、同
姓
親
族
と
い
う
血
縁
関
係
が
作
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
両
方
が
作
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
農
村
部
の
話
で
あ
っ
て
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
地
縁
や
血
縁
関
係

は
そ
れ
ほ
ど
影
響
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
年
配
の
女
性
が
信
者
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
変
わ
り
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
入
信
の
動
機
と
も
関
係
し
て
く
る
。『
淮
安
市
志
』
で
も
、
耶
蘇
家
庭
の
記
述
に
お
い
て
、〔
当
時
、
人
々
の
〕
生
活

は
苦
し
か
っ
た
た
め
、
訪
れ
て
礼
拝
に
来
る
人
間
は
多
か
っ
た
と
か
、
建
国
初
期
、
宗
教
活
動
は
基
本
的
に
自
由
放
任
の
状
態
で
あ
り
、

入
教
し
た
大
多
数
は
婦
女
や
病
人
で
あ
っ
た
、
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
如
く
、
生
活
の
苦
し
さ
や
病
な
ど
の
悩
み
が
入
信
の
直
接
的
な

動
機
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
情
況
だ
か
ら
こ
そ
、
祈
祷
で
病
を
治
す
と
称
し
て
金
銭
や
財
産
を
騙
し
取
っ
た
り
、

婦
女
に
対
す
る
堕
胎
、
暴
行
や
連
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
法
行
為
も
発
生
し
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
外
国
人
宣
教
師
ら
が
伝
教
活

動
を
し
て
い
る
限
り
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
帰
国
し
、
外
国
の
教
会
組
織
と
絶
縁
し
た
状
態
と
な
る
と
、
雨
後

の
竹
の
子
の
よ
う
に
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
組
織
的
な
伝
教
を
行
う
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、
清
朝
に
よ
る
禁
教
令
や

共
産
党
政
権
に
よ
る
活
動
停
止
命
令
の
如
く
、
組
織
に
対
す
る
管
理
で
対
抗
し
て
き
た
。
し
か
し
新
教
の
場
合
、
相
手
は
組
織
と
い
う

よ
り
個
人
で
あ
る
た
め
、
管
理
は
容
易
で
は
な
い
。
な
か
に
は
、
山
東
か
ら
泗
洪
県
や
洪
澤
県
に
伝
わ
っ
た
耶
蘇
家
庭
の
よ
う
な
運
動
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も
起
こ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
新
教
が
聖
書
を
唯
一
の
拠
り
所
と
す
る
限
り
、
常
に
発
生
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
中
国
の
場
合
、
中

国
社
会
な
ら
で
は
の
現
象
も
引
き
起
こ
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
現
象
に
対
し
て
は
、
国
民
党
政
権
や
一
時
的
に
占
領

し
た
日
本
軍
、
さ
ら
に
は
共
産
党
政
権
も
、
放
任
の
後
は
管
理
、
抑
制
な
ど
の
政
策
を
必
要
に
応
じ
て
繰
り
返
し
取
っ
て
き
た
、
と
い

う
の
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
執
筆
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
南
長
老
教
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー

の
生
涯
に
焦
点
を
あ
て
た
前
稿
の
補
足
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。
当
初
は
簡
潔
に
概
況
を
整
理
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
資
料
を
読

み
込
ん
で
い
く
面
白
さ
か
ら
、
細
か
な
分
析
に
の
め
り
込
み
、
最
終
的
に
前
稿
を
超
え
る
分
量
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

南
長
老
教
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
自
伝
に
あ
る
如
く
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の

蘇
北
は
、先
に
伝
教
が
進
ん
だ
江
南
や
山
東
に
対
し
、宣
教
師
に
と
っ
て
は
「
福
音
」
を
待
つ
人
々
が
暮
ら
す
未
開
拓
の
処
女
地
で
あ
っ

た
。
南
長
老
派
の
伝
教
は
基
本
的
に
上
海
を
拠
点
と
し
、
揚
州
を
経
由
し
て
大
運
河
沿
い
に
伝
教
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

内
陸
部
で
あ
る
淮
陰
地
区
に
は
、
少
数
な
が
ら
も
、
北
側
の
山
東
省
や
西
側
の
安
徽
省
か
ら
も
伝
教
者
が
入
り
込
ん
だ
。
南
長
老
派
が

主
流
で
は
あ
っ
た
が
、
宿
遷
を
拠
点
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ほ
か
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
会
派
も
多
く
、
淮
陰
地
区
は
各
会
派
が
あ

る
種
の
棲
み
分
け
を
行
い
な
が
ら
活
動
地
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
、
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。

前
稿
で
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
生
涯
を
か
け
た
蘇
北
で
の
布
教
活
動
は
、
彼
自
身
、
最
終
的
に
「
失
敗
」

に
終
わ
っ
た
、
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
「
失
敗
」
と
は
、
改
宗
し
た
信
者
の
数
は
微
々
た
る
も
の
で
、
こ
の
地
域
の
住
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民
を
キ
リ
ス
ト
教
者
に
改
宗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
漏
れ
聞
く
情
報
は
、
私
の
予
想
を
上
回
っ
た
。
実
際
、『
淮
陰
市
志
』
の
記
述
に
あ
る
如
く
、
改
革
以
降
、

「
党
の
宗
教
政
策
が
全
面
的
に
貫
徹
さ
れ
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
人
数
も
不
断
に
増
加
し
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
平
均
毎
年
二
万
人
以

上
の
速
度
で
増
加
し
て
い
る
。
分
布
も
全
市
の
各
地
に
広
が
り
、
一
九
八
七
年
ま
で
に
一
四
万
五
三
九
六
人
に
達
し
、
こ
れ
は
江
蘇
省

が
管
轄
し
て
い
る
市
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
が
最
も
多
い
市
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
情
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

最
終
的
に
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
撒
い
た
種
は
、
内
戦
や
革
命
の
嵐
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
立
派
に
花
を
咲
か
せ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
一
人
の
功
績
で
は
な
い
が
、
こ
の

こ
と
を
今
も
廬
山
の
墓
地
に
眠
る
彼
が
知
っ
た
ら
、
ど
ん
な
思
い
を
浮
か
べ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

清
末
以
来
の
外
国
の
宣
教
師
ら
に
よ
る
人
生
を
賭
け
た
伝
教
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
に
は
、
会
派
を
問
わ
ず
「
中
国
化
」
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
中
国
化
」
に
は

一
定
の
副
作
用
が
伴
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
明
末
の
伝
教
以
来
、
歴
代
王
朝
や
政
府
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ
れ
、

信
者
は
地
下
に
潜
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
な
い
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
中
国
化
」
の
度

合
も
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

当
初
は
、
前
稿
で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
情
況
と
、
民
国
期
以
降
の
情
況
を
知
り
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
本
稿
の
執

筆
に
取
り
か
か
っ
た
。
各
県
志
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
記
述
に
は
濃
淡
が
あ
り
、ま
た
執
筆
者
の
ス
タ
ン
ス
も
微
妙
に
異
な
る
。
淡
々

と
事
実
だ
け
を
列
記
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
中
に
は
執
筆
者
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
も
の

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
県
志
を
読
み
込
ん
で
い
く
の
は
面
白
く
、
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上
の
面
白
い
情
報
を
数
多
く
見
つ
け
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
分
量
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て､

本
稿
は
前
稿
の
補
足
を
超
え
る
内
容
と
な
っ
た
。
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本
稿
は
、
資
料
の
関
係
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
の
情
況
で
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
の
急
増
は
、
ま
た
何
ら
か

の
制
約
や
管
理
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
は
、
歴
史
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
情
況
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、詳
細
な
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、最
新
の
情
報
を
追
い
か
け
る
の
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
で
あ
っ
て
、

我
々
の
仕
事
は
、
過
去
を
で
き
る
限
り
詳
細
に
再
構
成
し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
構
造
や
普
遍
的
な
も
の
を
抽
出
す
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
成
否
は
読
者
の
判
断
に
委
ね
る
し
か
な
い
が
、
人
類
学
を
専
門
と
す
る
者
と
し
て
、
本
稿
が
多
少
な
り
と
も
歴
史

人
類
学
的
な
論
考
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
長
い
年
月
を
か
け
て
本
稿
を
完
成
さ
せ
た
甲
斐
が
あ
る
と
言
え
る
。

注（
１
） 

拙
稿 

二
〇
一
四
「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中

心
に
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
四
六
巻
第
二
号
。

（
２
） 

費
蘇 

一
九
八
五
「
淮
安
基
督
教
簡
況
」『
淮
安
文
史
資
料
』
第
二
輯 

淮
安
県
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
。

（
３
） 

拙
稿 

二
〇
〇
一
「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
江
北
農
村
」『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
一
六
号
、
及
び
拙
稿 

二
〇
〇
二
「
中
国
に
お
け
る
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の

足
跡
」『
武
蔵
大
学･

総
合
研
究
所
紀
要
』
一
一
号
。

（
４
） 

拙
稿 

二
〇
一
一
「
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト : A

bsalom
 Sydenstricker

著　

A
n E

xposition of the Construction and 
Idiom

s of Chinese Sentences: A
s Found in Colloquial M

andarin for the U
se of Learners of the Language

（1889

）
を
巡
っ
て
」『
武
蔵

大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
四
三
巻
二
号
。

（
５
）
秋
山
元
秀
「
淮
陰
」『
世
界
大
百
科
事
典
』（
改
訂
新
版 

平
凡
社
）
ほ
か
を
参
照
。

（
６
） 

典
礼
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿 

二
〇
二
一
「
身
体
技
法
（
跪
拝
）
か
ら
み
る
中
国
に
お
け
る
典
礼
問
題
の
一
考
察
」
伊
東
貴
之
編
『
東
ア
ジ
ア
の
王
権

と
秩
序
―
思
想
・
宗
教
・
儀
礼
を
中
心
と
し
て
」』
及
古
書
院 

が
あ
る
。

（
７
） 『
淮
陰
市
志
』
二
〇
九
一
頁

（
８
） 『
宿
遷
市
志
』
一
一
～
一
二
頁

（
９
） 『
淮
陰
市
志
』
二
〇
九
一
頁
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（
10
） 『
淮
安
市
志
』
七
八
二
頁

（
11
） 『
宿
遷
市
志
』
八
九
四
頁

（
12
）『
宿
遷
市
志
』
一
七
～
一
八
頁

（
13
）『
漣
水
県
志
』
八
七
九
～
八
八
〇
頁

（
14
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
七
九
頁

（
15
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
〇
～
八
一
頁

（
16
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
二
頁

（
17
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
六
～
八
七
頁

（
18
）「
維
基
百
科
」
に
て
「
同
慶
堂
」、
及
び
「
神
恩
堂
」
な
ど
で
検
索
。

（
19
）
佐
伯
好
郎 

一
九
四
四
～
四
九
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』（
全
四
巻
）
春
秋
社
松
柏
館
、
比
屋
根
安
定 

一
九
四
〇
『
支
那
基
督
教
史
』
生
活
社 

よ
り

（
20
）『
淮
陰
県
志
』
六
五
七
頁

（
21
）『
漣
水
県
志
』
八
八
〇
頁

（
22
）『
徐
州
市
志
』
二
一
二
三
頁

（
23
） 

拙
稿 

二
〇
一
四
「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」

第
三
節
参
照

（
24
）
後
述
す
る
『
淮
陰
県
志
』
よ
り

（
25
）『
金
湖
県
志
』
七
〇
一
頁

（
26
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
三
～
八
五
頁

（
27
） 

拙
稿 

二
〇
一
四
「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」

八
八
頁
参
照

（
28
）『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版
二
二
五
～
二
九
頁
、
拙
稿
八
六
～
八
八
頁
参
照

（
29
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
一
～
八
二
頁

（
30
）『
淮
陰
市
志
』
二
〇
八
五
～
八
六
頁

（
31
）『
淮
安
市
志
』
七
八
二
～
八
四
頁

（
32
）『
漣
水
県
志
』
八
八
〇
～
八
八
五
頁

（
33
）『
淮
陰
県
志
』
六
五
七
頁
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（
34
）『
宿
遷
市
志
』
八
九
三
～
九
四
頁

（
35
）『
灌
南
県
志
』
七
三
一
～
三
二
頁

（
36
）『
泗
陽
県
志
』
七
六
一
～
六
二
頁

（
37
）『
洪
澤
県
志
』
八
二
九
～
三
〇
頁

（
38
）『
泗
洪
県
志
』
九
一
三
～
一
四
頁

（
39
）『
盱
眙
県
志
』
七
九
四
頁

（
40
）『
金
湖
県
志
』
七
〇
一
頁

（
41
） 

二
〇
一
一
年
の
推
計
で
は
、
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
総
数
は
六
七
〇
〇
万
人
で
、
八
割
以
上
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
九
〇
〇
万
人
で
、
政
府
公
認
の
カ
ト
リ
ッ
ク
組
織
に
五
七
〇
万
人
が
所
属
す
る
ほ
か
、
三
〇
〇
万
人
以
上
が
非
公
認
の
地
下
教
会
で

信
仰
を
守
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
典
礼
問
題
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
は
現
地
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
が
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
中
国
と
の
関
係
は
依
然

と
し
て
流
動
的
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
と
教
皇
の
対
立
は
、
司
教
の
任
命
権
に
集
約
さ
れ
る
。
中
国
側
が
宗
教
を
管
理
し
、
バ
チ
カ
ン
の
承
認
な
し
に
司

教
を
任
命
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
バ
チ
カ
ン
は
、
一
九
五
一
年
に
中
国
と
国
交
を
断
絶
し
て
い
る
。
中
国
側
が
独
自
に
司
教
を
任
命
す
る
と
、

バ
チ
カ
ン
側
は
破
門
宣
言
で
対
抗
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
が
、
中
国
政
府
公
認
の
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
が
任
命
し
た
司
教
を
破
門

処
分
す
る
な
ど
、
任
命
権
を
め
ぐ
る
対
立
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
た
。
二
〇
一
三
年
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
即
位
す
る
と
、
中
国
に
譲
歩
す
る

か
た
ち
で
中
国
と
の
関
係
改
善
に
乗
り
出
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
に
は
政
府
公
認
の
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
が
あ
る
一
方
で
、
非
公
認
の
地
下
教
会
が
存

在
し
、
多
く
の
信
者
が
法
王
に
忠
誠
を
誓
う
も
の
の
、
当
局
に
弾
圧
さ
れ
て
い
る
情
況
が
存
在
す
る
。
法
王
と
し
て
は
、
関
係
改
善
に
よ
っ
て
こ
う
し
た

教
会
の
分
断
を
回
避
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
お
か
れ
て
い
る
情
況
を
改
善
し
た
い
思
惑
が
あ
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
法
王
が
中
国

任
命
の
司
教
七
人
の
破
門
を
解
除
し
、
教
区
指
導
者
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
当
然
、
香
港
や
台
湾
の
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
は
方
法
の
こ
う
し

た
動
き
に
警
戒
感
を
強
め
て
い
る
。（「
バ
チ
カ
ン
、
中
国
に
接
近
？
」『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
、「
ロ
ー
マ
法
王
、
中
国
に
譲
歩
」『
産

経
新
聞
』
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
）。

（
42
） 

茶
館
の
活
用
を
初
め
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
伝
教
方
法
に
関
し
て
は
、
拙
稿
二
〇
一
四
「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教

師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
茶
館
の
社
会
的
な
機
能
に
関

し
て
は
、
拙
稿
一
九
八
五
「
飲
茶
の
話
」
が
あ
る
。
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文
献
リ
ス
ト

【
日
文
】

佐
伯
好
郎　

　
　

一
九
四
四 

―
四
九
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』（
全
四
巻
）〈
東
方
文
化
学
院
研
究
報
告
〉
春
秋
社
松
柏
館
／
一
九
七
九
『
支
那
基
督

教
の
研
究
』（
全
五
巻
）
復
刻
版 

名
著
普
及
会

西
澤
治
彦

　
　

一
九
八
五
「
飲
茶
の
話
」『
Ｇ
Ｓ 

楽
し
い
知
識
』
三
号  

冬
樹
社

　
　

二
〇
〇
一
「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
江
北
農
村
」『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
一
六
号

　
　

二
〇
〇
二
「
中
国
に
お
け
る
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
足
跡
」『
武
蔵
大
学･

総
合
研
究
所
紀
要
』
一
一
号

　
　

二
〇
一
一 

「
資
料
紹
介　

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト
―A

bsalom
 Sydenstricker 

著　

A
n E

xposition 

of the Construction and Idiom
s of Chinese Sentences: A

s Found in Colloquial M
andarin. for the U

se 

of Learners of the Language
（1889

）
を
巡
っ
て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
三
巻
二
号

　
　

二
〇
一
四 

「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け

る
軌
跡
を
中
心
に
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
六
巻
二
号

比
屋
根
安
定

　
　

一
九
四
〇 

『
支
那
基
督
教
史
』〈
東
亜
草
書
〉生
活
社（
二
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